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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

(1) 本ＴＴＣ標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（WTSC-93 ）において承認されたＩ

ＴＵ－Ｔ勧告（旧ＣＣＩＴＴ勧告）Ｘ．２５に準拠したものであり、１９９３年７月ＩＴＵ－Ｔ　Ｓ

Ｇ７全体会議で合意された勧告 X.25 の記述修正(6/22-7/2 における GENEVA での TD2035rev : Report

on Question 7/7 ; APPENDIX 2 & APPENDIX 3) 等を反映している。

(2) 本ＴＴＣ標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（WTSC-93 ）で合意された用語「Ｒ

ＰＯＡ」の「ＲＯＡ」の変更および、組織名「ＣＣＩＴＴ」の「ＩＴＵ－Ｔ」への変更も盛り込ん

でいる。

(3) 本ＴＴＣ標準は、発行済の標準ＪＴ－Ｘ２５（第２版）およびＪＴ－Ｘ２５（８８）の両標準の

改版であり、内容的には標準ＪＴ－Ｘ２５（第２版）およびＪＴ－Ｘ２５（８８）のプロトコルを

継承するものである。

尚、ＪＴ－Ｘ２５（第２版），ＪＴ－Ｘ２５（８８）および本ＴＴＣ標準に関する比較表を参考

資料として付録に添付する。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

(1) データリンクについて

・国際動向として、ＬＡＰＢが主流であることから、１９８８年国際勧告で規定されるＬＡＰに関し

ては本標準では規定しない。

・勧告Ｘ．２５の 2.2.6.1 節における調歩同期伝送（Start/Stop transmission)関連の記述について、１９

９３年７月ＩＴＵ－ＴＳＧ７全体会議で合意されたコメントを受け、ＴＴＣとして検討の結果以下

の内容で標準を制定した。

“The DCE incoming or outgoing channel is defined to be in an active condition when it is receiving or

transmitting, respectively, a frame, an abortion  sequence, or   (for start/stop transmission only) interframe time

fill.”

(2) パケットレイヤ関連について

・パケットのユーザデータフィールド長は、国内ではオクテット整合する網が主流であることから、

オクテットの整数倍とする。

・本標準で記述する「網間」は、「国内での網間接続および国際間での網間接続」に適用する。

(3) その他

・ＩＴＵ－Ｔ勧告 1993 年版 X.25 の Annex Ａ（『論理チャネルの範囲』）は、国内の既存網および

既存端末へ与える影響が大きいことから、本標準では規定しないが、付録Ⅶとして添付する。

・ＩＴＵ－Ｔ勧告 1993 年版 X.25 にある継続検討課題(Further Study) 項目は、今後の国際標準化動向

に委ねる部分が多いため、本標準では規定しない。

・本標準における規定範囲は本文および付属資料であり、付録についてはＴＴＣ標準の推奨範囲外

であるが、ＪＴ－Ｘ２５標準に関連する事項を補足するため、参考資料として添付する。

interframe time fill, intraframe
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３．改版の履歴 

 

版  数 発  行  日 改 版 内 容 

ＪＴ－Ｘ２５ 

第１版 

昭和６２年４月２８日 

 

制定 

ITU-T 勧告 1984 年版に準拠及び郵政省

告示第２１８号「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾈｯ

ﾄﾜｰｸﾌﾟﾛﾄｺﾙ推奨通信方式｣(昭和 59 年 3

月 24 日）の規定に整合。 

ＪＴ－Ｘ２５（８８） 

第１版 
 

平成３年 ４月２６日 制定 

ITU-T 勧告 1988 年版(BLUE BOOK)に

準拠 

ＪＴ－Ｘ２５ 

第２版 

平成３年 ４月２６日 改定 

JT-X25(88)の制定に伴う参考欄の記述

の追加および記述誤りの適正化 

ＪＴ－Ｘ２５ 

第３版 

平成５年１１月２６日 

 

改定 

ITU-T 勧告 1993年版に準拠標準 JT-X25

および JT-X25(88)の改版であり内容を

包含 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 

(1) 本標準で参照するＴＴＣ標準、国際勧告等は以下のとおりである。 

ＴＴＣ標準：ＪＴ－Ｘ３１、ＪＴ－Ｘ３２、ＪＴ－Ｑ９３１ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告（旧ＣＣＩＴＴ勧告） 

：Ｘ.1、Ｘ.2、Ｘ.10 、Ｘ.21 、Ｘ.21 bis 、Ｘ.25 、Ｘ.29 、Ｘ.31 、Ｘ.32 、Ｘ.96 、Ｘ.121 

Ｘ.122、Ｘ.135、Ｘ.138、Ｘ.150、Ｘ.213、Ｘ.244、Ｘ.301、Ｅ.164、Ｅ.165、Ｅ.166、Ｔ.50  

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準：ISO/IEC8208 、ISO/IEC8348 、ISO/IEC8802  

その他  ：ＲＦＣ１１６６ 
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(2) JT-X25 標準の章構成と図表の ITU-T 勧告 1993 年版 X.25 との対応は以下のとおりである。

JT-X25 標準 ITU-T 勧告 1993 年版 X.25
第１章 第１章

1.1 ～1.4 1.1 ～1.4
第２章 第２章

2.1 ～2.5 2.1 ～2.5
表 2-1 ～2-10/JT-X25 表 2-1 ～2-10
図 2-1 ～2-4/JT-X25 図 2-1 ～2-4

第３章 第３章

3.1 ～3.4 3.1 ～3.4
表 3-1/JT-X25 表 3-1

第４章 第４章

4.1 ～4.6 4.1 ～4.6
表 4-1/JT-X25 表 4-1

第５章 第５章

5.1 ～5.7 5.1 ～5.7
表 5-1 ～5-9/JT-X25 表 5-1 ～5-9
図 5-1 ～5-19/JT-X25 図 5-1 ～5-19

第６章 第６章

6.1 ～6.29 6.1 ～6.29
表 6-1 ～6-4/JT-X25 表 6-1 ～6-4

第７章 第７章

7.1 ～7.3 7.1 ～7.3
表 7-1 ～7-10/JT-X25 表 7-1 ～7-10
図 7-1/JT-X25 図 7-1

付属資料 A Annex B
付図 A-1 ～A-3/JT-X25 図 B-1 ～B-3

付属資料 B Annex C
付表 B-1 ～B-4/JT-X25 表 C-1 ～C-4

付属資料 C Annex D
付表 C-1 ～C-2/JT-X25 表 D-1 ～D-2

付属資料 D Annex E
付表 D-1/JT-X25 表 E-1

付属資料 E Annex F
付属資料 F Annex G

付表 F-1 ～F-4/JT-X25 表 G-1 ～G-4
付属資料 G Annex H
付録Ⅰ Appendix I
付録Ⅱ Appendix II

付表Ⅱ-1～Ⅱ-3/JT-X25 表 II-1～II-3
付録Ⅲ Appendix III

付図Ⅲ-1～Ⅲ-2/JT-X25 図 III-1 ～III-2
付録Ⅳ Appendix IV

付図Ⅳ-1 図 IV-1
付録Ⅴ Appendix V

付表Ⅴ-1～Ⅴ-3/JT-X25 表 V-1 ～V-3
付録Ⅵ Appendix VI
付録Ⅶ Annex A 『論理チャネルの範囲』
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１．ＤＴＥ／ＤＣＥ物理レイヤインタフェース

電気通信事業者は、以下に記述する１つ以上のＤＴＥ／ＤＣＥ物理レイヤインタフェースを提供するこ

とがある。これら記述中の関連標準および勧告の参照箇所を以下に記述する。

1.1　Ｘ．２１インタフェース

1.1.1　ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース要素

ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース要素は、勧告Ｘ．２１の 2.1 節から 2.5 節の記述に従う。

1.1.2　動作フェーズへの遷移手順

動作フェーズへの遷移手順は、勧告Ｘ．２１の 5.2 節の記述に従う。インタフェース状態が勧告Ｘ．２

１の図Ａ－３／Ｘ．２１に示される１３Ｓ、１３Ｒ、１３の場合、回路Ｔと回路Ｒとで交換するデータは、

本標準の後節の記述に従う。

勧告Ｘ．２１の 2.5 節に記述されるノットレディ状態は、非動作状態とみなすが、上位レイヤが障害状

態とみなすことがある（4.6 節参照）。

1.1.3　障害検出およびテストループ

障害検出の原理は、勧告Ｘ．２１の 2.6.節の記述に従う。さらに、一時的な伝送障害により、ｉ＝オフ

状態とすることがある。上位レイヤがインタフェースを障害状態とみなすまで、数秒の遅れを生じること

がある。

テストループの定義およびテストループを使用した保守試験の原則は、勧告Ｘ．１５０に記述されてい

る。

テストループとその使用手順に関する記述は、勧告Ｘ．２１の７章に記述されている。

リモート端末において、ＤＣＥ内テストループ２のＤＴＥによる自動起動は、利用できない。しかし、

電気通信事業者は、専用回線または加入者回線、ＤＣＥまたは回線を終端する装置の全部または一部の動

作を確認するため、ローカルＤＳＥにおいて、テストループ２相当の機能の制御をＤＴＥに許容すること

がある。ループの制御は、提供する場合、勧告Ｘ．１５０および勧告Ｘ．２１に記述されているように、

それぞれ手動または自動により行うことがある。

1.1.4　信号要素のタイミング

信号要素のタイミングは、勧告Ｘ．２１の 2.6.3 節の記述に従う。

1.2　Ｘ．２１ｂｉｓインタフェース

1.2.1　ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース要素

ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース要素は、勧告Ｘ．２１ｂｉｓの 1.2 節の記述に従う。

1.2.2　動作フェーズ

回路１０７がオン状態で、回路１０５、１０６、１０８および１０９を提供しており、かつそれらがオ

ン状態の場合、回路１０３と１０４で交換するデータは、本標準の後節の記述に従う。

回路１０７がオフ状態で、回路１０５、１０６、１０８および１０９を提供しており、そのうちのいく

つかがオフ状態の場合、非動作状態とみなすが、上位レイヤが障害状態とみなすことがある（4.6 節参

照）。
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1.2.3　障害検出およびテストループ

障害検出の原理、テストループおよびその使用手順は、勧告Ｘ．２１ｂｉｓの 3.1 節から 3.3 節の記述

に従う。さらに、回路１０６および回路１０９は、一時的な伝送障害によりオフ状態とすることがある。

上位レイヤがインタフェースを障害状態とみなすまで、数秒の遅れを生じることがある。

リモート端末において、ＤＣＥ内テストループ２のＤＴＥによる自動起動は、利用できない。しかし、

電気通信事業者は、専用回線または加入者回線、ＤＣＥまたは回線を終端する装置の全部または一部の動

作を確認するため、ローカルＤＳＥにおいて、テストループ２相当の機能の制御をＤＴＥに許容すること

がある。ループの制御は、提供する場合、勧告Ｘ．１５０および勧告Ｘ．２１ｂｉｓに記述されているよ

うに、それぞれ手動または自動により行うことがある。

1.2.4　信号要素のタイミング

信号要素のタイミングは、勧告Ｘ．２１ｂｉｓの 3.4 節に従う。

1.3　Ｖシリーズインタフェース

Ｖシリーズモデムの一般的な動作は、上記 1.2 節に記述するとおりである。しかし、詳細は、特に、障

害検出の原理、ループテスト、回路１０７、１０９、１１３、１１４の使用は、該当するＶシリーズ勧告

を参照のこと。

回路１０５―オンと回路１０６―オンの間の遅延（これらの回路がある場合）は、１０ミリ秒以上１秒

以下である。さらに、回路１０６または回路１０９は、一時的な伝送障害またはモデムリトレーニングに

より、オフ状態とすることがある。上位レイヤがインタフェースを障害状態とみなすまで、数秒の遅れを

生じることがある。

1.4　Ｘ．３１インタフェース

1.4.1　ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース

ＩＳＤＮの場合、本標準のＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェースは、ＤＴＥとターミナルアダプタ（Ｔ

Ａ）との間のＲ参照点と一致する。ＴＡの目的は、ＩＳＤＮでＤＴＥの動作を保証することにある。半固

定ＩＳＤＮ接続（すなわち非交換Ｂチャネル）を通してパケット交換データ伝送サービスにアクセスする

場合のＴＡの機能は、ＪＴ―Ｘ３１の７章に記述されている。

注１－このタイプのアクセスは、公衆交換データ伝送サービスへの専用的アクセスとみなす。公衆交換

データ伝送サービスへの非専用的アクセスは、ＪＴ―Ｘ３２およびＪＴ―Ｘ３１に定義されてい

る。

注２－ＤＴＥおよびＴＡの機能は、パケットモード端末ＴＥ１がＩシリーズに適合する場合、同じ装置

で実装されることがある。この場合、本標準は、半固定Ｂチャネルでのレイヤ２およびレイヤ３

の動作を包含する。

1.4.2　動作フェーズ

動作フェーズは、ＪＴ―Ｘ３１の７章に記述されている。

1.4.3　保守

保守は、勧告Ｘ．３１の 7.6 節の記述に従う。
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1.4.4　同期性

同期は、ＪＴ―Ｘ３１の 7.3.4 節に記述されている。

２．ＤＴＥ／ＤＣＥデータリンクレイヤインタフェース

2.1　適用範囲

2.1.1　リンクアクセス手順（ＬＡＰＢ）は、データリンクレイヤ要素で記述され、単一物理回線上のＤＣ

ＥとＤＴＥ間のデータ授受、または網オプションである複数物理回線上のＤＣＥとＤＴＥ間のデータ授受

に使用する。これらの物理回線は、勧告Ｘ．１に記述されるユーザサービスクラス８～１１、２６、３０

～３３、３５、３７、４５、５３および５９で動作する。網オプションであり網加入時に選択可能な複数

物理回線動作（マルチリンク動作）は、回線障害の影響でパケットレイヤ動作を妨げない様に要求される。

2.2 節、2.3 節および 2.4 節に記述する単一リンク手順（ＳＬＰ）は、１章の記述に準拠するＤＴＥと

ＤＣＥ間の単一物理回線を使用したデータ授受に使用する。網オプションであるマルチリンク動作を使用

する場合、単一リンク手順（ＳＬＰ）は、各物理回線上でそれぞれ独立に使用し、2.5 節に記述するマル

チリンク手順（ＭＬＰ）は、これら複数のパラレルＬＡＰＢデータリンク上でのデータ授受に使用する。

さらに、電気通信事業者は、この網オプションであるマルチリンク手順を、単一のＬＡＰＢリンクで使用

することを許容することがある。

2.1.2　単一リンク手順（ＳＬＰ）は、国際標準化機構（ＩＳＯ）のハイレベルデータリンク制御手順（Ｈ

ＤＬＣ）の原則および用語を使用する。マルチリンク手順（ＭＬＰ）は、ＩＳＯのマルチリンク制御手順

の原則および用語を使用する。

2.1.3　伝送機能は全二重である。

2.1.4　ＨＤＬＣ平衡型手順クラス（クラスＢＡ）を使用するＤＣＥ動作の互換性は、2.2 節、2.3 節およ

び 2.4 節に記述するＬＡＰＢ手順を使用して確保する。オプション２および８を使うクラスＢＡ（ＬＡＰ

Ｂ同期モジュロ８）は、基本サービスであり、すべての網で利用できる。オプション２、８および１０を

使うクラスＢＡ（ＬＡＰＢ同期モジュロ１２８）は、網オプションであり網加入時に選択可能な拡張シー

ケンス番号付与サービスであり、網は、モジュロ１２８のシーケンス番号付与を提供することがある。オ

プション２および８を使うクラスＢＡ、あるいはオプション２、８および１０を使うクラスＢＡに、ＨＤ

ＬＣのオプション１５を追加して同期伝送のかわりに調歩同期伝送を用いることが可能である。この追加

はオプションで、網加入時に選択可能なサービスであり、調歩同期伝送をＤＴＥに提供する網において可

能である。

ＤＴＥ製造業者および設計者は、ＬＡＰＢ同期モジュロ８として、以下に記述する手順のみ、すべての

網で利用可能であることに注意する必要がある。

2.1.5　基本サービス（モジュロ８のＬＡＰＢ同期伝送）と拡張モードＬＡＰＢシーケンス番号サービスお

よび／又は調歩同期伝送の２つのオプションのうち少なくとも１つの提供が選択できる網では、基本モー

ド（モジュロ８）またはこれらのオプションの追加の選択は、網加入時に行う。各データリンク手順の能

力の選択は他のデータリンク手順とは独立である。拡張モードＬＡＰＢシーケンス番号サービスの選択は、

パケットレイヤの手順に対応したモードの選択とは独立である。すべての選択は、当面の間、電気通信事

業者との間の合意事項である。
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2.2　フレームについて

2.2.1　フラグシーケンス

全てのフレームは、１個の「０」と６個の連続した「１」および１個の「０」からなるフラグシーケン

スで始まり、終わる。ＤＴＥおよびＤＣＥは、複数のフラグシーケンスを送信する場合（2.2.4 節参照）、

単に完全な８ビットのフラグシーケンスを送出するだけである。１個のフラグを、フレームの終結フラグ

および次のフレームの開始フラグとして、共用することができる。

2.2.2　透過性

2.2.2.1　同期伝送

ＤＣＥまたはＤＴＥは、フレーム送信に際し、アドレスフィールド、制御フィールド、情報フィールド

およびＦＣＳフィールドを含む２個のフラグシーケンス間のフレーム内容を調べ、フラグシーケンスと区

別するために、５個の連続する「１」（ＦＣＳの最後の５ビットを含む）の後に１個の「０」を挿入する。

ＤＣＥまたはＤＴＥは、フレーム受信に際し、フレーム内容を調べ、５個の連続する「１」の直後の

「０」を削除する。

2.2.2.2　調歩同期伝送

以下に述べる透過性手順が適用されるオクテットがフレーム内に発生した事は、制御エスケープオク

テットによって確認される。制御エスケープオクテットの符号化を以下に示す。

ビット送出順序 １２３４５６７８

１０１１１１１０

ＤＣＥまたはＤＴＥはフレーム送信に際し、２つのフラグシーケンス間のアドレスフィールド、制御

フィールド、情報フィールドおよびＦＣＳフィールドを含むフレーム内容を調べ、ＦＣＳ計算に続いて

１)フラグあるいは制御エスケープオクテットと同じオクテットが発生すると、６番目に送出される

データビットを補数にし、

２)こうして出来たオクテットの直前に制御エスケープオクテットを挿入してから送出する。

ＤＣＥまたはＤＴＥはフレーム受信に際し、２つのフラグシーケンス間のフレーム内容を調べ、制御エ

スケープオクテット受信に際してはＦＣＳ計算に先立って

１)制御エスケープオクテットを削除し、

２)６番目に受信したデータビットを補数にして直後のオクテットを修復する。

2.2.3　フレーム伝送に関する考慮点

2.2.3.1　ビット送出順序

アドレス、コマンド、レスポンスおよびシーケンス番号は、下位ビットから順に送出する（たとえば、

シーケンス番号で最初に送出するビットは、重み２
０　

である）。情報フィールド中のビット送出順序は、

本標準の２章では規定しない。ＦＣＳは、最高次の係数、すなわち、ＦＣＳフィールドのビット位置１６

から送出する（表２－１／ＪＴ－Ｘ２５および表２－２／ＪＴ－Ｘ２５参照）。

注－表２－１／ＪＴ－Ｘ２５から表２－８／ＪＴ－Ｘ２５では、ビット位置１は、下位ビットと定義す

る。
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2.2.3.2　調歩同期伝送

調歩同期伝送では、各オクテットの範囲をスタートビットとストップビットによって定める。必要であ

ればマークホールド（連続した論理的に「１」の状態）をオクテット間タイムフィルに用いる。代表的な

オクテット伝送は図２－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す通りである。ＤＣＥまたはＤＴＥはフレーム受信に際し

てフレーム内容を調べ、そのスタートビット、ストップビットおよびオクテット間タイムフィルとして挿

入された「１」を削除する。

2.2.4　フレーム間タイムフィル

フレーム間タイムフィルは、フレーム間に連続してフラグを送出することにより行う（2.2.1 節参照）。

2.2.5　フレーム内タイムフィル

2.2.5.1　同期伝送

同期伝送を使用している場合、フレーム内タイムフィルは提供しない。

2.2.5.2　調歩同期伝送

調歩同期伝送で、次のオクテットが前のオクテットに続いて直ちに送信できないときにフレーム内に送

信するシーケンスである。

オクテット間のタイムフィルは、連続したマークホールド状態（論理的な「１」）の送信により行う

（2.2.3.2 節参照）。オクテット内（すなわち、スタートビットとストップビット間）のタイムフィルは

提供しない。

2.2.6　リンクチャネル状態

ここで定義するリンクチャネルは、片方向の伝送を意味する。

2.2.6.1　アクティブチャネル状態

ＤＣＥの入力チャネルまたは出力チャネルは、それぞれが、フレーム、フレーム放棄シーケンス、フ

レーム間タイムフィルまたは（調歩同期伝送のみ）フレーム内タイムフィルを受信中または送信中であ

る場合、アクティブ状態である。

2.2.6.2　アイドルチャネル状態

ＤＣＥの入力チャネルまたは出力チャネルは、それぞれが、一定数連続した「１」を受信中または送信

中である場合、アイドル状態である。

アイドル状態が、入力チャネルで長時間継続した場合（入力チャネルでの長時間アイドルチャネル状

態）のＤＣＥ動作は、2.3.5.5 節を参照のこと。

2.2.6.2.1　同期伝送

同期伝送では、少なくとも１５ビット以上、連続した「１」が続く場合、アイドルチャネル状態である。

2.2.6.2.2　調歩同期伝送

調歩同期伝送におけるアイドルチャネル状態の最小値はフレーム内タイムフィルを考慮し十分大きくな

ければならないが、本標準では規定しない。
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2.2.7　フレーム構成

ＳＬＰ上で伝送するフレームは、すべて、表２－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す基本（モジュロ８）動作の

フォーマットのいずれか、あるいは、表２－２／ＪＴ－Ｘ２５に示す拡張（モジュロ１２８）動作の

フォーマットのいずれかに準拠する。アドレスフィールドに先行するフラグを開始フラグと定義する。Ｆ

ＣＳフィールドに後続するフラグを終結フラグと定義する。

これらのフレームフォーマットには透過性の確保のために挿入された（2.2.2 節参照）ビット（同期伝

送の場合）、オクテット（調歩同期伝送の場合）および伝送タイミングをとるために挿入されたビット

（すなわちスタートおよびストップビット）は何れも含まない。

2.2.7.1　アドレスフィールド

アドレスフィールドは、１オクテットで構成する。アドレスフィールドは、コマンドフレームの受信装

置とレスポンスフレームの送信装置を識別する。アドレスフィールドの符号化は、2.4.2 節に記述する。

2.2.7.2　制御フィールド

モジュロ８（基本）動作では、制御フィールドは、１オクテットで構成する。モジュロ１２８（拡張）

動作では、制御フィールドは、シーケンス番号を含むフレームフォーマットの場合は、２オクテットで構

成し、シーケンス番号を含まないフレームフォーマットの場合は、１オクテットで構成する。制御フィー

ルドの内容は、2.3.2 節に記述する。

2.2.7.3　情報フィールド

情報フィールドは、存在する場合、制御フィールド（2.2.7.2 節参照）の次に続き、フレームチェック

シーケンス（ＦＣＳ）フィールド（2.2.7.4 節参照）の前に位置する。

調歩同期伝送ではスタートビットとストップビットとの間には情報ビットが８ビット存在する。

ＤＣＥからＤＴＥへのフレーム送出時に、情報フィールド内に挿入すべき情報が８の整数倍のビットを

有しないとき、ＤＣＥはこの情報フィールドをゼロで埋め、情報フィールドがオクテット整合になるよう

にする。ＤＴＥからＤＣＥへのフレーム送出時、ＤＴＥはオクテット整合の情報のみ送出する。

本標準に使用する情報フィールドの符号化は、2.3.4.9 節、2.5.2 節および５章を参照のこと。

情報フィールドの最大長は、2.3.4.9 節および 2.4.8.5 節を参照のこと。

2.2.7.4　フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド

フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）の記述に使用する表記方法は、１００００００１００００１の

ような符号ベクトルがＰ（ｘ）＝ｘ
１２

＋ｘ
５　

＋１の多項式で表すことが出来るというサイクリック符号の

性質に基づいている。ｎ要素符号の要素は、このように（ｎ－１）次多項式の係数である。これを応用し、

これらの係数は「０」か「１」の値を持つことができ、多項式演算はモジュロ２で行う。フレームの内容

を表す多項式は、フレームの開始フラグの後に受信した最初のビットを最高次の係数として使用して生成

する。

ＦＣＳは、１６ビットのシーケンスとする。ＦＣＳは、次の（１）と（２）の和（モジュロ２演算）の

１の補数をとったものである。

(1) ｘ
ｋ　

（ｘ
１５

＋ｘ
１４

＋ｘ
１３

＋･･･ ＋ｘ
２　

＋ｘ
１　

＋１）を生成多項式ｘ
１６

＋ｘ
１２

＋ｘ
５　

＋１で割算

（モジュロ２の演算）した剰余。

ここで、ｋは、開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットに挟まれたビットの数であり、

透過性を確保するために挿入したビット（同期伝送）あるいはオクテット（調歩同期伝送）、および

伝送タイミングをとるために挿入されたビット（すなわちスタートおよびストップビット）は除く。
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(2) 開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットに挟まれたビットシーケンスにｘ
１６

を乗じた後、

生成多項式ｘ
１６

＋ｘ
１２

＋ｘ
５　

＋１で割算（モジュロ２の演算）した剰余。

ここで、透過性を確保するために挿入したビット（同期伝送）あるいはオクテット（調歩同期伝

送）、および伝送タイミングをとるために挿入されたビット（すなわちスタートおよびストップビッ

ト）は除く。

代表的な実施方法として、送信装置では、割算の剰余を計算する装置のレジスタ内容をすべて「１」に

プリセットしておき、続いて、アドレスフィールド、制御フィールドおよび情報フィールドを上述の生成

多項式で割算し、変更する。剰余の１の補数を１６ビットのＦＣＳとして送出する。

受信装置では、剰余を計算する装置のレジスタ内容をすべて「１」にプリセットする。直列入力ビット

とＦＣＳにｘ
１６

を乗じた後、生成多項式で割算（モジュロ２の演算）した結果の剰余は、伝送誤りがない

場合、０００１１１０１００００１１１１（各々、ｘ
１５

からｘ
０　

）となる。

注－ＳＡＢＭコマンドとＵＡレスポンスに、透過性メカニズムとフレームチェックシーケンスの適用さ

れた、ＤＣＥとＤＴＥによるビット送出パターンの例を付録Ｉに示す。

2.3　ＬＡＰＢの手順要素

2.3.1　ＬＡＰＢの手順要素は、ＤＣＥまたはＤＴＥが、フレームを受信した場合の動作を定義する。

以下に記述する手順要素には、2.1 節に記述するＬＡＰＢデータリンクとシステム構成に関連するコマ

ンドとレスポンスの一部を含む。2.2 節と 2.3 節には、ＬＡＰＢアクセスデータリンクを正しく運用する

ための一般的な要求事項を記述する。

2.3.2　ＬＡＰＢ制御フィールドのフォーマットとパラメータ

2.3.2.1　制御フィールドのフォーマット

制御フィールドには、コマンドまたはレスポンスを含み、必要により、シーケンス番号を含む。

番号制情報転送（Ｉフォーマット）、番号制監視機能（Ｓフォーマット）および非番号制制御機能（Ｕ

フォーマット）を実行するため、３種類の制御フィールドフォーマットを使用する。

基本（モジュロ８）動作の制御フィールドフォーマットは、表２－３／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

拡張（モジュロ１２８）動作の制御フィールドフォーマットは、表２－４／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

2.3.2.1.1　情報転送フォーマット（Ｉフォーマット）

Ｉフォーマットは、情報転送の実行に使用する。送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）、受信シーケンス番号Ｎ

（Ｒ）およびＰビットの機能は、それぞれ独立である。各情報（Ｉ）フレームは、送信シーケンス番号Ｎ

（Ｓ）と、ＤＣＥまたはＤＴＥが受信したフレームの確認応答のための受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）、お

よび「０」または「１」に設定したＰビットを有する。

2.3.2.1.2　監視フォーマット（Ｓフォーマット）

Ｓフォーマットは、データリンクの監視制御機能、すなわち、情報（Ｉ）フレームの確認、情報（Ｉ）

フレームの再送要求および情報（Ｉ）フレームの一時的な送信停止要求に使用する。受信シーケンス番号

Ｎ（Ｒ）とＰ／Ｆビットの機能は、それぞれ独立である。各監視（Ｓ）フレームは、ＤＣＥまたはＤＴＥ

が受信した情報（Ｉ）フレームの確認応答のための受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）、および「０」または

「１」に設定したＰ／Ｆビットを有する。
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2.3.2.1.3　非番号制フォーマット（Ｕフォーマット）

Ｕフォーマットは、付加的なデータリンク制御機能の実行に使用する。このフォーマットには、シーケ

ンス番号は含まないが、「０」または「１」に設定したＰ／Ｆビットを含む。非番号制（Ｕ）フレームは、

基本（モジュロ８）動作および拡張（モジュロ１２８）動作で、同一の制御フィールド長（１オクテッ

ト）である。

2.3.2.2　制御フィールドパラメータ

制御フィールドフォーマットでの各種パラメータは、以下に記述する。

2.3.2.2.1　モジュラス

各情報（Ｉ）フレームには、０からモジュラス－１までのシーケンス番号を付与する（ここで、モジュ

ラスとは、シーケンス番号のモジュラスである）。モジュラスは、８または１２８であり、シーケンス番

号は、モジュラスの全範囲（０からモジュラス－１まで）を循環する。

2.3.2.2.2　送信状態変数Ｖ（Ｓ）

送信状態変数Ｖ（Ｓ）は、次に送信すべき情報（Ｉ）フレームの連続したシーケンス番号を示す。送信

状態変数Ｖ（Ｓ）は、０からモジュラス－１までの値をとることができる。送信状態変数Ｖ（Ｓ）の値は、

各情報（Ｉ）フレームの連続的な送出毎に、１ずつ加算する。しかし、送信状態変数Ｖ（Ｓ）の値は、受

信した最新の情報（Ｉ）フレームまたは監視（Ｓ）フレームの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）にアウトスタ

ンディング情報フレーム（送信済みかつ応答未確認の情報フレーム）の最大数ｋを加えた値を越えてはな

らない。ｋの値は、2.4.8.6 節に定義する。

2.3.2.2.3　送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）

情報（Ｉ）フレームのみが、送信する情報（Ｉ）フレームの送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）を含む。連続

した情報（Ｉ）フレームの送出に先立ち、送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）の値は、送信状態変数Ｖ（Ｓ）の

値に等しく設定する。

2.3.2.2.4　受信状態変数Ｖ（Ｒ）

受信状態変数Ｖ（Ｒ）は、次に受信すべき情報（Ｉ）フレームの連続したシーケンス番号を示す。受信

状態変数Ｖ（Ｒ）の値は、０からモジュラス－１までの値をとることができる。受信状態変数Ｖ（Ｒ）の

値は、送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）がＶ（Ｒ）に等しい連続番号の情報（Ｉ）フレームを誤りなく受信し

た場合に、１ずつ加算する。

2.3.2.2.5　受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）

全ての情報（Ｉ）フレームおよび監視（Ｓ）フレームは、次に受信を期待する情報（Ｉ）フレームの送

信シーケンス番号に対応する受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を有する。これらのフレームの送出に先立ち、

受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値は、現在の受信状態変数Ｖ（Ｒ）の値に等しく設定する。受信シーケン

ス番号Ｎ（Ｒ）は、その受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を送出したＤＣＥまたはＤＴＥが、Ｎ（Ｒ）－１ま

でのシーケンス番号をもつ情報（Ｉ）フレームを全て誤りなく受信したことを示す。

2.3.2.2.6　ポール／ファイナルビット（Ｐ／Ｆビット）

全てのフレームは、ポール／ファイナルビット（Ｐ／Ｆビット）を有する。コマンドフレームで

は、Ｐ／Ｆビットは、Ｐビットとみなす。レスポンスフレームでは、Ｐ／Ｆビットは、Ｆビットとみなす。
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2.3.3　ポール／ファイナルビットの機能

「１」に設定したポール（Ｐ）ビットは、ＤＣＥまたはＤＴＥが、それぞれＤＴＥまたはＤＣＥからの

応答を勧誘（ポール）するために使用する。「１」に設定したファイナル（Ｆ）ビットは、それぞれＤＣ

ＥまたはＤＴＥからの勧誘（ポール）コマンドに対応して、ＤＴＥまたはＤＣＥが送出したレスポンスフ

レームを示すために使用する。

Ｐ／Ｆビットの使用は、2.4.3 節に記述する。

2.3.4　コマンドおよびレスポンス

基本（モジュロ８）動作では、ＤＣＥおよびＤＴＥは、表２－５／ＪＴ－Ｘ２５に示すような、コマン

ドおよびレスポンスを提供する。

拡張（モジュロ１２８）動作では、ＤＣＥおよびＤＴＥは、表２－６／ＪＴ－Ｘ２５に示すような、コ

マンドおよびレスポンスを提供する。

ＬＡＰＢ手順では、「１１」と符号化した監視機能ビット、および、表２－３／ＪＴ－Ｘ２５または表

２－４／ＪＴ－Ｘ２５で定義する修飾機能ビットで表２－５／ＪＴ－Ｘ２５および表２－６／ＪＴ－Ｘ２

５で示す以外を符号化したものは、未定義または未実装であるコマンドおよびレスポンス制御フィールド

とみなす。

表２－５／ＪＴ－Ｘ２５および表２－６／ＪＴ－Ｘ２５のコマンドおよびレスポンスは、以下のように

定義する。

2.3.4.1　情報（Ｉ）コマンド

情報（Ｉ）コマンドは、データリンクレイヤにおいて、情報フィールドを持つフレームをシーケンス番

号順に転送する機能を持つ。

2.3.4.2　受信可（ＲＲ）コマンド／レスポンス

受信可（ＲＲ）監視フレームはＤＣＥまたはＤＴＥが、次の目的で使用する。

(1) 情報（Ｉ）フレームを受信可能であることを示すため。

(2) Ｎ（Ｒ）－１の値までの送信シーケンス番号を持つ情報（Ｉ）フレームの受信を確認応答する

ため。

受信可（ＲＲ）フレームは、ＤＣＥまたはＤＴＥが、受信不可（ＲＮＲ）フレームの送信によりビジー

状態を通知していた場合、そのビジー状態の解除指示に使用できる。ＤＣＥまたはＤＴＥの状態を指示す

るほか、ＤＣＥまたはＤＴＥは、Ｐビットを「１」に設定した受信可（ＲＲ）コマンドを、ＤＴＥまたは

ＤＣＥの状態問合わせに使用できる。

2.3.4.3　受信不可（ＲＮＲ）コマンド／レスポンス

受信不可（ＲＮＲ）監視フレームは、ビジー状態の指示に、すなわち、一時的に情報（Ｉ）フレームを

受信できない状態を示すために、使用する。Ｎ（Ｒ）－１の値までの送信シーケンス番号をもつ情報

（Ｉ）フレームの受信は、確認応答されている。Ｎ（Ｒ）の値の送信シーケンス番号をもつ情報（Ｉ）フ

レームおよびこれに続く情報（Ｉ）フレームの受信は、確認応答されていない。これらのフレームの受信

状態は、引続いて実行するフレームの交換によって示す。

ＤＣＥまたはＤＴＥの状態を指示するほか、ＤＣＥまたはＤＴＥは、Ｐビットを「１」に設定した受信

不可（ＲＮＲ）コマンドを、ＤＴＥまたはＤＣＥの状態問合わせに使用できる。
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2.3.4.4　リジェクト（ＲＥＪ）コマンド／レスポンス

リジェクト（ＲＥＪ）監視フレームは、Ｎ（Ｒ）の値以降の送信シーケンス番号を持つ情報（Ｉ）フ

レームの再送要求に使用する。Ｎ（Ｒ）－１の値までの送信シーケンス番号をもつ情報（Ｉ）フレームの

受信は、確認応答されている。再送すべき情報（Ｉ）フレームをすべて伝送した後、引続き、新たな情報

（Ｉ）フレームを伝送することができる。

一方向の情報転送で設定できるＲＥＪ異常状態は、ただ一つであり、任意の時点で設定することができ

る。ＲＥＪ異常状態は、リジェクト（ＲＥＪ）フレームの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値に等しい送信

シーケンス番号Ｎ（Ｓ）の値をもつ情報（Ｉ）フレームの受信により解除する。

リジェクト（ＲＥＪ）フレームは、ＤＣＥまたはＤＴＥが、受信不可（ＲＮＲ）フレームの送信により

ビジー状態を通知していた場合、そのビジー状態の解除指示に使用できる。ＤＣＥまたはＤＴＥの状態を

指示するほか、ＤＣＥまたはＤＴＥは、Ｐビットを「１」に設定したリジェクト（ＲＥＪ）コマンドをＤ

ＴＥまたはＤＣＥの状態問合わせに使用できる。

2.3.4.5　非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）コマンド／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマン

ド（加入時オプション）

非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）非番号制コマンドは、指定したＤＣＥまたはＤＴＥを、コマンド／

レスポンス制御フィールド長がすべて１オクテットである非同期平衡モード（ＡＢＭ）の情報転送フェー

ズに設定するために使用する。

拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）非番号制コマンドは、指定したＤＣＥまたはＤＴＥを、番号

制コマンド／レスポンス制御フィールド長が２オクテットであり、非番号制コマンド／レスポンス制御

フィールド長が１オクテットである非同期平衡モード（ＡＢＭ）の情報転送フェーズに設定するために使

用する。

非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）または拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドは、情報

フィールドを持ってはならない。非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡ

ＢＭＥ）コマンドの送信は、ＤＣＥまたはＤＴＥが受信不可（ＲＮＲ）フレームの送信によりビジー状態

を通知していた場合、そのビジー状態の解除を指示する。ＤＣＥまたはＤＴＥは、すみやかに非番号制確

認（ＵＡ）レスポンスを送出することにより、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モー

ド設定（ＳＡＢＭＥ）［基本（モジュロ８）動作／拡張（モジュロ１２８）動作］コマンドの受付けを確

認する。このコマンドを受付けたＤＣＥまたはＤＴＥは、送信状態変数Ｖ（Ｓ）および受信状態変数Ｖ

（Ｒ）を「０」に設定する。

このコマンドを受信したときに、送信済みかつ応答未確認である情報（Ｉ）フレームは、応答未確認の

ままである。このような情報（Ｉ）フレームで起こりうる状況（例えば、パケットの紛失）からの回復は、

上位レイヤ（例えば、パケットレイヤまたはＭＬＰ）の責任である。

注－データリンクの動作モード［基本（モジュロ８）動作または拡張（モジュロ１２８）動作］は、加

入時に決定し、新たな加入によってのみ変更可能である。
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2.3.4.6　切断（ＤＩＳＣ）コマンド

切断（ＤＩＳＣ）非番号制コマンドは、以前に設定した動作モードの終結に使用する。このコマンドは、

切断（ＤＩＳＣ）コマンドを送出したＤＣＥまたはＤＴＥが、動作停止状態にあることを切断（ＤＩＳ

Ｃ）コマンドを受信するＤＴＥまたはＤＣＥに通知するために使用する。切断（ＤＩＳＣ）コマンドは、

情報フィールドをもってはならない。切断（ＤＩＳＣ）コマンドを受信したＤＣＥまたはＤＴＥは、この

コマンドを処理する前に、非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを送出することにより、切断（ＤＩＳＣ）コ

マンドの受付を確認する。切断（ＤＩＳＣ）コマンドを送出したＤＣＥまたはＤＴＥは、非番号制確認

（ＵＡ）レスポンスを受信した後、切断フェーズに入る。

このコマンドを受信したときに、送出済みかつ応答未確認である情報（Ｉ）フレームは、応答未確認の

ままである。このような情報（Ｉ）フレームで起こりうる状況（例えば、パケットの紛失）からの回復は、

上位レイヤ（例えば、パケットレイヤまたはＭＬＰ）の責任である。

2.3.4.7　非番号制確認（ＵＡ）レスポンス

非番号制確認（ＵＡ）非番号制レスポンスは、ＤＣＥまたはＤＴＥが、モード設定コマンドの受信およ

び受付を確認するために、使用する。受信したモード設定コマンドは、非番号制確認（ＵＡ）レスポンス

を送出するまで、処理してはならない。非番号制確認（ＵＡ）レスポンスの送信は、ＤＣＥまたはＤＴＥ

が受信不可（ＲＮＲ）フレームの送信によりビジー状態を通知していた場合、そのビジー状態の解除を指

示する。非番号制確認（ＵＡ）レスポンスは、情報フィールドを持ってはならない。

2.3.4.8　切断モード（ＤＭ）レスポンス

切断モード（ＤＭ）非番号制レスポンスは、ＤＣＥまたはＤＴＥがデータリンクから論理的に切断され

ており、切断フェーズ状態にあることを通知するために使用する。切断モード（ＤＭ）レスポンスは、Ｄ

ＣＥまたはＤＴＥが切断（ＤＩＳＣ）コマンドの受信なしに、切断モードに入ったことを指示するために

送信することができる。また、モード設定コマンドの受信に対するレスポンスとして送出する場合は、Ｄ

ＣＥまたはＤＴＥがそれぞれまだ切断モードにあり、モード設定コマンドを実行できないことをＤＴＥま

たはＤＣＥに通知する。切断モード（ＤＭ）レスポンスは、情報フィールドを持ってはならない。

切断フェーズにあるＤＣＥまたはＤＴＥは、受信するコマンドを監視し、2.4.4 節に記述するように、

非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドの受信を処理す

る。また、Ｐビットが「１」に設定された他のいかなるコマンドの受信に対しても、Ｆビットを「１」に

設定した切断モード（ＤＭ）レスポンスで応答するだけである。

2.3.4.9　フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンス

フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）非番号制レスポンスは、同一フレームの再送によって回復できない誤

り状態を、すなわち、有効フレームの受信によって生じた以下に記述する少なくとも１つの状態をＤＣＥ

またはＤＴＥに通知するために使用する。

(1) 未定義または未実装であるコマンドまたはレスポンス制御フィールドを受信。

(2) 最大長を超過した情報フィールドを持つ情報（Ｉ）フレームを受信。

(3) 受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）値が無効なフレームを受信。

(4) 該当フレームに対して非許容である情報フィールドをもつフレームを受信、または、不正フレー

ム長をもつ監視（Ｓ）フレームまたは非番号制（Ｕ）フレームを受信。

未定義または未実装である制御フィールドは、表２－５／ＪＴ－Ｘ２５または表２－６／ＪＴ－Ｘ２５

に示す以外を符号化した制御フィールドである。
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有効な受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値は、送信済みかつ応答未確認であるフレームの最旧送信シーケ

ンス番号Ｎ（Ｓ）の値からＤＣＥの送信状態変数Ｖ（Ｓ）の現在値まで（または、ＤＣＥが 2.4.5.9 節に

記述するタイマ回復状態である場合は、内部変数ｘの現在値まで）の範囲になければならない。

制御フィールドの次の３オクテットまたは５オクテット［各々、基本（モジュロ８）動作または拡張

（モジュロ１２８）動作］で構成する情報フィールドは、フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンス送

出の理由を示す。フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）情報フィールドのフォーマットは、表２－７／ＪＴ－

Ｘ２５および表２－８／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

2.3.5　異常状態の通知と回復

データリンクレイヤでの異常状態の検出または発生後に適用する誤り回復手順は、以下に記述する。異

常状態とは、伝送誤り、ＤＣＥまたはＤＴＥの障害、あるいは、動作状況などにより生ずるものをいう。

2.3.5.1　ビジー状態

ビジー状態は、ＤＣＥまたはＤＴＥが、その内部的な制約によって、例えば、受信バッファ容量の制約

などによって、一時的に情報（Ｉ）フレームの受信を継続できない状態をいう。この場合、ビジー状態に

あるＤＣＥまたはＤＴＥは、受信不可（ＲＮＲ）フレームを送信する。ビジー状態にあるＤＣＥまたはＤ

ＴＥは、この受信不可（ＲＮＲ）フレームの前後で情報（Ｉ）フレームを送信してもよい。

ビジー状態の解除は、非番号制確認（ＵＡ）（非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡

モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドに対する応答のみ）フレーム、受信可（ＲＲ）フレーム、リジェクト

（ＲＥＪ）フレーム、または非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ

Ｅ）（各々モジュロ８、モジュロ１２８）フレームを送信することにより、通知する。

2.3.5.2　Ｎ（Ｓ）シーケンス誤り状態

受信状態変数Ｖ（Ｒ）に一致しない送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）の値を持つ情報（Ｉ）フレームを受信

した場合、その情報フィールドは廃棄する。

Ｎ（Ｓ）シーケンス誤り状態は、受信した情報（Ｉ）フレームの持つ送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）値が

受信側の受信状態変数Ｖ（Ｒ）と一致しない場合に、受信側で発生する。受信側では、正しい送信シーケ

ンス番号Ｎ（Ｓ）値を持つ情報（Ｉ）フレームを受信するまで、シーケンス誤りを起こした情報（Ｉ）フ

レームおよびそれに続く全ての情報（Ｉ）フレームに対して確認応答を行なわない（受信状態変数を更新

しない）。

シーケンス誤りではあるが他に誤りのない情報（Ｉ）フレーム、またはその後の監視フレーム（受信可

（ＲＲ）、受信不可（ＲＮＲ）およびリジェクト（ＲＥＪ））を受信したＤＣＥまたはＤＴＥは、以前に

送信した情報（Ｉ）フレームの応答確認やＰビット「１」への応答などのデータリンク制御機能を行なう

ために、受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）フィールドやＰビットまたはＦビットなどの制御情報を受付ける。

2.3.5.2.1 節と 2.3.5.2.2 節に記述する方法は、Ｎ（Ｓ）シーケンス誤り状態の発生に伴う、紛失フレー

ムまたは誤りフレームの再送を指示するための方法である。
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2.3.5.2.1　リジェクト（ＲＥＪ）フレームによる回復

リジェクト（ＲＥＪ）フレームは、受信側ＤＣＥまたはＤＴＥが、Ｎ（Ｓ）シーケンス誤りを検出後に、

回復（再送）を指示するために使用する。

データリンクにおける送信の各々の方向において、ＤＣＥからＤＴＥまたはＤＴＥからＤＣＥへの「Ｒ

ＥＪ送信」異常状態は、一時点でただひとつのみ存在する。「ＲＥＪ送信」異常状態は、要求した情報

（Ｉ）フレームを受信したときに、解除する。

リジェクト（ＲＥＪ）フレームを受信したＤＣＥまたはＤＴＥは、リジェクト（ＲＥＪ）フレーム中の

受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）で指示される情報（Ｉ）フレームから、順番に再送を開始する。再送フレー

ムは、最初に送信したときの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）やＰビットが更新されたもの、すなわち、異

なったものを持つことができる。

2.3.5.2.2　タイムアウトによる回復

伝送誤りによって、受信側のＤＣＥまたはＤＴＥが、単独の情報（Ｉ）フレーム、または連続した情報

（Ｉ）フレームの最後のものを受信できない（または、受信後廃棄した）場合、Ｎ（Ｓ）シーケンス誤り

を検出せず、リジェクト（ＲＥＪ）フレームを送信しない。送信済みかつ応答未確認である情報（Ｉ）フ

レームをもつ送信側ＤＴＥまたはＤＣＥは、システムの定めた時間（2.4.5.1 節および 2.4.5.9 節参照）を

経過した後、どの情報（Ｉ）フレームから再送しなくてはならないかを決定するために、回復処置を取ら

なくてはならない。再送フレームは、最初に送信したときの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）やＰビットが更

新されたもの、すなわち、異なったものを持つことができる。

2.3.5.3　無効フレーム状態

無効フレームは廃棄し、そのフレームに対しては、何の処置も取らない。無効フレームは、以下に記述

するもののうちの１つとして定義する。

(a) 二つのフラグによって正しく区別できないもの。

(b) 基本（モジュロ８）動作の場合、フラグ間が３２ビット未満のもの。拡張（モジュロ１２８）動

作の場合、シーケンス番号を含むフレームでは、フラグ間が４０ビット未満のもの、シーケンス番

号を含まないフレームでは、フラグ間が３２ビット未満のもの。

注－上記のビット長には、透過性の為に挿入される同期伝送の場合のビットと調歩同期伝送の場合の

オクテット、および伝送タイミングの為に挿入されるビット（すなわちスタートおよびストップ

ビット）を含まない。

(c) または(b) の条件に加え、調歩同期伝送の場合に、オクテットフレーミングに違反しているもの

（すなわちストップビットが０となっているもの）。

(d) フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）誤りであるもの。

(e) ＡまたはＢ（単一リンク動作の場合）以外のアドレスを含むもの、ＣまたはＤ（マルチリンク動

作の場合）以外のアドレスを含むもの。

(f) アボートフレーム

同期伝送の場合、少なくとも７つの連続した「１」（０挿入なし）を含むもの。調歩同期伝送の

場合、制御エスケープオクテットと終結フラグからなる２オクテットの並びを含んでいるもの。

オクテット系の網では、非オクテット系の検知は、データリンクレイヤにおいて、フレームが有効かど

うかのチェックが可能である。すなわち、開始フラグと終結フラグの間のビット数から（透過性のために、

もしくは、調歩同期伝送の場合の伝送タイミングのために）挿入したビット数を除いたビット数が８の整

数倍であれば有効フレーム、そうでなければ無効フレームと判断できる。
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2.3.5.4　フレームリジェクション状態

フレームリジェクション状態は、2.3.4.9 節に定義するひとつの状態を持つフレームを正しく受信した

場合に起こる。

ＤＣＥまたはＤＴＥは、相手先ＤＴＥまたはＤＣＥでの回復処置のために、フレームリジェクト（ＦＲ

ＭＲ）レスポンスにより、フレームリジェクション状態を通知する。ＤＣＥは、一度この状態に入った場

合、ＤＴＥによってこの状態が解除されるまで、情報（Ｉ）フレームのＰビットを検査する以外、すべて

の情報（Ｉ）フレームを受付けない。フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスは、2.4.7.3 節に記述

するように、ＤＴＥによる回復処置が行なわれるまで、あるいは、ＤＴＥが応答しない場合にＤＣＥ自身

がその回復処置を行なうまで、機会のあるごとに、繰返し送信することができる。

2.3.5.5　入力チャネルでの長時間アイドルチャネル状態

ＤＣＥは、入力チャネルのアイドルチャネル状態（2.2.6.2 節参照）を検出した場合、Ｔ３（2.4.8.3 節

参照）だけ待たねばならない。このとき、特別な処置をとらずに、アクティブチャネル状態（すなわち、

少なくともひとつのフラグシーケンスの検出）を待たねばならない。ＤＣＥは、Ｔ３を経過した後、上位

レイヤ（例えば、パケットレイヤ、ＭＬＰ）に対して、長時間アイドルチャネル状態を報告する。しかし、

通常のデータリンク設定手順によるデータリンクの確立からＤＴＥを妨げるようないかなる処置も取って

はならない。

2.4　ＬＡＰＢ手順

2.4.1　ＬＡＰＢ基本および拡張モードの動作

ＤＣＥは、ＤＴＥが網加入時に行うモード選択に従って、基本モード（モジュロ８）動作または拡張

モード（モジュロ１２８）動作のいずれかを提供する。ＤＣＥでの基本モード動作から拡張モード動作へ

の変更、あるいは、その逆のモード動作の変更は、ＤＴＥによる該当サービスの網再加入措置を必要とし、

ダイナミックに行うことはできない。

基本（モジュロ８）サービスで使用するコマンドおよびレスポンス制御フィールドは、表２―５／ＪＴ―Ｘ

２５に示す。基本モードを開始（設定）またはリセットするために使用するモード設定コマンドは、非同

期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）コマンドである。拡張（モジュロ１２８）サービスで使用するコマンドお

よびレスポンス制御フィールドは、表２―６／ＪＴ―Ｘ２５に示す。拡張モードを開始（設定）またはリ

セットするために使用するモード設定コマンドは、拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドで

ある。

2.4.2　ＬＡＰＢのアドレス割付手順

アドレスフィールドは、フレームがコマンドであるか、あるいは、レスポンスであるかを識別する。コ

マンドフレームは、コマンドの受信側のＤＣＥまたはＤＴＥのアドレスを含む。レスポンスフレームは、

フレームの送信側のＤＣＥまたはＤＴＥのアドレスを含む。

診断および／又は保守上の理由により、単一リンク動作と網オプションであるマルチリンク動作を区別

するため、単一リンク手順として動作するデータリンクとは異なるアドレスの対を、マルチリンク手順と

して動作するデータリンクに割当てる。

ＤＣＥからＤＴＥに転送するコマンドフレームは、単一リンク動作の場合、アドレスＡを持ち、マルチ

リンク動作の場合、アドレスＣを持つ。
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ＤＣＥからＤＴＥに転送するレスポンスフレームは、単一リンク動作の場合、アドレスＢを持ち、マル

チリンク動作の場合、アドレスＤを持つ。

ＤＴＥからＤＣＥに転送するコマンドフレームは、単一リンク動作の場合、アドレスＢを持ち、マルチ

リンク動作の場合、アドレスＤを持つ。

ＤＴＥからＤＣＥに転送するレスポンスフレームは、単一リンク動作の場合、アドレスＡを持ち、マル

チリンク動作の場合、アドレスＣを持つ。

これらのアドレスは、次のように符号化する。

ビット位置

アドレス １　２　３　４　５　６　７　８

単一リンク動作 Ａ １　１　０　０　０　０　０　０

（ＳＬＰ） Ｂ １　０　０　０　０　０　０　０

マルチリンク動作 Ｃ １　１　１　１　０　０　０　０

（ＭＬＰ） Ｄ １　１　１　０　０　０　０　０

注―ＤＣＥは、ＡまたはＢ（単一リンク動作の場合）以外のアドレスを持つフレームを受信した場合、

あるいは、ＣまたはＤ（マルチリンク動作の場合）以外のアドレスを持つフレームを受信した場合、

それらをすべて廃棄する。

2.4.3　ＬＡＰＢのＰ／Ｆビット使用手順

ＤＣＥまたはＤＴＥは、Ｐビットが「１」に設定された、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非

同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンド、切断（ＤＩＳＣ）コマンド、監視（Ｓ）コマンドまたは情

報（Ｉ）フレームを受信した場合、次に送信するレスポンススフレームのＦビットを「１」に設定する。

ＤＣＥは、Ｐビットが「１」に設定された、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モー

ド設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドを受信した場合、Ｆビットを「１」に設

定した非番号性確認（ＵＡ）レスポンスまたはＤＭレスポンスを送信する。ＤＣＥは、情報転送フェーズ

中に、Ｐビットが「１」に設定された情報（Ｉ）フレームを受信した場合、Ｆビットを「１」に設定した、

監視フォーマットである受信可（ＲＲ）レスポンス、リジェクト（ＲＥＪ）レスポンス、受信不可（ＲＮ

Ｒ）レスポンスまたはフレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスを送信する。ＤＣＥは、情報転送

フェーズ中に、Ｐビットが「１」に設定された監視（Ｓ）コマンドを受信した場合、Ｆビットを「１」に

設定した受信可（ＲＲ）レスポンス、リジェクト（ＲＥＪ）レスポンス、受信不可（ＲＮＲ）レスポンス

またはフレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスを送信する。ＤＣＥは、切断フェーズ中に、Ｐビット

が「１」に設定された情報（Ｉ）フレームまたは監視（Ｓ）フレームを受信した場合、Ｆビットを「１」

に設定した切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信する。

ＤＣＥは、タイムアウトによる回復動作中（タイマ回復動作中）に、Ｐビットを使用する場合がある

（2.4.5.9 節参照）。

2.4.4　データリンク設定および切断のＬＡＰＢ手順

2.4.4.1　データリンク設定

ＤＣＥは、連続フラグの送信（アクティブチャネル状態）により、データリンクの設定が可能であるこ

とを示す。
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ＤＴＥまたはＤＣＥは、データリンクの設定を開始することができる。ＤＴＥまたはＤＣＥは、データ

リンク設定の開始に先立ち、ＤＣＥとＤＴＥが同一フェーズにあることを保証するために、データリンク

切断（2.4.4.3 節参照）を開始することができる。ＤＣＥは、ＤＴＥに対して、データリンク設定の開始

を要求するために、切断モード（ＤＭ）レスポンスを自発的に送信することがある。

ＤＴＥは、ＤＣＥに対して非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ

Ｅ）コマンドを送信することにより、データリンクの設定を開始する。ＤＣＥは、非同期平衡モード設定

（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを正しく受信し、情報転送フェーズに

入ることができると判断した場合、ＤＴＥに対して、非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを送信し、送信状

態変数Ｖ（Ｓ）および受信状態変数Ｖ（Ｒ）を「０」に設定して、データリンクが設定されたものとみな

す。ＤＣＥは、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンド

を正しく受信したが、情報転送フェーズに入ることができないと判断した場合、ＤＴＥに対して、データ

リンクの設定を拒否するため、切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信し、データリンクは設定されていな

いものとみなす。ＤＴＥは、受信した切断モード（ＤＭ）レスポンスの誤解釈を避けるために、常に非同

期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドのＰビットを「１」

に設定して送信することが望ましい。これは、ＤＴＥは、ＤＣＥがデータリンクの設定を拒否するために

送信する切断モード（ＤＭ）レスポンスと、ＤＣＥがモード設定コマンドを要求するために自発的に送信

する切断モード（ＤＭ）レスポンス（2.4.4.4.2 節参照）とを区別できないためである。

ＤＣＥは、ＤＴＥに対して、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢ

ＭＥ）コマンドを送信し、応答待ち時間を判定するためのタイマＴ１（2.4.8.1 節参照）を起動し、デー

タリンク設定を開始する。ＤＣＥは、ＤＴＥから非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを受信した場合、送信

状態変数Ｖ（Ｓ）および受信状態変数Ｖ（Ｒ）を「０」に設定し、タイマＴ１を停止して、データリンク

が設定されたものと見なす。ＤＣＥは、ＤＴＥからデータリンク設定を拒否する切断モード（ＤＭ）レス

ポンスを受信した場合、タイマＴ１を停止して、データリンクは設定されていないものとみなす。

非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを送信したＤ

ＣＥは、ＤＴＥから受信する非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ

Ｅ）コマンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドあるいは非番号制確認（ＵＡ）レスポンスまたは切断モー

ド（ＤＭ）レスポンス以外のいかなるフレームも無視し、廃棄する。ＤＴＥから非同期平衡モード設定

（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドを受

信した場合、衝突状態となるが、その解消方法は、2.4.4.5 節に記述する。非番号制確認（ＵＡ）レスポ

ンスおよび切断モード（ＤＭ）レスポンス（受信した非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平

衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドに対する応答として送信する）以

外のフレームは、データリンク設定完了後でかつアウトスタンディング（送信済かつ応答未確認）中の非

同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドが無い場合にのみ

送信する。

ＤＣＥは、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを

送信した後、非番号制確認（ＵＡ）レスポンスまたは切断モード（ＤＭ）レスポンスを正しく受信しな

かった場合、ＤＣＥのタイマＴ１がタイムアウトとなる。このとき、ＤＣＥは、非同期平衡モード設定

（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを再送して、タイマＴ１を再起動する。

ＤＣＥは、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドをＮ

２回送信した後、適切な上位レイヤの回復動作を開始する。Ｎ２の値は、2.4.8.4 節に定義する。
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2.4.4.2　情報転送フェーズ

ＤＣＥは、受信した非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コ

マンドに対して非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを送信した後、または、送信した非同期平衡モード設定

（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドに対する非番号制確認（ＵＡ）レスポ

ンスを受信した後、2.4.5 節の手順に従って、情報（Ｉ）フレームおよび監視（Ｓ）フレームを受信また

は送信する。

ＤＣＥは、情報転送フェーズ中に、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定

（ＳＡＢＭＥ）コマンドを受信した場合、2.4.7 節のデータリンクリセット手順に従う。

2.4.4.3　データリンク切断

ＤＴＥは、ＤＣＥに対して、切断（ＤＩＳＣ）コマンドを送信することにより、データリンクの切断を

開始する。ＤＣＥは、情報転送フェーズ中に、切断（ＤＩＳＣ）コマンドを正しく受信した場合、非番号

制確認（ＵＡ）レスポンスを送信して、切断フェーズに入る。ＤＣＥは、切断フェーズ中に、切断（ＤＩ

ＳＣ）コマンドを正しく受信した場合、切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信して、そのまま切断フェー

ズにとどまる。ＤＴＥは、受信した切断モード（ＤＭ）レスポンスの誤解釈をさけるために、常に切断

（ＤＩＳＣ）コマンドのＰビットを「１」に設定して送信することが望ましい。これは、ＤＴＥは、ＤＣ

Ｅがすでに切断フェーズにあることを表示するために送信する切断モード（ＤＭ）レスポンスと、ＤＣＥ

がモード設定コマンドを要求するために自発的に送信する切断モード（ＤＭ）レスポンス（2.4.4.4.2 節参

照）とを区別できないためである。

ＤＣＥは、ＤＴＥに対して、切断（ＤＩＳＣ）コマンドを送信し、タイマＴ１（2.4.8.1 節参照）を起

動することにより、データリンクの切断を開始する。ＤＣＥは、ＤＴＥから非番号制確認（ＵＡ）レスポ

ンスを受信した場合、タイマＴ１を停止して、切断フェーズに入る。ＤＣＥは、ＤＴＥがすでに切断

フェーズにあることを表示する切断モード（ＤＭ）レスポンスをＤＴＥから受信した場合、タイマＴ１を

停止して、切断フェーズに入る。

切断（ＤＩＳＣ）コマンドを送信したＤＣＥは、ＤＴＥから受信する非同期平衡モード設定（ＳＡＢ

Ｍ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドあるいは非番

号制確認（ＵＡ）レスポンスまたは切断モード（ＤＭ）レスポンス以外のいかなるフレームも無視し、廃

棄する。ＤＴＥから非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマ

ンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドを受信した場合、衝突状態となるが、その解消方法は、2.4.4.5 節

に記述する。

ＤＣＥは、切断（ＤＩＳＣ）コマンドを送信し、非番号制確認（ＵＡ）レスポンスまたは切断モード

（ＤＭ）レスポンスを正しく受信しなかった場合、ＤＣＥのタイマＴ１がタイムアウトとなる。このとき、

ＤＣＥは、切断（ＤＩＳＣ）コマンドを再送して、タイマＴ１を再起動する。ＤＣＥは、切断（ＤＩＳ

Ｃ）コマンドをＮ２回送信した後、適切な上位レイヤの回復動作を開始する。Ｎ２の値は、2.4.8.4 節に

定義する。

2.4.4.4　切断フェーズ

2.4.4.4.1　ＤＣＥは、ＤＴＥから切断（ＤＩＳＣ）コマンドを受信して、ＤＴＥに対して非番号制確認

（ＵＡ）レスポンスを送信した後に、または、送信した切断（ＤＩＳＣ）コマンドに対する非番号制確認

（ＵＡ）レスポンスを受信した後に、切断フェーズに入る。

ＤＣＥは、切断フェーズ中に、リンク設定を開始することがある。ＤＣＥは、切断フェーズ中に、非同

期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを受信した場合、
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2.4.4.1 節のデータリンク設定の手順に従う。ＤＣＥは、切断フェーズ中に、切断（ＤＩＳＣ）コマンド

を受信した場合、切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信する。ＤＣＥは、切断フェーズ中に、Ｐビットを

「１」に設定した他のいかなるコマンド（定義されたコマンド、あるいは、未定義または未実装であるコ

マンド）の受信に対しても、Ｆビットを「１」に設定した切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信する。Ｄ

ＣＥは、切断フェーズ中に受信したその他のフレームは無視する。

2.4.4.4.2　ＤＣＥは、2.4.6 節の誤り状態、または、内部障害を検出した場合、切断フェーズに入る。Ｄ

ＣＥは、これを切断（ＤＩＳＣ）コマンドを送信することによるよりは、切断モード（ＤＭ）レスポンス

を送信することにより指示することがある。これらの場合、ＤＣＥは、切断モード（ＤＭ）レスポンスを

送信し、タイマＴ１（2.4.8.1 節参照）を起動する。

ＤＣＥは、ＤＴＥから非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）

コマンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドを受信する前に、タイマＴ１がタイムアウトした場合、切断

モード（ＤＭ）レスポンスを再送して、タイマＴ１を再起動する。ＤＣＥは、切断モード（ＤＭ）レスポ

ンスをＮ２回送信した後、切断フェーズに留まり、適切な回復動作を開始する。Ｎ２の値は、2.4.8.4 節

に定義する。

一方、ＤＣＥは、内部障害の発生後、リンク設定手順（2.4.4.1 節参照）の開始前に、データリンクリ

セット手順（2.4.7 節参照）を開始するか、あるいは、データリンクの切断（2.4.4.3 節参照）を行うこと

がある。

2.4.4.5　非番号制コマンドの衝突

衝突状態は、以下の方法で解消する。

2.4.4.5.1　ＤＣＥおよびＤＴＥは、送信した非番号制コマンドと受信した非番号制コマンドが同じである

場合、それぞれなるべく早い機会に、非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを送信する。ＤＣＥは、次のいず

れかの場合、それぞれ指示されたフェーズに入る。

(1) 非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを受信した後

(2) 非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを送信した後

(3) 非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを送信し、非番号制確認（ＵＡ）レスポンス待ちがタイムアウ

トした後

上記（２）の場合、ＤＣＥは、送出したモード設定コマンドに対する非番号制確認（ＵＡ）レスポンス

を、異常状態を発生させることなく、タイムアウト時間以内に受信した場合には、これを受付ける。

2.4.4.5.2　ＤＣＥおよびＤＴＥは、送信した非番号制コマンドと受信した非番号制コマンドが異なる場合、

切断フェーズに入り、なるべく早い機会に、切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信する。

2.4.4.6　非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドまたは

切断（ＤＩＳＣ）コマンドに対する切断モード（ＤＭ）レスポンスの衝突

ＤＴＥに対して 2.4.4.4 節に記述するモード設定コマンドの送出を要求するため、ＤＣＥから、自発的

な切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信した場合、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡

モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドと、自発的に送信した切断モード

（ＤＭ）レスポンスとの間で衝突が発生する。受信した切断モード（ＤＭ）レスポンスの誤解釈を避ける

ために、ＤＴＥは、常に非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）

コマンドまたは切断（ＤＩＳＣ）コマンドのＰビットを「１」に設定して送信する。
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2.4.4.7　切断モード（ＤＭ）レスポンスの衝突

ＤＣＥおよびＤＴＥが、ともに切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信した場合、衝突が発生する。この

とき、ＤＴＥは、衝突状態を解消するために、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モー

ド設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを送信する。

2.4.5　ＬＡＰＢ情報転送手順

情報転送フェーズ中に、各方向の情報（Ｉ）フレームの転送に適用する手順は、次のとおりである。

以下、「１高い」という言葉は、連続的に循環するシーケンス番号に用いる。すなわち、モジュロ８で

は、７は６より１高く、０は７より１高い。モジュロ１２８では、１２７は１２６より１高く、０は１２

７より１高い。

2.4.5.1　情報（Ｉ）フレームの送信

ＤＣＥは、送信すべき情報（Ｉ）フレーム（すなわち、送信済みでない情報（Ｉ）フレームまたは

2.4.5.6 節に記述する再送すべき情報（Ｉ）フレーム）を持つ場合、送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）を現在

の送信状態変数Ｖ（Ｓ）に等しく設定し、受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を現在の受信状態変数Ｖ（Ｒ）に

等しく設定した情報（Ｉ）フレームを送出する。ＤＣＥは、情報（Ｉ）フレームを送信した後、送信状態

変数Ｖ（Ｓ）を１だけ加算する。

情報（Ｉ）フレームの送出時点でタイマＴ１が動作していない場合、タイマＴ１を起動する。

ＤＣＥは、送信状態変数Ｖ（Ｓ）が受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の最新の値＋ｋ（ここでｋはアウトス

タンディング情報（Ｉ）フレームの最大値、2.4.8.6 節参照）に等しい場合、新たな情報（Ｉ）フレーム

の送信をしないが、2.4.5.6 節または 2.4.5.9 節に記述するように、情報（Ｉ）フレームの再送を行うこと

がある。

ＤＣＥは、ＤＣＥビジー状態の場合、ＤＴＥがビジー状態でなければ、情報（Ｉ）フレームを引続き送

信することがある。ＤＣＥは、ＤＣＥがフレームリジェクション状態の場合、情報（Ｉ）フレームの送信

を停止する。

2.4.5.2　情報（Ｉ）フレームの受信

2.4.5.2.1　ＤＣＥがビジー状態でなく、送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）がＤＣＥの受信状態変数Ｖ（Ｒ）と

等しい有効な情報（Ｉ）フレームを受信した場合、このフレームの情報フィールドを受付け、受信状態変

数Ｖ（Ｒ）を１つ加算し、次のように動作する。

(a) ＤＣＥが引続きビジー状態でない場合

(ⅰ) ＤＣＥは、送信可能な情報（Ｉ）フレームが有る場合、2.4.5.1 節　のように動作して、送信す

る情報（Ｉ）フレームの制御フィールド中の受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）にＤＣＥの受信状態変

数Ｖ（Ｒ）の値を設定することにより、受信した情報（Ｉ）フレームに対する確認応答をするこ

とがある。

また、ＤＣＥは、受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）にＤＣＥの受信状態変数Ｖ（Ｒ）の値を設定し

た受信可（ＲＲ）フレームを送信することにより、受信した情報（Ｉ）フレームに対するの確認

応答をすることがある。

(ⅱ) ＤＣＥは、送信可能な情報（Ｉ）フレームが無い場合、受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）にＤＣＥ

の受信状態変数Ｖ（Ｒ）の値を設定した受信可（ＲＲ）フレームを送信する。

(b) ＤＣＥがその時点でビジー状態となった場合、受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）にＤＣＥの受信状態

変数Ｖ（Ｒ）の値を設定した受信不可（ＲＮＲ）フレームを送信する（2.4.5.8 節参照）。



ＪＴ－Ｘ２５ - 20 -

2.4.5.2.2　ＤＣＥがビジー状態の場合、受信した情報（Ｉ）フレームに含まれる情報フィールドを無視す

ることがある。

2.4.5.3　無効フレームの受信

ＤＣＥは、無効フレーム（2.3.5.3 節参照）を受信した場合、このフレームを廃棄する。

2.4.5.4　Ｎ（Ｓ）シーケンス誤りの情報（Ｉ）フレームの受信

ＤＣＥは、送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）が不正である、すなわち、送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）がＤＣ

Ｅの現在の受信状態変数Ｖ（Ｒ）値に等しくない、有効な情報（Ｉ）フレームを受信した場合、その情報

（Ｉ）フレームの情報フィールドを廃棄し、正しく受信した情報（Ｉ）フレームの最新の送信シーケンス

番号Ｎ（Ｓ）より１高い値を受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）に設定したリジェクト（ＲＥＪ）フレームを送

信する。リジェクト（ＲＥＪ）フレームは、再送要求に対する確認応答を要求する場合、Ｐビットを

「１」に設定したコマンドフレームであり、その他の場合は、コマンドフレームまたはレスポンスフレー

ムのいずれでもよい。ＤＣＥは、以後、受信を期待する情報（Ｉ）フレームを正しく受信するまで、すべ

ての情報（Ｉ）フレームの情報フィールドを廃棄する。ＤＣＥは、受信を期待する情報（Ｉ）フレームを

受信した場合、2.4.5.2 節に従って、その情報（Ｉ）フレームに対する確認応答を行う。ＤＣＥは、2.3.5.3

節に記述するように、廃棄した情報（Ｉ）フレームの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）およびＰビット情報を

有効とみなす。

2.4.5.5　確認応答の受信

ＤＣＥは、情報（Ｉ）フレームまたは監視（Ｓ）フレーム（受信可（ＲＲ）、受信不可（ＲＮＲ）また

はリジェクト（ＲＥＪ））を正しく受信した場合、ＤＣＥビジー状態であっても、これらのフレーム中の

受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を、「Ｎ（Ｒ）－１」の値までの送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）を持つ送信済

である全ての情報（Ｉ）フレームに対する確認応答とみなす。

ＤＣＥは、受信した最新の受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）（いくつかの情報（Ｉ）フレームを確認応答し

ている）より高いＮ（Ｒ）を持った情報（Ｉ）フレームまたは監視（Ｓ）フレームを正しく受信した場合、

あるいは、受信した最新の受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）に等しいＮ（Ｒ）をもつリジェクト（ＲＥＪ）フ

レームを正しく受信した場合、タイマＴ１を停止する。

ＤＣＥは、タイマＴ１が情報（Ｉ）フレーム、受信可（ＲＲ）フレームまたは受信不可（ＲＮＲ）フ

レームの受信により既に停止しており、さらに未確認のアウトスタンディング情報（Ｉ）フレームがその

後も存在する場合、Ｔ１タイマを再起動する。ＤＣＥは、タイマＴ１がタイムアウトした場合、未確認で

ある情報（Ｉ）フレームの回復手順（2.4.5.9 節）に入る。タイマＴ１がリジェクト（ＲＥＪ）フレーム

の受信により、すでに停止している場合、ＤＣＥは、2.4.5.6 節の再送手順に従う。

2.4.5.6　リジェクト（ＲＥＪ）フレームの受信

ＤＣＥは、リジェクト（ＲＥＪ）フレームを受信した場合、リジェクト（ＲＥＪ）フレームの制御

フィールド中の受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値をＤＣＥの送信状態変数Ｖ（Ｓ）に設定する。ＤＣＥは、

対応する情報（Ｉ）フレームを、2.4.5.1 節に記述する手順により、送信または再送する。送信（再送）

は、次のように行う。

(1) ＤＣＥは、リジェクト（ＲＥＪ）フレームを受信したとき、監視コマンドまたはレスポンスを送

信中である場合、要求された情報（Ｉ）フレームの再送の開始前に、これらのフレームの送信を完

了する。
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(2) ＤＣＥは、リジェクト（ＲＥＪ）フレームを受信したとき、非番号制コマンドまたはレスポンス

を送信中である場合、この再送要求を無視する。

(3) ＤＣＥは、リジェクト（ＲＥＪ）フレームを受信したとき、情報（Ｉ）フレームを送信中である

場合、その情報（Ｉ）フレームを放棄して、直ちに、要求された情報（Ｉ）フレームの送信を開始

することがある。

(4) ＤＣＥは、リジェクト（ＲＥＪ）フレームを受信したとき、フレーム送信中でない場合、直ちに、

要求された情報（Ｉ）フレームの送信を行う。

上記のいずれの場合にも、ＤＣＥは、リジェクト（ＲＥＪ）フレームで再送要求された情報（Ｉ）フ

レームに後続する送信済かつ応答未確認である情報（Ｉ）フレームをもつ場合、これらの応答未確認であ

る情報（Ｉ）フレームを、再送要求された情報（Ｉ）フレームに続き、再送する。その他の送信済みでな

い情報（Ｉ）フレームは、再送した情報（Ｉ）フレームに続き、送信することがある。

ＤＣＥは、ＤＴＥからＰビットが「１」に設定されたリジェクト（ＲＥＪ）コマンドを受信した場合、

対応する情報（Ｉ）フレームを送信または再送する前に、Ｆビットを「１」に設定した、受信可（ＲＲ）

レスポンス、受信不可（ＲＮＲ）レスポンスまたはリジェクト（ＲＥＪ）レスポンスを送信する。

2.4.5.7　受信不可（ＲＮＲ）フレームの受信

ＤＣＥは、送信済の全フレームに対する確認応答を示す受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を表示する受信不

可（ＲＮＲ）フレームを受信した場合、タイマＴ１を停止する。このとき、ＤＣＥは、送信シーケンス番

号が受信不可（ＲＮＲ）フレームの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値に等しい、Ｐビットを「０」に設定

した情報（Ｉ）フレームを送信し、タイマＴ１を再起動することがある。ＤＣＥは、送信済のあるフレー

ムに対する受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を表示する受信不可（ＲＮＲ）フレームを受信した場合、タイマ

Ｔ１が起動中であるため、いかなる情報（Ｉ）フレームも送信または再送しない。上記のいずれの場合に

も、ＤＣＥは、ビジー状態解除の指示を受信する前に、タイマＴ１がタイムアウトした場合、2.4.5.9 節

の手順に入る。いずれの場合にも、ＤＣＥは、受信可（ＲＲ）フレームまたはリジェクト（ＲＥＪ）フ

レームを受信するまで、あるいは、リンク再設定が完了するまでは、他のいかなる情報（Ｉ）フレームも

送信しない。

他の方法として、ＤＣＥは、ＤＴＥの受信状態を問合わせるために、受信不可（ＲＮＲ）フレームを受

信した後、一定時間（すなわち、タイマＴ１）待ち、その後、Ｐビットを「１」に設定した監視コマンド

フレーム（受信可（ＲＲ）、受信不可（ＲＮＲ）またはリジェクト（ＲＥＪ））を送信して、タイマＴ１

を起動することがある。ＤＴＥは、Ｐビットが「１」に設定された監視コマンドフレームに対して、ビ

ジー状態の継続（ＲＮＲ）またはビジー状態の解除（ＲＲまたはＲＥＪ）を示すＦビットを「１」に設定

した監視レスポンスフレーム（受信可（ＲＲ）、受信不可（ＲＮＲ）またはリジェクト（ＲＥＪ））の送

信により、応答する。タイマＴ１は、ＤＴＥからのレスポンス受信により停止する。

(1) 応答が受信可（ＲＲ）レスポンスまたはリジェクト（ＲＥＪ）レスポンスである場合、ビジー状

態は解除され、ＤＣＥは、受信したレスポンスフレームの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）により指示

された情報（Ｉ）フレームから、情報（Ｉ）フレームを送信することがある。

(2) 応答が受信不可（ＲＮＲ）レスポンスである場合、ビジー状態は継続しており、ＤＣＥは、一定

時間（すなわち、Ｔ１タイマ）後に、ＤＴＥ受信状態の問合わせを繰返す。

状態レスポンスを受信しないうちに、タイマＴ１がタイムアウトした場合は、上記のＤＴＥ受信状態の

問合わせを繰返す。ＤＣＥは、状態レスポンスの受信をＮ２回失敗した場合（すなわち、タイマＴ１のタ

イムアウトがＮ２回発生した場合）、2.4.7.2 節に記述するデータリンク再設定手順を開始するか、また

は、2.4.4.1 節に記述するデータリンク設定手順の開始を要求するために切断モード（ＤＭ）レスポンス

を送信して、切断フェーズに入る。Ｎ２の値は、2.4.8.4 節に定義する。
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ＤＴＥ受信状態問合わせ中に、ＤＴＥから、自発的な受信可（ＲＲ）フレームまたはリジェクト（ＲＥ

Ｊ）フレームを受信した場合、ビジー状態の解除指示であるとみなす。受信した自発的な受信可（ＲＲ）

フレームまたはリジェクト（ＲＥＪ）フレームがＰビットが「１」に設定されたコマンドフレームである

場合、ＤＣＥは、情報（Ｉ）フレームの送信を開始する前に、Ｆビットを「１」に設定した適切なレスポ

ンスフレームを送信しなければならない。ＤＣＥは、Ｔ１タイマが動作中の場合、Ｆビットが「１」に設

定された非ビジーレスポンスを待つか、またはＴ１タイマのタイムアウトを待ち、その後、Ｐ／Ｆビット

の授受を行うために問合わせ処理を再開するか、あるいは、受信した受信可（ＲＲ）フレームまたはリ

ジェクト（ＲＥＪ）フレームの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）により指示された情報（Ｉ）フレームから情

報（Ｉ）フレームの送信を再開することがある。

2.4.5.8　ＤＣＥのビジー状態

ＤＣＥは、ビジー状態になった場合、速やかに受信不可（ＲＮＲ）フレームを送信する。受信不可（Ｒ

ＮＲ）フレームは、ビジー状態表示に対する確認応答を要求する場合、Ｐビットを「１」に設定したコマ

ンドフレームであり、その他の場合は、コマンドフレームまたはレスポンスフレームのいずれでもよい。

一方、ＤＣＥは、ビジー状態中も、監視（Ｓ）フレームを受付けて処理し、情報（Ｉ）フレームの受信

シーケンス番号Ｎ（Ｒ）フィールドの内容を受付けて処理する。また、ＤＣＥは、Ｐビットが「１」に設

定された、監視（Ｓ）コマンドフレームまたは情報（Ｉ）コマンドフレームを受信した場合、Ｆビットを

「１」に設定した受信不可（ＲＮＲ）レスポンスを返送する。

ＤＣＥは、ビジー状態を解除するために、ＤＣＥが正しく受信した情報（Ｉ）フレームの情報フィール

ドを廃棄したか否かによって、リジェクト（ＲＥＪ）フレームまたは受信可（ＲＲ）フレームを送信する。

このとき、ＤＣＥは、受信状態変数Ｖ（Ｒ）の現在値をリジェクト（ＲＥＪ）フレームまたは受信可（Ｒ

Ｒ）フレームの受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）に設定して送信する。リジェクト（ＲＥＪ）フレームまたは

受信可（ＲＲ）フレームは、ビジー状態から非ビジー状態への移行に対する確認応答を要求する場合、Ｐ

ビットを「１」に設定したコマンドフレームであり、その他の場合、コマンドフレームまたはレスポンス

フレームのいずれでもよい。

2.4.5.9　確認応答待ち

ＤＣＥは、内部送信試行変数を持つ。ＤＣＥは、非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを送信した場合、非

番号制確認（ＵＡ）レスポンス、または受信不可（ＲＮＲ）コマンドまたはレスポンスを受信した場合、

あるいは、ＤＣＥが受信した最新の受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）より高い受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を

持つ情報（Ｉ）フレームまたは監視（Ｓ）フレームを正しく受信した場合（実際には、いくつかのアウト

スタンディング情報（Ｉ）フレームを確認応答している）、内部送信試行変数を「０」に設定する。

ＤＣＥは、送信した情報（Ｉ）フレームに対するＤＴＥからの確認応答待ちで、タイマＴ１がタイムア

ウトした場合、タイマ回復状態に入り、その送信試行変数に１を加算して、内部変数ｘに送信状態変数Ｖ

（Ｓ）の現在値を設定する。このとき、ＤＣＥは、タイマＴ１を再起動し、送信状態変数Ｖ（Ｓ）にＤＴ

Ｅから受信した受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の最新の値を設定し、対応する情報（Ｉ）フレームのＰビッ

トを「１」に設定して再送するか、または適切な監視（Ｓ）コマンドフレーム（受信可（ＲＲ）、受信不

可（ＲＮＲ）またはリジェクト（ＲＥＪ））のＰビットを「１」に設定して送信する。

ＤＣＥは、Ｆビットが「１」に設定された有効な監視（Ｓ）フレームをＤＴＥから受信した場合、タイ

マ回復状態を解除する。
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ＤＣＥは、タイマ回復状態中に、Ｆビットが「１」に設定され、かつ送信状態変数Ｖ（Ｓ）の現在値か

らｘまでの間の受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を持つ監視（Ｓ）フレームを正しく受信した場合、タイマ回

復状態を解除し（タイマＴ１の停止を含む）、受信した受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値をＤＣＥの持つ

送信状態変数Ｖ（Ｓ）に設定し、情報（Ｉ）フレームの送信または再送を適切に再開することがある。

ＤＣＥは、タイマ回復状態中に、Ｐ／Ｆビットが「０」に設定され、かつ有効な受信シーケンス番号Ｎ

（Ｒ）（2.3.4.9 節参照）を持つ情報（Ｉ）フレームまたは監視（Ｓ）フレームを正しく受信した場合、

タイマ回復状態を解除しない。受信した受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値は、送信状態変数Ｖ（Ｓ）の更

新に用いることがある。しかし、後でタイマＴ１がタイムアウトした場合に、Ｐビットを「１」に設定し

て再送することができるよう、ＤＣＥは、最後に送った情報（Ｉ）フレームを保持することができる（た

とえ確認されていても）。

ＤＣＥは、受信したＰ／Ｆビットが「０」に設定された監視（Ｓ）フレームが、有効な受信シーケンス

番号Ｎ（Ｒ）を持つリジェクト（ＲＥＪ）フレームである場合、直ちに、送信状態変数Ｖ（Ｓ）の値から

送信（再送）を開始するか、あるいは、Ｆビットが「１」に設定された監視（Ｓ）フレーム中の受信シー

ケンス番号Ｎ（Ｒ）フィールドで確認される値から情報（Ｉ）フレームの送信（再送）を開始するに先立

ち、この再送要求を無視してＦビットが「１」に設定された監視（Ｓ）フレームの受信を待つことがある。

直ちに再送を行う場合、ＤＣＥは、タイマ回復状態の解除後の重複再送を防ぐために、Ｐ／Ｆビットが

「０」に設定されたリジェクト（ＲＥＪ）フレームの受信に対応して再送した情報（Ｉ）フレーム〔同一

の番号付与サイクルにおける同一受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）〕の再送を禁止する。

ＤＣＥは、タイマ回復状態中に、Ｐビットが「１」に設定されたリジェクト（ＲＥＪ）コマンドを受信

した場合、直ちに、Ｆビットを「１」に設定した適切な監視（Ｓ）レスポンスで応答する。ＤＣＥは、リ

ジェクト（ＲＥＪ）コマンド中の受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値を送信状態変数Ｖ（Ｓ）の更新に用い

ることがあり、直ちにリジェクト（ＲＥＪ）フレーム中に指示される受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）の値か

ら送信（再送）を開始するか、あるいは、Ｆビットが「１」に設定された監視（Ｓ）フレーム中の受信

シーケンス番号Ｎ（Ｒ）フィールドで確認される値から情報（Ｉ）フレームの送信（再送）を開始するに

先立ち、この再送要求を無視してＦビットが「１」に設定された監視フレームの受信を待つことがある。

直ちに再送に入る場合、ＤＣＥは、タイマ回復状態の解除後の重複再送を防ぐために、Ｐビットが「１」

に設定されたリジェクト（ＲＥＪ）コマンドの受信に対応して再送した情報（Ｉ）フレーム〔同一の番号

付与サイクルにおける同一受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）〕の再送を禁止する。

ＤＣＥは、タイマ回復状態中に、タイマＴ１がタイムアウトし、かつＰ／Ｆビットが「０」に設定され

た有効な受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）を持つ情報（Ｉ）フレームまたは監視（Ｓ）フレームを受信してい

ない場合、あるいは、Ｐビットが「１」に設定された有効な受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）をもつリジェク

ト（ＲＥＪ）コマンドを受信していない場合、その送信試行変数に１を加算し、タイマＴ１を再起動して、

Ｐビットを「１」に設定した送信済の情報（Ｉ）フレームを再送するか、あるいは、Ｐビットを「１」に

設定した適切な監視（Ｓ）コマンドを送信する。

ＤＣＥは、送信試行変数がＮ２に等しくなった場合、2.4.7.2 節に記述するデータリンク再設定手順を

開始するか、または、2.4.4.1 節に記述するデータリンク設定手順の開始をＤＴＥに要求するために切断

モード（ＤＭ）レスポンスを送信して、切断フェーズに入る。Ｎ２は、システムパラメータである

（2.4.8.4 節参照）。

注－ＤＣＥは、内部変数ｘを持つが、同様の機能を行うための他の機構も存在する。
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2.4.6　ＬＡＰＢのデータリンクリセットまたはデータリンク初期化（設定）状態

2.4.6.1　ＤＣＥは、情報転送フェーズ中に、2.3.4.9 節に記述する状態のうちの１つを持った有効でない

フレーム（2.3.5.3 節参照）を受信した場合、2.4.7.3 節に記述するフレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レス

ポンスを返送することにより、ＤＴＥに対して、データリンクリセット手順の開始を要求する。

2.4.6.2　ＤＣＥは、情報転送フェーズ中に、ＤＴＥからフレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスを受

信した場合、2.4.7.2 節に記述するデータリンクリセット手順を自ら開始するか、あるいは、2.4.4.1 節に

記述するデータリンク設定（初期化）手順の開始をＤＴＥに対して要求するために、切断モード（ＤＭ）

レスポンスを返送する。ＤＣＥは、切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信した後、2.4.4.4.2 節に記述する

切断フェーズに入る。

2.4.6.3　ＤＣＥは、情報転送フェーズ中に、非番号制確認（ＵＡ）レスポンスまたはＦビットが「１」に

設定された自発的に送信されたレスポンスを受信した場合、2.4.7.2 節に記述するデータリンクリセット

手順を自ら開始するか、または、2.4.4.1 節に記述するデータリンク設定（初期化）手順の開始をＤＴＥ

に対して要求するために、切断モード（ＤＭ）レスポンスを返送することがある。ＤＣＥは、切断モード

（ＤＭ）レスポンスを送信した後、2.4.4.4.2 節に記述する切断フェーズに入る。

2.4.6.4　ＤＣＥは、情報転送フェーズ中に、ＤＴＥから切断モード（ＤＭ）レスポンスを受信した場合、

2.4.4.1 節に記述するデータリンク設定（初期化）手順を自ら開始するか、または、2.4.4.1 節に記述する

データリンク設定（初期化）の開始をＤＴＥに対して要求するために、切断モード（ＤＭ）レスポンスを

返送する。ＤＣＥは、切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信した後、2.4.4.4.2 節に記述する切断フェーズ

に入る。

2.4.7　ＬＡＰＢのデータリンクリセット手順

2.4.7.1　データリンクリセット手順は、以下に記述する手順により両方向の情報転送を初期状態に戻すた

めに使用する。データリンクリセット手順は、情報転送フェーズ中にのみ適用する。

2.4.7.2　ＤＴＥまたはＤＣＥは、データリンクリセット手順を開始することができる。データリンクリ

セット手順は、ビジー状態が存在する場合は、ＤＣＥおよび／又はＤＴＥビジー状態の解除を指示する。

ＤＴＥは、ＤＣＥに対して非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ

Ｅ）コマンドを送信することにより、データリンクリセットを開始する。ＤＣＥは、非同期平衡モード設

定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを正しく受信し、情報転送フェーズ

を継続可能と判断した場合は、ＤＴＥに対して非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを返送し、送信状態変数

Ｖ（Ｓ）および受信状態変数Ｖ（Ｒ）を「０」に設定して、情報転送フェーズを保持する。ＤＣＥは、非

同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを正しく受信した

が、情報転送フェーズを保持できないと判断した場合は、リセット要求を拒否するために切断モード（Ｄ

Ｍ）レスポンスを返送して、切断フェーズに入る。
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ＤＣＥは、ＤＴＥに対して、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢ

ＭＥ）コマンドを送信して、タイマＴ１（2.4.8.1 節参照）を起動することにより、データリンクリセッ

トを開始する。ＤＣＥは、ＤＴＥから非番号制確認（ＵＡ）レスポンスを受信した場合、その送信状態変

数Ｖ（Ｓ）および受信状態変数Ｖ（Ｒ）を「０」に設定し、タイマＴ１を停止して、情報転送フェーズを

保持する。ＤＣＥは、ＤＴＥからデータリンクリセット要求の拒否として切断モード（ＤＭ）レスポンス

を受信した場合、タイマＴ１を停止して、切断フェーズに入る。

非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを送信したＤ

ＣＥは、ＤＴＥから受信する非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ

Ｅ）または切断（ＤＩＳＣ）コマンドあるいは非番号制確認（ＵＡ）または切断モード（ＤＭ）レスポン

ス以外のいかなるフレームも無視し、廃棄する。ＤＣＥは、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非

同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）または切断（ＤＩＳＣ）コマンドをＤＴＥから受信した場合、衝突状

態となる。その解消方法は、2.4.4.5 節に記述する。受信した非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張

非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）または切断（ＤＩＳＣ）コマンドに対して返送する非番号制確認

（ＵＡ）または切断モード（ＤＭ）レスポンス以外のフレームは、データリンクがリセットされた後で、

かつ、アウトスタンディング中の非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡ

ＢＭＥ）コマンドがない場合にのみ送信する。

ＤＣＥは、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを

送信した後、非番号制確認（ＵＡ）または切断モード（ＤＭ）レスポンスを正しく受信しなかった場合、

ＤＣＥのタイマＴ１はタイムアウトとなる。ＤＣＥは、その場合、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／

拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを再送して、タイマＴ１を再起動する。ＤＣＥは、

データリンクのリセットをＮ２回試みた後、適切な上位レイヤの回復動作を開始して、切断フェーズに入

る。Ｎ２の値は、2.4.8.4 節に定義する。

2.4.7.3　ＤＣＥは、フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスを送信することにより、データリンクの

リセットをＤＴＥに対して要求することがある。（2.4.6.1 節参照）

ＤＣＥは、フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスを送信した後、フレームリジェクション状態に

入る。ＤＣＥは、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマン

ド、切断（ＤＩＳＣ）コマンド、フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスまたは切断モード（ＤＭ）

レスポンスを受信した場合、あるいは、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定

（ＳＡＢＭＥ）コマンド、切断（ＤＩＳＣ）コマンドまたは切断モード（ＤＭ）レスポンスを送信した場

合に、フレームリジェクション状態を解除する。

ＤＣＥは、フレームリジェクション状態中に、他のコマンドを受信した場合、最初に送信したフレーム

リジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスの情報フィールドと同じ情報フィールドを持つフレームリジェクト

（ＦＲＭＲ）レスポンスを再送する。

ＤＣＥは、フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスの送信時、タイマＴ１を起動することがある。

ＤＣＥは、フレームリジェクション状態を解除する前に、タイマＴ１がタイムアウトした場合、ＤＣＥは、

フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスを再送することがあり、そのとき、タイマＴ１を再起動する。

ＤＣＥは、ＤＴＥに対してデータリンクのリセットをＮ２回試みた（タイムアウト）後、2.4.7.2 節に記

述するように、自らデータリンクをリセットすることがある。Ｎ２の値は、2.4.8.4 節に定義する。
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ＤＣＥは、フレームリジェクション状態中に、情報（Ｉ）フレームも監視（Ｓ）フレームも送信しない。

ＤＣＥは、受信した情報（Ｉ）フレームの送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）と情報フィールドを無視し、廃棄

することがあり、また、受信した情報（Ｉ）フレームと監視（Ｓ）フレームの送信シーケンス番号Ｎ

（Ｒ）を無視し、廃棄することがある。タイマＴ１の動作中に、コマンドフレームの受信に対応してフ

レームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスをＤＣＥが送信しなければならない場合、タイマＴ１は動作し

続ける。ＤＣＥは、フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンスを受信した場合（フレームリジェクショ

ン状態であっても）、2.4.7.2 節に記述するように、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平

衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンドを送信することにより、リセット手順を開始するか、または、

2.4.4.1 節に記述するように、データリンク設定手順の開始をＤＴＥに対して要求するために、切断モー

ド（ＤＭ）レスポンスを送信して、切断フェーズに入る。

2.4.8　ＬＡＰＢのシステムパラメータリスト

ＤＣＥおよびＤＴＥシステムパラメータは、次のとおりである。

2.4.8.1　タイマＴ１

ＤＴＥのタイマＴ１システムパラメータの値は、ＤＣＥのタイマＴ１システムパラメータの値と異なる

ことがある。これらの値は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意事項である。

タイマＴ１が、タイムアウトした場合、フレームの再送を開始するが（ＤＣＥについては、2.4.4 節お

よび 2.4.5 節を参照）、タイマＴ１は、フレーム送信の最初で起動するか、最後で起動するかを考慮する。

手順を正しく運用するために、送信側（ＤＣＥまたはＤＴＥ）のタイマＴ１は、フレーム（非同期平衡

モード設定（ＳＡＢＭ）／拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンド、切断（ＤＩＳＣ）コマン

ド、情報（Ｉ）コマンドまたは監視（Ｓ）コマンド、あるいは切断モード（ＤＭ）レスポンスまたはフ

レームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンス）の送信から、このフレームに対する応答フレーム（非番号制

確認（ＵＡ）レスポンス、切断モード（ＤＭ）レスポンスまたは確認応答フレーム）を受信するまでの最

大時間より、大きいことが必要である。したがって、受信側（ＤＣＥまたはＤＴＥ）は、前述のフレーム

に対するレスポンスまたは確認応答フレームの応答を、Ｔ２をこえて遅らせてはならない。ここで、Ｔ２

は、システムパラメータである（2.4.8.2 節参照）。

ＤＣＥは、ＤＴＥからのコマンドに対するレスポンスまたは確認応答フレームの送信をＴ２以内に行う。

2.4.8.2　パラメータＴ２

ＤＴＥのパラメータＴ２の値は、ＤＣＥのパラメータＴ２の値と異なることがある。これらの値は、当

面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意事項である。

パラメータＴ２は、ＤＴＥまたはＤＣＥでタイマＴ１がタイムアウトする前で（パラメータＴ２＜タイ

マＴ１）、それぞれＤＴＥまたはＤＣＥで受信を確認するために、ＤＣＥまたはＤＴＥで確認応答フレー

ムが出されるまでの有効な総時間を示す。

注―パラメータＴ２は、次の時間的要因を考慮する。確認フレームの送信時間、アクセスデータリンク

の伝播時間、ＤＣＥおよびＤＴＥにおける一定の処理時間、および順序が置換え可能でも変更可能

でもないＤＣＥまたはＤＴＥの送信キューにおけるフレームの送信を完了するための時間。

ＤＴＥまたはＤＣＥに対してタイマＴ１の値が与えられた場合、それぞれＤＣＥまたはＤＴＥにおける

パラメータＴ２の値は、Ｔ１からアクセスデータリンクの伝播時間の２倍、ＤＣＥのフレーム処理時間、

ＤＴＥのフレーム処理時間、そしてＤＣＥまたはＤＴＥによる確認応答フレームの送信時間を引いたもの

以下でなければならない。
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2.4.8.3　タイマＴ３

ＤＣＥは、タイマＴ３システムパラメータを提供し、その値はＤＴＥへ知らされる。

Ｔ３タイマは、タイムアウトにより長時間アイドルチャネル状態の監視時間超過表示がパケットレイヤ

へ渡されるが、Ｔ３を経過したことが、データリンクチャネルが非動作状態であり、正常なデータリンク

動作を再開する前にデータリンク設定が必要であることを保証するに望ましいレベルを提供するため、Ｄ

ＣＥのタイマＴ１より十分長いことが必要である（すなわちＴ３＞Ｔ１）。

2.4.8.4　最大送信試行回数Ｎ２

　ＤＴＥのＮ２システムパラメータ値は、ＤＣＥのＮ２システムパラメータ値と異なる場合がある。これ

らの値は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥの合意事項である。

　Ｎ２の値は、それぞれＤＴＥまたはＤＣＥへのフレーム送信を完了させるため、ＤＣＥまたはＤＴＥが

試行する最大回数を示す。

2.4.8.5　情報（Ｉ）フレーム中における最大ビット数Ｎ１

ＤＴＥのＮ１システムパラメータ値は、ＤＣＥのＮ１システムパラメータ値と異なる場合がある。これ

らの値は、ＤＴＥ、ＤＣＥ双方に知らされるべきである。

Ｎ１の値は、ＤＣＥまたはＤＴＥがそれぞれＤＴＥまたはＤＣＥから受入れることができる情報（Ｉ）

フレーム中の最大ビット数（フラグ、同期または調歩同期伝送に対して透過性のために挿入された「０」

ビットまたは制御エスケープオクテットの各々、そして調歩同期伝送の伝送タイミングのために挿入され

たビットを除く）を示す。

ＤＴＥは、汎用的な動作を許容するために、１０８０ビット（１３５オクテット）以上のＤＴＥ　Ｎ１

値をサポートすべきである。ＤＴＥは、網がデータリンクレイヤ上の問題により、より長いパケット

（5.2 節参照）を送信することがあることを認識しておくべきである。すべての網は、これを要求するＤ

ＴＥのために、２０７２ビット（２５９オクテット）に、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のアドレス

フィールド長、制御フィールド長、およびＦＣＳフィールド長を加えた以上のＤＣＥ　Ｎ１値、およびＤ

ＴＥ／ＤＣＥインタフェース上の最大パケット長に、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のアドレスフィー

ルド長、制御フィールド長およびＦＣＳフィールド長を加えた以上のＤＣＥ　Ｎ１値を提供すべきである。

2.4.8.6　アウトスタンディング情報（Ｉ）フレームの最大数ｋ

ＤＴＥのｋシステムパラメータの値は、ＤＣＥのｋシステムパラメータの値と一致する。これらの値は、

当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意事項である。

ｋの値は、ＤＴＥまたはＤＣＥが任意の時点でアウトスタンディング（すなわち、送信済みかつ応答未

確認）として持てる連続番号を付した情報（Ｉ）フレームの最大数を示す。ｋの値は、モジュロ８動作の

場合は７を越えず、またモジュロ１２８動作の場合は１２７を越えない。すべての網（ＤＣＥ）は、７の

値を提供すべきである。網（ＤＣＥ）により、他のｋの値（７より小さい値、または７より大きい値）も

また提供されることがある。

注－６４ｋｂｉｔ／ｓを越える伝送速度で運用される回線、もしくは、大きな伝送遅延を持つ回線の効

率を最大にする、適正なｋの値とフレームサイズを選ぶためのガイドラインを付録Ｖに示す。いく

つかの例の中で、拡張（モジュロ１２８）動作の必要性について言及している。
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2.5　マルチリンク手順（ＭＬＰ）

マルチリンク手順（ＭＬＰ）は、データリンクレイヤの中の上位サブレイヤとして位置づけられ、パ

ケットレイヤと、データリンクレイヤ中の複数の単一データリンクプロトコル（ＳＬＰ）機能の間で作用

する（図２－２／ＪＴ－Ｘ２５参照）。

マルチリンク手順（ＭＬＰ）は、パケットレイヤから受取ったパケットをＤＴＥ　ＳＬＰまたはＤＣＥ

ＳＬＰへ転送するために利用可能なＤＣＥ　ＳＬＰまたはＤＴＥ　ＳＬＰへ分配する機能、ＤＴＥ　Ｓ

ＬＰまたはＤＣＥ　ＳＬＰから受取ったパケットをそれぞれＤＴＥまたはＤＣＥパケットレイヤへ引渡す

ために再順序化する機能を持つことが必要である。

2.5.1　適用範囲

以下に記述する網オプションであるマルチリンク手順（ＭＬＰ）は、対向するＤＣＥおよびＤＴＥ間に

並行する１つ以上の単一リンク手順（ＳＬＰ）を通じてデータ交換を行うために使用し、各々のＳＬＰは、

2.2 節、2.3 節および 2.4 節の記述に従う。マルチリンク手順は、以下に示す一般的な特徴を持つ。

(a) DCE と DTE 間に複数の SLP を設けることにより、サービスの経済性、信頼性が得られる。

(b) 複数のＳＬＰで提供するサービスを中断することなく、ＳＬＰの追加、削除ができる。

(c) 負荷分散によってＳＬＰグループとしての転送能力を有効利用できる。

(d) １つのＳＬＰが故障してもサービスの低下は少ない。

(e) パケットレイヤに対して、複数のＳＬＰを単一の論理データリンクレイヤとして提供できる。

(f) 受信パケットをパケットレイヤへ渡す前の再順序化機能がある。

2.5.2　マルチリンクフレームの構造

ＳＬＰ上のすべての情報転送は、表２－９／ＪＴ－Ｘ２５に示すフォーマットに従うマルチリンクフ

レームで行う。

2.5.2.1　マルチリンク制御（ＭＬＣ）フィールド

マルチリンク制御（ＭＬＣ）フィールドは、２オクテットから構成し、その内容は、2.5.3 節に記述す

る。

2.5.2.2　マルチリンク情報フィールド

マルチリンクフレームの情報フィールドが存在する場合は、ＭＬＣの次に続く。マルチリンク情報

フィールド中のビットの符号化およびグループ化は、2.5.3.2.3 節および 2.5.3.2.4 節を参照のこと。

2.5.3　マルチリンク制御フィールドのフォーマットおよびパラメータ

2.5.3.1　マルチリンク制御フィールドフォーマット

ＳＬＰとの間で送受するビットの順序およびマルチリンク制御フィールドの符号化には、表２－１０／

ＪＴ－Ｘ２５に示すように一定の関係がある。

2.5.3.2　マルチリンク制御フィールドパラメータ

マルチリンク制御フィールドの各種パラメータは、以下に記述する。表２－１０／ＪＴ－Ｘ２５および

図２－３／ＪＴ－Ｘ２５を参照のこと。
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2.5.3.2.1　非順序化指定ビット（Ｖビット）

非順序化指定ビット（Ｖビット）は、受信したマルチリンクフレームが順序化を必要とするか否かを示

す。非順序化指定ビット（Ｖビット）が「１」に設定された場合は、順序化の必要はなく、「０」に設定

された場合は、順序化の必要があることを示す。

注－本標準では、非順序化指定ビット（Ｖビット）は「０」に設定する。

2.5.3.2.2　シーケンスチェックオプションビット（Ｓビット）

シーケンスチェックオプションビット（Ｓビット）は、非順序化指定ビット（Ｖビット）が「１」に設

定された場合（すなわち受信したマルチリンクフレームに対して順序化の必要がない場合）にのみ意味を

持つ。シーケンスチェックオプションビット（Ｓビット）が「１」に設定されている場合はマルチリンク

シーケンス番号ＭＮ（Ｓ）が割当てられなかったことを示す。シーケンスチェックオプションビット（Ｓ

ビット）が「０」に設定されている場合は、マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）が割当てられたこと

を示すので、順序化を必要としなくても重複したマルチリンクフレームのチェックが、紛失したマルチリ

ンクフレームの識別と同様に行える。

注－本標準では、シーケンスチェックオプションビット（Ｓビット）は「０」に設定する。

2.5.3.2.3　ＭＬＰリセット要求ビット（Ｒビット）

ＭＬＰリセット要求ビット（Ｒビット）は、マルチリンクのリセットを要求に使用する（2.5.4.2 節参

照）。ＭＬＰリセット要求ビット（Ｒビット）が「０」に設定された場合は、通常の通信、すなわちマル

チリンクのリセット要求がない場合である。ＭＬＰリセット要求ビット（Ｒビット）が「１」に設定され

た場合は、ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰがそれぞれＤＴＥ　ＭＬＰまたはＤＣＥ　ＭＬＰの状態

変数のリセットを要求する場合である。Ｒ＝１の場合、マルチリンク情報フィールドにはパケットレイヤ

の情報は含ないが、リセット原因を示す８ビットの原因フィールドを付加することができる。

2.5.3.2.4　ＭＬＰリセット確認ビット（Ｃビット）

ＭＬＰリセット確認ビット（Ｃビット）は、「１」に設定されたＭＬＰリセット要求ビット（Ｒビッ

ト）（2.5.3.2.3 節参照）に対する応答としてマルチリンク状態変数のリセット（2.5.4.2 節参照）の確認

に使用する。ＭＬＰリセット確認ビット（Ｃビット）が「０」に設定された場合は、通常の通信、すなわ

ちマルチリンクのリセット要求が起動されなかった場合である。ＭＬＰリセット確認ビット（Ｃビット）

が「１」に設定された場合は、ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰがそれぞれＭＬＰリセット要求ビッ

ト（Ｒビット）を「１」に設定したＤＴＥ　ＭＬＰまたはＤＣＥ　ＭＬＰのマルチリンクフレームに対す

る応答として使用し、ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰの状態変数のリセット処理がそれぞれＤＣＥ

またはＤＴＥによって完了したことを示す。Ｃ＝１の場合、マルチリンクフレームは情報フィールドなし

で使用する。

2.5.3.2.5　マルチリンク送信状態変数ＭＶ（Ｓ）

マルチリンク送信状態変数ＭＶ（Ｓ）は、ＳＬＰに順番に割付けるべき次のマルチリンクフレームの

シーケンス番号を示す。この変数は０から４０９５（モジュロ４０９６）の値をとる。マルチリンク送信

状態変数ＭＶ（Ｓ）の値は、順番にマルチリンクフレームを割当てる毎に１ずつ加算する。
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2.5.3.2.6　マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）

マルチリンクフレームはマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）を持つ。マルチリンクフレームを利用

可能なＳＬＰに順番に割当てる前に、マルチリンクシーケンス番号Ｍ（Ｓ）の値は、マルチリンク送信状

態変数ＭＶ（Ｓ）の値に等しく設定する。マルチリンクシーケンス番号は、受信側でマルチリンクフレー

ム情報フィールドの内容がパケットレイヤへ受け渡される前に、受信したマルチリンクフレームの再順序

化あるいは、紛失や重複したマルチリンクフレームの検出に使用する。

2.5.3.2.7　最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）

最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）は、送信側ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰ

において、ＤＣＥ　ＳＬＰまたはＤＴＥ　ＳＬＰがそれぞれの相手ＤＴＥ　ＳＬＰまたはＤＣＥ　ＳＬＰ

から確認応答を受け取っていない最旧のマルチリンクフレームを示す状態変数である。この変数は、０か

ら４０９５（モジュロ４０９６）の値をとる。最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）より

も大きなシーケンス番号を持ったマルチリンクフレームがすでに確認応答されている場合がある。

2.5.3.2.8　マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）

マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）は、受信側ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰにおいて、次に

受信すべき、パケットレイヤへ受け渡されるマルチリンクフレームのシーケンス番号を示す。この変数は、

０から４０９５（モジュロ４０９６）の値をとる。マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）の値は、

2.5.4.3.2 節に記述するように更新される。ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰの受信ウィンドウ内でそ

れより大きいシーケンス番号を持つマルチリンクフレームがすでに受信されている場合がある。

2.5.3.2.9　マルチリンクウィンドウサイズＭＷ

マルチリンクウィンドウサイズＭＷは、ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰが確認応答を未だ受け

取っていない最も低い番号のマルチリンクフレームから最高何個の連続したマルチリンクフレームをＳＬ

Ｐに対して転送できるかを示す値である。マルチリンクウィンドウサイズＭＷは、４０９５－ＭＸを超え

ない値のシステムパラメータである。マルチリンクウィンドウサイズＭＷの値は、ＤＣＥ　ＭＬＰとＤＴ

Ｅ　ＭＬＰの間の合意に基づき情報転送の各方向について同じ値に設定する。

注－パラメータマルチリンクウィンドウサイズＭＷの値を決定する要因としては、これらだけではない

が、単一リンクの伝送および伝送遅延、リンク数、マルチリンクフレーム長の範囲、さらにＳＬＰ

パラメータＮ２、Ｔ１およびｋがある。

ＭＬＰ送信ウィンドウは、ＭＶ（Ｔ）からＭＶ（Ｔ）＋ＭＷ－１（を含む）までのシーケンス番号であ

る。

ＭＬＰ受信ウィンドウは、ＭＶ（Ｒ）からＭＶ（Ｒ）＋ＭＷ－１（を含む）までのシーケンス番号であ

る。このウィンドウ内で受信した全てのマルチリンクフレームは、そのＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｒ）に等しく

なるとき、パケットレイヤへ引き渡す。

2.5.3.2.10　受信ＭＬＰウィンドウガード領域ＭＸ

受信ＭＬＰウィンドウガード領域ＭＸは、ＭＶ（Ｒ）＋ＭＷで始まる固定長のマルチリンクシーケンス

番号のガード領域を定義するシステムパラメータである。受信ＭＬＰウィンドウガード領域ＭＸの範囲は、

受信側ＭＬＰがマルチリンクフレーム紛失が発生した後に、正しく受信することができる受信ウィンドウ

外の最も高いマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）を認識するのに充分な大きさが必要である。
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このガード領域で受信したマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）＝Ｙのマルチリンクフレームは、マ

ルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）からＹ－ＭＷの範囲で未確認となっているマルチリンクフレームが紛

失したことを示す。このとき、マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）は、Ｙ－ＭＷ＋１に更新する。

注－ガード領域ＭＸの値の計算には、種々の方法がある。

(a) 送信側ＭＬＰがｉ番目のＳＬＰに対して、一度にｈi 個のシーケンス内で連続したマルチリンク

フレームを割付ける方式の場合には、受信ＭＬＰウィンドウガード領域ＭＸは、ｈi ＋１－ｈmin

の和より大きいか等しい。ただし、ｈmin は出現する最小のｈi である。マルチリンク群中にＬ個

のＳＬＰが存在する場合は、受信ＭＬＰウィンドウガード領域ＭＸは以下の値より大きいか等しい。

L

Σｈi ＋１－ｈmin 　；

i=1

または

(b) 送信側ＭＬＰがｈ個のシーケンス内で連続したマルチリンクフレームを一度に各ＳＬＰにロー

テーション方式で割付ける方式では、受信側ＭＬＰの受信ＭＬＰウィンドウガード領域ＭＸは、ｈ

（Ｌ－１）＋１より大きいか等しい。ただし、Ｌはマルチリンク群中のＳＬＰの数である。；

または

(c) 受信ＭＬＰウィンドウガード領域ＭＸは、マルチリンクウィンドウサイズＭＷの値以下である。

2.5.4　マルチリンク手順（ＭＬＰ）の記述

以下に記述する手順は、マルチリンクフレームの送信側と受信側からの観点で記述している。計算方法

は、モジュロ４０９６による。

2.5.4.1　初期化

ＤＣＥまたはＤＴＥは、最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）、マルチリンク送信状態

変数ＭＶ（Ｓ）、マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）を「０」に設定し、各ＳＬＰを初期化することに

よってＭＬＰを初期化する。ＤＣＥまたはＤＴＥは、１つ以上のＳＬＰの初期化に成功した後、ＤＣＥま

たはＤＴＥは、2.5.4.2 節のマルチリンクリセット手順を行う。ＳＬＰの初期化は、2.4.4.1 節に従って行

なわれる。

注－初期化できないＳＬＰは、サービス停止であることが宣言され、適切な回復処理がとられる。

2.5.4.2　マルチリンクリセット手順

マルチリンクリセット手順は、ＤＣＥまたはＤＴＥが必要とみなす場合、ＤＣＥおよびＤＴＥの送信お

よび受信マルチリンク手順の同期をとるための手順である。マルチリンクリセット手順の完了に引続き、

各方向のマルチリンクシーケンス番号の値は「０」から開始する。付録Ⅲでは、ＤＣＥかＤＴＥのどちら

かによって初期化されるか、あるいはＤＣＥとＤＴＥが同時に初期化される場合のマルチリンクリセット

手順の例を示す。
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ＭＬＰリセット要求ビットＲ＝１のマルチリンクフレームは、マルチリンクリセット要求に使用し、Ｍ

ＬＰリセット確認ビットＣ＝１のマルチリンクフレームは、マルチリンクリセット処理が完了したことを

確認するために使用する。ＭＬＰは、Ｒ＝１のマルチリンクフレームの送出により、マルチリンク送信状

態変数ＭＶ（Ｓ）と最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）の値を「０」に再設定し、Ｒ＝

１のマルチリンクフレーム受信により、ＭＶ（Ｒ）の値を「０」に再設定する。

ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰがリセット手順を開始した場合、ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ

ＭＬＰは、ＭＬＰおよび関連ＳＬＰ中に滞留する全ての未確認マルチリンクフレームを取り除き、これら

のフレームの制御は継続する。その後、リセット手順を開始したＭＬＰは、リセット処理が完了するまで、

Ｒ＝Ｃ＝０のマルチリンクフレームを送出しない。（ＳＬＰ中のマルチリンクフレームを取り除く方法と

して、そのＳＬＰのデータリンクを切断する方法がある。）リセット手順を開始したＭＬＰは、次にマル

チリンク送信状態変数ＭＶ（Ｓ）と最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）の値「０」に設

定する。また、リセット手順を開始したＭＬＰは、ＭＬＰ中の１つのＳＬＰにリセット要求としてＲ＝１

のマルチリンクフレームを送出し、タイマＭＴ３を起動する。Ｒ＝１のフレーム中のマルチリンクシーケ

ンス番号ＭＮ（Ｓ）フィールドの値は、受信側ＭＬＰにより無視されるので、いかなる値をとってもよい。

リセット手順を開始したＭＬＰは、リモートＭＬＰからＲ＝１のマルチリンクフレームを受信するまで

2.5.4.4 節に記述するマルチリンクフレームの受信の手順に従って、リモートＭＬＰからマルチリンクフ

レームの受信および処理を継続する。

リセット手順を開始したＭＬＰから正常な通信状態でＲ＝１のマルチリンクフレーム（リセット要求）

を受信したＭＬＰは、上記動作を開始する。ＭＬＰはリセット処理が完了するまで、相手側ＭＬＰからＲ

＝Ｃ＝０のマルチリンクフレームを受信しない。Ｒ＝Ｃ＝０のマルチリンクフレームを受信した場合は、

全て廃棄する。ＭＬＰが既に自ＭＬＰのリセット手順を開始し、ＳＬＰの１つに対してＲ＝１のマルチリ

ンクフレームを送出した場合には、このＭＬＰは、相手側ＭＬＰからのＲ＝１のマルチリンクフレーム受

信に対して、上記動作を繰り返さない。

受信側ＭＬＰは、Ｒ＝１のマルチリンクフレーム（リセット要求）の受信により、パケットレイヤに対

して受信済みパケットの転送とＳＬＰに割付けられた未確認マルチリンクフレームの識別を行う。このと

き、パケットレイヤは、最初のマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）値と、すでに受信しているフレーム

の中で一番大きな番号をもつフレームから得られるマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）値までで、未受

信のマルチリンクフレームがあれば、それは紛失したと通知される。受信側ＭＬＰは、その後マルチリン

ク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）を「０」に設定する。

ＭＬＰは、Ｒ＝１のマルチリンクフレームをＳＬＰの内の１つに割り付けた後、Ｃ＝１のマルチリンク

フレームを送出する前の条件の１つとして、ＳＬＰからの送信が成功か不成功かの通知を受ける。リセッ

ト手順を開始したＭＬＰは、その後Ｒ＝１のマルチリンクフレームを受信し、上記のマルチリンク状態変

数のリセット動作を完了した場合には、相手側ＭＬＰに対して、Ｃ＝１のマルチリンクフレーム（リセッ

ト確認）を送出する。

ＭＬＰは、

(1) Ｒ＝１のマルチリンクフレームを受信し、かつ

(2) １つのＳＬＰ上にＲ＝１のマルチリンクフレームを送出し、かつ

(3) 上記のマルチリンク状態変数のリセット動作を完了した

場合、ＭＬＰが割付けたＳＬＰからＲ＝１のマルチリンクフレーム送出が成功か不成功かの通知を受ける

ことにより、ただちに、相手側ＭＬＰに対して、Ｃ＝１のマルチリンクフレーム（リセット確認）を送出

する。Ｃ＝１のマルチリンクフレームは、Ｒ＝１のマルチリンクフレームに対する応答である。Ｃ＝１の

フレームの中でマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）フィールドは、受信側ＭＬＰにより無視されるの

で、マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）はいかなる値をとってもよい。マルチリンクリセットに引続

いて各方向で受信するマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の値は、「０」から開始する。
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ＭＬＰは、Ｒ＝１のマルチリンクフレームおよびＣ＝１のマルチリンクフレーム送出に１つのＳＬＰを使

用する場合、送信完了のＳＬＰの通知の受信を待たずに、Ｒ＝１のマルチリンクフレームを受信した後、

直ちにＣ＝１のマルチリンクフレームを送出することができる。ＭＬＰタイマＭＴ３のタイムアウト以前

に、Ｒ＝１のマルチリンクフレームまたはＣ＝１のマルチリンクフレームを再送すべきでない（2.5.5.3

節参照）。ＭＬＰが、２つのＳＬＰのうちの一方をＲ＝１のマルチリンクフレーム送出に使用し、他の一

方をＲ＝１のマルチリンクフレーム送信が成功か不成功かのＳＬＰの通知を受信した後に、Ｃ＝１のマル

チリンクフレームの送信に使用する。Ｒ＝Ｃ＝１のマルチリンクフレームは、使用不可である。

ＭＬＰは、Ｃ＝１のマルチリンクフレームを受信した場合、タイマＭＴ３を停止する。リモートＳＬＰ

へのＣ＝１のマルチリンクフレーム送信とリモートＭＬＰからのＣ＝１のマルチリンクフレーム受信によ

り、ＭＬＰに対するマルチリンクリセット手順は完了する。最初に送信されるＲ＝Ｃ＝０のマルチリンク

フレームは、マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の値が「０」でなければならない。ＭＬＰは、ＳＬ

Ｐに対して、Ｃ＝１のマルチリンクフレームを送信した後、１つ以上のＲ＝Ｃ＝０であるマルチリンクフ

レームを受信してもよい。ＭＬＰは、Ｃ＝１のマルチリンクフレームを受信した後、１つ以上のＲ＝Ｃ＝

０であるマルチリンクフレームをＳＬＰに対して送信することができる。

ＭＬＰは、Ｒ＝１のマルチリンクフレーム受信とＣ＝１のマルチリンクフレーム送信との間に更に１つ

以上のＲ＝１のマルチリンクフレームを受信した場合は、ＭＬＰは余分なＲ＝１のマルチリンクフレーム

を廃棄する。ＭＬＰは、Ｒ＝１のマルチリンクフレームに対する応答でないＣ＝１のマルチリンクフレー

ムを受信した場合は、Ｃ＝１のマルチリンクフレームを廃棄する。

ＭＬＰは、割付けたＳＬＰのうちの１つにＣ＝１のマルチリンクフレームを送信後、相手側ＭＬＰから

Ｒ＝１のマルチリンクフレームを受信することができる。このとき、ＭＬＰは、Ｒ＝１のマルチリンクフ

レームを新たなリセット要求と見なし、最初からマルチリンクリセット手順を開始する。Ｒ＝１のマルチ

リンクフレームを受信しなかったＭＬＰが、Ｒ＝１のマルチリンクフレームを送信し、その結果Ｃ＝１の

マルチリンクフレームを受信した場合には、最初からリセット手順を再開始する。

ＭＬＰは、タイマＭＴ３がタイムアウトした場合、最初からマルチリンクリセット手順を再開始すべき

である。タイマＭＴ３の値は、ＳＬＰの送信、再送、伝搬遅延およびＭＬＰがＲ＝１のマルチリンクフ

レームを受信して、Ｃ＝１のマルチリンクフレームにより応答する動作時間を考慮して充分大きく取る。

2.5.4.3　マルチリンクフレームの転送

2.5.4.3.1　概要

送信側ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰは、受信側ＤＴＥ　ＭＬＰまたはＤＣＥ　ＭＬＰへ送信す

るため、パケットレイヤからのパケットをマルチリンクフレームに割当て、ＳＬＰへ渡すパケットフロー

の制御に責任がある。

送信側ＤＣＥ　ＭＬＰまたはＤＴＥ　ＭＬＰの機能は、以下のとおりとする。

(a) パケットレイヤからのパケットを受付ける。

(b) 適正なマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）を含むマルチリンク制御フィールドをパケットに

割当てる。

(c) マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）がＭＬＰ送信ウィンドウ（マルチリンクウィンドウサイ

ズＭw）外に割当てられていないことを確認する。

(d) （ａ）から（ｃ）を処理後、送信するためにＳＬＰにマルチリンクフレームをわたす。

(e) ＳＬＰから送信成功の確認通知を受ける。

(f) ＳＬＰサブレイヤで発生した送信障害や問題をモニターし、復旧させる。

(g) フロー制御通知をＳＬＰから受け、適正な措置。
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2.5.4.3.2　マルチリンクフレームの送信

送信側ＤＣＥ　ＭＬＰは、パケットレイヤからパケットを受付けた場合、そのパケットをマルチリンク

フレームの中に入れ、マルチリンク送信状態変数ＭＶ（Ｓ）に等しい値をマルチリンクシーケンス番号Ｍ

Ｎ（Ｓ）に設定する。マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）がマルチリンクウィンドウサイズＭＷ外に

割当てられていないことを確認し、Ｖ，Ｓ，ＲおよびＣビットを「０」に設定した後、マルチリンク送信

状態変数ＭＶ（Ｓ）に「１」を加算する。

以下、送信および受信状態変数の加算は、連続して循環するシーケンス番号を参照しながら行う。すな

わち、モジェロ４０９６では、「４０９５」は「４０９４」より「１」高く、「０」は「４０９５」より

「１」高い。

マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）が最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）＋マル

チリンクウィンドウサイズＭＷより小さく、利用可能なすべてのＤＣＥ　ＳＬＰ上でＤＴＥがビジー状態

でない場合、送信側ＤＣＥ　ＭＬＰは、そのマルチリンクフレームを利用可能なＤＣＥ　ＳＬＰに割当て

ることがある。送信側ＤＣＥ　ＭＬＰは、未割当てである最も低い番号のマルチリンクフレームから割当

てる。また、送信側ＤＣＥ　ＭＬＰは、１つのマルチリンクフレームを１つ以上のＤＣＥ　ＳＬＰに割当

てることもある。ＤＣＥ　ＳＬＰは、ＤＴＥ　ＳＬＰから確認応答を受信することにより、マルチリンク

フレームの送信を完了した後、送信側ＤＣＥ　ＭＬＰに対してこれを通知すべきである。このとき、送信

側ＤＣＥ　ＭＬＰは、確認済マルチリンクフレームを廃棄することがある。送信側ＤＣＥは、ＤＴＥ　Ｓ

ＬＰから新しい確認応答を受信した後、最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）の値は未確

認マルチリンクフレームの最小値を示すように更新する。

ＤＣＥ　ＳＬＰがマルチリンクフレームの送信をＮ２回試行したことを通知し、マルチリンクシーケン

ス番号ＭＮ（Ｓ）が以前送信したＤＣＥ　ＳＬＰで未確認である場合、ＤＣＥ　ＭＬＰは、同一のまたは

他の１つ以上のＤＣＥ　ＳＬＰに対してマルチリンクフレームを割当てることがある。ＤＣＥ　ＭＬＰは、

最も低い番号のマルチリンクフレームから常に割当てる。

フロー制御は、マルチリンクウィンドウサイズＭＷにより行うが、ビジー状態は、ＤＴＥ　ＳＬＰによ

り通知される。

ＤＣＥ　ＭＬＰは、マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の値が最旧未確認マルチリンクフレーム状

態変数ＭＶ（Ｔ）＋マルチリンクウィンドウサイズＭＷ－１より大きいマルチリンクフレームを割当てて

はならず、次に割当てるＤＣＥマルチリンクフレームのマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）が最旧未

確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）＋マルチウィンドウサイズＭＷに等しい場合、ＤＣＥ　Ｍ

ＬＰは、最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数ＭＶ（Ｔ）の更新の確認通知をＤＣＥ　ＳＬＰから受

信するまで、そのマルチリンクフレームとそれ以降のマルチリンクフレームを保留する。

ＤＴＥ　ＭＬＰは、１つ以上のＤＴＥ　ＳＬＰのビジー状態通知により、ＤＣＥ　ＭＬＰのフロー制御

を行うことができる。ビジー状態になるＳＬＰの数によって、ＤＣＥ　ＭＬＰのフロー制御の度合が決定

する。ＤＣＥ　ＭＬＰは、割当てた１つ以上のＤＣＥ　ＳＬＰからＤＴＥ　ＳＬＰビジー状態の通知を受

信した場合、それらのＤＣＥ　ＳＬＰに割当てている全ての未確認マルチリンクフレームを再割当てるこ

とがある。このとき、割当て方法は上記に従って、利用可能なＤＣＥ　ＳＬＰに対して最も低い番号のマ

ルチシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）を持つマルチリンクフレームを割当てる。

ＤＣＥ　ＭＬＰは、回線障害やＤＣＥ　ＳＬＰリセット、ＤＣＥ　ＳＬＰまたはＤＴＥ　ＳＬＰの切断

が発生した場合、そのＤＣＥ　ＳＬＰに割当てられたＤＣＥ　ＭＬＰの全ての未確認マルチリンクフレー

ムはビジー状態でない動作中のＤＣＥ　ＳＬＰに再割当てしなければならない。
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2.5.4.4　マルチリンクフレームの受信

受信側ＤＣＥ　ＭＬＰは、長さが２オクテット以下の全てのマルチリンクフレームを廃棄する。

注―ＲビットまたはＣビットが「１」のとき、受信側ＤＣＥ　ＭＬＰが行なう手順は、2.5.4.2 節に記

述する。

ＤＣＥ　ＭＬＰは、一つのＤＣＥ　ＳＬＰからマルチリンクフレームを受信した場合、受信したマルチ

リンクフレームのマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）をマルチリンク受信状態変数ＭＶ( Ｒ) と比較

し、その結果としてマルチリンクフレームに対して次の動作をとる。

(a) ＤＣＥ　ＭＬＰは、受信したマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）がマルチリンク受信状態変

数ＭＶ（Ｒ）の現在値と等しい場合、すなわち次に期待される順番どおりのマルチリンクフレーム

である場合、パケットをパケットレイヤへ転送する。

(b) ＤＣＥ　ＭＬＰは、マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）がマルチリンク受信状態変数ＭＶ

（Ｒ) の現在値よりも大きく、ＭＶ（Ｒ) ＋ＭＷ＋ＭＸの値よりも小さい場合、（ａ）の状態にな

るまで受信したマルチリンクフレームを保留するか、またはそのフレームを重複して受信した場合

は廃棄する。

(c) ＤＣＥ　ＭＬＰは、マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ) が上記（ａ），（ｂ）以外の場合、

マルチリンクフレームを廃棄する。

ＤＣＥ　ＭＬＰは、マルチリンクフレームを受信した場合、以下の方法によりマルチリンク受信状態変

数ＭＶ（Ｒ）を更新する。

(1) マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ) がマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）の現在値と等し

い場合、マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）の値は、連続して順番に受信したマルチリンクフ

レームの数にしたがって加算する。更新したマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）に等しいマルチ

リンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）を持つマルチリンクフレームを受信するまで転送待ちとなってい

るマルチリンクフレームがある場合、タイマＭＴ１（2.5.5.1 節参照）を再起動する。それ以外の

場合は、タイマＭＴ１は停止する。

(2) マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）がマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）の現在値より大

きく、ＭＶ（Ｒ）＋ＭＷよりは小さい場合、マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）は更新しない。

このとき、タイマＭＴ１を起動していない場合は、起動する。

(3) マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）がＭＶ（Ｒ）＋ＭＷの値と等しいかまたは大きく、ＭＶ

（Ｒ）＋ＭＷ＋ＭＸの値よりも小さい場合、マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）の値はＭＮ

（Ｓ）－ＭＷ＋１の値まで加算し、パケットレイヤに対してマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）

の加算前の値でパケットの紛失を報告することがある。ＭＮ（Ｓ）＝ＭＶ（Ｒ）を持つマルチリン

クフレームを受信せずマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）を加算する場合は、パケットレイヤに

対してパケットの紛失を報告してもよい。ＭＮ（Ｓ）＝ＭＶ（Ｒ）であるマルチリンクフレームを

受信した場合、そのフレームをパケットレイヤに転送する。

マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）がＭＮ（Ｓ）－ＭＷ＋１に達した場合、最旧未確認マルチ

リンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）までマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）を加算する。（（１）

と同様）図２―３／ＪＴ―Ｘ２５を参照。

(4) マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）が上記の（１）、（２）、（３）以外の場合、マルチリ

ンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）の値は更新しない。
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タイマＭＴ１がタイムアウトとなった場合、マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）は、パケットレイヤ

への転送待ちとなっている次のマルチリンクフレームのマルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の値まで

加算し、パケットレイヤに対してマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）の加算前の値でパケットの紛失を

報告することがある。上記の（ａ）と（１）の手順は、連続して順番どおりマルチリンクフレームを受信

している限り継続する。

ＤＴＥ　ＭＬＰのフロー制御が発生した場合、１つ以上のＤＣＥ　ＳＬＰはビジー状態を報告すること

がある。このとき、ＤＣＥ　ＳＬＰの数により、フロー制御の度合が決定する。

ＤＣＥ　ＭＬＰが、再順序づけの完了前にその受信バッファ容量を使い切った場合、グループビジータ

イマＭＴ２（2.5.5.2 節参照）を実装していることがある。ビジー状態が、すべてのＤＣＥ　ＳＬＰ上の

ＤＣＥ　ＭＬＰによって指示され、ＤＣＥ　ＭＬＰ上のマルチリンクフレームが再順序付け待ちとなって

いる場合は、常にタイマＭＴ２を起動する。ＤＣＥ　ＭＬＰは、一つ以上のＤＣＥ　ＳＬＰでのビジー状

態が解除されると、タイマＭＴ２を停止する。

タイマＭＴ２がタイムアウトとなった場合、ＭＮ（Ｓ）＝ＭＶ（Ｒ）であるマルチリンクフレームはブ

ロック状態となり、紛失したものとみなす。このとき、マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）は次の未受

信であるフレームの番号まで加算し、それまでのマルチリンクシーケンス番号をもつマルチリンクフレー

ム中のパケットをパケットレイヤへ転送する。タイマＭＴ２は、すべてのＤＣＥ　ＳＬＰ上でビジー状態

が継続中か、多数のマルチリンクフレームが再順序づけ待ち状態である場合に再起動する。

2.5.4.5　ＳＬＰサービスの停止

ＤＣＥ　ＳＬＰは、保守や通信量の状況、性能上の理由から、サービスを停止することがある。

ＤＣＥ　ＳＬＰは、物理レイヤまたはデータリンクレイヤでの切断により、サービスを停止する。この

とき、アウトスタンディング状態にあるＤＣＥ　ＭＬＰのマルチリンクフレームは、マルチリンクシーケ

ンス番号ＭＮ（Ｓ）がまだ他のＤＣＥ　ＳＬＰに認知されていなければ、一つ以上のＤＣＥ　ＳＬＰに再

割り当てする。データリンクレイヤでのＤＣＥ　ＳＬＰサービスを停止する通常の手順は、受信不可（Ｒ

ＮＲ）フレームによりＤＴＥ　ＳＬＰのフロー制御を実行し、次にＤＣＥ　ＳＬＰを論理的に切断するこ

とで実行する（2.4.4.3 節参照）。

ＤＣＥ　ＳＬＰのタイマＴ１がＮ２回タイムアウトとなり、ＤＣＥ　ＳＬＰのデータリンクリセット手

順が成功しない場合、ＤＣＥ　ＳＬＰは、切断状態となりサービスを停止する。（2.4.5.8 節と 2.4.7.2 節

参照）

注－すべてのＳＬＰサービスが停止した場合の回復処置機構は、マルチリンクリセット手順の初期設定

を基本としている。

2.5.5　マルチリンクシステムパラメータリスト

2.5.5.1　紛失フレームタイマＭＴ１（マルチリンク）

タイマＭＴ１は、受信側ＤＣＥ　ＭＬＰで、マルチリンク受信状態変数ＭＶ( Ｒ) に等しいマルチリン

クシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）を持つマルチリンクフレームが紛失したことを決定するために使用する。
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2.5.5.2　グループビジータイマＭＴ２（マルチリンク）

タイマＭＴ２は、受信側ＤＣＥ　ＭＬＰで、必要な再順序付けが完了する前にマルチリンクフレームが

ブロック状態（すなわちバッファを使い切った状態）にあることを決定するために使用する。タイマＭＴ

２は、全てのＤＣＥ　ＳＬＰがビジー状態で再順序付け待ちのマルチリンクフレームがある場合に起動さ

れる。ブロック状態にあるマルチリンクフレームのマルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）を持つフレーム

を受信する前にタイマＭＴ２がタイムアウトとなった場合、ブロック状態にあるマルチリンクフレームは

紛失したものとみなす。このとき、マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）は次に受信すべきマルチリンク

フレームの番号まで加算し、それまで受信したマルチリンクフレーム中のパケットをパケットレイヤに転

送する。

注－例えば、受信側ＤＣＥが常に十分な記憶容量を持つとき、タイマＭＴ２は無限大に設定することが

ある。

2.5.5.3　ＭＬＰリセット確認タイマＭＴ３（マルチリンク）

タイマＭＴ３は、ＤＣＥ　ＭＬＰで、Ｒ＝１のマルチリンクフレームを送信した後に、Ｃ＝１のマルチ

リンクフレームを受信していないことを決定する手段を与える。

３．ＤＴＥ／ＤＣＥパケットレイヤインタフェース

本標準の本章および後続の章は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおけるパケット転送に関して記述す

る。本手順は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて転送するパケットに適用する。

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて転送する各パケットは、その長さを限定したデータリンクレイ

ヤの情報フィールドの中に入り、データリンクレイヤの情報フィールドには１つのパケットだけ入る。

本章は、バーチャルコールサービスおよびパーマネントバーチャルサーキットサービスに対するパケッ

トレイヤインタフェースについて記述する。

バーチャルサーキットサービス（すなわち、バーチャルコールサービスおよびパーマネントバーチャル

サーキットサービス）の手順は、４章に記述する。パケットフォーマットは、５章に記述する。オプショ

ナルユーザファシリティの手順およびフォーマットは、６章および７章に記述する。

3.1　論理チャネル

複数のバーチャルコールおよび／又はパーマネントバーチャルサーキットを同時に使用可能とするため

に、論理チャネルを使用する。それぞれのバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットに

は、論理チャネルグループ番号ＬＣＧＮ（１５以下）および論理チャネル番号ＬＣＮ（２５５以下）を割

当てる。バーチャルコールには、呼設定フェーズで論理チャネルグループ番号ＬＣＧＮおよび論理チャネ

ル番号ＬＣＮを割当てる。バーチャルコールに使用する論理チャネルの範囲は、網加入時に電気通信事業

者と合意する。パーマネントバーチャルサーキットには、網加入時に電気通信事業者との合意の上、論理

チャネルグループ番号ＬＣＧＮおよび論理チャネル番号ＬＣＮを割当てる。

3.2　パケットの基本構造

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて転送する各パケットは、３オクテット以上より構成する。これ

らの３オクテットには、ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）、論理チャネルおよびパケットタイプ識

別子を含む。必要に応じて、他のパケットフィールドを付加する（５章参照）。
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注－論理チャネルは、１２ビットからなる１つのフィールド、または、４ビットおよび８ビットの２つ

のサブフィールドとして識別できる。１つのフィールドとして見る場合は、「論理チャネル識別

子」または単に「論理チャネル」という用語が用いられる。２つのサブフィールドとして見る場合

には、それぞれ「論理チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）」（４ビット）と「論理チャネル番号

（ＬＣＮ）」（８ビット）という用語が用いられる。

本標準では、１つのフィールドとして見る場合は、「論理チャネル」という用語を用いている。

また、論理チャネルは、「０」から「４０９５」までを付与する。

各サービスに関連するパケットタイプおよびそれらの使用は、表３－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

3.3　リスタート手順

リスタート手順は、ＤＴＥ／ＤＣＥパケットレイヤインタフェースを初期化または再初期化するために

使用する。リスタート手順は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のすべてのバーチャルコールを同時に解

放し、すべてのパーマネントバーチャルサーキットを同時にリセットするために使用する（4.5 節参照）。

リスタート手順の論理関係を定義する状態遷移図は、付属資料Ａの付図Ａ－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

ＤＴＥからのリスタート手順のためのパケットを受信した場合のＤＣＥ動作は、付属資料Ｂの付表Ｂ－

２／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

3.3.1　ＤＴＥによるリスタート

ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じてリスタート要求（ＳＱ）パケットを転送することに

より、任意の時点で、リスタートを要求することができる。このとき、各論理チャネルのインタフェース

は、ＤＴＥリスタート要求状態（ｒ２）に入る。

ＤＣＥは、ＤＣＥリスタート確認（ＳＦ）パケットを転送することにより、リスタートを確認し、バー

チャルコールに使用している論理チャネルは、レディ状態（ｐ１）に入り、また、パーマネントバーチャ

ルサーキットに使用している論理チャネルは、フロー制御レディ状態（ｄ１）に入る。

注－状態ｐ１，ｄ１は、４章に規定する。

ＤＣＥリスタート確認（ＳＦ）パケットは、ローカルな意味を持つ。ＤＴＥリスタート要求状態（ｒ

２）は、ＤＴＥタイムリミットＴ２０（付属資料Ｃ参照）を超えて継続してはならない。

3.3.2　ＤＣＥによるリスタート

ＤＣＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じてリスタート指示（ＳＩ）パケットを転送することに

より、リスタートを指示する。このとき、各論理チャネルのインタフェースは、ＤＣＥリスタート指示状

態（ｒ３）に入る。この状態のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでは、ＤＣＥは、リスタート要求（ＳＱ）

パケット、ＤＴＥリスタート確認（ＳＦ）パケットおよび（ＤＣＥが提供する場合）登録要求（ＧＱ）パ

ケット以外のパケットを無視する。

ＤＴＥは、ＤＴＥリスタート確認（ＳＦ）パケットを転送することにより、リスタートを確認し、バー

チャルコールに使用している論理チャネルは、レディ状態（ｐ１）に入り、また、パーマネントバーチャ

ルサーキットに使用している論理チャネルは、フロー制御レディ状態（ｄ１）に入る。

ＤＴＥがＤＣＥタイムアウトＴ１０以内にリスタートに対する確認応答を返さない場合のＤＣＥ動作は、

付属資料Ｃに示す。
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3.3.3　リスタートの衝突

リスタートの衝突は、ＤＴＥおよびＤＣＥが、リスタート要求（ＳＱ）パケットおよびリスタート指示

（ＳＩ）パケットを同時に転送した場合に生ずる。この状態では、ＤＣＥは、リスタートが完了したとみ

なし、ＤＴＥリスタート確認（ＳＦ）パケットの受信を期待せず、かつＤＣＥリスタート確認（ＳＦ）パ

ケットを転送しない。このリスタートの衝突により、バーチャルコールに使用している論理チャネルは、

レディ状態（ｐ１）に入り、またパーマネントバーチャルサーキットに使用している論理チャネルは、フ

ロー制御レディ状態（ｄ１）に入る。

3.4　エラー処理

特別なエラー状態が発生した場合のＤＣＥ動作は、付属資料Ｂの付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。そ

の他の状態は、４章に記述する。

3.4.1　診断（ＤＧ）パケット

診断（ＤＧ）パケットは、ＤＣＥからの通常の指示手段（すなわち、原因、診断符号を伴うリセット、

切断、リスタート）が不適当である場合に、エラー状態を表示するために、ある網において、使用するこ

とがある（付属資料Ｂの付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｘ２５、付属資料Ｃの付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｘ２５参照）。Ｄ

ＣＥからの診断（ＤＧ）パケットは、パケットレイヤにより回復不能とみなすエラー状況において、情報

を提供する。この情報は、必要かつ可能な場合、ＤＴＥの上位レイヤによるエラーの分析および回復に利

用する。

診断（ＤＧ）パケットは、１つのエラー条件につき１つだけ転送する。ＤＴＥは、受信した診断（Ｄ

Ｇ）パケットに対するＤＴＥからの確認パケットの転送は必要ない。

４．バーチャルサーキットサービスの手順

4.1　バーチャルコールサービスの手順

バーチャルコールに使用するそれぞれの論理チャネルにおけるＤＴＥ／ＤＣＥパケットレイヤインタ

フェースの状態遷移図は、付属資料Ａの付図Ａ－１／ＪＴ－Ｘ２５、付図Ａ－２／ＪＴ－Ｘ２５および付

図Ａ－３／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

付属資料Ａの各状態でパケットを受信した場合のＤＣＥ動作は、付属資料Ｂに示す。

以下の節に記述する呼設定および解放の手順は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のバーチャルコール

サービスに割当てた各論理チャネルにそれぞれ独立に適用する。

4.1.1　レディ状態（ｐ１）

呼が存在しない場合、バーチャルコールに使用する論理チャネルは、レディ状態（ｐ１）にある。

4.1.2　発呼要求（ＣＲ）パケット

起呼ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて発呼要求（ＣＲ）パケットを転送することによ

り、発呼要求をする。このとき、起呼ＤＴＥが選択した論理チャネルは、ＤＴＥ待機状態（ｐ２）に入る。

発呼要求（ＣＲ）パケットは、被呼ＤＴＥのアドレスを含む。
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注１－ＤＴＥアドレスは、当面の間、ＤＴＥおよびＤＣＥ間で合意したＤＴＥ網アドレス、または他の

ＤＴＥ識別子である。

注２－被呼ＤＴＥアドレスは、勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１に表現されたフォーマットで構成され

るかオルタナティブアドレスである。

注３－発呼要求（ＣＲ）パケットは、レディ状態にある論理チャネルを選択する場合、発着呼の衝突が

起こるのを最小限にとどめるため、電気通信事業者と合意した範囲内で使用可能な最も高い番号

の論理チャネルを使用する。

4.1.3　着呼（ＣＮ）パケット

ＤＣＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて着呼（ＣＮ）パケットを転送することにより、着呼

指示をする。このとき、その論理チャネルは、ＤＣＥ待機状態（ｐ３）に入る。

着呼（ＣＮ）パケットは、レディ状態にある最も低い番号の論理チャネルを使用する。着呼（ＣＮ）パ

ケットは、起呼ＤＴＥのアドレスを含む。

注－ＤＴＥアドレスは、当面の間、ＤＴＥおよびＤＣＥ間で合意したＤＴＥ網アドレス、または他のＤ

ＴＥ識別子である。

4.1.4　着呼受付（ＣＡ）パケット

被呼ＤＴＥは、着呼（ＣＮ）パケットと同じ論理チャネルを指定した着呼受付（ＣＡ）パケットをＤＴ

Ｅ／ＤＣＥインタフェースを通じて転送することにより、着呼を受付ける。

このとき、指定した論理チャネルは、データ転送状態（ｐ４）に入る。

ＤＣＥは、被呼ＤＴＥが着呼受付（ＣＡ）パケットまたは 4.1.7 節の復旧要求（ＣＱ）パケットによっ

て、ＤＣＥタイムアウトＴ１１（付属資料Ｃ参照）以内に、その呼に対する着呼受付または復旧要求を示

さない場合、被呼ＤＴＥの手順誤りとみなし、4.1.8 節に記述する手順に従ってバーチャルコールを切断

する。

4.1.5　接続完了（ＣＣ）パケット

起呼ＤＴＥが発呼要求（ＣＲ）パケットと同じ論理チャネルを指定した接続完了（ＣＣ）パケットを受

信することは、その呼が被呼ＤＴＥによって着呼受付（ＣＡ）パケットで受付けられたことを示す。この

とき、指定した論理チャネルは、データ転送状態（ｐ４）に入る。

ＤＴＥタイムリミットＴ２１（付属資料Ｃ参照）を超えてＤＴＥ待機状態（ｐ２）が継続してはならな

い。

4.1.6　発着呼の衝突

発着呼の衝突は、ＤＴＥおよびＤＣＥが同じ論理チャネルを指定した発呼要求（ＣＲ）パケットおよび

着呼（ＣＮ）パケットを同時に転送した場合に生ずる。ＤＣＥは、発着呼の衝突では、発呼要求を受付け、

着呼を無効にする。
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4.1.7　ＤＴＥによる復旧

ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて、復旧要求（ＣＱ）パケット（4.5 節参照）を転送

することにより、任意の時点で復旧要求することができる。そのとき、その論理チャネルは、ＤＴＥ復旧

要求状態（ｐ６）に入る。ＤＣＥは、その論理チャネルを解放する準備ができると、ＤＴＥ／ＤＣＥイン

タフェースを通じて、その論理チャネルを指定したＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケットを転送する。このと

き、その論理チャネルは、レディ状態（ｐ１）に入る。

一般的には、ＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケットは、ローカルでのみ意味を持つ。いくつかの電気通信事

業者の網では、復旧確認はエンドツウエンドで意味を持つことがある。すべての場合において、ＤＴＥタ

イムリミットＴ２３（付属資料Ｃ参照）を超えて、ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）が継続してはならない。

ＤＴＥは、復旧要求（ＣＱ）パケットを転送した後、ＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケットを受信する前に、

その論理チャネルの状態によっては他のタイプのパケットを受信することがある。

注－起呼ＤＴＥは、接続完了（ＣＣ）パケットまたは切断指示（ＣＩ）パケットを受信する前に、呼を

復旧することができる。

被呼ＤＴＥは、4.1.4 節に定義する着呼受付（ＣＡ）パケットを転送するかわりに、本節に記述する復

旧要求によって着呼を拒否することができる。

4.1.8　ＤＣＥによる切断

ＤＣＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて、切断指示（ＣＩ）パケット（4.5 節参照）を転送

することにより、切断を指示する。このとき、その論理チャネルは、ＤＣＥ切断指示状態（ｐ７）に入る。

ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて、ＤＴＥ切断確認（ＣＦ）パケットを転送する。この

とき、その論理チャネルは、レディ状態（ｐ１）に入る。

ＤＴＥがＤＣＥタイムアウトＴ１３以内に切断指示に対する確認応答を返さない場合のＤＣＥ動作は、

付属資料Ｃに示す。

4.1.9　復旧・切断の衝突

復旧・切断の衝突は、ＤＴＥおよびＤＣＥが、同じ論理チャネルを指定した復旧要求（ＣＱ）パケット

および切断指示（ＣＩ）パケットを同時に転送した場合に生ずる。ＤＣＥは、復旧・切断の衝突では、切

断が完了したものとみなす。ＤＣＥは、ＤＴＥ切断確認（ＣＦ）パケットの受信を期待せず、かつＤＣＥ

復旧確認（ＣＦ）パケットを転送しない。このとき、その論理チャネルは、レディ状態（ｐ１）に入る。

4.1.10　不完了呼

ＤＣＥは、呼が設定できない場合、発呼要求（ＣＲ）パケットと同じ論理チャネルを指定した切断指示

（ＣＩ）パケットを転送する。

4.1.11　コールプログレス信号

ＤＣＥは、勧告Ｘ．９６に記述される切断コールプログレス信号をＤＴＥに転送することができる。

切断コールプログレス信号は、そのパケットが関連する呼を終結させるための切断指示（ＣＩ）パケッ

トの中に入れて転送する。コールプログレス信号を含む切断指示（ＣＩ）パケットの符号化方法は、5.2.4

節に記述する。
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4.1.12　データ転送状態

データ転送状態にある場合のＤＴＥとＤＣＥの間のパケット制御手順は、4.3 節に記述する。

4.2　パーマネントバーチャルサーキットサービスの手順

パーマネントバーチャルサーキットに割当てた論理チャネルにおけるＤＴＥ／ＤＣＥパケットレイヤイ

ンタフェースの状態遷移図は、付属資料Ａの付図Ａ－１／ＪＴ－Ｘ２５および付図Ａ－３／ＪＴ－Ｘ２５

に示す。

付属資料Ａに示した各状態でパケットを受信した場合のＤＣＥ動作は、付属資料Ｂに示す。

パーマネントバーチャルサーキットでは、呼の設定および解放という手順はない。データ転送状態（ｐ

４）にある場合のＤＴＥとＤＣＥの間のパケットの制御手順は、4.3 節に記述する。

ＤＣＥは、瞬時的な障害が網内で発生した場合、4.4.3 節に記述するように「網輻輳」を原因として

パーマネントバーチャルサーキットをリセットして、データ転送の処理を続行する。

ＤＣＥは、網が一時的にデータ転送の処理が不可能となった場合、原因を「網障害」として、パーマネ

ントバーチャルサーキットをリセットする。ＤＣＥは、再び、網がデータ転送の処理が可能となったとき、

原因を「網運用可」として、パーマネントバーチャルサーキットをリセットする。

4.3　データ転送および割込転送の手順

データ転送および割込転送の手順は、ＤＴＥ／ＤＣＥインターフェースに存在するバーチャルコールま

たはパーマネントバーチャルサーキットに割当てた各々の論理チャネルに対して独立に適用する。

パケットモード端末からパケットモード端末への通信では、データ（ＤＴ）パケットおよび割込（Ｉ

Ｔ）パケット中のユーザデータは、変換されることなく、すべて透過的に網を通過する。データ（ＤＴ）

パケットおよび割込（ＩＴ）パケット中のビット順序はそのまま保持される。パケットシーケンスは、完

結パケットシーケンスとして、送達される。ＤＴＥ診断符号の取扱いは、5.2.4 節、5.4.3 節および 5.5.1

節に記述する。

4.3.1　データ転送状態

バーチャルコールの論理チャネルは、呼設定手順の完了後から解放手順またはリスタート手順を実施す

るまでの間、データ転送状態（ｐ４）にある。パーマネントバーチャルサーキットの論理チャネルは、リ

スタート手順の実行中以外は、データ転送状態（ｐ４）にある。ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインター

フェース上の論理チャネルがデータ転送状態にある場合、データパケット、割込のパケット、フロー制御

のパケットおよびリセットのパケットを送受信することができる。この状態では、4.4 節に記述するフ

ロー制御手順およびリセット手順を、その論理チャネル上でのＤＴＥとの間のデータ転送に適用する。

バーチャルコールを解放した場合、網は、データ（ＤＴ）パケットおよび割込（ＩＴ）パケットを廃棄

することがある（4.5 節参照）。ＤＣＥは、さらに、論理チャネルがＤＣＥ切断指示状態（ｐ７）にある

場合、ＤＴＥが送信するデータパケット、割込のパケット、フロー制御のパケットおよびリセットのパ

ケットを無視する。このため、起こりうるあらゆる状況に対処するＤＴＥとＤＴＥ間のプロトコルは、Ｄ

ＴＥが定義することとなる。
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4.3.2　データ（ＤＴ）パケットのユーザデータフィールド長

標準最大ユーザデータフィールド長は、１２８オクテットとする。

さらに、電気通信事業者は、標準最大ユーザデータフィールド長の他に、１６、３２、６４、２５６、

５１２、１０２４、２０４８、および４０９６オクテットの最大ユーザデータフィールド長を提供するこ

とがある。網オプションである最大ユーザデータフィールド長を、当面の間、ＤＴＥ／ＤＣＥインター

フェース上でのすべてのバーチャルコールに共通な最大ユーザデータフィールド長のデフォルト値として

選択することがある（6.9 節参照）。当面の間、各パーマネントバーチャルサーキットの最大ユーザデー

タフィールド長にデフォルト値以外の値を選択することがある（6.9 節参照）。バーチャルコール毎の最

大ユーザデータフィールド長のネゴシエーションは、フロー制御パラメータネゴシエーションファシリ

ティを用いて行うことができる（6.12 節参照）。

ＤＴＥまたはＤＣＥが送信するデータ（ＤＴ）パケット中のユーザデータフィールドには、合意した最

大ユーザデータフィールド長以内の任意のオクテット数を含むことができる。

ＤＣＥは、データ（ＤＴ）パケット中のユーザデータフィールドが、その網内で許容する最大ユーザ

データフィールド長を越えた場合、リセット原因を「ローカル手順誤り」として、バーチャルコールまた

はパーマネントバーチャルサーキットをリセットする。

4.3.3　送達確認ビット（Ｄビット）

送達確認ビット（Ｄビット）は、ＤＴＥが送信するデータに対して、パケット受信シーケンス番号Ｐ

（Ｒ）を用いて、エンドツウエンドの送達確認を得ることを要求するか否かを表示するために使用する

（4.4 節参照）。

注―Ｄビット手順を使用することにより、通信を行うＤＴＥ間で取決める高位レイヤプロトコルが不要

となるわけではない。その高位レイヤプロトコルにおいて、ユーザまたは網により生成されたリ

セット手順および解放手順から回復するために、Ｄビット手順を使用することができる。

起呼ＤＴＥは、呼設定時に発呼要求（ＣＲ）パケット中のゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）の

ビット位置７を「１」に設定すること（5.1.1 節参照）により、Ｄビット手順が使用できることを確かめ

てもよい。すべての網または国際網部分は、Ｄビットを、そのまま通す。Ｄビット手順を使用できる被呼

ＤＴＥは、着呼（ＣＮ）パケット中の「１」に設定されているこのビット位置７のＤビットを無効とみな

してはならない。

同様に、被呼ＤＴＥは、着呼受付（ＣＡ）パケット中のゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）のビッ

ト位置７を「１」に設定することができる。すべての網または国際網部分は、このビットをそのまま通す。

Ｄビット手順を使用できる起呼ＤＴＥは、接続完了（ＣＣ）パケット中の「１」に設定されているこの

ビット位置７のＤビットを無効とみなしてはならない。

ＤＴＥが発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼受付（ＣＡ）パケットにおける前述の機能を使用するこ

とは推奨されるが、バーチャルコールにおいてＤビット手順を使用することは必須事項ではない。
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4.3.4　モアデータ表示（Ｍビット）

ＤＴＥまたはＤＣＥは、２パケット以上のシーケンスを表示する場合、以下に記述するモアデータ表示

（Ｍビット）を使用する。

すべてのデータ（ＤＴ）パケットは、Ｍビットを「１」に設定することができる。最大ユーザデータ

フィールド長の長さであるデータ（ＤＴ）パケットで、または、Ｄビットを「１」に設定した最大ユーザ

データフィールド長に長さが満たないデータ（ＤＴ）パケットで、Ｍビットを「１」に設定した場合、さ

らにその後にデータが続くことを示す。Ｄビットを「０」に設定した最大ユーザデータフィールド長の長

さであるデータ（ＤＴ）パケットで、Ｍビットを「１」に設定した場合のみ、網内で後続のデータ（Ｄ

Ｔ）パケットと結合することができる。

Ｍビットを「１」に設定したデータ（ＤＴ）パケットが、最大ユーザデータフィールド長の長さである

（Ｄビットの設定とは関係ない）場合、または、Ｄビットを「１」に設定しているが最大ユーザデータ

フィールド長に長さが満たない場合は、最後のデータ（ＤＴ）パケットを除き、Ｍビットを「１」に設定

したすべてのデータパケットシーケンスは、最後のデータ（ＤＴ）パケットを除き、Ｍビットを「１」に

設定したデータパケットシーケンスとして、送達する。

カテゴリＡおよびＢの２種類のデータ（ＤＴ）パケットを、表４―１／ＪＴ―Ｘ２５に示すとおり定義

する。また、バーチャルコールおよびパーマネントバーチャルサーキットの両端におけるＭビットおよび

Ｄビットに対して網が行う処理は、表４―１／ＪＴ―Ｘ２５に示す。

4.3.5　完結パケットシーケンス

完結パケットシーケンスは、カテゴリＡの連続したパケット（カテゴリＡのパケットが存在する場合）

とこれに続くカテゴリＢの１つのパケットから構成するパケットシーケンスと定義する。カテゴリＡのパ

ケットは、ちょうど最大ユーザデータフィールド長の長さであり、Ｍビットを「１」に設定した、Ｄビッ

トを「０」に設定したデータ（ＤＴ）パケットである。その他のすべてのデータ（ＤＴ）パケットは、カ

テゴリＢのパケットである。

送信ＤＴＥから転送した完結パケットシーケンスは、常に受信ＤＴＥに対して、ひとつの完結パケット

シーケンスとして、送達する。

受信側が送信側より大きい最大ユーザデータフィールド長である場合、完結パケットシーケンス中のパ

ケットは網内で結合する。これらのパケットは、最後のパケットを除く各パケットは、ちょうど最大ユー

ザデータフィールド長の長さであり、Ｍビットを「１」に、Ｄビットを「０」に設定した完結パケット

シーケンスとして、送達する。シーケンスの最後のパケットのユーザデータフィールドは、最大長未満の

場合があり、ＭビットおよびＤビットは、表４―１／ＪＴ―Ｘ２５に示すとおり設定する。

送受信の両側で最大ユーザデータフィールド長が等しい場合、データ（ＤＴ）パケットのユーザデータ

フィールドは、網が受信したものとまったく同じ形で受信ＤＴＥに送達する。ただし、Ｍビットを「１」

に、Ｄビットを「０」に設定した最大長のパケットに空パケットが続く場合は、その２個のパケットは１

個のカテゴリＢの最大長を持つパケットとするために結合することがある。送信ＤＴＥから転送した完結

パケットシーケンス中の最後のパケットが、ユーザデータフィールドが最大長未満で、Ｍビットを「１」

に、Ｄビットを「０」に設定している場合は、その完結パケットシーケンス中の最後のパケットは、Ｍ

ビットを「０」に設定して、受信ＤＴＥに対して、送達する。

受信側が送信側より小さい最大ユーザデータフィールド長である場合、網内でパケットは分解し、完結

パケットシーケンスを維持するように、ＭビットおよびＤビットを設定する。
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4.3.6　クオリファイアビット（Ｑビット）

ユーザデータフィールドを２種類の情報に分けるために、ある種の表示が必要となる場合がある。例え

ば、ユーザデータと制御情報の区別が必要となることがある。そのような例は、勧告Ｘ．２９に記述され

ている。

このメカニズムが必要である場合、データ（ＤＴ）パケットヘッダ中にクオリファイアビット（Ｑビッ

ト）と呼ぶ表示を使用することができる。

クオリファイアビット（Ｑビット）の使用は、オプションである。このメカニズムが必要でない場合、

クオリファイアビット（Ｑビット）は、常に「０」に設定する。クオリファイアビット（Ｑビット）のメ

カニズムを使用する場合、送信ＤＴＥは、完結パケットシーケンス中の全てのデータ（ＤＴ）パケットに

おいて同一の値（すなわち「０」または「１」）となるように、クオリファイアビット（Ｑビット）を設

定する。この方法により、ＤＴＥがＤＣＥに送信した完結パケットシーケンスは、全てのパケットにおい

て、送信ＤＴＥが設定したクオリファイアビット（Ｑビット）の値を持つ完結パケットシーケンスとして、

相手ＤＴＥに転送する。

送信ＤＴＥが完結パケットシーケンス中でクオリファイアビット（Ｑビット）を同一の値に設定してい

ない場合、網は、相手ＤＴＥに送信するパケットシーケンス中のデータ（ＤＴ）パケットのクオリファイ

アビット（Ｑビット）の値を保障しない。さらに、網は、付属資料Ｂに示すように、バーチャルコールま

たはパーマネントバーチャルサーキットをリセットすることがある。

連続するデータ（ＤＴ）パケットは、クオリファイアビット（Ｑビット）の値とは無関係に、連続的に

番号付けされる（4.4.1.1 節参照）。

4.3.7　割込手順

ＤＴＥは、データ（ＤＴ）パケットに適用するフロー制御手順に従うことなく、割込手順により、リ

モートＤＴＥに対してデータを送出することができる（4.4 節参照）。割込手順は、データ転送状態（ｐ

４）の中のフロー制御レディ状態（ｄ１）においてのみ、適用することができる。

割込手順は、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットのデータ（ＤＴ）パケットに

適用している転送手順およびフロー制御手順に対して、何ら影響を与えない。

ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて、ＤＴＥ割込（ＩＴ）パケットを転送することによ

り、割込み送信を行う。ＤＴＥは、最初のＤＴＥ割込（ＩＴ）パケットがＤＣＥ割込確認（ＩＦ）パケッ

トによって確認されるまで、２つ目のＤＴＥ割込（ＩＴ）パケットを送信しない（付属資料Ｂの付表Ｂ－

４／ＪＴ―Ｘ２５参照）。ＤＣＥは、リモート側で割込手順が完了した後に、ＤＣＥ割込確認（ＩＦ）パ

ケットを転送することにより、割込みの受信を確認する。ＤＣＥ割込確認（ＩＦ）パケットを受信するこ

とは、リモートＤＴＥがＤＴＥ割込確認（ＩＦ）パケットによって割込みを確認したことを示す。

ＤＣＥは、リモートＤＴＥからの割込の場合、リモートＤＴＥが送信したＤＴＥ割込（ＩＴ）パケット

中のデータフィールドと同じデータフィールドを持つＤＣＥ割込（ＩＴ）パケットを、ＤＴＥ／ＤＣＥイ

ンタフェースを通じて転送することにより、リモートＤＴＥからの割込みを指示する。ＤＣＥ割込（Ｉ

Ｔ）パケットは、データ（ＤＴ）パケット列中でＤＴＥ割込（ＩＴ）パケットが発生したところ、または

それよりも前に送達する。ＤＴＥは、ＤＴＥ割込確認（ＩＦ）パケットを転送することにより、ＤＣＥ割

込（ＩＴ）パケットの受信を確認する。

4.3.8　データ（ＤＴ）パケットの転送遅延

転送遅延は、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキット固有の特性であり、伝送の両

方向に共通である。
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この転送遅延は、勧告Ｘ．１３５の 3.1 節にデータパケット転送遅延として定義されており、勧告Ｘ．

１３５の 3.2 節に与えられる条件下で、勧告Ｘ．１３５の図２で定義されている境界Ｂ2 とＢn-1 間（す

なわち、アクセス回線を除く）を測定し、平均値として表現する。

バーチャルコール毎の転送遅延の選択、およびバーチャルコールに適用される転送遅延の値の起呼ＤＴ

Ｅおよび被呼ＤＴＥへの表示は、転送遅延選択ファシリティおよび転送遅延表示ファシリティ（6.27 節参

照）によって行うことがある。

4.4　フロー制御

本節は、データ転送状態（ｐ４）においてのみ適用し、デ－タ（ＤＴ）パケットのフロー制御手順、お

よびバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットに使用する論理チャネル毎のリセット手

順について記述する。

4.4.1　フロー制御

バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットに使用する論理チャネルのＤＴＥ／ＤＣＥ

インタフェースにおいて、データ（ＤＴ）パケットの転送は、その受信側によりそれぞれ各方向独立に制

御される。

バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットではＤＴＥは、フロー制御によって、ＤＴ

Ｅ／ＤＣＥインタフェースを通じて受信する受信パケット数を制限してもよい。このとき、バーチャル

コールまたはパーマネントバーチャルサーキットでは、網内に存在することができるデータ（ＤＴ）パ

ケットの数には、網依存の制限がある事を考慮する。

4.4.1.1　データ（ＤＴ）パケットの番号付与

バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットで、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じ

て、転送するデータ（ＤＴ）パケットには、いずれの方向の転送においてもシーケンス番号を付与する。

パケットシーケンス番号付与は、モジュロ８で行う。パケットシーケンス番号は、０から７までの全範

囲を循環する。電気通信事業者によっては拡張パケットシーケンス番号付与ファシリティを提供するが

（6.2 節参照）、このファシリティを選択した場合、パケットシーケンス番号付与は、モジュロ１２８で

行う。モジュロ１２８の場合には、パケットシーケンス番号は、０から１２７までの全範囲を循環する。

モジュロ８あるいはモジュロ１２８でのパケットシーケンス番号付与は、送受両方向の転送において同

一とし、かつＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上の全論理チャネルにおいて同一でなければならない。

データ（ＤＴ）パケットのみが、パケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）と呼ばれるシーケンス番号をも

つ。

論理チャネルがフロー制御レディ状態（ｄ１）に入った時、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のある

データ転送方向に送信する最初のデータ（ＤＴ）パケットは、パケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）＝０

をもつ。

4.4.1.2　ウィンドウの説明

ウィンドウは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおいて、バーチャルコールまたはパーマネントバー

チャルサーキットに使用する論理チャネルのデータ転送の各データ転送方向毎に定義し、そのインタ

フェースを通過できるデータ（ＤＴ）パケットのＷ個の連続したパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）の

順序集合である。
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ウィンドウ中の最若番号のシーケンス番号を、ウィンドウ下限という。ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

で、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットがフロー制御レディ状態（ｄ１）に入っ

た場合、各データ転送方向のウィンドウ下限は、０である。

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに送出できない最初のデータ（ＤＴ）パケットのパケット送信シーケン

ス番号は、ウィンドウ下限＋Ｗの値（モジュロ８あるいは拡張時はモジュロ１２８）である。

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでの各データ転送方向の標準ウィンドウサイズＷの値は、２である。２

以外のウィンドウサイズも許容される。当面の間、オプションであるウィンドウサイズを、ＤＴＥ／ＤＣ

Ｅインタフェースでの全てのバーチャルコールに対し共通なデフォルトウィンドウサイズとして選択する

ことができる（6.10 節参照）。当面の間、パーマネントバーチャルサーキットでは、デフォルト値以外の

ウィンドウサイズを選択してもよい（6.10 節参照）。バーチャルコール毎のウィンドウサイズのネゴシ

エーションは、6.12 節に記述するフロー制御パラメータネゴシエーションファシリティにより実行しても

よい。

4.4.1.3　フロー制御の原理

ＤＣＥは、転送すべき次のデータ（ＤＴ）パケットのパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）がウィンド

ウ内にある場合、このデータ（ＤＴ）パケットをＤＴＥに転送する。ＤＣＥは、転送すべき次のデータ

（ＤＴ）パケットのパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）がウィンドウ外にある場合、このデータ（Ｄ

Ｔ）パケットをＤＴＥに転送しない。ＤＴＥも同じ手順に従う。

ＤＣＥは、受信したデータ（ＤＴ）パケットのパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）がその前に受信し

たものより１つ進み、かつウィンドウ内にある場合、このデータ（ＤＴ）パケットを受付ける。ＤＣＥは、

受信したデータ（ＤＴ）パケットのパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）がシーケンス異常（すなわち、

パケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）の二重割付け、または番号ぬけ）の場合、ウィンドウ外にある場合、

または、フロー制御レディ状態（ｄ１）になった後の最初のデータ（ＤＴ）パケットにおいて「０」でな

い場合、ローカル手順誤りとみなす。ＤＣＥは、そのバーチャルコールまたはパーマネントバーチャル

サーキットをリセットする（4.4.3 節参照）。ＤＴＥも同じ手順に従う。

パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）の値（モジュロ８または拡張時のモジュロ１２８）は、ＤＴＥ／

ＤＣＥインタフェースを通じて、データ（ＤＴ）パケット転送での受信側の情報を与える。ＤＴＥ／ＤＣ

Ｅインタフェースを通じて転送されたパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）は、ウィンドウ下限になる。

以上の方法により、受信側は、後続するデータ（ＤＴ）パケットをＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じ

て許可することができる。

パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）は、データ（ＤＴ）パケット、受信可（ＲＲ）パケットまたは受

信不可（ＲＮＲ）パケットによって伝えられる。

ＤＣＥが受信するパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）の値は、ＤＣＥが最後に受信したパケット受信

シーケンス番号Ｐ（Ｒ）の値からＤＣＥが送信する次のデータ（ＤＴ）パケットのパケット送信シ－ケン

ス番号Ｐ（Ｓ）までの間になければならない。この間にない場合、ＤＣＥは、このパケット受信シーケン

ス番号Ｐ（Ｒ）の値の受信を手順誤りとみなし、そのバーチャルコールまたはパーマネントバーチャル

サーキットをリセットする。ＤＴＥも同じ手順に従う。

パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）は、次に受信を期待するデータ（ＤＴ）パケットのシーケンス番

号以下であり、また、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を送出したＤＴＥまたはＤＣＥは、少なくと

もパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）－１までのシーケンス番号を持つ全てのデータ（ＤＴ）パケット

を受信したことを意味する。
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4.4.1.4　送達確認

パケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）＝ｐを持つデータ（ＤＴ）パケットにおいて、Ｄビットを「０」

に設定した場合、このデータ（ＤＴ）パケットに対する確認応答のパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）

［すなわち、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）≧ｐ＋１］は、パケットレイヤインタフェースでの

ローカルなウィンドウの更新を意味する。これは、ＤＴＥ間の網内伝送遅延によって、達成可能なスルー

プットが影響受けるのを避けるためである。

データ（ＤＴ）パケットにおいて、Ｄビットを「０」に設定した場合、このデータ（ＤＴ）パケットに

対する確認応答のパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）は、リモートＤＴＥから受信したパケット受信

シーケンス番号Ｐ（Ｒ）であることを意味するものではない。

パケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）＝ｐを持つデータ（ＤＴ）パケットにおいて、Ｄビットを「１」

に設定した場合、このデータ（ＤＴ）パケットに対する確認応答のパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）

［すなわち、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）≧ｐ＋１］は、Ｄビットを「１」に設定したデータ

（ＤＴ）パケット中の全データビットに対するパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）をリモートＤＴＥか

ら受信したことを意味する。

注１－Ｄビットを「１」に設定したデータ（ＤＴ）パケットを受信したＤＴＥは、デッドロックに陥る

可能性を回避するために、後続のデータ（ＤＴ）パケットを待つことなく、できる限り速やかに、

この受信したデータ（ＤＴ）パケットに対応するパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を転送し

なければならない。

データ（ＤＴ）パケット、受信可（ＲＲ）パケットまたは受信不可（ＲＮＲ）パケットは、パ

ケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を転送するために使用することができる（4.4.1.6 節の注参

照）。同様に、ＤＣＥは、リモートＤＴＥからパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を受信した

場合、できる限り速やかに、ＤＴＥに対して、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を転送する

ことが要求される。Ｄビット手順の動作を行わないＤＴＥが、Ｄビットを「１」に設定したデー

タ（ＤＴ）パケットを受信した場合には、誤り状態とすることができる。

注２－Ｄビットを「１」に設定したデータ（ＤＴ）パケットに対するパケット受信シーケンス番号Ｐ

（Ｒ）が未確認の場合には、Ｄビットを「０」に設定した後続のデータパケットに対するウィン

ドウのローカルな更新は延期する。網によっては、「１」に設定された未確認であるＤビットを

持つデータ（ＤＴ）パケットに対するパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）をＤＴＥに対して転

送するまでは、以前に受信したＤビットが「０」のデータ（ＤＴ）パケット（ウィンドウ内）に

対するウィンドウの更新も延期することがある。

注３－Ｄビットを「１」に設定したデータ（ＤＴ）パケットに対応するパケット受信シーケンス番号Ｐ

（Ｒ）の値は、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットの両端におけるＤＴ

Ｅ／ＤＣＥインタフェースにおいて一致する必要はない。

注４－ＤＴＥがＤビットを「０」に設定したデ－タ（ＤＴ）パケットを送信した場合は、ＤＴＥは、Ｄ

ＣＥによるローカルなウィンドウの更新を待たずに、リセットまたは復旧の手順を起動すること

ができる。

4.4.1.5　ＤＴＥ受信可（ＲＲ）パケットおよびＤＣＥ受信可（ＲＲ）パケット

ＤＴＥまたはＤＣＥは、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）で始まるＷ個のウィンドウ内のデータ

（ＤＴ）パケットを受信可能であることを示すために、受信可（ＲＲ）パケットの中にパケット受信シー

ケンス番号Ｐ（Ｒ）を表示する。
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4.4.1.6 ＤＴＥ受信不可（ＲＮＲ）パケットおよびＤＣＥ受信不可（ＲＮＲ）パケット

ＤＴＥまたはＤＣＥは、与えられたバーチャルコ－ルまたはパーマネントバーチャルサーキットに対し

て、後続データ（ＤＴ）パケットを一時的に受信することができないことを示すために、受信不可（ＲＮ

Ｒ）パケット使用する。受信不可（ＲＮＲ）パケットを受信したＤＴＥまたはＤＣＥは、指示された論理

チャネル上のデータ（ＤＴ）パケットの転送を中止するが、その受信不可（ＲＮＲ）パケットにより示さ

れるパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）の値によってウィンドウの更新を行う。受信不可（ＲＮＲ）パ

ケットの転送によって指示された受信ノットレディ状態は、同方向の受信可（ＲＲ）パケットの転送また

はリセット手順の開始により解放する。

パケットレイヤにおいて、受信不可（ＲＮＲ）パケット転送の後に、すでに転送したパケットの再送要

求を目的として、受信可（ＲＲ）パケットを転送してはならない。

注－後続のデータ（ＤＴ）パケットが受入れられない場合、Ｄビットを「１」に設定したデータパケッ

トに対する応答としてパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）の値をＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

に伝えるために受信不可（ＲＮＲ）パケットを使用することができる。

4.4.2　スループット特性およびスループットクラス

スループットと定常状態スループットの定義は、勧告Ｘ．１３５の４節に従う。

スループットにはユーザのデータビットのみを含み、プロトコルのオーバヘッドは含まないので、達成

可能な最大スループットは常にアクセス回線の伝送速度よりも小さな値となる。

片方向の転送におけるスループットクラスとは、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサー

キットの固有な特性であり、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットが利用可能なリ

ソース量に関係する。

スループットクラスはバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットでの最適条件下にお

いて提供され得る定常状態スループットの指標である。しかし、伝送路および交換機のリソースの統計的

な割当ての理由により、このスループットクラスが全時間にわたり維持されることは保証されない。

スループットクラス値（例えば、６４ｋｂｉｔ／ｓ）を提供する網が、利用者に対して、そのスルー

プットクラスを提供していない網よりも良い性能を提供することを保証または確認することはできない。

しかし、網は、利用者に対して、契約上保証を提供することがある。

定常状態スループットを最大にする最適条件は、以下の点を含む。

１) ローカルおよびリモートＤＴＥのアクセス回線の特性はスループットクラスを制約しないこと。

注－特に、フレームとパケットのオーバヘッドが原因となるため、ＤＴＥのユーザサービスクラスに

対応するスループットクラスがバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットに適

用できる時でも、そのスループットクラスに等しい定常状態スループットは決して得られない。

２) ローカルおよびリモートのＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおけるウィンドウサイズはスルー

プットを制約しないこと。

注－特に拡張パケット番号付与（6.2 節参照）、非標準デフォルトパケットサイズ（6.9 節参照）、

非標準デフォルトウィンドウサイズ（6.10 節参照）および／またはフロー制御パラメータネゴシ

エーションファシリティ（6.12 節参照）が多数の要因（付録５のレイヤ２に関するガイダンス参

照のこと。レイヤ３についても同様のガイダンスがそこから得られる。）により必要になること

がある。
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３) 他の論理チャネルにおけるローカルおよびリモートのＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおけるト

ラヒック特性はスループットを制約しないこと。

４) 受信ＤＴＥはそのスループットが得られないような、ＤＣＥのフロー制御は行わないこと。

５) 送信ＤＴＥは最大データフィールド長を持つデータ（ＤＴ）パケットのみを送出すること。

６) Ｄビットは「１」に設定されないこと。

スループットクラスは秒あたりのビット数で表わす。最大データフィールド長は、バーチャルコールま

たはパーマネントバーチャルサーキットに対して規定される。このため、ＤＴＥはスループットクラスを、

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでの１秒当たりの最大データパケットの数として解釈する。

デフォルトスループットクラス割当ファシリティを使用しない場合（6.11 節参照）、両伝送方向におけ

るデフォルトスループットクラスは、ＤＴＥのユーザサービスクラスに対応する（7.2.2.2 節参照）が、

網が提供する最大スループットクラスを越えない。呼ごとのスループットクラスのネゴシエーションは、

スループットクラスネゴシエーションファシリティ（6.13 節参照）の１つを使用して行う。

注－Ｘ．２５プロトコルが同時に複数のバーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットを

サポートできるため、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で提供するバーチャルコールまたはパーマ

ネントバーチャルサーキットの全て論理チャネルのスループットクラスの合計は、アクセスライン

のデータ伝送速度よりも大きいことがある。

4.4.3　リセット手順

リセット手順は、バーチャルコールまたはパーマネントバーチャルサーキットを再初期化するために使

用する。このとき、網内に存在する可能性がある各方向の全てのデータ（ＤＴ）パケットおよび割込（Ｉ

Ｔ）パケットを廃棄する（4.5 節参照）。ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のバーチャルコールまたは

パーマネントバーチャルサーキットをリセットした場合、各方向のデータ転送に関するウィンドウ下限は

「０」となるため、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに転送する次のデータ（ＤＴ）パケットのシーケンス

番号は「０」から始めなくてはならない。

リセット手順は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのデータ転送状態においてのみ適用する。ＤＴＥ／Ｄ

ＣＥインタフェースの他のいかなる状態においても、リセット手順は廃棄される。例えば、切断手順また

はリスタート手順を起動した場合、リセット要求（ＲＱ）パケットおよびリセット指示（ＲＩ）パケット

は、未確認のままとなることがある。

フロー制御のため、データ転送状態（ｐ４）には、付属資料Ａの付図Ａ－３／ＪＴ―Ｘ２５に示すよう

に、フロー制御レディ（ｄ１）、ＤＴＥリセット要求（ｄ２）およびＤＣＥリセット指示（ｄ３）の３つ

の状態がある。データ転送状態（ｐ４）に入った場合、論理チャネルは、フロー制御レディ（ｄ１）に入

る。ＤＴＥからパケットを受信した場合のＤＣＥ動作は、付属資料Ｂの付表Ｂ－４／ＪＴ―Ｘ２５に示す。

4.4.3.1　リセット要求（ＲＱ）パケット

ＤＴＥは、論理チャネルを指定したリセット要求（ＲＱ）パケットを転送することにより、リセット要

求を通知する。このとき、その論理チャネルは、ＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）に入る。

4.4.3.2　リセット指示（ＲＩ）パケット

ＤＣＥは、ＤＴＥに対して、論理チャネルとリセットの理由を表示したリセット指示（ＲＩ）パケット

を転送することにより、リセットを指示する。このとき、その論理チャネルは、ＤＣＥリセット指示状態

（ｄ３）に入る。この状態では、ＤＣＥは、データ（ＤＴ）パケット、割込（ＩＴ）パケット、受信可

（ＲＲ）パケット、および受信不可（ＲＮＲ）パケットを無視する。
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4.4.3.3　リセットの衝突

リセットの衝突は、ＤＴＥとＤＣＥが、同じ論理チャネルを指定したリセット要求（ＲＱ）パケットお

よびリセット指示（ＲＩ）パケットを同時に転送した場合に生じる。この場合、ＤＣＥはリセットが完了

したものとみなし、ＤＴＥリセット確認（ＲＦ）パケットの受信を期待せず、かつＤＣＥリセット確認

（ＲＦ）パケットも転送しない。このとき、その論理チャネルは、フロー制御レディ状態（ｄ１）に入る。

4.4.3.4　リセット確認（ＲＦ）パケット

ＤＣＥは、論理チャネルがＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）に入った場合、ＤＴＥに対して、ＤＣＥリ

セット確認（ＲＦ）パケットを転送することにより、リセットを確認する。このとき、その論理チャネル

は、フロー制御レディ状態（ｄ１）に入る。

ＤＣＥリセット確認（ＲＦ）パケットは、一般的にはローカル確認の意味をもつが、網によってはエン

ドツウエンド確認の意味を持つことがある。いずれの場合にも、ＤＴＥリセット要求状態（ｄ２）は、Ｄ

ＴＥタイムリミットＴ２２（付属資料Ｃ）を越えて、継続しない。

ＤＴＥは、論理チャネルがＤＣＥリセット指示状態（ｄ３）に入った場合、ＤＣＥに対して、ＤＴＥリ

セット確認（ＲＦ）パケットを転送することにより、リセットを確認する。このとき、その論理チャネル

は、フロー制御レディ状態（ｄ１）に入る。ＤＴＥがＤＣＥタイムアウトＴ１２以内にリセットの確認を

行わない場合のＤＣＥ動作は、付属資料Ｃに示す。

4.5　パケット転送における解放手順、リセット手順およびリスタート手順の影響

ＤＴＥまたはＤＣＥが、ローカルインタフェースにおいて、解放手順、リセット手順およびリスタート

手順を起動する前にＤＴＥ（または網）が転送したデータ（ＤＴ）パケットおよび割込（ＩＴ）パケット

は、ＤＣＥがリモートインタフェースにおいて各手順に対応する指示パケットを転送する前に、リモート

ＤＴＥに送達されるか、または、網により廃棄される。

ローカルインタフェースにおいて、リセット手順（パーマネントバーチャルサーキットではリスタート

手順も含む）が完了した後にＤＴＥ（または網）が転送したデータ（ＤＴ）パケットおよび割込（ＩＴ）

パケットは、リモートインタフェースにおいて関連するリセット手順が完了する前に、リモートＤＴＥに

伝送されることはない。

ＤＴＥが、ローカルインタフェースにおいて、復旧手順、リセット手順およびリスタート手順を起動し

た場合、各手順に対応する指示パケットがリモートＤＴＥへ転送される前にリモートＤＴＥ（または網）

から転送されたデータ（ＤＴ）パケットおよび割込（ＩＴ）パケットは、前述の復旧要求、リセット要求

およびリスタート要求に対するＤＣＥ確認がなされる前に、ローカルＤＴＥへ送達されるか、または、網

により廃棄される。

注－廃棄されるパケットの最大数は、網のエンドツウエンドでの遅延およびスループット特性によって

決定され、一般的に、ローカルのウィンドウサイズと関連はない。すべてのデータ（ＤＴ）パケッ

トのＤビットを「１」に設定して転送するバーチャルコールおよびパーマネントバーチャルサー

キットでは、片方向でその伝送方向のウィンドウサイズ以下のパケットが廃棄される。
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4.6　パケットレイヤにおける物理レイヤおよびデータリンクレイヤの影響

4.6.1　一般原則

一般的に、問題が１つのレイヤ（物理レイヤ、データリンクレイヤまたはパケットレイヤ）で検出され、

本標準のＤＣＥエラー回復手順により、データの紛失または重複がなく、そのレイヤで解決することがで

きるのであれば、エラー回復処理には、隣接レイヤは含まれない。

ＤＣＥによるエラー回復において、データの紛失または重複の可能性があれば、高位レイヤに通知する。

ＤＣＥによるあるレイヤの再初期化は、問題がこのレイヤで解決できない場合のみ行う。

ＤＴＥ／ＤＣＥの物理レイヤおよびデータリンクレイヤの動作状態の変化が暗黙のうちに、パケットレ

イヤの各論理チャネルの状態を変化させることはない。このような変化が起こった場合には、パケットレ

イヤ上ではリスタート、切断またはリセットなどの適切な手順をとることにより、この変化を明示する。

4.6.2　異常状態の定義

単一リンク手順（ＳＬＰ）では、以下の異常状態がある。

－物理レイヤおよび／又はデータリンクレイヤ上で異常が検出される場合。そのような異常は、例えば、

ＤＴＥとＤＣＥ間の回線障害によって起こる異常状態によりＤＣＥがいかなるフレームの送受信も行

えない状態と定義する。

注－物理レイヤの瞬断（例えば、キャリア瞬断）は、ＤＣＥにより物理レイヤの異常とはみなされず、

データリンクレイヤおよびパケットレイヤに通知されない。

－ＤＣＥがＤＩＳＣコマンドを受信または送信した場合。

データリンクレイヤのリセット、Ｔ３タイマのタイムアウト（2.4.8.3 節参照）、ＤＭレスポンスの受

信または送信などのような、網による異常状態がある。

マルチリンク手順での異常状態は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースの全ての単一リンク手順において、

同時に異常状態が発生した場合起こる。ＤＴＥまたはＤＣＥによるマルチリンクリセット手順（2.5.4.2

節参照）、マルチリンクフレームの紛失（2.5.4.4 節参照）などのような、網による異常状態がある。

4.6.3　異常状態検出時のパケットレイヤ動作

ＤＣＥは、異常状態を検出した場合、リモート側に以下のパケットを送出する。

(1) 各パーマネントバーチャルサーキットに対しては、原因を「障害」としたリセット指示（ＲＩ）

パケット。

(2) 設定している各バーチャルコールに対しては、原因を「障害」とした切断指示（ＣＩ）パケット。

4.6.4　異常状態におけるパケットレイヤ動作

ＤＣＥは、異常状態においては、以下の動作を行う。

(1) ＤＣＥは、いかなる着呼バーチャルコールに対しても、原因を「障害」として切断する。

(2) ＤＣＥは、パーマネントバーチャルサーキット上でリモートＤＴＥから受信したデータ（ＤＴ）

パケットおよび割込（ＩＴ）パケットに対しては、そのパーマネントバーチャルサーキットを原因

を「障害」としてリセットする。

(3) パーマネントバーチャルサーキット上でリモートＤＴＥから受信したリセットパケットに対して

は、リセット確認（ＲＦ）パケットまたはリセット指示（ＲＩ）パケットにより、リモートＤＴＥ

に対して確認応答する。
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4.6.5　異常状態回復時のパケットレイヤ動作

ＤＣＥは異常状態が回復した時は以下の動作を行う。

(1) ＤＣＥは、ローカルＤＴＥに対して、原因を「網運用可」としたリスタート指示（ＳＩ）パケッ

トを転送する。

(2) 各パーマネントバーチャルサーキットのリモート側に対して、原因を「リモートＤＴＥ運用可」

としたリセットパケットを転送する。
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５．パケットフォーマット

5.1　概要

各パケットは、ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）、論理チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）、論

理チャネル番号（ＬＣＮ）およびパケットタイプ識別子からなるヘッダを持つ。

オクテットのビット列は、８から１まで番号を付与しており、ビット位置１が下位ビットであり、最初

に転送する。パケットのオクテット列には、１から連続的に番号を付与しており、この順序で転送する。

5.1.1　ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）

ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）フィールドは、４ビットの２進化符号フィールドであり、ヘッ

ダ部の残りの一般的な形式を表示する。ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）フィールドは、オクテッ

ト１のビット位置８、７、６および５に表示し、ビット位置５が下位ビットである（表５－１／ＪＴ－Ｘ

２５参照）。

ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）のビット位置８は、データ（ＤＴ）パケットにおいては、クオ

リファイアビット（Ｑビット）として使用し、呼設定および呼解放のパケットにおいては、アドレスビッ

ト（Ａビット）として使用し、他のすべてのパケットにおいては、「０」に設定する。

ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）のビット位置７は、データパケットおよび呼設定のパケットに

おいては、送達確認（Ｄビット）手順のために使用し、他のすべてのパケットにおいては、「０」に設定

する。

ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）のビット位置６および５は、４種類の識別を符号化することが

できる。そのうちの２種類の符号化は、モジュロ８のシーケンス番号付与を用いるパケットか、モジュロ

１２８のシーケンス番号付与を用いるパケットかを識別するため使用する。３番目の符号化は、ゼネラル

フォーマット識別子（ＧＦＩ）の一連のフォーマットの拡張を表示するのに使用する。４番目の符号化は、

将来の利用のために確保されている。

注１－ＤＴＥは、拡張パケットシーケンス番号付与ファシリティ（6.2 節参照）に加入しているか否か

を表示するために、ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）を符号化しなければならない。

注２－ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）の他の符号化により、他のパケットフォーマットを識別

できると考えられる。

5.1.2　論理チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）

論理チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）は、リスタートのパケット、診断のパケットおよび登録のパ

ケットを除く、すべてのパケットのオクテット１のビット位置４、３、２および１に表示する。各論理

チャネルにおいて、論理チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上でロー

カルな意味を持つ。

論理チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）フィールドは、２進化符号で表示し、ビット位置１が論理チャ

ネルグループ番号（ＬＣＧＮ）の下位ビットである。リスタートのパケット、診断のパケットおよび登録

のパケットでは、論理チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）フィールドは、すべて「０」に設定する。
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5.1.3　論理チャネル番号（ＬＣＮ）

論理チャネル番号（ＬＣＮ）は、リスタートのパケット、診断のパケットおよび登録のパケットを除く、

すべてのパケットのオクテット２の全ビットに表示する。各論理チャネルにおいて、論理チャネル番号

（ＬＣＮ）は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上でローカルな意味を持つ。

論理チャネル番号（ＬＣＮ）フィールドは、２進化符号で表示し、ビット位置１が論理チャネル番号の

下位ビットである。リスタートのパケット、診断のパケットおよび登録のパケットでは、論理チャネル番

号（ＬＣＮ）フィールドは、すべて「０」に設定する。

5.1.4　パケットタイプ識別子

各パケットは、表５－２／ＪＴ－Ｘ２５に従って、パケットのオクテット３で識別する。

5.2　呼設定パケットおよび呼解放パケット

発呼要求（ＣＲ）／着呼（ＣＮ）パケット、着呼受付（ＣＡ）／接続完了（ＣＣ）パケット、復旧要求

（ＣＱ）／切断指示（ＣＩ）パケットおよび切断確認（ＣＦ）パケットのフォーマットを図５－３／ＪＴ－Ｘ

２５、図５－４／ＪＴ－Ｘ２５、図５－５／ＪＴ－Ｘ２５および図５－６／ＪＴ－Ｘ２５にそれぞ

れ示す。

呼設定／呼解放パケット長は、最大２５９オクテットである。ファシリティフィールドを除く各フィー

ルドは、次節に示す最大長を持つ。ファシリティフィールドは、パケット長の２５９オクテットの範囲内

でサイズを変えることができる。

どれかのフィールドは最大長を越えたとき、または最大パケット長を越えたとき、その呼は付表Ｂ－３／Ｊ

Ｔ－Ｘ２５に示すように切断される。

注－ローカルなＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでの送信の場合、呼設定／呼解放パケットは２５９オク

テット以下であるが、リモートＤＴＥとの経路において全てのインタフェースで同等のサイズでな

いことがある。このことは、特に、たとえばファシリティがパケットに付加される場合、またはリ

モートＤＴＥのＮ１（2.4.8.5 節参照）が汎用的な動作により設定されている（付録Ⅱ参照）場合

にありうる。このようなケースでは、その呼は切断される。

5.2.1　アドレスブロックフォーマット

呼設定のパケットおよび呼解放のパケットは、アドレスブロックを含む。このアドレスブロックは二つ

の重要なフォーマットを持つ。一つ目のフォーマットは、非ＴＯＡ／ＮＰＩフォーマットであり１５桁以

下の長さ（プレフィクスおよび／又はエスケープコードを含む）で勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１に記

述されているフォーマットに従いアドレスを設定できる。もう一つのフォーマットは、ＴＯＡ／ＮＰＩ

フォーマットであり、網およびＤＴＥが使用でき、１６桁以上で勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１で記述

されているフォーマットに従ったアドレスを設定でき、発呼要求（ＣＲ）パケットの被呼ＤＴＥアドレス

フィールドでオルタナティブアドレス（オルタナティブアドレスについては、6.29 節参照）を送ることに

使用することもできる。ＴＯＡ／ＮＰＩフォーマットのアドレスブロックは、（それ自身のアドレスに加

えて）アドレスタイプ（ＴＯＡ）および番号計画識別（ＮＰＩ）を示すフィールドを含む（付図Ⅳ－１／

ＪＴ－Ｘ２５参照）。

非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットおよびＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットはゼネラルフォー

マット識別子（ＧＦＩ）のビット位置８（Ａビット）によって区別する。Ａビットを「０」に設定する場

合は、非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットを使用し、Ａビットを「１」に設定する場合は、ＴＯＡ／

ＮＰＩアドレスフォーマットを使用する。
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非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットは、全ての網がサポートする。ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォー

マットは、いくつかの網およびいくつかのＤＴＥがサポートする。ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマット

をサポートしているＤＴＥおよび網は、非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットもまたサポートしている。

注１－オルタナティブアドレスは、勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１で記述されているフォーマットに

従わないアドレスである。このようなオルタナティブアドレスは、発呼要求（ＣＲ）パケットで

は被呼ＤＴＥの識別に使用できる。

注２－１９９６年までは、標準ＪＴ－Ｘ３１（ＩＳＤＮバーチャルサーキットベアラサービス）のケー

スＢで運用するパケットモード端末は、勧告Ｅ．１６４の番号計画により、最大１２桁のアドレ

スを使用することになる。１９９７年以降は、パケットモード端末は、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス

手順を必要とする場合、勧告Ｅ．１６４により最大１５桁のアドレスを使用することができる。

勧告Ｅ．１６５およびＸ．１２２／Ｅ．１６６は今後の手引書として用意されている。

ＤＴＥがＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティ（6.28 節参照）に加入している場合、ＤＣＥは、Ｄ

ＴＥに呼設定のパケットまたは呼解放のパケットを転送するとき、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマット

を使用できる。ＤＣＥは、非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットが使用できない、たとえば、非ＴＯＡ／Ｎ

ＰＩの呼設定のパケットまたは呼解放のパケットにおいて片方もしくは両方のアドレスが長すぎる場合、

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットを使用する。

ＤＴＥがＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティに加入していない場合、および非ＴＯＡ／ＮＰＩの

呼設定のパケットまたは呼解放のパケットにおいて起呼ＤＴＥアドレスが長すぎる場合、ＤＣＥは起呼Ｄ

ＴＥアドレスを付加しない。

注１－前段落に記述した場合において、起呼ＤＴＥアドレスを付加しないよりも、ＤＣＥが切断原因

「相手プロトコル不一致」および特定の診断符号で切断指示を行うよう、ＤＴＥが通知するオプ

ションの加入時ファシリティを、電気通信事業者によっては提供することがある。

注２－ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティの提供は、勧告Ｘ．２において継続検討課題となって

おり、さらにＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットに関連していくつかの技術的項目が課せられ

ている。

呼設定のパケットまたは呼解放のパケットを転送するとき、ＤＴＥはＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォー

マットかまたは非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットを使用する。しかしながら、非ＴＯＡ／ＮＰＩア

ドレスフォーマットが使用できない、たとえば、非ＴＯＡ／ＮＰＩの呼設定のパケットまたは呼解放のパ

ケットにおいて片方もしくは両方のアドレスが長すぎる場合、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットを使

用する。ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットは、網がそれをサポートしている場合のみ使用することが

できる。

呼設定のパケットおよび呼解放のパケットのアドレスフォーマットがＤＴＥとリモートＤＴＥで異なる

場合は、網（ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットを提供する場合）は、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォー

マットと非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットを変換する（6.28 節参照）。
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5.2.1.1　Ａビットを「０」に設定する場合のアドレスブロックフォーマット（非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス）

Ａビットを「０」に設定する場合のアドレスブロックフォーマットは、図５－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.2.1.1.1　起呼ＤＴＥおよび被呼ＤＴＥアドレス長フィールド

これらのフィールドはそれぞれ４ビットからなり、被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレス長を表示する。

ビット位置４、３、２および１には、被呼ＤＴＥアドレス長をセミオクテット数で表示する。ビット位置

８、７、６および５には、起呼ＤＴＥアドレス長をセミオクテット数で表示する。各ＤＴＥアドレス長は

２進化符号で表示し、ビット位置１とビット位置５が各表示の下位ビットである。

発呼要求（ＣＲ）パケットの被呼ＤＴＥアドレス長フィールドが「０」のとき、およびオルタナティブ

アドレス使用加入ファシリティに加入（6.29.2 節参照）しているとき、被呼ＤＴＥは被呼アドレス拡張

ファシリティにあるオルタナティブアドレスで識別される（6.29.3 節および付属資料Ｆ参照）。

5.2.1.1.2　被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレスフィールド

各桁は、２進化１０進数でセミオクテット単位で表示し、ビット位置５、ビット位置１が２進化１０進

数の各桁の下位ビットである。

ＤＴＥアドレスは、高位の桁から順に各オクテットに２桁ずつ入る。各オクテットでは、ビット位置８、

７、６および５に高位の桁が入る。

起呼ＤＴＥアドレスフィールドは、被呼ＤＴＥアドレスフィールドの次の、最初のセミオクテットより

始まる。その結果、被呼ＤＴＥアドレスフィールドのセミオクテット数が奇数の場合には、起呼ＤＴＥア

ドレスフィールドは連続したオクテット列にならない。

被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレスフィールドの総桁数が奇数の場合、フィールドをオクテットの整

数倍とするために、起呼ＤＴＥアドレスフィールドの後のビット位置４、３、２および１に「０」を挿入

する。

被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレスフィールドのコーディングに関する情報を付録Ⅳに示す。

5.2.1.2　Ａビットを「１」に設定する場合のアドレスブロックフォーマット（ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス）

Ａビットを「１」に設定する場合のアドレスブロックフォーマットは、図５－２／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.2.1.2.1　被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレス長フィールド

これらのフィールドはそれぞれ１オクテットからなり、被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレス長を表示

する。それらはセミオクテット数で、被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレス長をそれぞれ表示する。それ

ぞれのＤＴＥアドレス長は、２進化符号で符号化し、ビット位置１が下位ビットである。

ＤＴＥアドレス長の最大値は、（勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１で記述されたフォーマットに従った

アドレスでは）１７である。アドレスタイプ（ＴＯＡ）フィールドでオルタナティブアドレス（5.2.1.2.2

節参照）を表示しているとき、この最大値は適用できない。しかしながら、発呼要求（ＣＲ）パケットの

最大長の２５９オクテットを越えてはならない。

発呼要求（ＣＲ）パケットの被呼ＤＴＥアドレス長フィールドが「０」のとき、およびオルタナティブ

アドレス使用加入ファシリティに加入（6.29.2 節参照）しているとき、被呼ＤＴＥは被呼アドレス拡張

ファシリティにあるオルタナティブアドレスで識別される（6.29.3 節および付属資料Ｆ参照）。
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5.2.1.2.2　被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレスフィールド

これらのフィールドはそれぞれ、被呼ＤＴＥアドレス、起呼ＤＴＥアドレスからなる。

それぞれのＤＴＥアドレスフィールドは、３つのサブフィールド、すなわち、アドレスタイプ（ＴＯ

Ａ）サブフィールド、番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールド、アドレスディジットサブフィールドから

なる（付図Ⅳ－１／ＪＴ－Ｘ２５参照）。最初の２つのサブフィールドはアドレスの先頭にあり、表５－

３／ＪＴ－Ｘ２５、表５－４／ＪＴ－Ｘ２５および表５－５／ＪＴ－Ｘ２５に示すような値によって２進

化符号で符号化する。

注１－一般に、ＢＣＤで復号できる値をアドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドと番号計画識別（Ｎ

ＰＩ）サブフィールドに割当てる。

注２－ＤＴＥアドレスは、アドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールド、番号計画識別（ＮＰＩ）サブ

フィールドを含むが、アドレスディジットサブフィールドが無いものは無効である。

アドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドで表示するアドレスがオルタナティブアドレス以外のとき、

ＤＴＥアドレスは、セミオクテット単位で、２進化１０進数で符号化し、ビット位置５または１が各桁の

下位ビットである。ＤＴＥアドレスは、高位の桁から順番に連続するセミオクテット単位に符号化する。

それぞれのオクテット中では高位桁数字をビット位置８、７、６および５に符号化する。

起呼ＤＴＥアドレスフィールドは、被呼ＤＴＥアドレスフィールドの次の最初のセミオクテットより始

まる。その結果、被呼ＤＴＥアドレスフィールドのセミオクテット数が奇数の場合、起呼ＤＴＥアドレス

フィールドの開始はオクテットの境界にあわない。

被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレスフィールドの総セミオクテット数が奇数の場合、オクテットを整

数倍とするために、起呼ＤＴＥアドレスフィールドの後のビット位置４、３、２および１に「０」を挿入

する。

アドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドがオルタナティブアドレスを表示するとき、アドレスのコー

ディングは表５－５／ＪＴ－Ｘ２５で示したコーディング認証に従う。

被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレスフィールドのコーディングに関する情報を付録Ⅳに示す。

5.2.2　発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼（ＣＮ）パケット

発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼（ＣＮ）パケットのフォーマットは、図５－３／ＪＴ－Ｘ２５に

示す。

5.2.2.1　ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）

オクテット１のビット位置８（Ａビット）は、5.2.1 節に記述するように設定する。

オクテット１のビット位置７は、4.3.3 節に定義するＤビット手順を使用しない場合は、「０」に設定

する。

5.2.2.2　アドレスブロック

アドレスブロックは、5.2.1 節に定義する。発呼要求（ＣＲ）パケットの（アドレスブロックで送られ

た）被呼ＤＴＥアドレスは、勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１で記述されたフォーマットに従うか、もし

くは表５－５／ＪＴ－Ｘ２５で示した認証により符号化したオルタナティブアドレスになる。着呼（Ｃ

Ｎ）パケットの被呼ＤＴＥアドレスは、勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１で記述されたフォーマットに従

う。
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5.2.2.3　ファシリティ長フィールド

アドレスフィールドの次のオクテットは、ファシリティフィールドの長さをオクテット数で表示する。

ファシリティ長は、２進化符号で表示し、ビット位置１がその下位ビットである。

5.2.2.4　ファシリティフィールド

ファシリティフィールドは、ＤＴＥが発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼（ＣＮ）パケットにおいて、

何らかの表示を要求するオプショナルユーザファシリティを使用する場合のみ存在する。

ファシリティフィールドの符号化は、６章および７章に定義する。

ファシリティフィールドは、オクテットの整数倍で構成する。本フィールドの実際の最大長は、２５５

オクテットである。しかしながら、パケットの一般的な最大長に制限される（5.2 節参照）。

5.2.2.5　起呼ユーザデータフィールド

起呼ユーザデータフィールドは、ファシリティフィールドの次に存在することがあり、6.16 節に定義す

るファーストセレクトファシリティとともに、起呼ユーザデータフィールドを使用する場合、１２８オク

テット、その他の場合は１６オクテットの最大長を持つ。

２つのパケットモードＤＴＥ間でバーチャルコールを確立する場合、網は、起呼ユーザデータフィール

ドのいかなる部分にも関与しない。他の場合については、勧告Ｘ．２４４参照。

5.2.3　着呼受付（ＣＡ）パケットおよび接続完了（ＣＣ）パケット

着呼受付（ＣＡ）パケットおよび接続完了（ＣＣ）パケットの基本フォーマットまたは拡張フォーマッ

トは、図５－４／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.2.3.1　基本フォーマット

5.2.3.1.1　ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）

オクテット１のビット位置８（Ａビット）は、5.2.1 節に記述するように設定する。

オクテット１のビット位置７は、4.3.3 節に定義するＤビット手順を使用しない場合は、「０」に設定

する。

5.2.3.1.2　アドレスブロック

アドレスブロックは、5.2.1 節に定義する。

着呼受付（ＣＡ）パケットでは、被呼ＤＴＥアドレスフィールド、起呼ＤＴＥアドレスフィールドまた

はファシリティ長フィールドが存在する場合のみ、被呼ＤＴＥおよび起呼ＤＴＥアドレス長フィールドは

必須である。

着呼受付（ＣＡ）パケットの起呼ＤＴＥおよび被呼ＤＴＥアドレスは、勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０

１で記述されたフォーマットに従う。接続完了（ＣＣ）パケットの起呼ＤＴＥおよび被呼ＤＴＥアドレス

のフォーマットは、勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１で記述されたフォーマットに従う。呼の確立のため

の発呼要求（ＣＲ）パケットでオルタナティブアドレスを使用したとき、網のオプションにより接続完了

（ＣＣ）パケットに被呼アドレスは表示されない。

5.2.3.1.3　ファシリティ長フィールド

アドレスフィールドの次のオクテットは、ファシリティフィールドの長さをオクテット数で表示する。

ファシリティ長は、２進化符号で表示し、ビット位置１がその下位ビットである。

着呼受付（ＣＡ）パケットでは、ファシリティフィールドが存在する場合のみファシリティ長フィール

ドは必須である。
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5.2.3.1.4　ファシリティフィールド

ファシリティフィールドは、ＤＴＥが着呼受付（ＣＡ）パケットおよび接続完了（ＣＣ）パケットにお

いて、何らかの表示を要求するオプショナルユーザファシリティを使用する場合のみ存在する。

ファシリティフィールドの符号化は、６章および７章に定義する。

ファシリティフィールドは、オクテットの整数倍で構成する。本フィールドの実際の最大長は、２５５

オクテットである。しかしながら、パケットの一般的な最大長に制限される（5.2 節参照）。

5.2.3.2　拡張フォーマット

拡張フォーマットは、6.16 節に定義するファーストセレクトファシリティとともにのみ使用することが

できる。この場合、被呼ユーザデータフィールドは存在することができ、１２８オクテットの最大長を持

つことができる。

被呼ユーザデータフィールドが存在する場合、起呼ＤＴＥおよび被呼ＤＴＥアドレス長フィールド、お

よびファシリティ長フィールドは必須である。

２つのパケットモードＤＴＥ間でバーチャルコールを確立する場合、網は、被呼ユーザデータフィール

ドのいかなる部分にも関与しない。勧告Ｘ．２４４参照。

5.2.4　復旧要求（ＣＱ）パケットおよび切断指示（ＣＩ）パケット

復旧要求（ＣＱ）パケットおよび切断指示（ＣＩ）パケットの基本および拡張フォーマットは、図５－

５／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.2.4.1　基本フォーマット

5.2.4.1.1　切断原因フィールド

オクテット４は、切断原因フィールドであり、呼の切断原因を表示する。

復旧要求（ＣＱ）パケットの切断原因フィールドはＤＴＥが以下の値の１つを設定する。

ビット位置 ：　８　７　６　５　４　３　２　１

値 ：　０　０　０　０　０　０　０　０

または

：　１　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ

ここで、各ｘは、ＤＴＥが、独立に「０」または「１」を設定することができる。

ＤＣＥは、上記以外の切断原因フィールドの値がバーチャルコールの他端に届かないようにする。これ

は、復旧要求（ＣＱ）パケットを受付けて、対応する切断指示（ＣＩ）パケット中の切断原因フィールド

に全て「０」を強制的に設定するか、あるいは、誤りとして復旧要求を扱い、付属資料Ｃに記述する手順

に従うかのいずれかにより行う。

切断指示（ＣＩ）パケットの切断原因フィールドの符号化は、表５－６／ＪＴ－Ｘ２５に示す。
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5.2.4.1.2　診断符号

オクテット５は、診断符号であり、呼の切断原因に関する付加情報を含む。

復旧要求（ＣＱ）パケットでの、診断符号の付加は必須ではない。

切断指示（ＣＩ）パケットでは、切断原因フィールドの内容が「ＤＴＥ起動（ＤＴＥ復旧）」である場

合、復旧要求ＤＴＥからの診断符号は、そのまま転送する。復旧要求ＤＴＥが復旧要求（ＣＱ）パケット

に診断符号を付加しない場合、対応する切断指示（ＣＩ）パケットの診断符号のビットは、すべて「０」

に設定する。

リスタート要求（ＳＱ）パケットによって生ずる切断指示（ＣＩ）パケットの診断符号の値は、リス

タート要求（ＳＱ）パケットで表示する値となる。また、リスタート要求（ＳＱ）パケットに診断符号が

ない場合には、すべて「０」に設定する。

切断原因フィールドの内容が、「ＤＴＥ起動（ＤＴＥ復旧）」以外である場合、切断指示（ＣＩ）パ

ケットの診断符号は、網が付与する。網が付与する診断符号は、付属資料Ｄに示す。切断に関する特別の

付加情報がない場合には、切断指示（ＣＩ）パケットの診断符号のビットは、すべて「０」に設定する。

注－診断符号フィールドの内容によって、原因フィールドの意味は変わらない。ＤＴＥは、診断符号

フィールドの内容に基づいて特別な動作をとる必要はない。ＤＴＥは、診断符号フィールドに未定

義符号がある場合でも、原因フィールドを受付ける。

5.2.4.2　拡張フォーマット

拡張フォーマットは、ＤＴＥあるいはＤＣＥが６章および７章で記述する１つ以上のオプショナルユー

ザファシリティに関連して、被呼ＤＴＥおよび／又は起呼ＤＴＥアドレスフィールド、ファシリティ

フィールド、および／又はクリアユーザデータフィールドを使うことが必要な場合にのみ、復旧要求（Ｃ

Ｑ）パケットおよび切断指示（ＣＩ）パケットで使用する。

被呼ＤＴＥアドレスフィールドは、発呼要求（ＣＲ）パケットまたは着呼（ＣＮ）パケットに対して切

断するときに、被呼ラインアドレス変更通知ファシリティが使用される場合にのみ使用する。

拡張フォーマットを使用する場合には、診断符号フィールド、ＤＴＥアドレス長フィールドおよびファ

シリティ長フィールドは必須である。クリアユーザデータフィールドは、オプションであり、存在しても

よい。

5.2.4.2.1　アドレスブロック

アドレスブロックは、5.2.1 節に記述する。

5.2.4.2.2　ファシリティ長フィールド

アドレスブロックの次のオクテットは、ファシリティフィールドの長さをオクテット数で表示する。

ファシリティ長は、２進化符号で表示し、ビット位置１がその下位ビットである。

5.2.4.2.3　ファシリティフィールド

ファシリティフィールドは、復旧要求（ＣＱ）パケットまたは切断指示（ＣＩ）パケットにおいて、指

示を要求する１つ以上のオプショナルユーザファシリティが関係する場合にだけ存在する。

ファシリティフィールドの符号化は６章および７章に記述する。

ファシリティフィールドは、オクテットの整数倍で構成する。本フィールドの実際の最大長は、２５５

オクテットである。しかしながら、パケットの一般的な最大長に制限される（5.2 節参照）。
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5.2.4.2.4　クリアユーザデータフィールド

このフィールドはファーストセレクトファシリティ（6.16 節参照）またはＤＴＥによる着信転送選択

ファシリティ（6.25.2.2 節参照）が関係する場合だけ存在することができる。ファーストセレクトの場合、

最大長は１２８オクテットであり、ＤＴＥによる着信転送選択の場合、ファシリティ使用時に最大値を１

６または１２８オクテットとするかは、6.25.2.2 節に記述する。

注－網はクリアユーザデータフィールドのいかなる部分にも関与しない。勧告Ｘ．２４４参照。

5.2.5　ＤＴＥ切断確認（ＣＦ）パケットおよびＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケット

基本フォーマットおよび拡張フォーマットのＤＴＥ切断確認（ＣＦ）パケットおよびＤＣＥ復旧確認

（ＣＦ）パケットのフォーマットは、図５－６／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

拡張フォーマットは、6.22 節に記述する課金情報ファシリティを設定したＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パ

ケットにのみ使用することがある。ＤＴＥ切断確認（ＣＦ）パケットでは、使用しない。

5.2.5.1　アドレスブロック

アドレスブロックは、5.2.1 節に記述する。

起呼ＤＴＥおよび被呼ＤＴＥアドレス長フィールドは、全て「０」に符号化する。被呼ＤＴＥおよび起

呼ＤＴＥアドレスフィールドは存在しない。

5.2.5.2　ファシリティ長フィールド

アドレスブロックの次のオクテットは、ファシリティフィールドの長さをオクテット数で表示する。こ

のファシリティ長は、２進化符号で表示し、ビット１が下位ビットである。

5.2.5.3　ファシリティフィールド

ファシリティフィールドの符号化は、６章および７章に定義する。

ファシリティフィールドはオクテットの整数倍で構成し、実際の最大長は、２５５オクテットである。

しかしながら、パケットの一般的な最大長に制限される（5.2 節参照）。

5.3　データパケットと割込パケット

5.3.1　ＤＴＥデータ（ＤＴ）パケットおよびＤＣＥデータ（ＤＴ）パケット

ＤＴＥデータ（ＤＴ）パケットおよびＤＣＥデータ（ＤＴ）パケットのフォーマットは、図５－７／Ｊ

Ｔ－Ｘ２５に示す。

5.3.1.1　クオリファイアビット（Ｑビット）

オクテット１のビット位置８は、クオリファイアビット（Ｑビット）である。

5.3.1.2　送達確認ビット（Ｄビット）

オクテット１のビット位置７は、送達確認ビット（Ｄビット）である。
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5.3.1.3　パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）

オクテット３のビット位置８、７、６あるいはモジュロ１２８へ拡張時のオクテット４のビット位置８

から２は、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を示すために使用する。パケット受信シーケンス番号Ｐ

（Ｒ）は、２進化符号で表示し、ビット位置６あるいはモジュロ１２８へ拡張時のビット位置２が下位

ビットである。

5.3.1.4　モアデータビット（Ｍビット）

オクテット３のビット位置５あるいはモジュロ１２８へ拡張時のオクテット４のビット位置１は、モア

データ表示（Ｍビット）のために使用する。モアデータがなければ「０」、モアデータがあれば「１」を

設定する。

5.3.1.5　パケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）

オクテット３のビット位置４、３、２あるいはモジュロ１２８へ拡張時のオクテット３のビット位置８

から２は、パケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）を示すために使用する。パケット送信シーケンス番号Ｐ

（Ｓ）は、２進化符号で表示し、ビット位置２が下位ビットである。

5.3.1.6　ユーザデータフィールド

オクテット３あるいはモジュロ１２８へ拡張時のオクテット４の次に続くビット列は、ユーザデータで

ある。

5.3.2　ＤＴＥ割込（ＩＴ）パケットおよびＤＣＥ割込（ＩＴ）パケット

ＤＴＥ割込（ＩＴ）パケットおよびＤＣＥ割込（ＩＴ）パケットのフォーマットは、図５－８／ＪＴ－

Ｘ２５に示す。

5.3.2.1　割込ユーザデータフィールド

オクテット４以降のオクテットは、割込ユーザデータである。このフィールドは、１オクテットから３

２オクテットまでが可能である。

5.3.3　ＤＴＥ割込確認（ＩＦ）パケットおよびＤＣＥ割込確認（ＩＦ）パケット

ＤＴＥ割込確認（ＩＦ）パケットおよびＤＣＥ割込確認（ＩＦ）パケットのフォーマットは、図５－９／Ｊ

Ｔ－Ｘ２５に示す。

5.4　フロー制御パケットとリセットパケット

5.4.1　ＤＴＥ受信可（ＲＲ）パケットおよびＤＣＥ受信可（ＲＲ）パケット

ＤＴＥ受信可（ＲＲ）パケットおよびＤＣＥ受信可（ＲＲ）パケットのフォーマットは、図５－１０／

ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.4.1.1　パケット受信シーケンス番号

オクテット３のビット位置８、７、６、あるいはモジュロ１２８へ拡張時のオクテット４のビット位置

８からビット位置２は、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を表示するために使用する。パケット受信

シーケンス番号Ｐ（Ｒ）は、２進化符号で表示し、ビット位置６、あるいはモジュロ１２８へ拡張時の

ビット位置２が、下位ビットである。
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5.4.2　ＤＴＥ受信不可（ＲＮＲ）パケットおよびＤＣＥ受信不可（ＲＮＲ）パケット

ＤＴＥ受信不可（ＲＮＲ）パケットおよびＤＣＥ受信不可（ＲＮＲ）パケットのフォーマットは、図５－１

１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.4.2.1　パケット受信シーケンス番号

オクテット３のビット位置８、７、６、あるいはモジュロ１２８へ拡張時のオクテット４のビット位置

８からビット位置２は、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を表示するために使用する。パケット受信

シーケンス番号Ｐ（Ｒ）は、２進化符号で表示し、ビット位置６、あるいはモジュロ１２８へ拡張時の

ビット位置２が、下位ビットである。

5.4.3　リセット要求（ＲＱ）パケットおよびリセット指示（ＲＩ）パケット

リセット要求（ＲＱ）パケットおよびリセット指示（ＲＩ）パケットのフォーマットは、図５－１２／

ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.4.3.1　リセット原因フィールド

オクテット４はリセット原因フィールドであり、リセットの原因を表示する。

リセット要求（ＲＱ）パケットのリセット原因フィールドは、ＤＴＥが以下の値の１つを設定する。

ビット位置 ：　８　７　６　５　４　３　２　１

値 ：　０　０　０　０　０　０　０　０

または

：　１　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ

ここで、各ｘは、ＤＴＥが、独立に「０」または「１」を設定することができる。

ＤＣＥは、上記以外のリセット原因フィールドの値がバーチャルコールあるいはパーマネントバーチャ

ルサーキットの他端に届かないようにする。これはリセット要求（ＲＱ）パケットを受付けて対応するリ

セット指示（ＲＩ）パケット中のリセット原因フィールドに全て「０」を強制的に設定するか、あるいは、

誤りとしてリセット要求を扱い、付属資料Ｃに記述する手順に従うかのいずれかにより行う。

リセット指示（ＲＩ）パケットのリセット原因フィールドの符号化は、表５－７／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.4.3.2　診断符号

オクテット５は診断符号であり、リセットの理由に関する付加情報を含む。

リセット要求（ＲＱ）パケットでの診断符号の付加は必須ではない。

リセット指示（ＲＩ）パケットでは、リセット原因フィールドの内容が「ＤＴＥ起動（ＤＴＥリセッ

ト）」である場合、リセット要求ＤＴＥからの診断符号はそのまま転送する。リセット要求ＤＴＥがリ

セット要求（ＲＱ）パケットに診断符号を付加しない場合、対応するリセット指示（ＲＩ）パケットの診

断符号のビットは、すべて「０」に設定する。

リスタート要求（ＳＱ）パケットによって生ずるリセット指示（ＲＩ）パケットの診断符号の値は、リ

スタート要求（ＳＱ）パケットで表示する値と同じになる。また、リスタート要求（ＳＱ）パケットに診

断符号がない場合には、すべて「０」に設定する。
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リセット原因フィールドの内容が「ＤＴＥ起動（ＤＴＥリセット）」以外である場合、リセット指示

（ＲＩ）パケットの診断符号は、網が付与する。網が付与する診断符号は、付属資料Ｄに示す。リセット

に関する特別の付加情報がない場合には、リセット指示（ＲＩ）パケットの診断符号のビットは、すべて

「０」に設定する。

注－診断符号フィールドの内容によって、リセット原因フィールドの意味は変わらない。ＤＴＥは、診

断符号フィールドの内容に基づいて特別な動作をとる必要はない。ＤＴＥは、診断符号フィールド

に未定義符号がある場合でも、原因フィールドを受付ける。

5.4.4　ＤＴＥリセット確認（ＲＦ）パケットおよびＤＣＥリセット確認（ＲＦ）パケット

ＤＴＥリセット確認（ＲＦ）パケットおよびＤＣＥリセット確認（ＲＦ）パケットのフォーマットは、

図５－１３／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.5　リスタートパケット

5.5.1　リスタート要求（ＳＱ）パケットおよびリスタート指示（ＳＩ）パケット

リスタート要求（ＳＱ）パケットおよびリスタート指示（ＳＩ）パケットのフォーマットは、図５－１

４／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.5.1.1　リスタート原因フィールド

オクテット４は、リスタート原因フィールドであり、リスタートの原因を表示する。

リスタート要求（ＳＱ）パケットのリスタート原因フィールドはＤＴＥが以下の値の１つを設定する。

ビット位置 ：　８　７　６　５　４　３　２　１

値 ：　０　０　０　０　０　０　０　０

または

：　１　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ　ｘ

ここで、各ｘは、ＤＴＥが、独立に「０」または「１」を設定することができる。

ＤＣＥは、上記以外のリスタート原因フィールドの値がバーチャルコールおよび／又はパーマネント

バーチャルサーキットの他端に届かないようにする。これは、リスタート要求（ＳＱ）パケットを受付け

て対応する切断指示（ＣＩ）パケット中の切断原因フィールドにすべて「０」を強制的に設定するか、あ

るいは、誤りとしてリスタート要求を扱い、付属資料Ｂに記述する手順に従うかのいずれかにより行う。

リスタート指示（ＳＩ）パケットのリスタート原因フィールドの符号化は、表５－８／ＪＴ－Ｘ２５に

示す。

5.5.1.2　診断符号

オクテット５は、診断符号であり、リスタートの原因に関する付加情報を含む。

リスタート要求（ＳＱ）パケットでの診断符号は、必須ではない。リスタート要求（ＳＱ）パケットで

診断符号が付加された場合、パーマネントバーチャルサーキットでは、リセット指示（ＲＩ）パケットの

診断符号として、バーチャルコールでは、切断指示（ＣＩ）パケットの診断符号として、当該ＤＴＥへ通

知する。
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リスタート指示（ＳＩ）パケットの診断符号フィールドの符号化は、付属資料Ｄに記述する。リスター

トに対する特別の付加情報がない場合には、リスタート指示（ＳＩ）パケットの診断符号のビットは、す

べて「０」に設定する。

注－診断符号フィールドの内容によって、原因フィールドの意味は変わらない。ＤＴＥは、診断符号

フィールドの内容に基づいて特別な動作をとる必要はない。ＤＴＥは、診断符号フィールドに未定

義符号がある場合でも、原因フィールドを受付ける。

5.5.2　ＤＴＥリスタート確認（ＳＦ）パケットおよびＤＣＥリスタート確認（ＳＦ）パケット

ＤＴＥリスタート確認（ＳＦ）パケットおよびＤＣＥリスタート確認（ＳＦ）パケットのフォーマット

は、図５－１５／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.6　診断パケット

診断（ＤＧ）パケットのフォーマットは、図５－１６／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.6.1　診断符号フィールド

オクテット４は、診断符号であり、診断（ＤＧ）パケットを転送したエラー状態に関する情報を表示す

る。診断符号フィールドの符号化は、付属資料Ｄに記述する。

5.6.2　診断説明フィールド

診断説明フィールドは、ＤＴＥからの誤りパケットを受信した結果として診断（ＤＧ）パケットを送出

する場合（付属資料Ｂの付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｘ２５および付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｘ２５参照）、誤ったＤＴ

Ｅパケットのヘッダ情報のうちの最初の３オクテットを含む。パケットが３オクテット未満の場合、この

フィールドは、受信したビット全てを含む。

ＤＣＥタイムアウト（付属資料Ｃの付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｘ２５参照）の結果として診断（ＤＧ）パケッ

トを送出する場合、診断説明フィールドは、以下のとおりに符号化した２オクテットを含む。

－第１オクテットのビット位置８、７、６および５は、インタフェースのためのゼネラルフォーマット

識別子（ＧＦＩ）を含む。

－第１オクテットのビット位置４～１と第２オクテットのビット位置８～１は、ＤＣＥタイムアウトＴ

１０がタイムアウトした場合は、全て「０」とする。また、ＤＣＥタイムアウトＴ１２あるいはＴ１

３がタイムアウトした場合は、論理チャネルを表示する。

5.7　オプショナルユーザファシリティのためのパケット

5.7.1　パケット再送ファシリティのためのＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケット

6.4 節に記述するパケット再送ファシリティに関連して使用するＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケット

のフォーマットは、図５－１７／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.7.1.1　パケット受信シーケンス番号

オクテット３のビット位置８、７、６、またはモジュロ１２８へ拡張時のオクテット４のビット位置８

からビット位置２は、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を表示するために使用する。パケット受信

シーケンス番号Ｐ（Ｒ）は２進化符号で表示し、ビット位置６、モジュロ１２８へ拡張時のビット位置２

が下位ビットである。
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5.7.2　オンラインファシリティ登録ファシリティ用の登録パケット

5.7.2.1　登録要求（ＧＱ）パケット

登録要求（ＧＱ）パケットのフォーマットは、図５－１８／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.7.2.1.1　アドレス長フィールド

オクテット４は、ＤＴＥおよびＤＣＥのアドレスフィールドの長さを表示する。ビット位置４、３、２

および１は、ＤＣＥアドレスの長さをセミオクテット数で表示する。ビット位置８、７、６および５は、

ＤＴＥアドレスの長さをセミオクテット数で表示する。各アドレス長は２進化符号で表示し、ビット位置

１または５がその下位ビットである。

このフィールドは本標準中の手順では、すべて「０」に符号化する。

5.7.2.1.2　アドレスフィールド

オクテット５およびそれに続くオクテットは、ＤＣＥアドレスが存在する場合はこれを表示し、続いて

ＤＴＥアドレスが存在する場合はこれを表示する。

アドレスの各桁はセミオクテット単位に２進化１０符号により符号化し、ビット位置５または１が各桁

の下位ビットである。

アドレスは高位の桁から順にオクテット５およびそれに続くオクテットに２桁ずつ符号化する。それぞ

れのオクテット中では、高位桁をビット位置８、７、６および５に符号化する。

必要ならば、アドレスフィールドの最終オクテットのビット位置４、３、２および１に「０」を挿入す

ることによって、アドレスフィールドをオクテットの整数倍にする。

このフィールドは、本標準中の手順では使用しない。

5.7.2.1.3　登録長フィールド

アドレスフィールドの次のオクテットは、登録フィールドの長さをオクテット数で表示する。登録長は

２進化符号で表示し、ビット位置１がその下位ビットである。

5.7.2.1.4　登録フィールド

登録フィールドは、ＤＴＥがＤＣＥにオプショナルユーザファシリティの起動または取り消しを要求す

る場合にのみ使用する。

登録フィールドの符号化は 7.3 節に定義する。

登録フィールドはオクテットの整数倍で構成する。

本フィールドの最大長は、網の提供するファシリティに依存するが、１０９オクテットを超えることは

ない。

5.7.2.2　登録確認（ＧＦ）パケット

登録確認（ＧＦ）パケットのフォーマットは、図５－１９／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

5.7.2.2.1　原因フィールド

オクテット４は原因フィールドであり、ファシリティのネゴシエーション時の失敗原因あるいは登録

フィールドがＤＣＥで確認されたことを表示する。

登録確認（ＧＦ）パケットの原因フィールドの符号化は、表５－９／ＪＴ－Ｘ２５に示す。
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5.7.2.2.2　診断符号

オクテット５は診断符号であり、ファシリティのネゴシエーション失敗の理由を補足する情報を表示す

る。

登録確認（ＧＦ）パケットの診断符号は、付属資料Ｄに記述する。診断符号のビットはネゴシエーショ

ンが成功した時あるいは補足する情報がない時にはすべて「０」に設定する。

5.7.2.2.3　アドレス長フィールド

オクテット６はＤＴＥおよびＤＣＥアドレスフィールドの長さを表示する。ビット位置４、３、２およ

び１は、ＤＣＥアドレスの長さをセミオクテット数で表示する。ビット位置８、７、６および５は、ＤＴ

Ｅアドレスの長さをセミオクテット数で表示する。各アドレス長は２進化符号で表示し、ビット位置１ま

たは５がその下位ビットである。

このフィールドは、本標準中の全ての手順において「０」に符号化する。

5.7.2.2.4　アドレスフィールド

オクテット７およびそれに続くオクテットは、ＤＣＥアドレスが存在する場合はこれを表示し、つづい

てＤＴＥアドレスが存在する場合はこれを表示する。

アドレスの各桁はセミオクテット単位に２進化１０進数により符号化し、ビット位置５または１が各桁

の下位ビットである。

必要ならば、アドレスフィールドの最終オクテットのビット位置４、３、２および１に「０」を挿入す

ることによって、アドレスフィールドをオクテットの整数倍にする。

このフィールドは、本標準中の手順では使用しない。

5.7.2.2.5　登録長フィールド

アドレスフィールドの次のオクテットは、登録フィールドの長さをオクテット数で表示する。登録長は

２進化符号で表示し、ビット位置１がその下位ビットである。

5.7.2.2.6　登録フィールド

登録フィールドは、使用可能なオプショナルユーザファシリティおよび現在利用されているオプショナ

ルユーザファシリティを表示するために使用する。

登録フィールドの符号化は 7.3 節に定義する。

登録フィールドはオクテットの整数倍で構成する。本フィールドの最大長は、網の提供するファシリ

ティに依存するが、１０９オクテットを超えることはない。
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６．オプショナルユーザファシリティ（パケットレイヤ）の手順

6.1　オンラインファシリティ登録

オンラインファシリティ登録は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシ

リティである。このファシリティに加入している場合、ＤＴＥはいつでもＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

に登録要求（ＧＱ）パケットを転送することにより、オプショナルユーザファシリティの登録を要求する

こと、あるいはＤＣＥが認識しているファシリティの現在値を得ることができる。

ＤＣＥは、登録要求（ＧＱ）パケットに対する応答として、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースを通じて登

録確認（ＧＦ）パケットを転送することにより、このＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに適用可能なすべて

のファシリティの現在値を報告する。登録手順の対象でないオプショナルユーザファシリティは、登録確

認（ＧＱ）パケットによる報告には含まれない。ＤＴＥは、特定の網で使用できないファシリティあるい

は許容されない値を要求することを避けるため、オプショナルユーザファシリティを指定せずにＤＴＥ／

ＤＣＥインタフェースに登録要求（ＧＱ）パケットを転送することができる。ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥ

インタフェースに２回目の登録要求（ＧＱ）パケットを転送することにより、対応する登録確認（ＧＦ）

パケットで報告されたネゴシェーション可能なファシリティを変更することができる。

ＤＣＥが登録確認（ＧＦ）パケットを返送する場合、表示するファシリティの値はその後のバーチャル

コールに対して有効である。拡張パケットシーケンス番号付与、パケット再送およびＤビット修飾ファシ

リティと論理チャネル種別の範囲の割当ては、バーチャルコールが存在しない場合（すなわち、すべての

バーチャルコール論理チャネルがＰ１状態にある場合）にだけ変更可能である。これらのファシリティが

有効であり、インタフェース上に１つ以上のパーマネントバーチャルサーキット論理チャネルが存在して

いる場合、ＤＣＥは、インタフェース上のパーマネントバーチャルサーキットに対して値を変更するため

に、原因「登録／取消確認」、診断符号「付加情報無し」を表示してインタフェースをリスタートする。

このとき、各パーマネントバーチャルサーキットのリモート側には、原因「リモートＤＴＥ運用可」、診

断符号「付加情報無し」を表示するリセット指示（ＲＩ）パケットを送出する。

ＤＣＥは、特定のファシリティに要求される値が許容されない場合、登録確認（ＧＦ）パケット中で、

次の値を報告する。

(a) ファシリティが論理値をもつ場合、許容する値。

(b) 値がファシリティに許容する値の最大値を超える場合、許容する最大値。

(c) 値がファシリティに許容する値の最小値よりも小さい場合、許容する最小値。

登録確認（ＧＦ）パケットは、適切な原因を含む。ＤＴＥは、ＤＣＥから報告する値に合意するか、ま

たは要求したファシリティに対して他の値をネゴシエーションするかを選択することができる。

ＤＣＥは、登録要求（ＧＱ）パケット中で要求された変更のすべてを実行できない場合、いくつかの

ファシリティの値を変更しない。ＤＣＥは、次のような場合は、必ずしもすべての変更が実行できない。

(a) ファシリティの設定に矛盾がある場合。

(b) バーチャルコールに使用するすべての論理チャネルがｐ１状態にあるときのみネゴシエーション

可能なファシリティをネゴシエーションするときに、インタフェース上に少なくとも１つ以上の

バーチャルコールが確立されている場合（着呼（ＣＮ）パケットと登録要求（ＧＱ）パケットの衝

突を含む）。

ＤＴＥは、発呼要求（ＣＲ）パケットを送信するか、またはパーマネントバーチャルサーキットでパ

ケットを送る前に登録確認（ＧＦ）パケットを待つべきである。
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すべてのオプショナルユーザファシリティのために付属資料Ｅは次のものを示す。

－そのファシリティ値のネゴシエーションを行うか否か。

－そのファシリティがＤＣＥで提供されるかどうかを登録確認（ＧＦ）パケットで表示するか否か。

－そのファシリティ値をＤＴＥが変更することができるのは、すべてのバーチャルコール用論理チャネ

ルがＰ１状態である場合のみ可能か否か、あるいは、常時可能か否か。

網内の異常状態は、以前に登録パケットによりネゴシエーションされたファシリティの値に影響を与え

ることがある。この場合、ＤＣＥは、ＤＴＥに障害を通知するためにリスタート手順を起動する。

ＤＴＥが起動したリスタート手順は、ファシリティの値に影響を与えない。ＤＣＥが原因「ローカル手

順誤り」を表示してリスタート手順を起動した場合は、ファシリティの値に影響を与えない。ＤＣＥが、

原因「網輻輳」または「網運用可」を表示してリスタート手順を起動した場合、以前に、ネゴシエーショ

ンされたファシリティの値に影響を与えることがある。ＤＣＥが原因「登録／取消確認」を表示してリス

タート手順を起動した場合は、ファシリティの値は登録手順により設定されたものである。

6.2　拡張パケットシーケンス番号付与

拡張パケットシーケンス番号付与は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザ

ファシリティである。本ファシリティは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのすべて論理チャネルに共通に

適用する。

本ユーザファシリティに加入している場合、パケットのシーケンス番号付与はモジュロ１２８で行う。

本ファシリティに加入していない場合、パケットのシーケンス番号付与はモジュロ８で行う。

6.3　Ｄビット修飾

Ｄビット修飾は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリティである。

本ファシリティは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上の全てのバーチャルコールおよびパーマネントバー

チャルサーキットに適用する。本ファシリティの目的は、パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）にエンド

ツウエンド確認の意味付けをするＤビット手順を公衆データ網に導入する際に、それ以前に製造されたＤ

ＴＥも使用可能とすることを狙ったものである。これらのＤＴＥが網内でパケット受信シーケンス番号Ｐ

（Ｒ）にエンドツウエンド確認の意味付けも持たせて動作することを引続き許容する。

本ファシリティに加入している場合、

(a) ＤＴＥから受信した全ての発呼要求（ＣＲ）パケットと着呼受付（ＣＡ）パケットのゼネラル

フォーマット識別子（ＧＦＩ）のビット位置７の値およびＤＴＥデータ（ＤＴ）パケットのＤビッ

トの値を「０」から「１」に変更する。

(b) ＤＴＥに送出する全ての着呼（ＣＮ）パケットと接続完了（ＣＣ）パケットのゼネラルフォー

マット識別子（ＧＦＩ）のビット位置７の値およびＤＣＥデータ（ＤＴ）パケットのＤビットの値

を「０」に設定する。

網間および国際間での運用については、上記（ｂ）の変換は適用するが、上記（ａ）の変換は適用しな

い。網間および国際間での運用に関するその他の変換規則は電気通信事業者間の相互協定による。



- 71 - ＪＴ－Ｘ２５

6.4　パケット再送

パケット再送は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリティである。

本ファシリティはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースの全論理チャネルに適用する。

本オプショナルユーザファシリティに加入している場合、ＤＴＥは、論理チャネル番号およびパケット

受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を指定したＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケットをＤＴＥ／ＤＣＥインタ

フェースに送出することにより、ＤＣＥから一つまたはいくつかの連続するＤＣＥデータ（ＤＴ）パケッ

トの再送を要求することができる。パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）の値は、ＤＴＥが受信した最終

パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）から、ＤＣＥで次に送出しようとするＤＣＥデータ（ＤＴ）パケッ

トのパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）未満までの範囲にある。パケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）

がこの範囲外である場合、ＤＣＥは、原因「ローカル手順誤り」と診断符号「無効パケット受信シーケン

ス番号Ｐ（Ｒ）」を表示し、リセット手順を起動する。

ＤＣＥは、ＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケットを受信した場合、その論理チャネル上にＤＣＥデータ

（ＤＴ）パケットの再送を開始する。再送ＤＣＥデータ（ＤＴ）パケットのパケット送信シーケンス番号

Ｐ（Ｓ）は、ＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケットで表示されたパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）か

ら開始する。ＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケットで表示されたパケット受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）に

等しいパケット送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）を持つＤＣＥデータ（ＤＴ）パケットをＤＣＥがＤＴＥ／Ｄ

ＣＥインタフェースに送出するまでに別のＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケットを受信した場合は、ＤＣ

Ｅは手順誤りとして、論理チャネルをリセットする。

送出を保留していたＤＣＥデータ（ＤＴ）パケットを再送パケットに続き送出することがある。

受信不可（ＲＮＲ）パケットを送出することにより通知していたＤＴＥ受信不可状態は、ＤＴＥリジェ

クト（ＲＥＪ）パケットの送出により回復する。

ＤＣＥがＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケットを無視する条件、または手順誤りとする条件については、

フロー制御パケット（付属資料Ｂ参照）に記述する。

6.5　着呼禁止

着呼禁止は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリティである。本

ファシリティはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上でバーチャルコールに使用する全論理チャネルに適用す

る。

本オプショナルユーザファシリティに加入している場合、そのＤＴＥへのバーチャルコールの着呼が拒

否される。そのＤＴＥからのバーチャルコールの発呼は可能である。

注１－バーチャルコールの論理チャネルは全二重機能を備えたままである。

注２－被呼ＤＴＥアドレスが起呼ＤＴＥアドレスである場合だけバーチャルコールがそのＤＴＥに着呼

することを許容する機能を提供する電気通信事業者もある。

6.6　発呼禁止

発呼禁止は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリティである。本

ファシリティはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上でバーチャルコールに使用する全論理チャネルに適用す

る。

本オプショナルユーザファシリティに加入している場合、そのＤＴＥからのバーチャルコールの発呼が

拒否される。そのＤＴＥへのバーチャルコールの着呼は可能である。

注－バーチャルコールの論理チャネルは全二重機能を備えたままである。
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6.7　単方向発論理チャネル

単方向発論理チャネルは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリティ

である。本ユーザファシリティに加入している場合、論理チャネルの使用法をバーチャルコールの発信の

みに限定する。

注－バーチャルコールの論理チャネルは全二重機能を備えたままである。

バーチャルコールの単方向発論理チャネルに対する論理チャネルグループ番号および論理チャネル番号

の割当の規定については、付録Ⅶに記述する。

注－ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のバーチャルコール論理チャネルのすべてが単方向発論理チャネ

ルの場合、その効果は着呼禁止ファシリティ（6.5 節、注２参照）と同等である。

6.8　単方向着論理チャネル

単方向着論理チャネルは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリティ

である。本ユーザファシリティに加入している場合、論理チャネルの使用方法をバーチャルコールの着信

のみに限定する。

注－バーチャルコールの論理チャネルは全二重機能を備えたままである。

バーチャルコールの単方向着論理チャネルに対する論理チャネルグループ番号および論理チャネル番号

の割当の規定については、付録Ⅶに記述する。

注－ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のバーチャルコール論理チャネルのすべてが単方向着論理チャネ

ルの場合、その効果は発呼禁止ファシリティ（6.6 節参照）と同等である。

6.9　非標準デフォルトパケットサイズ

非標準デフォルトパケットサイズは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザ

ファシリティである。本ファシリティに加入している場合、電気通信事業者の提供するパケットサイズの

リストからデフォルトパケットサイズを選択することができる。網によっては、ＤＴＥ／ＤＣＥインタ

フェース上のデータ伝送の双方向とも同一のパケットサイズとしなければならないことがある。本ファシ

リティに加入していない場合、デフォルトパケットサイズは１２８オクテットである。

注－本節において、用語「パケットサイズ」とはＤＣＥデータ（ＤＴ）パケットおよびＤＴＥデータ

（ＤＴ）パケットの最大ユーザデータフィールド長を指す。

バーチャルコールでは、デフォルトパケットサイズ以外の値はフロー制御パラメータネゴシエーション

ファシリティ（6.12 節参照）を使用して選択することができる。各々のパーマネントバーチャルサーキッ

トでは、デフォルトパケットサイズ以外の値を当面の間、当事者間の合意により定めることがある。
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6.10　非標準デフォルトウィンドサイズ

非標準デフォルトウィンドサイズは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザ

ファシリティである。本ファシリティに加入している場合、電気通信事業者の提供するウィンドサイズの

リストからデフォルトウィンドサイズを選択することができる。網によっては、ＤＴＥ／ＤＣＥインタ

フェース上のデータ伝送の双方向とも同一のデフォルトウィンドサイズを選択しなければならないことが

ある。本ファシリティに加入していない場合、デフォルトウィンドサイズは２である。

バーチャルコールでは、デフォルトウィンドサイズ以外の値はフロー制御パラメータネゴシエーション

（6.12 節参照）を使用して選択することができる。各々のパーマネントバーチャルサーキットでは、デ

フォルトウィンドサイズ以外の値を当面の間、当事者間の合意により定めることがある。

6.11　デフォルトスループットクラス割当

デフォルトスループットクラス割当は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザ

ファシリティである。本ファシリティに加入している場合、電気通信事業者の提供するスループットクラ

スのリストからデフォルトスループットクラスを選択することができる。網によっては、ＤＴＥ／ＤＣＥ

間のデータ伝送の双方向とも同一のデフォルトスループットクラスを選択しなければならないことがある。

本ファシリティに加入していない場合、デフォルトスループットクラスはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

のデータ速度に対応する（7.2.2.2 節参照）が、網が提供する最大スループットクラスを超えてはならな

い。

注－ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのデータ速度に対応するスループットクラスがない場合、デフォル

トスループットクラスは、データ速度以下のスループットクラスである。しかしながら、データ速

度以上のスループットクラスを選択する網もある。

デフォルトスループットクラスは、そのＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のバーチャルコールのとり得

る最大スループットクラスである。バーチャルコールでは、デフォルトスループットクラス以外の値をス

ループットクラスネゴシエーションファシリティ（6.13 節参照）の１つを使用して選択することができる。

各々のパーマネントバーチャルサーキットでは、デフォルトスループットクラス以外の値を当面の間、当

事者間の合意により定めることがある。

注－スループット特性およびスループットクラスについては 4.4.2 節に記述する。

6.12　フロー制御パラメータネゴシエーション

フロー制御パラメータネゴシエーションは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナル

ユーザファシリティであり、バーチャルコールにおいてＤＴＥが使用する。本ファシリティに加入してい

る場合、呼毎にフロー制御パラメータをネゴシエーションすることができる。フロー制御パラメータは、

データ送信のそれぞれの方向に対するＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のパケットサイズおよびウィンド

ウサイズである。

注－本節において、用語「パケットサイズ」とはＤＣＥデータ（ＤＴ）パケットおよびＤＴＥデータ

（ＤＴ）パケットの最大ユーザデータフィールド長を指す。
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本フロー制御パラメータネゴシエーションファシリティに加入していない場合、特定のＤＴＥ／ＤＣＥ

インタフェース上で使用するフロー制御パラメータは、デフォルトパケットサイズ（6.9 節参照）および

デフォルトウィンドウサイズ（6.10 節参照）である。

起呼ＤＴＥが本フロー制御パラメータネゴシエーションファシリティに加入している場合、データ送信

の両方向に対して、パケットサイズおよび／又はウィンドウサイズを要求することができる（7.2.1 節お

よび 7.2.2.1 節参照）。ＤＣＥは、発呼要求（ＣＲ）パケット中に特定のウィンドウサイズが明示されて

いない場合、デフォルトウィンドウサイズがデータ伝送の両方向に対して要求されたものとみなす。ＤＣ

Ｅは、特定のパケットサイズが明示されていない場合、デフォルトパケットサイズがデータ送信の両方向

に対して要求されたものとみなす。

被呼ＤＴＥが本フロー制御パラメータネゴシエーションファシリティに加入している場合、各着呼（Ｃ

Ｎ）パケットはＤＴＥから選択できるパケットサイズおよびウィンドウサイズを表示する。発呼要求（Ｃ

Ｒ）パケット中で要求したパケットサイズ（Ｐ）およびウィンドウサイズ（Ｗ）ならびに着呼（ＣＮ）パ

ケット中に指示されたパケットサイズ（Ｐ）およびウィンドウサイズ（Ｗ）はそれぞれ独立である。被呼

ＤＴＥは着呼受付（ＣＡ）パケット中にファシリティを使用してウィンドウサイズおよびパケットサイズ

を要求することができる。着呼（ＣＮ）パケット中のファシリティ指示の機能として、着呼受付（ＣＡ）

パケットに表示する有効なファシリティ要求のみ、表６―１／ＪＴ―Ｘ２５に示す。着呼受付（ＣＡ）パ

ケット中に本ファシリティ要求がない場合、ＤＴＥがデータ伝送の両方向に対して着呼（ＣＮ）パケット

で指示した値（デフォルト値にかかわらず）を受付けたものとみなす。

起呼ＤＴＥが本フロー制御パラメータネゴシエーションファシリティに加入している場合、接続完了

（ＣＣ）パケットによって、呼のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で使用するパケットサイズおよびウィ

ンドウサイズを指示する。発呼要求（ＣＲ）パケット中のファシリティ要求の機能として、接続完了（Ｃ

Ｃ）パケットに表示する有効なファシリティ指示のみ、表６―２／ＪＴ―Ｘ２５に示す。

網は、着呼（ＣＮ）パケットまたは接続完了（ＣＣ）パケット中でＤＴＥに指示する以前に、呼に採用

するフロー制御パラメータに制限を加えることがある。たとえば、それぞれの網によって有効なパラメー

タ値の範囲は異なることがある。

ウィンドウサイズおよびパケットサイズはバーチャルコールの両端末で同じである必要はない。

フロー制御パラメータのネゴシエーションにおけるＤＣＥの役割は網に依存する。

6.13　スループットクラスネゴシエーションファシリティ

基本スループットクラスネゴシエーションと拡張スループットクラスネゴシエーションは、当面の間、

ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザーファシリティであり、バーチャルコールにおいてＤ

ＴＥが使用する。これらはともにスループットクラスネゴシエーションファシリティと呼ばれる。本ファ

シリティに加入している場合、呼毎にスループットクラスを選択することができる。ＤＴＥはこれらの両

方のファシリティに加入することはできない。ＤＴＥが拡張スループットクラスネゴシエーションファシ

リティに加入している場合には、１９２０００ｂｉｔ／ｓより速いスループットクラス値でネゴシエー

ションすることができる。スループットクラスはデータの伝送方向それぞれにより異なってもよい。

デフォルト値は、ＤＴＥおよび電気通信事業者との合意によって決定する（6.11 節参照）。デフォルト

値とはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のバーチャルコールに関して、最大スループットクラスに相当す

る。

起呼ＤＴＥがいずれかのスループットクラスネゴシエーションファシリティに加入している場合、発呼

要求（ＣＲ）パケットの中でデータ伝送の両方向に対し、バーチャルコールのスループットクラスを要求

できる（7.2.1 および 7.2.2.2 節参照）。ＤＣＥは、スループットクラスが明示されていない場合、デフォ

ルト値がデータ伝送の両方向に対して要求されたものとみなす。
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注－基本スループットクラスネゴシエーションファシリティに加入している場合、デフォルトスルー

プットクラスは、基本スループットクラスネゴシエーションファシリティの中で使用される最高値

（１９２０００ｂｉｔ／ｓ）を越えることはできない（ただし注３参照）。

被呼ＤＴＥがいずれかのスループットクラスネゴシエーションファシリティに加入している場合、着呼

（ＣＮ）パケットはＤＴＥから選択できるスループットクラスを表示する。これらのスループットクラス

は起呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で明示的に選択された値より低いか等しい。あるいは、起呼Ｄ

ＴＥがいずれのスループットクラスネゴシエーションファシリティにも加入していない場合に適用される

デフォルト値より低いか等しい。または、発呼要求（ＣＲ）パケット中にスループットクラス値が明示さ

れていない場合に適用されるデフォルト値より低いか等しい。被呼ＤＴＥに表示されたこれらのスルー

プットクラスは、起呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースおよび被呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上の

データ転送方向それぞれのデフォルトスループットクラスより高くてはならない。これらのスループット

クラスは、さらに網の内部制約をうけることがある。

被呼ＤＴＥは、着呼受付（ＣＡ）パケット中のファシリティにより、バーチャルコールに対し最終的に

適用するスループットクラスを要求できる。着呼受付（ＣＡ）パケット中に要求したスループットクラス

は、着呼（ＣＮ）パケット中に表示されたスループットクラス（それぞれの）より低いかまたは等しいも

ののみが有効である。

被呼ＤＴＥが着呼受付（ＣＡ）パケット中にスループットクラスファシリティの要求を行わなかった場

合、着呼（ＣＮ）パケット中に表示されたスループットクラスをバーチャルコールに適用する。

被呼ＤＴＥがいずれのスループットクラスネゴシエーションファシリティにも加入していない場合、

バーチャルコールに適用するスループットクラスは、起呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で選択され

たものより低いかまたは等しく、かつ被呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で定義されたデフォルト値

より低いかまたは等しい。

起呼ＤＴＥがいずれかのスループットクラスネゴシエーションファシリティに加入している場合、接続

完了（ＣＣ）パケットは、結果としてそのバーチャルコールに、適用されるスループットクラスを示す。

起呼ＤＴＥおよび被呼ＤＴＥがともにスループットクラスネゴシエーションファシリティに加入してい

ない場合、バーチャルコールに適用するスループットクラスは、起呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上

および被呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上でデフォルトとして合意されたクラスより高くてはならな

い。これらのクラスは、たとえば網間サービスの場合、網によってさらに低い値に制約されることがある。

注１―単一の呼に対しスループットクラスネゴシエーションおよびフロー制御パラメータネゴシエー

ション（6.12 節参照）の両ファシリティが適用されるため、得られるスループットは、ユーザが

Ｄビット手順を使用するか否かによって左右される。

注２―ユーザは以下について注意を払う必要がある。すなわち、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのウィ

ンドサイズおよびパケットサイズを小さすぎる値に選んだ場合（フロー制御パラメータネゴシ

エーションファシリティを用いて）、バーチャルコールにおいて得られるスループットクラスに

影響がでることがある。ＤＣＥからのデータ伝送を制御するためにＤＴＥに採用されたフロー制

御メカニズムについても同様である。

注３－基本スループットクラスネゴシエーションファシリティに加入している場合、網によっては当面

の間、１９２０００ｂｉｔ／ｓ以上のデフォルトスループットクラスの加入を認める場合がある。

この場合、着呼（ＣＮ）パケットと接続完了（ＣＣ）パケット中の基本スループットクラスネゴ

シエーションファシリティにて１９２０００ｂｉｔ／ｓを示すパラメータ値の意味は、「１９２

０００ｂｉｔ／ｓ以上」に変更される。



ＪＴ－Ｘ２５ - 76 -

6.14　閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に関するファシリティ

一連の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に関するオプショナルユーザファシリティを使用することにより、

利用者はＤＴＥのグループを形成し、このグループへのアクセスおよび／又はこのグループからのアクセ

スを制限できる。これらの閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）ファシリティを１つ以上持つＤＴＥへのアクセ

スおよび／又はこのＤＴＥからアクセス制限を組合せることにより、各種の接続規制の組合せが実現でき

る。

ＤＴＥは、一つ以上の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に所属できる。少なくとも一つの閉域ユーザグ

ループ（ＣＵＧ）に所属している各ＤＴＥは、閉域ユーザグループファシリティ（6.14.1 節参照）、また

は、出接可閉域ユーザグループおよび／又は入接可閉域ユーザグループファシリティ（6.14.2 節、および

6.14.3 節参照）を持つ。ＤＴＥが所属する各閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）の中で、そのＤＴＥは、閉域

ユーザグループ内着呼禁止ファシリティまたは閉域ユーザグループ内発呼禁止ファシリティ（6.14.4 節、

および 6.14.5 節参照）の一方が適用されるか、またはどちらも適用されない。閉域ユーザグループファシ

リティの異なった組合せを、同一の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に所属する別のＤＴＥに対して適用で

きる。

一つ以上の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に所属するＤＴＥがバーチャルコールを発信する場合、ＤＴ

Ｅは、閉域ユーザグループ選択ファシリティ（6.14.6 節参照）または出接可閉域ユーザグループ選択ファ

シリティ（6.14.7 節参照）を使用して、発呼要求（ＣＲ）パケット中に選択する閉域ユーザグループ（Ｃ

ＵＧ）を明示することができる（注参照）。一つ以上の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に所属するＤＴＥ

がバーチャルコールを受信する場合、閉域ユーザグループ選択ファシリティまたは出接可閉域ユーザグ

ループ選択ファシリティを使用して、着呼（ＣＮ）パケット中に選択した閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）

が明示される。

注－１つのバーチャルコールでは、上記の選択ファシリティの内の１つしか使用できない。

ＤＴＥが所属できる閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）の数は、網に依存する。

6.14.1　閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）

閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるバーチャルコールのため

のオプショナルユーザファシリティである。ＤＴＥは、本ファシリティに加入している場合、一つ以上の

閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に所属することができる。閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）では、そのグ

ループに所属するＤＴＥ相互間の通信は許可するが、それ以外の全てのＤＴＥとの通信を禁止する。

ＤＴＥが２つ以上の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に所属する場合、一つの優先閉域ユーザグループ

（優先ＣＵＧ）を指定しなければならない。
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6.14.2　出接可閉域ユーザグループ

出接可閉域ユーザグループは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるバーチャルコールのためのオ

プショナルユーザファシリティである。ＤＴＥは、本ファシリティに加入している場合、一つ以上の閉域

ユーザグループ（ＣＵＧ）（6.14.1 節参照）に所属することができ、どの閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）

にも所属していない閉域外にあるＤＴＥおよび入接続が可能な他の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に所属

するＤＴＥに対して呼を発信することができる。

ＤＴＥが出接可閉域ユーザグループファシリティに加入していて、そのＤＴＥが優先閉域ユーザグルー

プ（優先ＣＵＧ）を指定した場合、そのインタフェースでは、閉域ユーザグループ選択ファシリティ

（6.14.6 節参照）だけが使用できる。

出接可閉域ユーザグループファシリティに加入していて、網がＤＴＥに対して優先閉域ユーザグループ

（優先ＣＵＧ）を指定しないことを選択する機能を提供し（すなわち、網が出接可閉域ユーザグループ選

択ファシリティ（6.14.7 節参照）を提供する）、ＤＴＥが優先閉域ユーザグループ（優先ＣＵＧ）を指定

しないことを選択した場合、そのインタフェースは、閉域ユーザグループ選択ファシリティと出接可閉域

ユーザグループ選択ファシリティの両方が使用できる。

6.14.3　入接可閉域ユーザグループ

入接可閉域ユーザグループは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるバーチャルコールのためのオ

プショナルユーザファシリティである。ＤＴＥは、本ファシリティに加入している場合、一つ以上の閉域

ユーザグループ（ＣＵＧ）（6.14.1 節参照）に所属することができ、どの閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）

にも所属していない閉域外にあるＤＴＥおよび出接続が可能な他の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に所属

するＤＴＥからの呼を受信することができる。

ＤＴＥが入接可閉域ユーザグループファシリティに加入していて、そのＤＴＥが優先閉域ユーザグルー

プ（優先ＣＵＧ）を指定した場合、そのインタフェースでは、閉域ユーザグループ選択ファシリティだけ

が使用できる。

入接可閉域ユーザグループファシリティに加入していて、網がＤＴＥに対して優先閉域ユーザグループ

（優先ＣＵＧ）を指定しないことを選択する機能を提供し（すなわち、網が出接可閉域ユーザグループ選

択ファシリティを提供する）、ＤＴＥが優先閉域ユーザグループ（優先ＣＵＧ）を指定しないことを選択

した場合、そのインタフェースでは、閉域ユーザグループ選択ファシリティと出接可閉域ユーザグループ

選択ファシリティの両方が使用できる。

6.14.4　閉域ユーザグループ内着呼禁止

閉域ユーザグループ内着呼禁止は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルファシリ

ティである。ＤＴＥは、閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に関して本ファシリティに加入している場合、Ｄ

ＴＥはその閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）内のＤＴＥに対して呼を発信することはできるが、その閉域

ユーザグループ（ＣＵＧ）内のＤＴＥからの呼を受信することはできない。

6.14.5　閉域ユーザグループ内発呼禁止

閉域ユーザグループ内発呼禁止は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルファシリ

ティである。ＤＴＥは、閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に関して本ファシリティに加入している場合、そ

の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）内のＤＴＥからの呼を受信することはできるが、その閉域ユーザグルー

プ（ＣＵＧ）内のＤＴＥに対して呼を発信することはできない。
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6.14.6　閉域ユーザグループ選択

閉域ユーザグループ選択は、バーチャルコール毎に使用できるオプショナルユーザファシリティである。

ＤＴＥは、ＤＴＥが閉域ユーザグループファシリティに加入している場合、または出接可閉域ユーザグ

ループファシリティおよび／又は入接可閉域ユーザグループファシリティに加入している場合にだけ、本

ファシリティを要求または受信できる。

起呼ＤＴＥは、発呼要求（ＣＲ）パケット中で、閉域ユーザグループ選択ファシリティ（7.2.1 節およ

び 7.2.2.3 節参照）を使用して、バーチャルコールのために選択する閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）を指

定できる。

着呼（ＣＮ）パケット中で、閉域ユーザグループ選択ファシリティを使用して、被呼ＤＴＥに対して、

バーチャルコールのために選択する閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）を指定する。

ＤＴＥが所属できる閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）の数は、網に依存する。閉域ユーザグループ（ＣＵ

Ｇ）を選択するＤＴＥの使用のために割当てインデックスの最大値が９９以下である場合、閉域ユーザグ

ループ選択ファシリティの基本フォーマットを使用する。割当てインデックスの最大値が１００以上９９

９９以下である場合、閉域ユーザグループ選択ファシリティの拡張フォーマットを使用する。

インデックスが９９以下である場合、閉域ユーザグループ選択ファシリティの基本フォーマットまたは

拡張フォーマットのどちらも許容する網がある。

注－ＤＴＥが１０１未満の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に加入している場合、網は、ＤＴＥが要求す

る場合、１００未満のインデックスの最大値に、合意可能である。

発呼要求（ＣＲ）パケット中に両フォーマットが含まれる場合、または、フォーマットが加入している

閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）の数と一致しない場合、非許容ファシリティコードと見なす。

発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼（ＣＮ）パケット中の閉域ユーザグループ選択ファシリティの意

味は、表６－３／ＪＴ－Ｘ２５および表６－４／ＪＴ－Ｘ２５に示す。閉域ユーザグループファシリティ

の動作の詳細は、勧告Ｘ．３０１の表７－５と表７－７、図７－７と図７－８を参照のこと。

6.14.7　出接可閉域ユーザグループ選択

出接可閉域ユーザグループ選択は、バーチャルコール毎に使用することができるオプショナルユーザ

ファシリティである。ＤＴＥは、網がこのファシリティを提供し、ＤＴＥが出接可閉域ユーザグループ

ファシリティに加入している場合、出接可閉域ユーザグループおよび入接可閉域ユーザグループの両ファ

シリティに加入している場合にだけ、本ファシリティを要求できる。ＤＴＥは、網がこのファシリティを

提供し、ＤＴＥが入接可閉域ユーザグループファシリティに加入している場合、または、入接可閉域ユー

ザグループおよび出接可閉域ユーザグループの両ファシリティに加入している場合にだけ、本ファシリ

ティを受信できる。

起呼ＤＴＥは、発呼要求（ＣＲ）パケット中で出接可閉域ユーザグループ選択ファシリティ（7.2.1 節

および 7.2.2.4 節参照）を使用して、バーチャルコールのために選択する閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）

を指定し、出接を要求していることを指示できる。

着呼（ＣＮ）パケット中で出接可閉域ユーザグループ選択ファシリティを使用して、被呼ＤＴＥに対し

て、バーチャルコールのために選択する閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）を指定し、起呼ＤＴＥが出接を要

求したことを表示する。

出接可閉域ユーザグループ選択ファシリティは、ＤＴＥが優先閉域ユーザグループ（優先ＣＵＧ）を指

定しない場合、呼設定パケットのファシリティフィールド中にだけ使用できる。
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ＤＴＥが所属できる閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）の数は、網に依存する。閉域ユーザグループ（ＣＵ

Ｇ）を選択するＤＴＥの使用のために割当てたインデックスの最大値が９９以下である場合、出接可閉域

ユーザグループ選択ファシリティの基本フォーマットを使用する。割当てたインデックスの最大値が１０

０以上９９９９以下である場合、出接可閉域ユーザグループ選択ファシリティの拡張フォーマットを使用

する。

インデックスが９９以下である場合、出接可閉域ユーザグループ選択ファシリティの基本フォーマット

または拡張フォーマットのどちらも許容する網がある。

注－ＤＴＥが１０１未満の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に加入している場合、網は、ＤＴＥが要求す

る場合、１００未満のインデックスの最大値に、合意可能である。

発呼要求（ＣＲ）パケット中に両フォーマットが含まれる場合、または、フォーマットが加入している

閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）の数と一致しない場合、非許容ファシリティコードと見なす。

発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼（ＣＮ）パケット中の出接可閉域ユーザグループ選択ファシリ

ティの意味は、表６－３／ＪＴ－Ｘ２５および表６－４／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

6.14.8　両閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）選択ファシリティの無指定

発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼（ＣＮ）パケット中に閉域ユーザグループ選択ファシリティと出

接可閉域ユーザグループ選択ファシリティの両方が無指定であることの意味は、表６－３／ＪＴ－Ｘ２５

および表６－４／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

6.15　相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）に関するファシリティ

相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）オプショナルユーザファシリティは、相互通信２つのＤＴＥが

対を形成して相互アクセスを許容し、その他の相互関係を形成していないＤＴＥとのアクセスを制限でき

る。これらのファシリティをもつＤＴＥのアクセス制限を組合せることにより、各種の接続規制の組合せ

が実現できる。

ＤＴＥは、１つ以上の相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）に所属できる。少なくとも１つの相互形

閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）に所属している各ＤＴＥは、相互形閉域ユーザグループファシリティ

（6.15.1 節参照）または出接可相互形閉域ユーザグループ（6.15.2 節参照）を持つ。１つの相互形閉域

ユーザグループ（ＢＣＵＧ）では、一方のＤＴＥが相互形閉域ユーザグループファシリティに加入し、他

方のＤＴＥが出接可相互閉域ユーザグループファシリティに加入していてもよい。

１つ以上の相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）に所属するＤＴＥがバーチャルコールを発信する場

合、ＤＴＥは、発呼要求（ＣＲ）パケット中に相互形閉域ユーザグループ選択ファシリティを使用して、

選択する相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）を表示する（6.15.3 節参照）。１つ以上の相互形閉域

ユーザグループ（ＢＣＵＧ）に所属するＤＴＥがバーチャルコールを受信する場合、着呼（ＣＮ）パケッ

ト中に相互形閉域ユーザグループ選択ファシリティを使用して、選択する相互形閉域ユーザグループ（Ｂ

ＣＵＧ）が指示する。

ＤＴＥが所属できる相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）の数は、網に依存する。

6.15.1　相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）

相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナル

ユーザファシリティであり、バーチャルコールサービスにだけ適用する。本ファシリティに加入している

場合、ＤＴＥは１つ以上の相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）に所属することができる。相互形閉域

ユーザグループ（ＢＣＵＧ）では、相互通信を合意した１組のＤＴＥ間での通信は可能であるが、それ以

外のＤＴＥとの通信は禁止される。
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6.15.2　出接可相互形閉域ユーザグループ

出接可相互形閉域ユーザグループは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザ

ファシリティであり、バーチャルコールサービスにだけ適用する。本ファシリティに加入している場合、

ＤＴＥは１つ以上の相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）（6.15.1 節参照）に所属し、どの相互形閉域

ユーザグループ（ＢＣＵＧ）にも所属していない閉域外にあるＤＴＥに対して、バーチャルコールを発信

できる。

6.15.3　相互形閉域ユーザグループ選択

相互形閉域ユーザグループ選択は、バーチャルコール毎に使用できるオプショナルユーザファシリティ

である。ＤＴＥは、ＤＴＥが相互形閉域ユーザグループファシリティ（ＢＣＵＧ）（6.15.1 節参照）また

は出接可相互閉域ユーザグループファシリティ（6.15.2 節参照）に加入している場合にだけ、本ファシリ

ティを要求または受信できる。

起呼ＤＴＥは、発呼要求（ＣＲ）パケット中で、相互形閉域ユーザグループ選択ファシリティ（7.2.1

節および 7.2.2.5 節参照）を使用して、バーチャルコールのために相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵ

Ｇ）を指定する。被呼ＤＴＥアドレス長の符号化は全て「０」を設定する。

着呼（ＣＮ）パケット中で、相互形閉域ユーザグループ選択ファシリティを使用して、被呼ＤＴＥに対

して、バーチャルコールのために選択する相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）を指定する。起呼ＤＴ

Ｅアドレス長の符号化は、全て「０」を設定する。

6.16　ファーストセレクト

ファーストセレクトは、ＤＴＥが特定のバーチャルコールで要求できるオプショナルユーザファシリ

ティである。

ＤＴＥは、バーチャルコールに割当てた論理チャネルを使用して発呼要求（ＣＲ）パケット中で、

ファーストセレクトファシリティ（7.2.1 節および 7.2.2.6 節参照）を使用して、バーチャルコール毎に、

ファーストセレクトを要求できる。

発呼要求（ＣＲ）パケット中で、ファーストセレクトファシリティが要求され、応答に関する制限が指

示されていない場合、本ファシリティにより、次のことが可能となる。発呼要求（ＣＲ）パケットは１２

８オクテットまでの起呼ユーザデータフィールドを持つことができる。ＤＣＥは、ＤＴＥ待機状態（ｐ

２）の場合に、起呼ＤＴＥに対して、１２８オクテットまでの被呼ユーザデータフィールドを持つ接続完

了（ＣＣ）パケットまたは１２８オクテットまでのクリアユーザデータフィールドを持つ切断指示（Ｃ

Ｉ）パケットを送出することができる。また、ＤＴＥおよびＤＣＥは、呼設定が完了した後に、１２８オ

クテットまでのクリアユーザデータフィールドを持つ復旧要求（ＣＱ）パケットまたは１２８オクテット

までのクリアユーザデータフィールドを持つ切断指示（ＣＩ）パケットを送出することができる。

発呼要求（ＣＲ）パケット中でファーストセレクトファシリティが要求され、応答に関する制限が指示

されている場合、本ファシリティにより、次のことが可能となる。発呼要求（ＣＲ）パケットは１２８オ

クテットまでの起呼ユーザデータフィールドを持つことができる。ＤＣＥは、ＤＴＥ待機状態（ｐ２）の

場合に、起呼ＤＴＥに対して、１２８オクテットまでのクリアユーザデータフイールドを持つ切断指示

（ＣＩ）パケットを送出することができる。ＤＣＥは、接続完了（ＣＣ）パケットを送出することはでき

ない。

ＤＣＥは、ＤＴＥが発呼要求（ＣＲ）パケット中でファーストセレクトファシリティを要求した場合、

ファーストセレクト許容ファシリティに加入している被呼ＤＴＥに対してのみ着呼（ＣＮ）パケットを送

達する（6.17　節参照）。
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ＤＣＥは、被呼ＤＴＥがファーストセレクト許容ファシリティに加入している場合、着呼（ＣＮ）パ

ケット中で、ファーストセレクトファシリティ（7.2.1 節および 7.2.2.6 節参照）を使用して、ファースト

セレクト要求および応答に関する制限の有無の要求を通知する。

ＤＣＥは、被呼ＤＴＥがファーストセレクト許容ファシリティに加入していない場合、ファーストセレ

クトファシリティ要求を表示した着呼（ＣＮ）パケットを送出せず、起呼ＤＴＥに対して、原因「ファー

ストセレクト許容未登録」を表示した切断指示（ＣＩ）パケットを返送する。

着呼（ＣＮ）パケットで、ファーストセレクトファシリティが要求され、制限が指示されていない場合、

このファシリティにより、次のことが可能となる。被呼ＤＴＥは、このパケットに対する直接の応答とし

て１２８オクテットまでの被呼ユーザデータフィールドを持つ着呼受付（ＣＡ）パケットまたは１２８オ

クテットまでのクリアユーザデータフイールドを持つ復旧要求（ＣＱ）パケットを送出することができる。

また、ＤＴＥおよびＤＣＥは、呼設定が完了した後に、１２８オクテットまでのクリアユーザデータ

フィールドを持つ復旧要求（ＣＱ）パケットまたは１２８オクテットまでのクリアユーザデータフイール

ドを持つ切断指示（ＣＩ）パケットを送出することができる。

着呼（ＣＮ）パケット中で、ファーストセレクトファシリティが要求され、応答に関する制限が指示さ

れている場合、被呼ＤＴＥはこのパケットに対する直接の応答として１２８オクテットまでのクリアユー

ザデータフィールドを持つ復旧要求（ＣＱ）パケットを送出することができるが、被呼ＤＴＥは着呼受付

（ＣＡ）パケットを送出することはできない。

注－起呼ユーザデータフィールド、被呼ユーザデータフィールドおよびクリアユーザデータフィールド

はＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で送達の際に、分割してはならない。

ファーストセレクトファシリティを含む発呼要求（ＣＲ）パケットに対する直接の応答として、接続完

了（ＣＣ）パケットおよび原因「ＤＴＥ起動（ＤＴＥ復旧）」を表示した切断指示（ＣＩ）パケットを受

信することは、データフィールドを持つ発呼要求（ＣＲ）パケットが被呼ＤＴＥにより受信されたことを

意味する。

ファーストセレクトファシリティが要求されているバーチャルコール処理では、その他の手順はすべて

バーチャルコールの手順と同じである。

6.17　ファーストセレクト許容

ファーストセレクト許容は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリ

ティである。ＤＴＥが、本ユーザファシリティに加入している場合、ＤＣＥは、ＤＴＥに対してファース

トセレクトファシリティを要求している着呼（ＣＮ）パケットを送出することができる。ＤＴＥが本ファ

シリティに加入していない場合、ＤＣＥは、ＤＴＥに対してファーストセレクトファシリティを要求して

いる着呼（ＣＮ）パケットを送出しない。

6.18　着信課金

着信課金は、ＤＴＥが特定のバーチャルコールで要求できるオプショナルユーザファシリティである

(7.2.1　節および 7.2.2.6　節参照）。
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6.19　着信課金許容

着信課金許容は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるバーチャルコールのためのオプショナル

ユーザファシリティである。ＤＴＥが本オプショナルユーザファシリティに加入している場合、ＤＣＥは、

ＤＴＥに対して着信課金ファシリティを要求する着呼（ＣＮ）パケットを転送する。ＤＴＥが本ファシリ

ティに加入していない場合、ＤＣＥは、ＤＴＥに対して、着信課金ファシリティを要求する着呼（ＣＮ）

パケットを転送しない。

6.20　ローカル課金防止

ローカル課金防止は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるバーチャルコールのためのオプショナ

ルユーザファシリティである。ＤＴＥが本オプショナルユーザファシリティに加入している場合、ＤＣＥ

は、加入者に課金するバーチャルコールの確立を以下の方法で防止する。

(a) 着信課金ファシリティを要求する着呼（ＣＮ）パケットをＤＴＥへ転送しない。

(b) ＤＴＥが発呼する場合は、当該ＤＴＥ以外のＤＴＥに対して課金する事を保証する。この当該Ｄ

ＴＥ以外のＤＴＥは、手順上の動作および電気通信事業者の管理上操作のうちいずれかを使用して

決定できる。

ＤＴＥが使用できる手順による方法は以下のものを含む。

－着信課金ファシリティを使用して着信課金を要求する。

－ＮＵＩ加入ファシリティ（6.21.1　節参照）とＮＵＩ選択ファシリティ（6.21.3　節参照）を使用して

第三を識別する。

ＤＣＥは、発呼要求に対して、課金すべき当該ＤＴＥ以外のＤＴＥを決定できない場合、本バーチャル

コールに対して着信課金を適用する。

注－当面の間、いくつかの網は、課金すべき当該ＤＴＥ以外のＤＴＥを決定できない場合、呼を解放す

ることによってローカル課金防止を実行することを選択することがある。

6.21　網利用者識別（ＮＵＩ）に関するファシリティ

ＤＴＥは、網利用者識別（ＮＵＩ）に関するファシリティを使用することにより、課金、セキュリティ、

網管理あるいは加入しているファシリティの表示などの目的のために、網に対して、情報を提供できる。

網利用者識別（ＮＵＩ）に関するファシリティは、３つのオプショナルユーザファシリティからなる。

ＮＵＩ加入ファシリティ（6.21.1　節参照）とＮＵＩオーバライドファシリティ（6.21.2　節参照）は、当

面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間で合意するオプショナルユーザファシリティである。ＤＴＥは、これらの一つ

または両方のファシリティに加入することができる。一つまたは両方のファシリティに加入している場合、

一つまたはいくつかの網利用者識別子をＤＴＥとＤＣＥで合意する。

網利用者識別子は、ＮＵＩ加入ファシリティとＮＵＩオーバライドファシリティに対して特別なものか

共通のものであってもよい。網利用者識別子は、ＤＴＥがＮＵＩ選択ファシリティ（6.21.3　節参照）を

使用してＤＣＥに転送する。

網利用者識別子は、リモートＤＴＥへは転送しない。リモートＤＴＥへ転送する起呼ＤＴＥアドレス

フィールドの中の起呼アドレスは、発呼要求（ＣＲ）パケットの中のＮＵＩ選択ファシリティにおいてＤ

ＴＥが転送する網利用者識別子とは見なさない。
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6.21.1　ＮＵＩ加入ファシリティ

ＮＵＩ加入ファシリティは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるバーチャルコールのためのオプ

ショナルユーザファシリティである。ＤＴＥは、本ファシリティに加入している場合、課金、セキュリ

ティ、網管理に関する情報を、バーチャルコール毎に、網に対して、提供できる。ＤＴＥは、発呼要求

（ＣＲ）パケットか着呼受付（ＣＡ）パケットにおいてＮＵＩ選択ファシリティ（6.21.3　節参照）を使

用して、この情報を提供できる。ＤＴＥは、ローカル課金防止ファシリティ（6.20　節参照）にも加入し

ているか否かにかかわらず、このファシリティを使用できる。ＤＣＥは、網に対して要求される網利用者

識別子が不正であるか、またはＮＵＩ選択ファシリティが存在しないと判断した場合、付属資料Ｂに記述

するように、呼を切断する。

6.21.2　ＮＵＩオーバライドファシリティ

ＮＵＩオーバライドファシリティは、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるバーチャルコールのた

めのオプショナルユーザファシリティである。このファシリティに加入している場合、１つ以上の網利用

者識別子をＤＴＥとＤＣＥ間で合意する。網利用者識別子は、加入時のオプショナルユーザファシリティ

に関係する。発呼要求（ＣＲ）パケット中で、ＮＵＩ選択ファシリティを使用して網利用者識別子が提供

される場合、網利用者識別子に関連する加入時のオプショナルユーザファシリティは、インタフェースに

適用しているファシリティにオーバライドする。このオーバライドは、インタフェース上に存在する他の

バーチャルコールや以降に確立するバーチャルコールには適用しない。ＮＵＩオーバライドは、オーバラ

イドを適用している特定のバーチャルコールが存続している間のみ有効である。

ＮＵＩオーバライドファシリティに加入している場合に網利用者識別子に関連することができるオプ

ショナルユーザファシリティは、付属資料Ｇに記述する。当面の間合意されるインタフェースのためのＮ

ＵＩオーバライドファシリティを使用することにより、オーバライドされないオプショナルユーザファシ

リティは、有効のまま存続する。

6.21.3　ＮＵＩ選択ファシリティ

ＮＵＩ選択ファシリティは、ＤＴＥが特定のバーチャルコールで要求できるオプショナルユーザファシ

リティである（7.2.1 節および 7.2.2.7 節参照）。ＤＴＥは、ＮＵＩ加入ファシリティ（6.21.1 節参照）ま

たはＮＵＩオーバライドファシリティ（6.21.2 節参照）のどちらかまたは両方に加入している場合にだけ、

本ファシリティを要求できる。ＤＴＥは、ＮＵＩ選択ファシリティを使用することによって、ＮＵＩ加入

ファシリティまたはＮＵＩオーバライドファシリティ（6.21.2 節参照）に関連して使用する網利用者識別

子を指定できる。

選択する網利用者識別子がＮＵＩ加入ファシリティまたはＮＵＩオーバライドファシリティに関連して

合意されている場合、発呼要求（ＣＲ）パケット中で、ＮＵＩ選択ファシリティを要求できる。選択する

網利用者識別子がＮＵＩ加入ファシリティに関連して合意されている場合、着呼受付（ＣＡ）パケット中

でＮＵＩ選択ファシリティを要求できる。

インタフェース契約期間の間にＮＵＩ加入ファシリティが合意されている場合、いくつかの網では、特

定のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で転送するすべての発呼要求（ＣＲ）パケットの中で、または、お

そらくすべての着呼受付（ＣＡ）パケットの中で、ＤＴＥが要求するＮＵＩ選択ファシリティの使用を要

求することがある。

網は、網利用者識別子が不正であるか、または発呼要求（ＣＲ）パケットの中で要求されたオプショナ

ルユーザファシリティがそのＤＴＥでは不許容であると判断した場合は、呼を切断する。
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6.22　課金情報通知

課金情報通知は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間で合意するオプショナルユーザファシリティであるか、

またはＤＴＥが特定のバーチャルコールで要求できるオプショナルユーザファシリティのいずれかである。

特定のバーチャルコールにおいてＤＴＥが課金対象であるＤＴＥである場合、このＤＴＥは、発呼要求

（ＣＲ）パケットまたは着呼受付（ＣＡ）パケットの中で課金情報通知ファシリティ（7.2.1 節および

7.2.2.8.1 節参照）を使用して、バーチャルコール毎に、課金情報通知ファシリティを要求できる。

ＤＴＥがある契約期間の間、課金情報通知ファシリティに加入している場合、ＤＴＥが課金対象である

ＤＴＥであるときはいつでもこのファシリティは有効である。このとき、発呼要求（ＣＲ）パケットまた

は着呼受付（ＣＡ）パケットの中にファシリティ要求を表示して送信する必要はない。

ＤＣＥは、ＤＣＥ切断指示（ＣＩ）パケットまたはＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケットにより、その呼に

対する課金情報や他の情報をＤＴＥに転送する。この情報によってユーザは料金を計算することができる。

6.23　ＲＯＡに関するファシリティ

ＲＯＡに関するオプショナルユーザファシリティは、起呼ＤＴＥに対して、一連の関門局に１つ以上の

ＲＯＡ中継網が存在する場合に、発信国内で呼が経由する１つ以上のＲＯＡ中継網を指定する機能を提供

する。国際呼の場合は、本機能は発信国内の国際ＲＯＡの選択を含む。

6.23.1　ＲＯＡ加入

ＲＯＡ加入は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるバーチャルコールのためのオプショナルユー

ザファシリティである。本ファシリティに加入している場合、一連の関門局に１つ以上のＲＰＯＡ中継網

が存在する場合のすべてのバーチャルコールに適用する（但し、ＲＯＡ加入ファシリティによって優先さ

れない限りにおいて）。ＲＯＡ加入ファシリティは、呼が経由する一連のＲＯＡ中継網を指定する。ＲＯ

Ａ加入ファシリティおよびＲＯＡ選択ファシリティ（6.23.2　節参照）のどちらも使用しない場合、加入

者によるＲＯＡ中継網の指定は無効となる。

6.23.2　ＲＯＡ選択

ＲＯＡ選択は、ＤＴＥがバーチャルコール毎に要求できるオプショナルユーザファシリティである

（7.2.1 節および 7.2.2.9　節参照）。本ファシリティを使用するために、ＲＯＡ加入ファシリティに加入

している必要はない。特定のバーチャルコールに本ファシリティを使用する場合、一連の関門局に複数の

ＲＯＡ中継網が存在する場合において、当該バーチャルコールにのみ適用する。ＲＯＡ選択ファシリティ

は、呼が経由する一連のＲＯＡ中継網を指定する。発呼要求（ＣＲ）パケット中に本ファシリティを表示

する場合、ＲＯＡ加入ファシリティによる一連のＲＯＡ中継網の指定に優先する（6.23.1 参照）。

ＤＴＥが一つのＲＯＡ中継網を選択する場合、ＲＯＡ選択ファシリティの基本フォーマットあるいは拡

張フォーマットのいずれかを使用する。ＤＴＥが複数のＲＯＡ中継網を選択する場合、ＲＯＡ選択ファシ

リティの拡張フォーマットを使用する。発呼要求（ＣＲ）パケット中に両フォーマットが存在する場合、

非許容ファシリティ符号とみなす。
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6.24　代表選択（ハントグループ）

代表選択（ハントグループ）は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシ

リティである。本ファシリティに加入している場合、代表選択（ハントグループ）に割当てたアドレスを

持つ着信呼は、指定するＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース群で分配されて着信する。

着信バーチャルコールに対して、グループ内のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で単方向発論理チャネ

ルを除いてバーチャルコールを確立できる少なくとも１つのレディ状態の論理チャネル（4.1.1 節参照）

がある場合、選択を行う。ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上でそのバーチャルコールに論理チャネルを割

当てた後は、通常の呼と同様に扱う。

個々のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに固有のアドレスを割当てた代表選択（ハントグループ）のアド

レスに対して、バーチャルコールが設定されている場合、起呼ＤＴＥに送出される切断指示（ＣＩ）パ

ケット（着呼受付（ＣＡ）パケットが返送されない時）または接続完了（ＣＣ）パケット中に選択された

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースの被呼アドレスを含む。また、最初に指定した被呼アドレスと異なる理由

を表示する被呼ラインアドレス変更通知ファシリティ（6.26　節参照）をオプションとして含むことがあ

る。

代表選択（ハントグループ）に所属するＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上でＤＴＥは、バーチャルコー

ルを設定することができる。その場合、このバーチャルコールは通常の方法で処理する。特に、リモート

ＤＴＥに送出する着呼（ＣＮ）パケット中の発呼ＤＴＥアドレスは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに固

有アドレスが割当てられていない限り、ハントグループアドレスを使用する。代表選択（ハントグルー

プ）に所属するＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにパーマネントバーチャルサーキットを割当てることがあ

る。これらのパーマネントバーチャルサーキットは代表選択（ハントグループ）の動作には無関係である。

網によっては、バーチャルコールに対して、網加入時のユーザファシリティを代表選択（ハントグルー

プ）中のすべてのＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに共通に適用したり、代表選択（ハントグループ）を構

成するＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース数を制限、および／又は１つの代表選択（ハントグループ）が使用

できる地理的な範囲を制限することがある。

6.25　着信転送とＤＴＥによる着信転送に関するファシリティ

一連の着信転送とＤＴＥによる着信転送に関するオプショナルユーザファシリティは、被呼ＤＴＥ（最

初の被呼ＤＴＥ）への着呼を別のＤＴＥ（転送先ＤＴＥ）に転送したり、ＤＴＥによる着信転送を許容す

る。着信転送ファシリティ（6.25.1　節参照）は、特定の条件下で、最初の被呼ＤＴＥへの着呼をＤＣＥ

が転送することを許容する。このような転送を実行する場合、最初の被呼ＤＴＥに対しては、着呼（Ｃ

Ｎ）パケットは送信しない。ＤＴＥによる着信転送に関するファシリティ（6.25.2　節参照）は、最初の

被呼ＤＴＥに対して、着呼（ＣＮ）パケットを受信した後に、着呼バーチャルコールを転送することを許

容する。ＤＴＥは、着信転送ファシリティとＤＴＥによる着信転送加入ファシリティのいずれかまたは両

方に加入することができる。

注－着信転送は、主にパケット交換私設データ網で、転送先ＤＴＥと起呼ＤＴＥが同じとなるケースで

も妨げないこと。

着信転送またはＤＴＥによる着信転送ファシリティを適用している呼が切断された場合、切断原因は最

後に転送を試みた被呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおいて付与する。

基本サービスでは、着信転送またはＤＴＥによる着信転送を１回に限定する。さらに、網は、着信転送また

はＤＴＥによる着信転送を何回か連続して行うことを許容することがある。全ての場合において、網はループ

状態を回避すること、呼設定フェーズにおいてＤＴＥタイムリミットＴ２１（付属資料の付表Ｃ－２／ＪＴ―

Ｘ２５参照）と整合することを保証する。
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バーチャルコールがＤＣＥまたは被呼ＤＴＥによって転送され、どのＤＴＥからも着呼受付（ＣＡ）パ

ケットが転送されない場合、起呼ＤＴＥに転送する切断指示（ＣＩ）パケットまたは接続完了（ＣＣ）パ

ケットは、転送先ＤＴＥの被呼アドレスおよび被呼アドレスが最初に要求されたアドレスと異なる理由を

表示する被呼ラインアドレス変更通知ファシリィティ（6.26　節参照）を含む。

網によっては、バーチャルコールがＤＣＥまたはＤＴＥによって転送された場合、転送先ＤＴＥに対し

て、着呼（ＣＮ）パケット中で、着信転送またはＤＴＥによる着信転送通知ファシリィティ（6.25.3　節

参照）を使用して、その呼がＤＣＥまたはＤＴＥによって転送されたこと、着信転送の理由またはＤＴＥ

による着信転送の理由、さらに最初の被呼ＤＴＥアドレスを表示することがある。

加えて、網によっては発呼要求（ＣＲ）パケット中で、着信転送通知またはＤＴＥによる着信転送通知

ファシリティを使用して（6.25.3　節参照）、呼が着信転送通知またはＤＴＥによる着信転送されたこと、

着信転送の理由、そしてその最初の被呼ＤＴＥのアドレスを表示することを認めることがある。

転送先ＤＴＥアドレスの符号化における、これ以上の情報は付属資料Ⅳ／Ｘ．２５による。

6.25.1　着信転送

着信転送は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリティである。本

ユーザファシリティに加入している場合、以下の条件において、ＤＣＥは、ＤＴＥへの着呼を転送する。

(1) ＤＴＥが障害中である。

(2) ＤＴＥがビジーである。

網によっては、（１）の場合のみの着信転送を提供することがある。また、網によっては、上記に加え

て、次の（３）の場合にも着信転送を提供することがある。

(3) 網と加入者間の合意による、加入者の事前要求による計画的な着信転送

基本サービスに加えて、網によっては、以下に示す（相互に排他的な）機能のうちの１つを提供するこ

とがある。

(1) 最初の被呼ＤＴＥ（ＤＴＥ　Ｂ) が所属する網は、転送先ＤＴＥ（Ｃ１ ,Ｃ２・・・・）のリス

トを持ち、呼設定が完了するまで、リストの順番に従って、そのリスト上のアドレスに対して着呼

の転送を試みる。

(2) 着信転送は、論理的に連鎖することができる。つまり､ ＤＴＥ　ＣがＤＴＥ　Ｄへの着信転送に

加入している場合、ＤＴＥ　ＢからＤＴＥ　Ｃに転送された着呼は、さらにＤＴＥ　Ｄに転送する

ことができる。また、着信転送とＤＴＥによる着信転送を連鎖することができる。

転送先ＤＣＥと同様に、最初の被呼ＤＣＥにおける呼設定処理の順序は、表１／Ｘ．９６に示される

コールプログレス信号の順序に従う。加入者の事前要求による計画的な着信転送を提供する網では、最初

の被呼ＤＣＥにおける呼設定処理では、計画的な着信転送要求を最優先に処理する。
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6.25.2　ＤＴＥによる着信転送に関するファシリティ

6.25.2.1　ＤＴＥによる着信転送加入

ＤＴＥによる着信転送加入は、当面の間、ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリ

ティである。このファシリティに加入している場合、被呼ＤＴＥは、ＤＴＥによる着信転送選択ファシリ

ティ（6.25.2.2　節参照）を使用することによって、着呼（ＣＮ）パケットにより被呼ＤＴＥに着呼する

呼を転送先ＤＴＥに転送することを要求できる。

ＤＣＥは、被呼ＤＴＥ（最初の被呼ＤＴＥまたは着信転送またはＤＴＥによる着信転送の場合における

転送先ＤＴＥ）への転送または着呼（ＣＮ）パケットの転送からこの最初の被呼ＤＴＥによる着信転送の

要求までの時間を制限するために、網タイマを使用することがある。そのタイマは、加入者との合意によ

り値を決定する。このタイマのタイムアウト後は、最初の被呼ＤＴＥが着呼を転送するためにＤＴＥによ

る着信転送選択ファシリティを使用することは許容されない。最初の被呼ＤＴＥが、この内部タイマのタ

イムアウト後も、着呼を転送を試みる場合、網は呼を切断する。

6.25.2.2　ＤＴＥによる着信転送選択

ＤＴＥによる着信転送選択は、バーチャルコール毎に使用することができるオプショナルユーザファシ

リティである。このファシリティは、ＤＴＥによる着信転送加入ファシリティ（6.25.2.1　節参照）に加

入しているＤＴＥのみ要求できる。

被呼ＤＴＥは、着呼（ＣＮ）パケットに対する直接の応答としてだけ、復旧要求（ＣＱ）パケット中で、

ＤＴＥによる着信転送選択ファシリティ（7.2.1 節および 7.2.2.10 節参照）を使用して、その着呼の転送

先ＤＴＥアドレスを指定できる。ＤＴＥは、ＤＴＥによる着信転送選択ファシリティを復旧要求（ＣＱ）

パケットの中で使用する場合、転送先ＤＴＥに送出すべきＩＴＵ－Ｔで規定するＤＴＥファシリティと

ユーザデータも含めなければならない。復旧要求（ＣＱ）パケット中のＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥ

ファシリティおよびユーザデータは最初の着呼（ＣＮ）パケットの内容に依存しない。このとき、その呼

がファーストセレクトなしで確立された場合、１６オクテットまでのユーザデータを復旧要求（ＣＱ）パ

ケットに含めることができる。その呼がファーストセレクトで確立された場合、１２８オクテットまでの

ユーザデータを復旧要求（ＣＱ）パケットに含めることができる。ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシ

リティを復旧要求（ＣＱ）パケットに含まない場合、転送先ＤＴＥへの着呼（ＣＮ）パケットには何も含

まれない。クリアユーザデータが復旧要求（ＣＱ）パケットに含まれていない場合、転送先ＤＴＥへの着

呼（ＣＮ）パケットには、コールユーザデータは含まれない。バーチャルコールに対する要求がある場合、

網は転送先ＤＴＥにその呼を転送し、被呼ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースの切断に対する応答は、起呼Ｄ

ＴＥに対して送信しない。転送先ＤＴＥに送信する着呼（ＣＮ）パケットに含むＸ．２５ファシリティは、

その呼が起呼ＤＴＥから転送先ＤＴＥへの直接の呼の場合に、着呼（ＣＮ）パケット中に含まれるファシ

リティと同じものである。さらに、網が提供するならば、着信転送またはＤＴＥによる着信転送通知ファ

シリティ（6.25.3　節参照）も含まれることがある。

最初の被呼ＤＴＥまたは転送先ＤＴＥに送信された着呼（ＣＮ）パケットに設定するゼネラルフォー

マット識別子（ＧＦＩ）のビット位置７（4.3.3 節参照）は、発呼要求（ＣＲ）パケット中のそのビット

と同じ値を持つ。

網が基本サービスのみを提供していて、着信転送またはＤＴＥによる着信転送が実行された場合、ＤＴ

Ｅによる着信転送選択ファシリティが使用されている場合、ＤＣＥは付属資料Ｂに示す方法でその呼を切

断する。



ＪＴ－Ｘ２５ - 88 -

6.25.3　着信転送通知またはＤＴＥによる着信転送通知

着信転送通知またはＤＴＥによる着信転送通知は、その呼がＤＣＥまたはＤＴＥによって転送されたこ

と、ＤＣＥまたはＤＴＥによって転送された原因、さらに最初の被呼ＤＴＥアドレスをＤＣＥが転送先Ｄ

ＴＥに通知するために、着呼（ＣＮ）パケット中で使用するユーザファシリティである。

複数のアドレスをＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに適用するときは、呼が起呼ＤＴＥの中で着信転送ま

たはＤＴＥによる着信転送を受けたことを被呼ＤＴＥに通知するために、発呼要求（ＣＲ）パケットの中

では着信転送またはＤＴＥによる着信転送ファシリティを発呼ＤＴＥ（パケット交換私設データ網と想定

される）が使用してもよい。

このファシリティをＤＴＥから受信する場合、このファシリティの中に収められているアドレスがイン

タフェースに適用されたものの内の１つで無い場合はＤＣＥは呼を切断する。

注－前述については、着信転送通知またはＤＴＥによる着信転送通知ファシリティを提供する全ての網

が提供しなくてもよい。

着信転送通知またはＤＴＥによる着信転送通知ファシリティ（7.2.1 節､7.2.2.11 節参照）を使用して表

示する理由は、以下のとおりである。

(1) 最初の被呼ＤＴＥの障害中による着信転送

(2) 最初の被呼ＤＴＥのビジーによる着信転送

(3) 最初の被呼ＤＴＥからの事前要求による計画的な着信転送

(4) 最初の被呼ＤＴＥによる着信転送

(5) 起呼ＤＴＥ（パケット交換私設データ網と想定される）の中の着信転送またはＤＴＥによる着信

転送

網によっては、本標準で記述しない網に依存のケースとして、以下の理由を使用することがある。

(6) 代表選択（ハントグループ）中での呼の分配

6.25.4　網間着信転送およびＤＴＥによる網間着信転送（ＩＣＲＤ）制御ファシリティ

最初の被呼ＤＴＥおよび転送先ＤＴＥが異なるパケット交換公衆データ網（ＰＳＰＤＮ）上にあるとき

は、着信転送またはＤＴＥによる着信転送は網間と考えられる。

起呼ＤＴＥおよび転送先ＤＴＥ間の料金は、起呼ＤＴＥおよび最初の被呼ＤＴＥとのものより高価にな

るために、オプショナルファシリティをＩＣＲＤが１つを除いたＩＣＲＤにおいて行われるのを防ぐため

に定義する。この１つの例外ケースは、起呼ＤＴＥおよび転送先ＤＴＥが同じパケット交換公衆データ網

（ＰＳＰＤＮ）によって提供されているときである。

パケット交換公衆データ網（ＰＳＰＤＮ）がＩＣＲＤを提供するときは、ユーザがＩＣＲＤ防止加入

ファシリティに加入しているか、または呼毎ＩＣＲＤ状態選択ファシリティを使用して、ＩＣＲＤを防止

するべきと表示したとき以外は、ＩＣＲＤを行なう。パケット交換公衆データ網（ＰＳＰＤＮ）がＩＣＲ

Ｄを提供していなければＩＣＲＤはデフォルトにより防止する。

6.25.4.1　ＩＣＲＤ防止加入

ＩＣＲＤ防止加入は当面の間ＤＴＥとＤＣＥ間の合意により認められるオプショナルユーザファシリ

ティである。このファシリティに加入している場合、転送先ＤＴＥが加入ＤＴＥと同じパケット交換公衆

データ網（ＰＳＰＤＮ）によってサービスされている場合を除いて、加入ＤＴＥの発呼に対しＩＣＲＤを

実行するのを防止する。このファシリティはＩＣＲＤ状態選択ファシリティにオーバライドされてもよい

（6.25.4.2　節参照）。
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6.25.4.2　ＩＣＲＤ状態選択

ＩＣＲＤ状態選択はバーチャルコール毎に使用されるオプショナルユーザファシリティである。この

ファシリティは起呼ＤＴＥが要求してもよい。

ＩＣＲＤ状態選択ファシリティはＩＣＲＤが認められるか、または防止されるかを表示するために発呼

要求（ＣＲ）パケット中の起呼ＤＴＥが使用してもよい。起呼ＤＴＥが表示した場合、ＩＣＲＤが認めら

れるか、または防止されるかに関してインタフェースのデフォルト状態にオーバライドする。ＩＣＲＤ状

態ファシリテイがＩＣＲＤ許可を要求したら、ＩＣＲＤはユーザがＩＣＲＤ防止加入ファシリティに加入

している、または加入していないに関わらず、呼に対してパケット交換公衆データ網（ＰＳＰＤＮ）によ

り認められる。さらに、ＩＣＲＤ状態選択ファシリティにてＩＣＲＤが防止されたことを表示したら、Ｉ

ＣＲＤはＩＣＲＤ防止加入ファシリティにユーザが加入していなくても、呼に対してパケット交換公衆

データ網（ＰＳＰＤＮ）により防止される。

このファシリティは、ＩＣＲＤを提供しないパケット交換公衆データ網（ＰＳＰＤＮ）には使用不可で

ある。

6.26　被呼ラインアドレス変更通知

被呼ラインアドレス変更通知は、ＤＣＥが起呼ＤＴＥに対して、パケット中の被呼ＤＴＥアドレスが起

呼ＤＴＥにより転送された発呼要求（ＣＲ）パケット中の被呼ＤＴＥアドレスと異なる理由を通知するた

めに、接続完了（ＣＣ）パケットまたは切断指示（ＣＩ）パケット中で使用するオプショナルユーザファ

シリティである（7.2.1 節および 7.2.2.12 節参照）。

１つのＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上に複数のアドレスが割当てられている場合、被呼ＤＴＥアドレ

スがパケット中に存在し、かつ着呼（ＣＮ）パケット中の被呼ＤＴＥアドレスと異なるとき、被呼ＤＴＥ

は被呼ラインアドレス変更通知ファシリティを復旧要求（ＣＱ）パケット（着呼受付（ＣＡ）パケットが

送出されない場合）あるいは着呼受付（ＣＡ）パケット中に使用することができる。ＤＣＥは、ＤＴＥか

ら本ファシリティを受信したとき、被呼ＤＴＥアドレスが該当インタフェース上に割当てられていない場

合、その呼を切断する。

注－ＤＴＥは、被呼ラインアドレス変更通知ファシリティによる通知なしに被呼ＤＴＥアドレスを変更

した場合、その呼が切断されることに留意すべきである。

起呼ＤＴＥに送出される接続完了（ＣＣ）パケットあるいは切断指示（ＣＩ）パケット中に被呼ライン

アドレス変更通知を使用して表示する理由は、以下のとおりである。

(1) 代表選択（ハントグループ）中での呼分配

(2) 最初の被呼ＤＴＥの障害による着信転送

(3) 最初の被呼ＤＴＥのビジーによる着信転送

(4) 最初のＤＴＥからの事前要求による計画的な着信転送

(5) 被呼ＤＴＥ起動

(6) 最初の被呼ＤＴＥによる着信転送

着呼受付（ＣＡ）パケットまたは復旧要求（ＣＱ）パケット中に、被呼ラインアドレス変更通知ファシ

リティを使用して表示する理由は「被呼ＤＴＥ起動」とすべきである。
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網は、同一の呼に対して複数の理由が適用可能な場合、接続完了（ＣＣ）パケットまたは切断指示（Ｃ

Ｉ）パケットの被呼ラインアドレス変更通知ファシリティで表示する理由を以下の方法に従い決定する。

(1) 着信転送またはＤＴＥによる着信転送に起因する理由は、代表選択（ハントグループ）中での呼

分配または被呼ＤＴＥ起動に起因する理由に優先する。

(2) 被呼ＤＴＥ起動に起因する理由は、代表選択（ハントグループ）中での呼分配に起因する理由に

優先する。

(3) 複数の着信転送あるいはＤＴＥによる着信転送が実行された場合、最初に生じた理由が他の理由

に優先する。

接続完了（ＣＣ）パケットまたは切断指示（ＣＩ）パケット中で表示する着信ＤＴＥアドレスは、最後

に届いたあるいは着信が試みられたＤＴＥのアドレスに一致しなければならない。

6.27　転送遅延選択および表示

転送遅延選択および表示は、ＤＴＥが特定のバーチャルコールに対して要求できるオプショナルユーザ

ファシリティである。本ファシリティにより、バーチャルコール毎に、4.3.8 節に記述するバーチャル

コールに適用可能な転送遅延選択および表示することができる。

ＤＴＥは、バーチャルコールに対して転送遅延を指定する場合、発呼要求（ＣＲ）パケット中で、本

ファシリティを使用して、希望値を表示する（7.2.1 節及び 7.2.2.12 節参照）。

網は、可能である場合、その呼に適応可能な転送遅延が希望する転送遅延を越えないように、リソース

を割当て、バーチャルコールのルーチングを行う。

被呼ＤＴＥに送出される着呼（ＣＮ）パケットおよび起呼ＤＴＥに送出される接続完了（ＣＣ）パケッ

トには、バーチャルコールに適用可能な転送遅延の表示を含む。この転送遅延は発呼要求（ＣＲ）パケッ

ト中で要求される希望する転送遅延値より小さくても、等しくても、あるいは大きくてもよい。

注－このオプショナルユーザファシリティは、まだ全ての網で提供されていない期間においては、中継

網あるいは着信網がこのファシリティを提供してしていない場合、被呼ＤＴＥに転送される着呼

（ＣＮ）パケットに転送遅延表示は提供されない。

6.28　ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入

注－ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティの提供は、勧告Ｘ．２において継続検討課題となってい

る。

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入は、当面の間、バーチャルコールに適用するオプショナルユーザファシリ

ティである。

ＤＣＥは、このファシリティに加入している場合、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォ－マットを、ＤＴＥへ

転送する呼設定および解放パケットに使用してもよい（5.2.1 節参照）。

ＤＣＥが、本ファシリティに加入していないＤＴＥに対して、着呼（ＣＮ）パケットを転送する必要が

生じ、そのとき、起呼ＤＴＥアドレスを非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットのアドレスブロックに挿

入できない場合、ＤＣＥは、起呼ＤＴＥアドレスを着呼（ＣＮ）パケットに挿入しない。

注－上述の場合において、起呼ＤＴＥアドレスを付加しないよりもＤＣＥが切断原因「相手プロトコル

不一致」および特定の診断符号で切断指示を行うようにＤＴＥが通知するオプションの加入時ファ

シリティを電気通信事業者によっては提供することがある。
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6.29　オルタナティブアドレスに関するファシリティ

オルタナティブアドレスに関するファシリティにより、起呼ＤＴＥはオルタナティブアドレスを使用し

被呼ＤＴＥを識別してバーチャルコールを確立できる。オルタナティブアドレスは勧告Ｘ．１２１および

Ｘ．３０１で定義されるフォーマットに従わないアドレスとして定義される。詳細には以下のオルタナ

ティブアドレスを提供することがある。

－勧告Ｔ．５０のキャラクタで符号化されたアドレス

－勧告Ｘ．２１３およびＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８によるＯＳＩ－ＮＳＡＰアドレス

－ＩＳＯ／ＩＥＣ８８０２によるＬＡＮ－ＭＡＣアドレス

－ＲＦＣ１１６６によるインタネットアドレス

オルタナティブアドレスを持つ発呼要求（ＣＲ）パケットを受信した場合、ＤＣＥは呼のルーチングの

基礎として、オルタナティブアドレスを勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１で定義されるフォーマットに翻

訳する。アドレスの翻訳は加入時に決定される方式に依存する。ひとつのオルタナティブアドレスは、た

とえば時間などのようなパラメータに依存して複数のＸ．１２１アドレスへ対応することがある。ひとつ

のＸ．１２１アドレスは、複数のオルタナティブアドレスにより対応することがある。

バーチャルコールを確立する場合、オルタナティブアドレスは発呼要求（ＣＲ）パケット中にのみ設定

可能である。他のすべてのパケットにおけるアドレス使用は、発呼要求（ＣＲ）パケット中でオルタナ

ティブアドレスを使用することにより変化しない。オルタナティブアドレスが発呼要求（ＣＲ）パケット

中で使用された場合、着呼（ＣＮ）および着呼受付（ＣＡ）パケットの被呼ＤＴＥアドレスは勧告Ｘ．１

２１およびＸ．３０１に規定されるフォーマットに従う。しかし、接続完了（ＣＣ）パケットの被呼ＤＴ

Ｅアドレスが勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１に規定されるフォーマットに従うか省略とするかについて

は、網オプションである。

6.29.1　オルタナティブアドレス登録関連ファシリティ

オルタナティブアドレス登録関連ファシリティにより、これに加入している場合、ユーザはオルタナ

ティブアドレスの登録ができる。オルタナティブアドレスの登録には２つのファシリティがある。加入し

ているファシリティによりオルタナティブアドレスは、グローバルな意味を持つかインタフェース特定か

のどちらかである。

6.29.1.1　グローバルオルタナティブアドレス登録

グローバルアドレス登録は、当面の間ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショナルユーザファシリティ

である。いかなるＤＴＥ（特定の網の内部でも外部でも）でも、電気通信事業者との間にオルタナティブ

アドレス翻訳を登録できる。このようなすべてのオルタナティブアドレスは登録する網内で唯一性を必要

とされ、従って全網（グローバル）な意味を持つ。

注－グローバルな翻訳はどの起呼ＤＴＥにも有利な登録であると推察する。この場合、オルタナティブ

アドレスの翻訳は起呼ＤＴＥの影響を受けない。特定の網の起呼ＤＴＥにＸ．１２１番号よりはオ

ルタナティブアドレスの使用を期待する機関は、特定の電気通信事業者との間にこのようなオルタ

ナティブアドレスの登録を必要とする。
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6.29.1.2　インタフェース特定オルタナティブアドレス登録

インタフェース特定オルタナティブアドレス登録は、当面の間ＤＴＥとＤＣＥ間の合意によるオプショ

ナルユーザファシリティである。加入している場合、呼設定をする際のＤＴＥによる使用のためのＤＴＥ／Ｄ

ＣＥインタフェースに特定のものとしてオルタナティブアドレス翻訳を登録できる。このような場合、イ

ンタフェース特定オルタナティブアドレスの翻訳方式は登録時に与えられる。オルタナティブアドレス使

用加入ファシリティ（6.29.2 節参照）も、加入していなければならない。インタフェース特定オルタナ

ティブアドレスがグローバルオルタナティブアドレスと同一の場合、インタフェース特定オルタナティブ

アドレスを優先し、翻訳は特定のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに定義された方式による。

6.29.2　オルタナティブアドレス使用加入

オルタナティブアドレス使用加入はオプショナルユーザファシリティであり、ＤＴＥが加入した場合、

ＤＴＥに発呼要求（ＣＲ）パケット中のオルタナティブアドレスの使用を許容する。オルタナティブアド

レス使用の決定は呼毎に行われる。

網は 6.29 節に記述するフォーマットの全部あるいは一部を提供することがある。提供されるフォーマッ

トは加入しているＤＴＥに公表される。どのフォーマットを提供するかによりオルタナティブアドレスを

発呼要求（ＣＲ）パケット中にのせる場合の設定方法が決定する（6.29.3.1 節および 6.29.3.2 節参照）。

２つの網オプションがＤＴＥによる使用のために許容される。ひとつめのオプションは、ＤＴＥにいず

れかのオルタナティブアドレスフォーマットをのせるためにアドレスブロックを使用することを可能とす

る（6.29.3.1 節参照）。ふたつめのオプションは、ＤＴＥにオルタナティブアドレスとしてＯＳＩ－ＮＳ

ＡＰアドレス（すなわち、勧告Ｘ．２１３およびＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８に従うアドレス）をのせるため

に被呼アドレス拡張ファシリティ（付属資料Ｆ参照）を使用することを許可する（6.29.3.2 節参照）。こ

れらオプションの片方もしくは両方を電気通信事業者は提供できる。

6.29.3　オルタナティブアドレス選択

オルタナティブアドレス使用加入ファシリティ（6.29.2 節参照）に加入している場合、ＤＴＥは発呼要

求（ＣＲ）パケット中のオルタナティブアドレスを使用することにより被呼ＤＴＥを識別できる。このよ

うな場合、網はオルタナティブアドレスの分析を実行し呼のルーチングの基礎として勧告Ｘ．１２１およ

びＸ．３０１に記述されたフォーマットに従うアドレスを抽出する。

6.29.3.1　オルタナティブアドレスのためのアドレスブロックの使用

オルタナティブアドレス使用加入ファシリティ（6.29.2 節参照）のひとつめのオプションがＤＴＥ／Ｄ

ＣＥインタフェースに適用される場合、オルタナティブアドレスはＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマット

の使用により発呼要求（ＣＲ）パケットの被呼アドレスフィールドで伝達される。

オルタナティブアドレスが発呼要求（ＣＲ）パケットの被呼ＤＴＥアドレスフィールドにより伝達され

る場合のＴＯＡおよびＮＰＩサブフィールドの符号化は、表５－３／ＪＴ－Ｘ２５および表５－５／ＪＴ－Ｘ

２５にて与えられる。

6.29.3.2　オルタナティブアドレスのための被呼アドレス拡張ファシリティの使用

オルタナティブアドレス使用加入ファシリティ（6.29.2 節参照）のふたつめのオプションがＤＴＥ／Ｄ

ＣＥインタフェースに適用される場合、オルタナティブアドレスは発呼要求（ＣＲ）パケットの被呼アド

レス拡張ファシリティ（付属資料Ｆ参照）により伝達される。

被呼アドレス拡張ファシリティがオルタナティブアドレスの伝達に使用されることは、発呼要求（Ｃ

Ｒ）パケットのアドレスブロック中の被呼ＤＴＥアドレス長フィールドが「０」に設定されていることに

より示される。
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注－被呼アドレス拡張ファシリティを使用するための提示手段は前述のとおりである。しかし、ある網

は被呼ＤＴＥアドレス長フィールドを「０」に設定することなくオルタナティブアドレスの伝達に

被呼アドレス拡張ファシリティの使用を認めることがある。この場合、翻訳は各発呼要求（ＣＲ）

パケット毎に適用する。

被呼アドレス拡張ファシリティにより伝達されるＯＳＩ－ＮＳＡＰアドレスは、関連する２つのパケッ

ト形態端末の間で変化なく通過する。

注－網が被呼アドレス拡張ファシリティで伝達されたＯＳＩ－ＮＳＡＰアドレスの分析と翻訳を提供し

ないような場合、ＮＳＡＰアドレスはオルタナティブアドレスとして使用され、表５－３／ＪＴ－

Ｘ２５および表５－５／ＪＴ－Ｘ２５に規定される符号法（6.29.3.1 節も参照）により発呼要求

（ＣＲ）パケットの被呼ＤＴＥアドレスフィールドで伝達できる。しかし、このフォーマットが使

用され、被呼ＯＳＩ－ＮＳＡＰアドレスを被呼ＤＴＥもまた必要とするような場合には、被呼ＯＳ

Ｉ－ＮＳＡＰアドレスは、起呼ＤＴＥにより被呼アドレス拡張ファシリティ中にも含まれるべきで

ある。

７．ファシリティフィールドと登録フィールドのフォーマット

7.1　概論

ＤＴＥがオプショナルユーザファシリティの要求を、発呼要求（ＣＲ）パケット、着呼（ＣＮ）パケッ

ト、着呼受付（ＣＡ）パケット、接続完了（ＣＣ）パケット、復旧要求（ＣＱ）パケット、切断指示（Ｃ

Ｉ）パケットまたはＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケット中に表示する場合にのみ、ファシリティフィールド

は存在する。

ＤＴＥがＤＣＥにオプショナルユーザファシリティの登録または取消を要求する場合のみの登録パケッ

ト中に、または、ＤＣＥが利用可能なオプショナルユーザファシリティまたは現在有効なオプショナル

ユーザファシリティを表示する場合のみの登録確認（ＧＦ）パケット中に、登録フィールドは存在する。

ファシリティフィールド／登録フィールドには、１つ以上のファシリティ要素／登録要素を含む。それ

ぞれのファシリティ要素／登録要素の第１オクテットにはファシリティの要求／ネゴシエーションを表示

するためのファシリティ符号／登録符号フィールドを含む。

１個、２個、３個または可変数のオクテットからなるファシリティ／登録パラメータフィールドを指定

するために、ファシリティ符号／登録符号は、ファシリティ符号／登録符号フィールドのビット位置８お

よび７を使用して、４つのクラスに分類する。ファシリティ符号フィールド／登録符号フィ－ルドでの全

クラスの符号化は、表７－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

クラスＤでは、ファシリティ符号／登録符号フィールドの次のオクテットは、ファシリティパラメータ

フィールド長／登録パラメータフィールド長をオクテット数で表示する。ファシリティパラメータフィー

ルド長／登録パラメータフィールド長は、２進化符号で符号化し、ビット位置１がその表示の下位ビット

である。

４つのクラスのフォーマットは、図７－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

ファシリティ符号フィールド／登録符号フィールドは、２進化符号フィールドであり、拡張しない場合、

クラスＡ、ＢおよびＣでは、それぞれ最大６４個まで、クラスＤでは、６３個までのファシリティ符号／

登録符号が表現でき、全部で２５５種類のファシリティ符号／登録符号を表現できる。
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ファシリティ符号／登録符号「１１１１１１１１」は、ファシリティ符号／登録符号の拡張のために確

保する。このオクテットの次のオクテットは、上記のフォ－マットＡ、Ｂ、ＣまたはＤの拡張ファシリ

ティ符号／登録符号を表示する。ファシリティ符号／登録符号「１１１１１１１１」を繰返すことにより、

さらに追加拡張ができる。

ファシリティパラメータフィールド／登録パラメータフィールド中の符号化は、要求／ネゴシエーショ

ンされるファシリティに依存する。

ファシリティ符号／登録符号は、特定ファシリティに割当てることができ、各ファシリティ符号／登録

符号は、パラメータフィールド中にファシリティ要求のあり／なしを示すためのビットを設ける。この場

合、パラメータフィールドは２進化符号フィールドであり、それぞれのビット位置が特定のファシリティ

に対応する。「０」はそのビット位置に対応するファシリティが要求されていないことを示し、「１」は

そのビット位置に対応するファシリティが要求されていることを表示する。特定のファシリティに割当て

られていないパラメ－タフィールドのビット位置は「０」に設定する。バーチャルコールでのオンライン

ファシリティ登録において、このファシリティ符号／登録符号で表現するファシリティを要求しない場合、

ファシリティ符号／登録符号およびそれに対応するパラメータフィールドは使用しない。

７章に規定するファシリティ符号／登録符号に加えて、以下の符号が使用されることがある。

－ある網で提供する非Ｘ．２５ファシリティ（呼設定、解放および登録パケット）

－本標準の付属資料に記述する。ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリティ（呼設定、復旧要求（Ｃ

Ｑ）および切断指示（ＣＩ）パケット）

２オクテットから構成するファシリティマーカ／登録マーカは、上記で定義するカテゴリーと６章およ

び７章に定義するＸ．２５ファシリティとを区別すること、および同時に存在する幾つかのファシリティ

カテゴリーがあるとき、それぞれのファシリティカテゴリーを区別するために使用する。

ファシリティマーカの第１オクテットは、ファシリティ符号／登録符号フィールドであり、「０」に設

定する。第２オクテットは、ファシリティパラメータフィールド／登録パラメータフィールドである。

ファシリティマーカのファシリティパラメータフィールド／登録パラメータフィールドは、ファシリ

ティマーカより先に以下のファシリティ要求があった場合、「００００００００」に設定する。

－ロ－カル網に固有の登録符号（登録パケット）

－網内呼の場合、網が提供する非Ｘ．２５ファシリティ（呼設定および解放パケット）

－網間呼の場合、起呼ＤＴＥが接続する網が提供する非Ｘ．２５ファシリティ（呼設定および解放パ

ケット）

ファシリティマーカのファシリティパラメータフィールドは、網間呼の場合、被呼ＤＴＥが接続する網

が提供する非Ｘ．２５ファシリティの要求がマーカより先にある場合、「１１１１１１１１」に設定する。

（呼設定パケット）

ファシリティマーカのファシリティパラメータフィールドは、ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリ

ティの要求がマーカより先にある場合、「００００１１１１」に設定する。

すべての網は、ファシリティパラメータフィールドを「１１１１１１１１」または「００００１１１

１」に設定するファシリティマーカを提供する。

ＤＴＥは、網内呼の場合、ファシリティパラメータフィールドを「１１１１１１１１」に設定するファ

シリティマーカを使用すべきでない。ＤＴＥは、網内呼の場合、そのようなマーカを使用するとき、ＤＣ

Ｅは、呼を切断せず、ファシリティ要求に一致するファシリティマーカをリモートＤＴＥに送出すること

がある。

Ｘ．２５ファシリティおよび他のファシリティカテゴリーに対応するファシリティ符号／登録符号が同

時に存在することができる。このとき、Ｘ．２５ファシリティの要求は他の要求より先に行い、ＩＴＵ－

Ｔで規定されたＤＴＥファシリティの要求は他ファシリティの要求の最後に設定する。
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ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリティの符号化は、付属資料Ｆの記述に従う。しかし、ＤＣＥは

それに従って検証する必要はない。網がそれに従って検証しエラーを発見した場合には、原因「不正ファ

シリティ要求」を表示して呼を切断することがある。ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリティは、２

つのパケットモード端末間の公衆データ網により変更されずに転送する。

7.2　呼設定パケットと切断パケットのファシリティフィールドの符号化

ファシリティ符号フィールドの符号化およびファシリティパラメータフィールドのフォーマットは、そ

れぞれの呼設定パケットおよび切断パケット中で同一である。

7.2.1　ファシリティ符号フィールドの符号化

各オプショナルユーザファシリティに対応するファシリティ符号フィールドの符号化およびそれらを使

用するパケットの種類は、表７－２／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

注－本標準の今後の改版において、新しいファシリティ符号（7 章参照）をこれらの受信からＤＴＥを

保護するための加入時ファシリティの対応なしに採用することがある。しかし、もし新しい呼毎

ファシリティが反対にＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上の動作に影響を及ぼすとすれば、このよう

な加入時ファシリティを採用するだろう。このため、すべてのＤＴＥは呼を切断するよりむしろ認

識できないいかなるファシリティ符号を廃棄する。

7.2.2　ファシリティパラメータフィールドの符号化

7.2.2.1　フロー制御パラメータネゴシエーションファシリティ

7.2.2.1.1　パケットサイズ

被呼ＤＴＥからの転送方向に対するパケットサイズは、ファシリティパラメータフィールドの第１オク

テットのビット位置４、３、２および１に表示する。起呼ＤＴＥからの転送方向に対するパケットサイズ

は、ファシリティパラメータフィールドの第２オクテットのビット位置４、３、２および１に表示する。

両オクテットのビット位置８，７，６および５は「０」に設定する。

各パケットサイズを表示する４つのビットは２進化符号で符号化し、最大パケットサイズのオクテット

数を底２の対数で表現する。

網は、１６、３２、６４、１２８、２５６、５１２、１０２４、２０４８、４０９６のパケットサイズ

に対応して４から１２までの値、または連続するこの一部の値を提供することがある。全ての電気通信事

業者は、パケットサイズ１２８を提供する。

7.2.2.1.2　ウィンドウサイズ

被呼ＤＴＥからの転送方向に対するウィンドウサイズは、ファシリティパラメータフィールドの第１オ

クテットのビット位置７から１に表示する。起呼ＤＴＥからの転送方向に対するウィンドウサイズは、

ファシリティパラメータフィールドの第２オクテットのビット位置７から１に表示する。各オクテットの

ビット位置８は「０」に設定する。

各ウィンドウサイズを表示するビットは２進化符号で符号化し、ウィンドウの大きさを表現する。ウィ

ンドウサイズ値「０」は非許容である。
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８から１２７までのウィンドウサイズは、拡張パケットシーケンス番号付与を使用する場合にのみ有効

である（6.2 節参照）。通常のシーケンス番号付与および拡張シーケンス番号付与における呼に対して、

網が許容するウィンドウサイズの範囲は網に依存する。全ての電気通信事業者は、ウィンドウサイズ２を

提供する。

7.2.2.2　スループットクラスネゴシエーションファシリティ

7.2.2.2.1　基本スループットクラスネゴシエーションファシリティ

被呼ＤＴＥからのデータ転送方向に対するスループットクラスは、ビット位置８、７、６および５に表

示する。起呼ＤＴＥからのデータ転送方向に対するスループットクラスは、ビット位置４、３、２および

１に表示する。

各スループットクラスを表示する４ビットは２進化符号で符号化し、表７―３／ＪＴ―Ｘ２５に示すス

ループットクラスに対応する。

7.2.2.2.2　拡張スループットクラスネゴシエーションファシリティ

起呼ＤＴＥからのデータ転送方向に対するスループットクラスは、ファシリティパラメータフィールド

の第１オクテットのビット位置６から１に表示する。被呼ＤＴＥからのデータ転送方向に対するスルー

プットクラスは、第２オクテットのビット位置６から１に表示する。各オクテットのビット位置８および

７は「０」に設定し、今後の割当てのための確保とする。

各スループットクラスを表示するビット列は２進化符号で符号化し、表７－４／ＪＴ－Ｘ２５に示すス

ループットクラスに対応する。

注－基本スループットクラスネゴシエーションおよび拡張スループットクラスネゴシエーションの両

ファシリティは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で決して同時には使用しない。

7.2.2.3　閉域ユーザグループ選択ファシリティ

7.2.2.3.1　基本フォーマット

バーチャルコールの閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に対するインデックスは２桁の１０進数で表現する。

各桁は２進化１０進符号でセミオクテット単位に符号化し、ビット位置５は第１桁の下位ビットであり、

ビット位置１は第２桁の下位ビットである。

同一閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）であっても、異なったＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上では、イン

デックスが異なる場合がある。

7.2.2.3.2　拡張フォーマット

バーチャルコールの閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に対するインデックスは４桁の１０進数で表現する。

各桁は２進化１０進符号でセミオクテット単位に符号化し、第１オクテットのビット位置５は第１桁の下

位ビット、第１オクテットのビット位置１は第２桁の下位ビット、第２オクテットのビット位置５は第３

桁の下位ビット、第２オクテットのビット位置１は第４桁の下位ビットである。

同一閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）であっても、異なったＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上では、イン

デックスが異なることができる。
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7.2.2.4　出接可閉域ユーザグループ選択ファシリティ

7.2.2.4.1　基本フォーマット

バーチャルコールの閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に対するインデックスは２桁の１０進数で表現する。

各桁は２進化１０進符号でセミオクテット単位に符号化し、ビット位置５が第１桁の下位ビットであり、

ビット位置１が第２桁の下位ビットである。

同一閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）であっても、異なったＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上では、イン

デックスが異なることがある。

7.2.2.4.2　拡張フォーマット

バーチャルコールの閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に対するインデックスは４桁の１０進数で表現する。

各桁は２進化１０進符号でセミオクテット単位に符号化し、第１オクテットのビット位置５が第１桁の下

位ビット、第１オクテットのビット位置１が第２桁の下位ビット、第２オクテットのビット位置５が第３

桁の下位ビットおよび第２オクテットのビット位置１が第４桁の下位ビットである。

同一閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）であっても、異なったＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上では、イン

デックスが異なることがある。

7.2.2.5　相互形閉域ユーザグループ選択ファシリティ

バーチャルコールの相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）に対するインデックスは４桁の１０進数で

表現する。各桁は２進化１０進符号でセミオクテット単位に符号化し、第１オクテットのビット位置５が

第１桁の下位ビット、第１オクテットのビット位置１が第２桁の下位ビット、第２オクテットのビット位

置５が第３桁の下位ビットおよび第２オクテットのビット位置１が第４桁の下位ビットである。

同一の相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）であっても、異なったＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上

では、インデックスが異なることがある。

7.2.2.6　着信課金、ファーストセレクトおよびＩＣＲＤ状態選択ファシリティ

ファシリティパラメータフィールドの符号化は次のとおりである。

ビット位置１＝０：　着信課金の要求なし

ビット位置１＝１：　着信課金の要求あり

ビット位置５＝０かつビット位置６＝０：　ＩＣＲＤ状態非選択（すなわち、もしＩＣＲＤ防止加入

ファシリティに加入していなければ、ＩＣＲＤを許容す

る）

ビット位置５＝０かつビット位置６＝１：　ＩＣＲＤ防止の要求あり

ビット位置５＝１かつビット位置６＝０：　ＩＣＲＤ許容の要求あり

ビット位置５＝１かつビット位置６＝１：　符号化非許容

ビット位置８＝０かつビット位置７＝０または１：　ファーストセレクトの要求なし

ビット位置８＝１かつビット位置７＝０：　ファーストセレクトの要求あり、かつ応答に関する制限

なし

ビット位置８＝１かつビット位置７＝１：　ファーストセレクトの要求あり、かつ応答に関する制限

あり

注―ビット位置４、３および２は、将来のその他のファシリティに使用するため確保とし、「０」に設

定する。
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7.2.2.7　ＮＵＩ選択ファシリティ

ファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ファシリティパラメータフィールド長をオクテット

数で表示する。次オクテット以降に、電気通信事業者の規定したフォーマットで、網利用者識別子を設定

する。網利用者識別子の可能なフォーマットを付録Ⅵに記述する。

7.2.2.8　課金情報通知ファシリティ

7.2.2.8.1　要求サービスに対するパラメータフィールド

ファシリティパラメータフィールドの符号化は次のとおりである。

ビット位置１＝０：　課金情報通知の要求なし

ビット位置１＝１：　課金情報通知の要求あり

注－ビット位置８、７、６、５、４、３および２は、将来のその他のファシリティに使用するため確保

し、「０」に設定する。

7.2.2.8.2　課金単位を表示するパラメータフィールド

ファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ファシリティパラメータフィールド長をオクテット

数で表示する。パラメータフィールドには課金を表示する。

7.2.2.8.3　セグメント数を表示するパラメータフィールド

ファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ファシリティパラメータフィールド長をオクテット

数で表示する。網が管理する料金適用時間帯の数の８倍の値をとる。

各料金適用時間帯に対して、ファシリティパラメータのはじめの４オクテットにはＤＴＥが送信するセ

グメント数、次の４オクテットにはＤＴＥから受信するセグメント数を表示する。

各料金適用時間帯に対して、フィシリティパラメータの第１オクテットには日数、第２オクテットには

時間数、第３オクテットには分数、第４オクテットには秒数を表示する。

各桁は２進化１０進符号でセミオクテット単位に符号化し、各セミオクテットのビット位置１または

ビット位置５が各桁の下位ビットである。各オクテットのビット位置４から１が最低桁である。

注－料金適用時間帯とそのパラメータフィールド中の位置との関係は、各電気通信事業者により示され

る。

7.2.2.8.4　呼接続時間を表示するパラメータフィールド

ファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ファシリティパラメータフィールド長をオクテット

数で表示する。網が管理する料金適用時間帯の数の４倍の値をとる。

各料金適用時間帯に対して、ファシリティパラメータの第１オクテットには日数、第２オクテットには

時間数、第３オクテットには分数、第４オクテットには秒数を表示する。各桁は２進化１０進符号でセミ

オクテット単位に符号化し、各セミオクテットのビット位置１またはビット位置５が各桁の下位ビットで

ある。各オクテットのビット位置４から１が最低桁である。

注－料金適用時間帯とそのパラメータフィールド中の位置との関係は、各電気通信事業者により示され

る。
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7.2.2.9　ＲＯＡ選択ファシリティ

7.2.2.9.1　基本フォーマット

本パラメータフィールドは、要求された最初のＲＯＡ中継網のデータ網識別符号を含み、４桁の１０進

数で表示する。

各桁は２進化１０進符号でセミオクテット単位に符号化し、第１オクテットのビット位置５が第１桁の

下位ビット、第１オクテットのビット位置１が第２桁の下位ビット、第２オクテットのビット位置５が第

３桁の下位ビットおよび第２オクテットのビット位置１が第４桁の下位ビットである。

7.2.2.9.2　拡張フォーマット

ファシリティ符号フィールドの次のオクテットには、ファシリティパラメータフィールド長をオクテッ

ト数で表示し、ｎ×２の値をもつ。ここで、ｎは選択されたＲＯＡ中継網の数である。

各ＲＯＡ中継網は、データ網識別符号（ＤＮＩＣ）によって、４桁の１０進数で表現する。各桁は２進

化１０進符号でセミオクテット単位に符号化し、第１オクテットのビット位置５が第１桁の下位ビット、

第１オクテットのビット位置１が第２桁の下位ビット、第２オクテットのビット位置５が第３桁の下位

ビットおよび第２オクテットのビット位置１が第４桁の下位ビットである。

ＲＯＡ中継網は、起呼ＤＴＥが経由を希望するＲＯＡ中継網の順序でファシリティパラメータフィール

ド中に表現する。

7.2.2.10　ＤＴＥによる着信転送選択ファシリティ

ファシリティ符号の次のオクテットは、ファシリティパラメータフィールド長をオクテット数で表示し、

ｎ＋２の値をもつ。ここで、ｎは着呼が転送されたＤＴＥ（転送先ＤＴＥ）の着アドレスを保持するため

に必要なオクテット数である。

ファシリティパラメータフィールドの第一オクテットにはＤＴＥによる着信転送の理由を表示する。

このオクテットの符号化は、以下のとおりである。

ビット位置　８　７　６　５　４　３　２　１

１　１　Ｘ　Ｘ　Ｘ　Ｘ　Ｘ　Ｘ

注－各Ｘは被呼ＤＴＥが「０」または「１」に独立に設定する。呼が転送された理由をその呼の転送先

ＤＴＥにトランスペアレントに渡る。ＤＣＥは、ビット位置８および７が被呼ＤＴＥにより「１」

に設定されていない場合、この値に強制的に設定する。

第２オクテットは、転送先ＤＴＥアドレス長をセミオクテット数で表示する。このアドレス長表示は２

進化符号化で符号化し、ビット位置１が下位ビットである。この値はＡビットが「０」に設定されている

ときは、１５桁までに制限し、Ａビットが「１」に設定されているときは、１７桁までに制限する（5.2.1

節参照）。

それに続くオクテットは、アドレスブロック内の被呼ＤＴＥアドレスフィールドの符号化に一致した符

号化を用いた転送先ＤＴＥアドレスを含む（5.2.1 節参照）。転送先ＤＴＥアドレスのセミオクテット数

が奇数の場合、フィールドをオクテットの整数倍にするために最終のセミオクテットの後に、ビット位置

４、３、２および１を「０」に設定したセミオクテットを追加する。
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7.2.2.11　着信転送通知またはＤＴＥによる着信転送通知ファシリティ

ファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ファシリティパラメータフィールド長をオクテット

数で表示し、ｎ＋２の値をもつ。ここで、ｎは最初の被呼ＤＴＥアドレスを保持するために必要なオク

テット数である。ファシリティパラメータフィールドの最初のオクテットはＤＴＥによる着信転送の理由

を表示する。

このオクテットの符号化は、表７－５／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

第２オクテットには最初の被呼ＤＴＥアドレス長をセミオクテット数で表示する。このアドレス長表示

は、２進化符号で符号化し、ビット位置１が下位ビットである。この値はＡビットが「０」に設定されて

いるときは、１５桁までに制限し、Ａビットが「１」に設定されているときは、１７桁までに制限する

（5.2.1 節参照）。

それに続くオクテットは、最初のオリジナル被呼ＤＴＥアドレスを含む。起呼ＤＴＥと転送先ＤＴＥの

どちらもＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティが表示されている場合（付録Ⅳ参照）、あるいは、ど

ちらも本ファシリティを表示されていない場合は、最初の被呼ＤＴＥアドレスは、発呼要求（ＣＲ）パ

ケット中の被呼ＤＴＥアドレスと同様に符号化する。これらの条件が満たされていない場合には、網は一

方のアドレスフォーマットから他のアドレスフォーマットへと変換する（5.2.1 節参照）。最初に追加さ

れたＤＴＥアドレスのセミオクテット数が奇数の場合、フィールドをオクテットの整数倍にするために最

終セミオクテットの後に、ビット位置４、３、２および１を「０」に設定したセミオクテットを追加する。

7.2.2.12　被呼ラインアドレス変更通知ファシリティ

被呼ラインアドレス変更通知のためのファシリティパラメータフィールドの符号化は、表７－６／ＪＴ－Ｘ

２５に示す。

7.2.2.13　転送遅延選択／表示ファシリティ

本パラメータは２オクテットからなる。転送遅延は、ミリ秒単位に２進化符号で表示する。第１オク

テットのビット位置８が上位ビット、第２オクテットのビット位置１が下位ビットである。表示可能な転

送遅延は、「０」から「６５５３４」（下位ビットを除く全てのビットが「１」）である。

注－本ユーザファシリティが全ての網で提供されるまでのしばらくの期間、バーチャルコールに関連す

る中継網あるいは着側の網のどちらかが、本ファシリティを提供していない場合は、起呼ＤＴＥに

転送される接続完了（ＣＣ）パケット中に表示する転送遅延は、「６５５３５」（全ビット

「１」）の値とする。この値により、起呼ＤＴＥは、現在転送遅延が起呼ＤＴＥに対して転送でき

ないことを判断する。
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7.3　登録パケットの登録フィールドの符号化

登録符号フィールドの符号化と登録パラメータフィールドのフォーマットは、登録要求（ＧＱ）パケッ

トおよび登録確認（ＧＦ）パケットで同一である。

7.3.1　登録符号フィールドの符号化

登録符号フィールドの符号化およびそれを使用するパケットの種類は表７－７／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

登録要求（ＧＱ）パケット中に登録符号が存在しない場合は、ＤＴＥが関連するファシリティに対する

以前の合意内容の変更を希望していないことを意味する。

登録確認（ＧＦ）パケット中に登録符号が存在しない場合は、ＤＣＥが関連するファシリティを未登録

またはＤＣＥがオンラインファシリティ登録ファシリティによるネゴシエーションを許容していないこと

を意味する。

ＤＴＥおよびＤＣＥは、未提供または未知の登録符号をもつ登録要素を廃棄する。

7.3.2　登録パラメータフィールド

7.3.2.1　バーチャルコールに使用する全ての論理チャネルがＰ１状態にあるときにのみネゴシエーション

可能なファシリティ

登録パラメータフィールド中以下に示す各ビットは、１つのファシリティに対応し、バーチャルコール

に使用する全ての論理チャネルがＰ１状態にあるときのみネゴシエーションが可能であり、その値を表示

するために１ビットを必要とする（付属資料Ｅ参照）。各ビットとファシリティの関係は表７－８／ＪＴ

－Ｘ２５に示す。

ＤＣＥは、登録要求（ＧＱ）パケット中の上記ビットが「１」または「０」に設定されている場合、Ｄ

ＴＥからの対応するファシリティの起動要求または取消し要求であるとみなす。

ＤＣＥは、登録確認（ＧＦ）パケット中での上記ビットを「１」または「０」に設定することにより、

対応するファシリティの起動または取消しを示す。

7.3.2.2　常時ネゴシエーション可能なファシリティ

登録パラメータフィールドの中の以下に示す各ビットは、常時ネゴシエーション可能なファシリティの

１つに対応する（付属資料Ｅ参照）。各ビットとファシリティの関係は表７－９／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

ＤＣＥは、登録要求（ＧＱ）パケット中の上記ビットが「１」または「０」に設定されている場合、Ｄ

ＴＥからの、対応するファシリティの起動要求または取消し要求であるとみなす。

ＤＣＥは、登録確認（ＧＦ）パケット中で上記ビットを「１」または「０」に設定することにより、対

応するファシリティの起動または取消しを示す。

7.3.2.3　ファシリティの使用可否

登録パラメータフィールド中の以下に示す各ビットは、ファシリティの１つに対応し、その使用の可否

をＤＴＥへ通知する。各ビットと対応するファシリティの関係は表７－１０／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

ＤＣＥは、登録確認（ＧＦ）パケット中で上記ビットを「１」または「０」に設定することにより、こ

れに対応するファシリティをＤＴＥが使用可能または使用不可能、あるいはＤＴＥがネゴシエーション可

能または不可能であることを示す。
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7.3.2.4　ネゴシエーション不可能ファシリティ値

登録パラメータフィールド中の以下に示す各ビットは、ネゴシエーションが不可能であり、その値をＤ

ＴＥに通知すべき１つのファシリティに対応する。

ビット位置１：ローカル課金防止ファシリティ

注－ＤＴＥはビット位置８、７、６、５、４、３および２を受信した場合には、これらを無視する。Ｄ

ＣＥが送信する場合には「０」を設定する。

ＤＣＥは、登録確認（ＧＦ）パケット中で上記のビットを「１」または「０」に設定することにより、

これに対応するファシリティの起動または取消しを示す。

7.3.2.5　デフォルトスループットクラス

7.3.2.5.1　基本フォーマット

ＤＴＥからのデータ送信方向のスループットクラスは、ビット位置８、７、６および５に表示する。Ｄ

ＣＥからのデータ送信方向のスループットクラスは、ビット位置４、３、２および１に表示する。

各スループットクラスを表示する４ビットは２進化符号で符号化し、表７－３／ＪＴ－Ｘ２５に示すス

ループットクラスに対応する（7.2.2.2.1 節参照）。

7.3.2.5.2　拡張フォーマット

ＤＣＥからのデータ送信方向のスループットクラスは、第１オクテットのビット位置６から１に表示す

る。ＤＴＥからのデータ送信方向のスループットクラスは、第２オクテットのビット位置６から１に表示

する。各オクテットのビット位置８および７は「０」に設定する。

各スループットクラスを表示するビット列は２進化符号で符号化し、表７－４／ＪＴ－Ｘ２５に示すス

ループットクラスに対応する（7.2.2.2.2 節参照）。

注－本登録は、バーチャルコールのファシリティ値にのみ適用し、パーマネントバーチャルサーキット

のファシリティ値には適用しない。

7.3.2.6　非標準デフォルトパケットサイズ

ＤＣＥからのデータ送信方向のパケットサイズは、第１オクテットのビット位置４、３、２および１に

表示する。ＤＴＥからのデータ送信方向のパケットサイズは、第２オクテットのビット位置４、３、２お

よび１に表示する。各オクテットのビット位置８、７、６および５は「０」を設定する。

各パケットサイズを示す４ビットは２進化符号で符号化し、最大パケットサイズのオクテット数の２を

底とする対数で表現する。

網は、パケットサイズ１６、３２、６４、１２８、２５６、５１２、１０２４、２０４８および４０９

６に対応する４から１２までの値、またはこれらの一部の値を提供することがある。全ての電気通信事業

者はパケットサイズ１２８を提供する。

注－本登録は、バーチャルコールのファシリティ値にのみ適用し、パーマネントバーチャルサーキット

のファシリティ値には適用しない。
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7.3.2.7　非標準デフォルトウィンドウサイズ

ＤＣＥからのデータ送信方向のウィンドウサイズは第１オクテットのビット位置７から１に表示する。

ＤＴＥからのデータ送信方向のウィンドウサイズは、第２オクテットのビット位置７から１に表示する。

各オクテットのビット位置８は「０」を設定する。

各ウィンドウサイズを示すビットは２進化符号で符号化し、ウィンドウサイズを表示する。ウィンドウ

サイズ値「０」は非許容である。

８から１２７までのウィンドウサイズ値は、パケットシーケンス番号付与ファシリティを使用した場合

にのみ有効である。網が許容するウィンドウサイズ値の範囲は、網に依存する。全ての電気通信事業者は

ウィンドウサイズ２を提供する。

注－本登録は、バーチャルコールのファシリティ値にのみ適用し、パーマネントバーチャルサーキット

のファシリティ値には適用しない。

7.3.2.8　論理チャネルタイプ範囲

登録符号フィールドに続くオクテットには登録パラメータフィールド長をオクテット数で表示する。表

示は１４オクテットとする。

登録パラメータフィールドの第１、第３、第５、第７、第９および第１１オクテットのビット位置４、

３、２および１は、それぞれパラメータＬＩＣ，ＨＩＣ，ＬＴＣ，ＨＴＣ，ＬＯＣおよびＨＯＣの論理

チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）を含む。これらのオクテットのビット位置８、７、６および５は

「０」を設定する。

登録パラメータフィールドの第２、第４、第６、第８、第１０および第１２オクテットは、それぞれパ

ラメータＬＩＣ，ＨＩＣ，ＬＴＣ，ＨＴＣ，ＬＯＣおよびＨＯＣの論理チャネル番号を含む。

単方向着論理チャネルがない場合は、ＬＩＣおよびＨＩＣは「０」である。両方向論理チャネルがない

場合は、ＬＴＣおよびＨＴＣは「０」である。単方向発論理チャネルがない場合は、ＬＯＣおよびＨＯＣ

は「０」である。

登録パラメータフィールドの第１３オクテットのビット位置４、３、２および１は、バーチャルコール

に使用する論理チャネルの総数の高位ビットを含む。第１３オクテットのビット位置８、７、６および５

は「０」に設定する。登録パラメータフィールドの第１４オクテットはバーチャルコールに使用する論理

チャネルの総数の低位ビットを含む。

注－第１３および第１４オクテットに表示するバーチャルコールに使用する論理チャネル総数は単方向

着論理チャネル、両方向論理チャネルおよび単方向発論理チャネルの数の和に等しい。
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表２－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

フレームフォーマット　－基本（モジュロ８）動作

伝送ビット順序 12345678 12345678 12345678 16 ～1 12345678

フラグ アドレス 制御 ＦＣＳ フラグ

Ｆ

01111110

Ａ

８ビット

Ｃ

８ビット

ＦＣＳ

１６ビット

Ｆ

01111110

ＦＣＳ　フレームチェックシーケンス

伝送ビット順序 12345678 12345678 12345678 16 ～1 12345678

フラグ アドレス 制御 情報 ＦＣＳ フラグ

Ｆ

01111110

Ａ

８ビット

Ｃ

８ビット

Ｉｎｆｏ

Ｎビット

ＦＣＳ

１６ビット

Ｆ

01111110

ＦＣＳ　フレームチェックシーケンス

表２－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

フレームフォーマット　－拡張（モジュロ１２８）動作

伝送ビット順序 12345678 12345678 1　～ (*) 16 ～1 12345678

フラグ アドレス 制御 ＦＣＳ フラグ

Ｆ

01111110

Ａ

８ビット

Ｃ

(*)ビット

ＦＣＳ

１６ビット

Ｆ

01111110

ＦＣＳ　フレームチェックシーケンス

伝送ビット順序 12345678 12345678 1 ～ (*) 16 ～1 12345678

フラグ アドレス 制御 情報 ＦＣＳ フラグ

Ｆ

01111110

Ａ

８ビット

Ｃ

(*)ビｯﾄ

Ｉｎｆｏ

Ｎビット

ＦＣＳ

１６ビット

Ｆ

01111110

ＦＣＳ　フレームチェックシーケンス

(*) シーケンス番号を含むフレームフォーマットの場合は１６；

シーケンス番号を含まないフレームフォーマットの場合は８
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表２－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＬＡＰＢ制御フィールドのフォーマット　－基本（モジュロ８）動作

ビット位置

制御フィールド １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Ｉフォーマット ０ Ｎ （Ｓ） Ｐ Ｎ （Ｒ）

Ｓフォーマット １ ０ Ｓ Ｓ Ｐ／Ｆ Ｎ （Ｒ）

Ｕフォーマット １ １ Ｍ Ｍ Ｐ／Ｆ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｎ（Ｓ） ：送信側の送信シーケンス番号（ビット位置２＝下位ビット）

Ｎ（Ｒ） ：送信側の受信シーケンス番号（ビット位置６＝下位ビット）

Ｓ ：監視機能ビット

Ｍ ：修飾機能ビット

Ｐ／Ｆ ：コマンドの場合ポールビット、レスポンスの場合ファイナルビット

（「１」＝ポール／ファイナル）

Ｐ ：ポールビット（「１」＝ポール）

表２－４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＬＡＰＢ制御フィールドのフォーマット　－拡張（モジュロ１２８）動作

第１オクテット 第２オクテット
制御
フィールド

ビット位置 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ｉﾌｫｰﾏｯﾄ ０ Ｎ（Ｓ） Ｐ Ｎ（Ｒ）

Ｓﾌｫｰﾏｯﾄ １ ０ Ｓ Ｓ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｐ／Ｆ Ｎ（Ｒ）

Ｕﾌｫｰﾏｯﾄ １ １ Ｍ Ｍ Ｐ／Ｆ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｎ（Ｓ） ：送信側の送信シーケンス番号（ビット位置２＝下位ビット）

Ｎ（Ｒ） ：送信側の受信シーケンス番号（ビット位置１０＝下位ビット）

Ｓ ：監視機能ビット

Ｍ ：修飾機能ビット

Ｘ ：将来の利用のために確保。「０」に設定する。

Ｐ／Ｆ ：コマンドの場合ポールビット、レスポンスの場合ファイナルビット

（「１」＝ポール／ファイナル）

Ｐ ：ポールビット（「１」＝ポール）
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表２－５／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＬＡＰＢコマンドとレスポンス　－拡張（モジュロ８）動作

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

ﾌｫｰﾏｯﾄ コマンド レスポンス 符　　　　　号

情報転送 Ｉ- 情報 ０ Ｎ（Ｓ） Ｐ Ｎ（Ｒ）

１ ０ ０ ０

１ ０ １ ０

監　　視 RR- 受信可

RNR-受信不可

REJ-ﾘｼﾞｪｸﾄ

RR- 受信可

RNR-受信不可

REJ-ﾘｼﾞｪｸﾄ １ ０ ０ １

Ｐ／Ｆ

Ｐ／Ｆ

Ｐ／Ｆ

Ｎ（Ｒ）

Ｎ（Ｒ）

Ｎ（Ｒ）

SABM 非同期

　平衡モード

　設定

１ １ １ １ Ｐ １ ０ ０

DISC- 切断 １ １ ０ ０ Ｐ ０ １ ０

DM- 切断 １ １ １ １ Ｆ ０ ０ ０

UA- 非番号制確認 １ １ ０ ０ Ｆ １ １ ０

非番号制

FRMR- ﾌﾚｰﾑﾘｼﾞｪｸﾄ １ １ １ ０ Ｆ ０ ０ １
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表２－６／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＬＡＰＢコマンドとレスポンス　－拡張（モジュロ１２８）動作

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０～１６

ﾌｫｰﾏｯﾄ コマンド レスポンス 符　　　　　号

情報転送 Ｉ- 情報 ０ Ｎ（Ｓ） Ｐ Ｎ（Ｒ）

監　　視 RR- 受信可

RNR-受信不可

REJ-ﾘｼﾞｪｸﾄ

RR- 受信可

RNR-受信不可

REJ-ﾘｼﾞｪｸﾄ

１

１

１

０

０

０

０

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｐ／Ｆ

Ｐ／Ｆ

Ｐ／Ｆ

Ｎ（Ｒ）

Ｎ（Ｒ）

Ｎ（Ｒ）

SABME - 拡張

　非同期平衡

　モード設定

１ １ １ １ Ｐ １ １ ０

DISC- 切断 １ １ ０ ０ Ｐ ０ １ ０

DM- 切断 １ １ １ １ Ｆ ０ ０ ０

UA- 非番号制確認 １ １ ０ ０ Ｆ １ １ ０

非番号制

FRMR- ﾌﾚｰﾑﾘｼﾞｪｸﾄ １ １ １ ０ Ｆ ０ ０ １
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表２－７／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＬＡＰＢ　ＦＲＭＲ情報フィールドのフォーマット　－基本（モジュロ８）動作

情報フィールドのビット位置

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

リジェクトされたフレー

ムの制御フィールド
0 V(S) C/R V(R) W X Y Z 0 0 0 0

－リジェクトされたフレームの制御フィールドとは、フレームリジェクトとした受信フレームの制御

フィールドである。

－Ｖ（Ｓ）は、フレームリジェクション状態を通知するＤＣＥまたはＤＴＥにおける送信状態変数の現

在値である（ビット位置１０が下位ビット）。

－Ｃ／Ｒが「１」は、リジェクトされたフレームがレスポンスであったことを示す。

Ｃ／Ｒが「０」は、リジェクトされたフレームがコマンドであったことを示す。

－Ｖ（Ｒ）は、フレームリジェクション状態を通知するＤＣＥまたはＤＴＥにおける受信状態変数の現

在値である（ビット位置１４が下位ビット）。

－Ｗが「１」は、ビット位置１～８で表示する受信した制御フィールドが、未定義または未実装である

ことを示す。

－Ｘが「１」は、該当フレームに対して非許容である情報フィールドをもつため、または不正フィール

ド長をもつ監視（Ｓ）フレームおよび非番号制（Ｕ）フレームであるため、ビット位置１～８で表示

する受信した制御フィールドを無効と判断したことを示す。

本ビットとともに、Ｗも「１」に設定しなければならない。

－Ｙが「１」は、受信した情報フィールドが最大長を超過したことを示す。

－Ｚが「１」は、ビット位置１～８に表示する受信した制御フィールドが無効な受信シーケンス番号Ｎ

（Ｒ）値を持っていることを示す。

注－ビット位置９およびビット位置２１～２４は「０」に設定する。
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表２－８／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＬＡＰＢ　ＦＲＭＲ情報フィールドのフォーマット　－拡張（モジュロ１２８）動作

情報フィールドのビット位置

1　～　16 17 18～24 25 26　～　32 33 34 35 36 37 38 39 40

リジェクトされたフ

レームの制御フィー

ルド

０ V(S) C/R V(R) Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ ０ ０ ０ ０

－リジェクトされたフレームの制御フィールドとは、フレームリジェクトとした受信フレームの制御

フィールドである。

リジェクトされたフレームが非番号制フレームの場合、リジェクトされたフレームの制御フィールド

はビット位置１～８に表示し、ビット位置９～１６は「０」に設定される。

－Ｖ（Ｓ）は、フレームリジェクション状態を通知するＤＣＥまたはＤＴＥにおける送信状態変数の現

在値である（ビット位置１８が下位ビット）。

－Ｃ／Ｒが「１」は、リジェクトされたフレームがレスポンスであったことを示す。

Ｃ／Ｒが「０」は、リジェクトされたフレームがコマンドであったことを示す。

－Ｖ（Ｒ）は、フレームリジェクション状態を通知するＤＣＥまたはＤＴＥにおける受信状態変数の現

在値である（ビット位置２６が下位ビット）。

－Ｗが「１」は、ビット位置１～１６で表示する受信した制御フィールドが、未定義または未実装であ

ることを示す。

－Ｘが「１」は、該当フレームに対して非許容である情報フィールドをもつため、または不正フィール

ド長をもつ監視（Ｓ）フレームおよび非番号制（Ｕ）フレームであるため、ビット位置１～１６で表

示する受信した制御フィールドを無効と判断したことを示す。

本ビットとともに、Ｗも「１」に設定しなければならない。

－Ｙが「１」は、受信した情報フィールドが最大長を超過したことを示す。

－Ｚが「１」は、ビット位置１～１６に表示する受信した制御フィールドが無効な受信シーケンス番号

Ｎ（Ｒ）値を持っていることを示す。

注－ビット位置１７およびビット位置３７～４０は「０」に設定する。
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表２－９／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

マルチリンクフレームのフォーマット

Ｆ：フラグシーケンス

Ａ：アドレスフィールド

Ｃ：制御フィールド

ＭＬＣ：マルチリンク制御フィールド

ＦＣＳ：フレームチェックシーケンス

マルチリンクフレーム

２オクテット

Ｆ Ａ Ｃ ＭＬＣ ＦＦＣＳ

情　報 Ｆ

マルチリンクフレーム

２オクテット

Ｆ Ａ Ｃ ＭＬＣ ＦＣＳ
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表２－１０／ＪＴ－Ｘ２５＊

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

マルチリンク制御（ＭＬＣ）フィールドのフォーマット

ＭＮＨ（Ｓ） ：マルチリンク送信シーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の１２ビットのうちの９～１２番目の

ビット

ＭＮＬ（Ｓ） ：マルチリンク送信シーケンス番号ＭＮ（Ｓ）の１２ビットのうちの１～８番目のビッ

ト

Ｖ ：非順序化指定ビット。本標準では「０」に設定する。

Ｓ ：シーケンスチェックオプションビット。本標準では「０」に設定する。

Ｒ ：ＭＬＰリセット要求ビット

Ｃ ：ＭＬＰリセット確認ビット

１　　　　　４　５　６　７　８　９　　　　　　　１６

ＭＮＨ（Ｓ） Ｖ　Ｓ　Ｒ　Ｃ ＭＮＬ（Ｓ）

２
１１

２
８

２
０

２
７

ＭＮ（Ｓ）のビットの重み

ＳＬＰから受信するまたはＳＬＰへ送信する最初のビット
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図２－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

代表的なオクテット伝送（調歩同期伝送）

ＳＬＰ：単一リンク手順

ＭＬＰ：マルチリンク手順

図２－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

マルチリンク機能構成

⇒⇒⇒

ｴﾝﾃｨﾃｨ１

単一ﾘﾝｸ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

○

ｴﾝﾃｨﾃｨ１

ｴﾝﾃｨﾃｨＮ

ＳＬＰ２

ＳＬＰＮ

ＳＬＰ１ ○

○ ＭＬＰ

・

・・

・

パケットレイヤデータリンクレイヤ物理レイヤ

複数の

ＤＴＥ／ＤＣＥ

インターフェース

複数の単一回線

インタフェース

マルチリンク

インタフェース

オクテットデータビット（０あるいは１）

必要に応じてマークホールド（連続したマーク状態）

ストップビット（論理的に１；マーク状態）

データビット（下位から送出する）

スタートビット（論理的に０；スペース状態）

０ｂｂｂｂｂｂｂｂ１

オクテットｎ

０ｂｂｂｂｂｂｂｂ１０ｂｂｂｂｂｂｂｂ １ ・・・・

オクテットｎ＋１　　オクテットｎ＋２
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図２－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

マルチリンク制御フィールドパラメータ

ＭＶ（Ｓ）－次に使用されるマルチリンクシーケンス

番号

ＭＶ（Ｔ）－確認応答されていない最旧マルチリンク

シーケンス番号

番号の増加方法

送信ウィンドウ

ＭＷ

番号の増加方法

ＭＶ（Ｒ）－受信していない最旧マルチリンク

シーケンス番号

受信ウィンドウ

ＭＸ－この範囲に受信したフレームは受付けられるが

受信ウィンドウ内でデータ紛失が発生したこと

を示す

ＭＷ－この範囲に受信したフレームは

受付けられる
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図２－４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ-Ｔ Ｘ． ２５）

マルチリンクでの紛失フレームの検出

パケットレイヤ
へ転送

ＭＶ(R)

フレーム紛失

紛失フレーム

新ＭＶ(R)

ＭＸＭＸ

ＭＷ

受信ＭＮ(S)受信ＭＮ(S)

ＭＷ

シーケンス番号増加方向 到達後
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表３－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

各サービスにおけるパケットタイプおよびそれらの使用

パケットタイプ サービス

ＤＣＥからＤＴＥへ ＤＴＥからＤＣＥへ Ｖ　Ｃ ＰＶＣ

呼設定および解放（注２）

着          呼(CN) 発  呼  要  求(CR) ○

発  呼  要  求(CR) 着  呼  受  付(CA) ○

切  断  指  示(CI) 復  旧  要  求(CQ) ○

ＤＣＥ復旧確認(CF) ＤＴＥ切断確認(CF) ○

データおよび割込（注３）

ＤＣＥデータ(DT) ＤＴＥデータ(DT) ○ ○

ＤＣＥ割込(IT) ＤＴＥ割込(IT) ○ ○

ＤＣＥ割込確認(IF) ＤＴＥ割込確認(IF) ○ ○

フロー制御およびリセット（注４）

ＤＣＥ受信可(RR) ＤＴＥ受信可(RR) ○ ○

ＤＣＥ受信可(RNR) ＤＴＥ受信可(RNR) ○ ○

ＤＴＥリジェクト(REJ)（注１） ○ ○

リセット指示(RI) リセット要求(RQ) ○ ○

ＤＣＥリセット確認(RF) ＤＴＥリセット確認(RF) ○ ○

リスタート（注５）

リスタート指示(SI) リスタート要求(SQ) ○ ○

ＤＣＥリスタート確認(SF) ＤＴＥリスタート確認(SF) ○ ○

診  断（注６）

診  断(DG)（注１） ○ ○

登  録（注１および注７）

登  録  確  認(GF) ○ ○

登  録  要  求(GQ) ○ ○

ＶＣ　　バーチャルコール

ＰＶＣ　パーマネントバーチャルサーキット

注１－全ての網において有効とは限らない。

注２－手順については 4.1 節および 6.16 節を、フォーマットについては 5.2 節を参照のこと。

注３－手順については 4.3 節を、フォーマットについては 5.3 節を参照のこと。

注４－手順については 4.4 節および 6.4 節を、フォーマットについては 5.2 節および 5.7.1 節を参照のこ

と。

注５－手順については 3.3 節を、フォーマットについては 5.5 節を参照のこと。

注６－手順については 3.4 節を、フォーマットについては 5.6 節を参照のこと。

注７－手順については 6.1 節を、フォーマットについては 5.7.2 節を参照のこと。
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表４－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

データ（ＤＴ）パケットの２つのカテゴリの定義

およびＭビット、Ｄビットに対する網の処理

送信 DTE の送信するデータパケット 可能な場合、網が後

続のデータパケット

受信 DTE の受信するデータ

パケット（注１）

カテゴリ Ｍビット Ｄビット

長さが最大ユー

ザデータ長であ

るか否か

との結合を行うか否

か Ｍビット Ｄビット

Ｂ ０or１ ０ Ｎｏ Ｎｏ ０

（注２）

０

Ｂ ０ １ Ｎｏ Ｎｏ ０ １

Ｂ １ １ Ｎｏ Ｎｏ １ １

Ｂ ０ ０ Ｙｅｓ Ｎｏ ０ ０

Ｂ ０ １ Ｙｅｓ Ｎｏ ０ １

Ａ １ ０ Ｙｅｓ Ｙｅｓ（注３） １ ０

Ｂ １ １ Ｙｅｓ Ｎｏ １ １

注１－送信ＤＴＥが送出したデータ（ＤＴ）パケットの最終ユーザデータビットが（受信ＤＴＥ側で）

最終ユーザデータビットとなる受信データパケットを意味する。

注２－送信側の網がＭビットを強制的に「０」にする。

注３－送信ＤＴＥが送出したデータ（ＤＴ）パケットが、カテゴリＢパケットの最終部分を含むように

結合される場合、受信ＤＴＥで受信するデータ（ＤＴ）パケットにおけるＭビットおよびＤビッ

トの設定は、送信ＤＴＥが送出した、結合された部分の最後のデータ（ＤＴ）パケットに対する

Ｍビット、Ｄビットの処理に従う。
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表５－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）フィールドの符号化

オクテット 1 のビット位置

ゼネラルフォーマット識別子

８ ７ ６ ５

呼設定のパケット シーケンス番号方式モジュロ８ Ｘ Ｘ ０ １

(CR, CN, CA, CC) シーケンス番号方式モジュロ１２８ Ｘ Ｘ １ ０

呼解放のパケット シーケンス番号方式モジュロ８ Ｘ ０ ０ １

(CQ, CI, CF) シーケンス番号方式モジュロ１２８ Ｘ ０ １ ０

ﾌﾛｰ 制御のパｹｯﾄ

      (RR, RNR, REJ)

割込のパｹｯﾄ (IT, IF)

ﾘｾｯﾄのパｹｯﾄ(RQ, RI, RF)

シーケンス番号方式モジュロ８ ０ ０ ０ １

ﾘｽﾀｰﾄ のパｹｯﾄ

        (SQ, SI, SF)

登録のパｹｯﾄ (GQ, GF)

診断のパｹｯﾄ(DG)

シーケンス番号方式モジュロ１２８ ０ ０ １ ０

シーケンス番号方式モジュロ８ Ｘ Ｘ ０ １
データパケット(DT)

シーケンス番号方式モジュロ１２８ Ｘ Ｘ １ ０

ゼネラルフォーマット識別子の拡張 ０ ０ １ １

将来の利用のために確保 ＊ ＊ ０ ０

＊：未定義

注－「Ｘ」で示すビットは本文で記述するとおり「０」または「１」を設定する。
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表５－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

パケットタイプ識別子フィールドの符号化

パケットタイプ ｵｸﾃｯﾄ 3 のﾋﾞｯﾄ 位置

ＤＣＥからＤＴＥへ ＤＴＥからＤＣＥへ 8 7 6 5 4 3 2 1
呼設定および解放

着          呼(CN) 発  呼  要  求(CR) 0 0 0 0 1 0 1 1
接  続  完  了(CC) 着  呼  受  付(CA) 0 0 0 0 1 1 1 1
切  断  指  示(CI) 復  旧  要  求(CQ) 0 0 0 1 0 0 1 1
ＤＣＥ復旧確認(CF) ＤＴＥ切断確認(CF) 0 0 0 1 0 1 1 1

データおよび割込

ＤＣＥデータ(DT) ＤＴＥデータ(DT) X X X X X X X 0
ＤＣＥ割込(IT) ＤＴＥ割込(IT) 0 0 1 0 0 0 1 1
ＤＣＥ割込確認(IF) ＤＴＥ割込確認(IF) 0 0 1 0 0 1 1 1

フロー制御およびリセット

ＤＣＥ受信可(ﾓｼﾞｭﾛ 8)(RR) ＤＴＥ受信可(ﾓｼﾞｭﾛ 8)(RR) X X X 0 0 0 0 1
ＤＣＥ受信可(ﾓｼﾞｭﾛ 128)(RR) ＤＴＥ受信可(ﾓｼﾞｭﾛ 128)(RR) 0 0 0 0 0 0 0 1

（注１） （注１）

ＤＣＥ受信不可(ﾓｼﾞｭﾛ 8)(RNR) ＤＴＥ受信不可(ﾓｼﾞｭﾛ 8)(RNR) X X X 0 0 1 0 1
ＤＣＥ受信不可(ﾓｼﾞｭﾛ 128)(RNR) ＤＴＥ受信不可(ﾓｼﾞｭﾛ 128)(RNR) 0 0 0 0 0 1 0 1

（注１） （注１）

ＤＴＥリジェクト(ﾓｼﾞｭﾛ 8)(REJ) X X X 0 1 0 0 1
（注１）

ＤＴＥリジェクト(ﾓｼﾞｭﾛ 128)(REJ) 0 0 0 0 1 0 0 1
（注１）

リセット指示(RI) リセット要求(RQ) 0 0 0 1 1 0 1 1
ＤＣＥリセット確認(RF) ＤＴＥリセット確認(RF) 0 0 0 1 1 1 1 1

リスタート

リスタート指示(SI) リスタート要求(SQ) 1 1 1 1 1 0 1 1
ＤＣＥリスタート確認(SF) ＤＴＥリスタート確認(SF) 1 1 1 1 1 1 1 1

診  断

診  断(DG)（注１） 1 1 1 1 0 0 0 1

登  録（注１）

登  録  要  求(GQ) 1 1 1 1 0 0 1 1
登  録  確  認(GF) 1 1 1 1 0 1 1 1

注１－すべての網で有効であるとは限らない。

注２－「Ｘ」で示すビットは本文で記述するとおり「０」または「１」を設定する。
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表５－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

アドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドの符号化

ビット： ８ ７ ６ ５

位置 または

（注１） ４ ３ ２ １

アドレスタイプ

０ ０ ０ ０ 網依存番号（注２）

０ ０ ０ １ 国際番号（注３）

０ ０ １ ０ 国内番号（注３）

０ １ ０ １ オルタナティブアドレス（注４）

未定義 補足アドレスのみ（注５）

他の値 将来の利用のため確保

注１－被呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドはビット位置８，７，

６，５を使用する。起呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールド

は、被呼ＤＴＥアドレスフィールドがオクテットの境界上で終わっていない場合、ビット位置４，

３，２，１ビットを使用し、そうでない場合、ビット位置８，７，６，５を使用する。

注２－この場合、アドレスディジットサブフィールドは、アドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドと

番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドの次にあり、網の番号計画に従い構成され、例えばプレ

フィックスやエスケープコードが存在してもよい。このケースはＪＴ－Ｑ９３１で“不定”と呼

ばれている箇所と同じコードを使用することに相当する。

注３－ＪＴ－Ｑ９３１に関する限りでは、プレフィックス、エスケープコードはアドレスディジットサ

ブフィールドに含まれない。

注４－アドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドがオルタナティブアドレスを表している場合、番号計

画識別（ＮＰＩ）サブフィールドは、表５－５／ＪＴ－Ｘ２５に示すコーディング認証のように

解釈される。

オルタナティブアドレスは、被呼ＤＴＥアドレスフィールドにのみのせることが可能である。

注５－補足アドレスの定義については、付録Ⅳを参照。



ＪＴ－Ｘ２５ - 120 -

表５－４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドの符号化

ビット： ８ ７ ６ ５

位置 または

（注１） ４ ３ ２ １

番号計画

（注２）

０ ０ ０ ０ Ｅ．１６４

０ ０ １ １ Ｘ．１２１

未定義 網依存（注３）

他の値 将来のための確保

注１－被呼ＤＴＥアドレスフィールドの番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドは、ビット位置４，３，

２，１を使用する。起呼ＤＴＥアドレスフィールドの番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドは、

被呼ＤＴＥアドレスがオクテットの境界上で終わっていない場合、ビット位置８，７，６，５を

使用し、そうでない場合、ビット位置４，３，２，１を使用する。

注２－勧告Ｘ．１２１で定義されているように、エスケープディジットによって供給されることに相当

する方式は、ＴＯＡ／ＮＰＩと共に使うようにはまだ定義されていない。このような方法は番号

計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドは使用しない。このような方法が有効な間は、Ｘ．１２１で

のコードのみ使用される。Ｘ．１２１エスケープコードが適用され、それが使用されれば、アド

レスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドは網依存番号で示される。

注３－この場合、アドレスディジットサブフィールドは、アドレスタイプ（ＴＯＡ）サブフィールドと

番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドの後にあり、網番号計画に従い構成され、例えばプレ

フィックスやエスケープコードが存在してもよい。
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表５－５／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

オルタナティブアドレスコーディング認証として解釈するときの

番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドのコーディング

ビット： ４ ３ ２ １

位置

（注１）

オルタナティブアドレスコーディング認証

０ ０ ０ ０ 勧告Ｔ．５０によるキャラクタを用いたアドレスコー

ド

０ ０ ０ １ 勧告Ｘ．２１３およびＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８による

ＯＳＩ  ＮＳＡＰアドレス

０ ０ １ ０ ＩＳＯ／ＩＥＣ  ８８０２によるローカルエリアネッ

トワークＭＡＣアドレス

０ ０ １ １ ＲＦＣ１１６６によるインタネットアドレスコード

他の値 将来の利用のため確保

注１－番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドは（被呼ＤＴＥアドレスフィールドのオルタナティブア

ドレスコーディング認証として解釈するとき）ビット位置４，３，２および１を使用する。

表５－６／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

切断指示（ＣＩ）パケット中の切断原因フィールドの符号化

ビ  ッ  ト  位  置
切  断  原  因

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＤＴＥ起動（ＤＴＥ復旧） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＤＴＥ起動（ＤＴＥ復旧）（注１） １ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

相手ＤＴＥビジー ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

障害 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

リモート手順誤り ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

着信課金許容未登録（注２） ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １

相手プロトコル不一致 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １

ファーストセレクト許容未登録（注２） ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １

船舶不在（注３） ０ ０ １ １ １ ０ ０ １

不正ファシリティ要求 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

アクセス禁止 ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １

ローカル手順誤り ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １

網輻輳 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

接続不可 ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １

ＲＯＡ障害（注２） ０ ０ ０ １ ０ １ ０ １

注１－ビット位置８に「１」が設定されている時、「Ｘ」と表示されているビットは、リモートＤＴＥ

が復旧要求（ＣＱ）パケットあるいはリスタート要求（ＳＱ）パケットの原因フィールドに設定

した値である。

注２－対応するオプショナルユーザファシリティが使用されている場合にだけ、受信する可能性がある。

注３－船舶通信サービスで使用。
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表５－７／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

リセット指示（ＲＩ）パケットのリセット原因フィールドの符号化

ビ  ッ  ト  位  置
リセット切断原因

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＤＴＥ起動（ＤＴＥリセット） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＤＴＥ起動（ＤＴＥリセット）（注１） １ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

障害（注２） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

リモート手順誤り ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

ローカル手順誤り ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

網輻輳 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

リモートＤＴＥ運用可（注２） ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

網運用可（注２） ０ ０ ０ ０ １ １ １ １

ＤＴＥプロトコル不一致 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

網障害（注２） ０ ０ ０ １ １ １ ０ １

注１－ビット位置８に「１」が設定されている時、「Ｘ」と表示されているビットは、リモートＤＴＥ

がリセット要求（ＲＱ）パケットのリセット原因（バーチャルコールおよびパーマネントバー

チャルサーキット）またはリスタート要求（ＳＱ）パケットのリスタート原因（パーマネント

バーチャルサーキットのみ）で設定した値である。

注２－パーマネントバーチャルサーキットに対してのみ適用する。
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表５－８／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

リスタート指示（ＳＩ）パケットのリスタート原因フィールドの符号化

ビ  ッ  ト  位  置
リスタート原因

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ローカル手順誤り ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

網輻輳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

網運用可 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

登録／取り消し確認（注） ０ １ １ １ １ １ １ １

注－オプションである対応オンライン登録ファシリティが使用されている場合にだけ、受信する可能性

がある。

表５－９／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

登録確認（ＧＦ）パケットの原因フィールドの符号化

ビ  ッ  ト  位  置
原　　因

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

登録／取り消し確認 ０ １ １ １ １ １ １ １

不正ファシリティ要求 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

ローカル手順誤り ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １

網輻輳 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １
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ビ    ッ    ト    位    置

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

起呼ＤＴＥアドレス長 被呼ＤＴＥアドレス長

被呼ＤＴＥアドレス

（注）

起呼ＤＴＥアドレス

（注）

０ ０ ０ ０

注－本図は、被呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレス桁数（セミオクテット数）が奇数であり、起呼

ＤＴＥアドレスフィールドのアドレス桁数（セミオクテット数）が偶数の場合を表す。

図５－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

Ａビットを「０」に設定する場合のアドレスブロックのフォーマット

ビ     ッ     ト     位     置

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

被呼ＤＴＥアドレス長

起呼ＤＴＥアドレス長

被呼ＤＴＥアドレス

（注）

起呼ＤＴＥアドレス

（注）

０ ０ ０ ０

注－本図は、被呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレス桁数（セミオクテット数）が奇数であり、起呼

ＤＴＥアドレスフィールドのアドレス桁数（セミオクテット数）が偶数の場合を表す。

図５－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

Ａビットを「１」に設定する場合のアドレスブロックのフォーマット



- 125 - ＪＴ－Ｘ２５

ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

ＧＦＩ（注）

論理チャネルグループ番号

ＬＣＧＮ

２ 論理チャネル番号

ＬＣＮ

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ ０ １ ０ １ １

４ アドレスブロック

（５．２．１節参照）

ファシリティ長

ファシリティ

起呼ユーザデータ

注－「ＸＸ０１」（モジュロ８の場合）または「ＸＸ１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

図５－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼（ＣＮ）パケットのフォーマット

ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

ＧＦＩ（注１）

論理チャネルグループ番号

ＬＣＧＮ

２ 論理チャネル番号

ＬＣＮ

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ ０ １ １ １ １

４ アドレスブロック（注２）

（５．２．１節参照）

ファシリティ長（注２）

ファシリティ（注２）

被呼ユーザデータ（注３）

注１－「ＸＸ０１」（モジュロ８の場合）または「ＸＸ１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

注２－本フィールドは着呼受付（ＣＡ）パケットの基本フォーマットにおいて必須ではない（5.2.3.1 節

参照）。

注３－本フィールドは拡張フォーマットでのみ存在できる（5.2.3.2 節参照）。

図５－４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

着呼受付（ＣＡ）パケットおよび接続完了（ＣＣ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ １ ０ ０ １ １

４ 切断原因

５ 診断符号（注２）

アドレスブロック（注３）（５．２．１節参照）

ファシリティ長（注３）

ファシリティ（注３）

クリアユーザデータ（注３）

注１－「Ｘ００１」（モジュロ８の場合）または「Ｘ０１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

注２－本フィールドは復旧要求（ＣＱ）パケットの基本フィールドにおいて必須でない（5.2.4.1 節参

照）。

注３－拡張フォーマットでのみ使用される（5.2.4.2 節参照）。

図５－５／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

復旧要求（ＣＱ）パケットおよび切断指示（ＣＩ）パケットのフォーマット

ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ １ ０ １ １ １

４ アドレスブロック（注２）（５．２．１節参照）

ファシリティ長（注２）

ファシリティ（注２）

注１－「Ｘ００１」（モジュロ８の場合）または「Ｘ０１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

注２－ＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケットの拡張フォーマットでのみ使用される。

図５－６／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥ切断確認（ＣＦ）パケットおよびＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

Ｑ Ｄ ０ １

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

３ Ｐ（Ｒ） Ｍ Ｐ（Ｓ） ０

ユーザデータ

（モジュロ８の場合）

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

Ｑ Ｄ １ ０

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

３ Ｐ（Ｓ） ０

４ Ｐ（Ｒ） Ｍ

ユーザデータ

（モジュロ１２８に拡張した場合）

Ｄ　送達確認ビット

Ｍ　モアデータビット

Ｑ　クオリファイアビット

図５－７／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥデータ（ＤＴ）パケットおよびＤＣＥデータ（ＤＴ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ １ ０ ０ ０ １ １

割込ユーザデータ

注－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

図５－８／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥ割込（ＩＴ）パケットおよびＤＣＥ割込（ＩＴ）パケットのフォーマット

ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ １ ０ ０ １ １ １

注－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

図５－９／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥ割込確認（ＩＦ）パケットおよびＤＣＥ割込確認（ＩＦ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ ０ １

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３ Ｐ（Ｒ）

０ ０ ０ ０ １

（モジュロ８の場合）

ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ １ ０

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

Ｐ（Ｒ） ０

（モジュロ１２８に拡張した場合）

図５－１０／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥ受信可（ＲＲ）およびＤＣＥ受信可（ＲＲ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ ０ １

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３ Ｐ（Ｒ）

０ ０ １ ０ １

（モジュロ８の場合）

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ １ ０

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

４ Ｐ（Ｒ） ０

（モジュロ１２８に拡張した場合）

図５－１１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥ受信不可（ＲＮＲ）およびＤＣＥ受信不可（ＲＮＲ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ １ １ ０ １ １

４ リセット原因

５ 診断符号（注２）

注１－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

注２－本フィールドは、リセット要求（ＲＱ）パケットにおいて必須ではない。

図５－１２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

リセット要求（ＲＱ）およびリセット指示（ＲＩ）パケットのフォーマット

ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ １ １ １ １ １

注１－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

図５－１３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥリセット確認（ＲＦ）およびＤＣＥリセット確認（ＲＦ）パケットのフォーマット



ＪＴ－Ｘ２５ - 132 -

ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

パケットタイプ識別子３

１ １ １ １ １ ０ １ １

４ リスタート原因

５ 診断符号（注２）

注１－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

注２－本フィールドはリスタート要求（ＳＱ）パケットにおいて必須ではない。

図５－１４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

リスタート要求（ＳＱ）パケットおよびリスタート指示（ＳＩ）パケットのフォーマット

ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

パケットタイプ識別子３

１ １ １ １ １ １ １ １

注１－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

図５－１５／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥリスタート確認（ＳＦ）パケットおよびＤＣＥリスタート確認（ＳＦ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

パケットタイプ識別子３

１ １ １ １ ０ ０ ０ １

診断符号

診断説明（注２）

注１－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

注２－本図では、診断説明フィールドがオクテットの整数倍であると仮定している。

図５－１６／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

診断（ＤＧ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ ０ １

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３ Ｐ（Ｒ）

０ １ ０ ０ １

（モジュロ８の場合）

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ゼネラルフォーマット識別子１

０ ０ １ ０

論理チャネルグループ番号

２ 論理チャネル番号

パケットタイプ識別子３

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

４ Ｐ（Ｒ） ０

（モジュロ１２８に拡張した場合）

図５－１７／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥリジェクト（ＲＥＪ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

パケットタイプ識別子３

１ １ １ １ ０ ０ １ １

４ ＤＴＥアドレス長（注２） ＤＣＥアドレス長（注２）

ＤＣＥおよびＤＴＥアドレス

（注３）

０ ０ ０ ０

登録長

登  録

注１－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

注２－本標準では、「０」に設定する。

注３－本図は、存在するアドレスの桁数の合計が奇数の場合を示している。

本標準では、本フィールドは使用しない。

図５－１８／ＪＴ－Ｘ２５＊

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

登録要求（ＧＱ）パケットのフォーマット
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ビ    ッ    ト    位    置

オクテット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０１ ゼネラルフォーマット識別子

（注１）

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

パケットタイプ識別子３

１ １ １ １ ０ １ １ １

４ 原    因

診断符号

ＤＴＥアドレス長（注２） ＤＣＥアドレス長（注２）

ＤＣＥおよびＤＴＥアドレス

（注３）

０ ０ ０ ０

登録長

登  録

注１－「０００１」（モジュロ８の場合）または「００１０」（モジュロ１２８の場合）と符号化する。

注２－本標準では、「０」に設定する。

注３－本図は、存在するアドレスの桁数の合計が奇数の場合を示している。

本標準では、本フィールドは使用しない。

図５－１９／ＪＴ－Ｘ２５＊

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

登録確認（ＧＦ）パケットのフォーマット
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表６－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

着呼（ＣＮ）パケット中のファシリティ指示に対応する

着呼受付（ＣＡ）パケット中の有効なファシリティ要求

ファシリティ指示 有効なファシリティ要求

Ｗ（指示値）≧２

Ｗ（指示値）＝１

Ｗ（指示値）≧Ｗ（要求値）≧２

Ｗ（要求値）＝１または２

Ｐ（指示値）≧１２８

Ｐ（指示値）＜１２８

Ｐ（指示値）≧Ｐ（要求値）≧１２８

１２８≧Ｐ（要求値）≧Ｐ（指示値）

表６－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

発呼要求（ＣＲ）パケット中のファシリティ要求に対応する

接続完了（ＣＣ）パケット中の有効なファシリティ指示

ファシリティ要求 有効なファシリティ指示

Ｗ（要求値）≧２

Ｗ（要求値）＝１

Ｗ（要求値）≧Ｗ（指示値）≧２

Ｗ（指示値）＝１または２

Ｐ（要求値）≧１２８

Ｐ（要求値）＜１２８

Ｐ（要求値）≧Ｐ（指示値）≧１２８

１２８≧Ｐ（指示値）≧Ｐ（要求値）
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表６－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

発呼要求（ＣＲ）パケット中の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）関連ファシリティの意味

ＣＵＧ選択

ファシリティ

を指定

ＣＵＧ／ＯＡ

選択ファシリティ

を指定

ＣＵＧ選択ファシ

リティおよびＣＵ

Ｇ／ＯＡ選択ファ

シリティともに指

定無し

優先ＣＵＧ

（注３）

指定されたＣＵＧ

（注４）

非許容

（呼は切断する）

優先ＣＵＧまたは

単一のＣＵＧ

（注４）

優先ＣＵＧ／ＩＡ 指定されたＣＵＧ

（注４）

非許容

（呼は切断する）

優先ＣＵＧまたは

単一のＣＵＧ

（注４）

優先ＣＵＧ／ＯＡ 指定されたＣＵＧ

と出接続

（注４）

非許容

（呼は切断する）

優先ＣＵＧまたは

単一のＣＵＧと出

接続

（注５、６）

優先ＣＵＧ／ＩＡ／ＯＡ 指定されたＣＵＧ

と出接続

（注４）

非許容

（呼は切断する）

優先ＣＵＧまたは

単一のＣＵＧと出

接続

（注５、６）

優先無しのＣＵＧ／ＩＡ 指定されたＣＵＧ

（注４）

非許容

（呼は切断する）

非許容

（呼は切断する）

優先無しのＣＵＧ／ＯＡ 指定されたＣＵＧ

（注４）

指定されたＣＵＧ

と出接続

（注５、６）

出接続

優先無しのＣＵＧ／ＩＡ

／ＯＡ

指定されたＣＵＧ

（注４）

指定されたＣＵＧ

と出接続

（注５、６）

出接続

ＣＵＧに加入せず 非許容

（呼は切断する）

非許容

（呼は切断する）

出接続

ＯＡ：出接可

ＩＡ：入接可

注１－加入タイプの順序は、表６－４／ＪＴ－Ｘ２５と異なる。

注２－発呼要求（ＣＲ）パケット中にＣＵＧ選択ファシリティおよびＣＵＧ／ＯＡ選択ファシリティの

両方を含むことは非許容である。

注３－優先無しのＣＵＧは非許容である。

注４－発呼が指定されたＣＵＧもしくは優先または単一のＣＵＧにアクセス禁止になった場合、呼は切

断する。

注５－発呼が指定されたＣＵＧもしくは優先または単一のＣＵＧにアクセス禁止になった場合、出接の

みが可能である。

注６－網間呼について、相手網が出接可ＣＵＧ選択ファシリティを提供していない場合被呼ＤＴＥが指

定されたＣＵＧに所属しているか、何も所属していないか、もしくは入接可であったとしても呼

は切断する。

発呼要求パケット中の

ファシリティの内容

（注２）
起呼

ＤＴＥの

閉域ユーザグルー

プ加入（注１）
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表６－４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

着呼（ＣＮ）パケット中の閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）関連ファシリティの意味

ＣＵＧ選択

ファシリティ

を指定

（注３）

ＣＵＧ／ＯＡ

選択ファシリティ

を指定

（注３）

ＣＵＧ選択ファシ

リティおよびＣＵ

Ｇ／ＯＡ選択ファ

シリティともに指

定無し

優先ＣＵＧ

（注２）

指定されたＣＵＧ
使用不可

優先ＣＵＧまたは

単一のＣＵＧ

（注５）

優先ＣＵＧ／ＯＡ 指定されたＣＵＧ
使用不可

優先ＣＵＧまたは

単一のＣＵＧ

（注５）

優先ＣＵＧ／ＩＡ 指定されたＣＵＧ

または

指定されたＣＵＧ

と入接続

使用不可
以下の中の一つ

－優先ＣＵＧまた

は単一のＣＵＧ

－優先ＣＵＧまた

は単一のＣＵＧ

と入接続

（注４）

－入接続

優先ＣＵＧ／ＩＡ／ＯＡ 指定されたＣＵＧ

または

指定されたＣＵＧ

と入接続

使用不可
以下の中の一つ

－優先ＣＵＧまた

は単一のＣＵＧ

－優先ＣＵＧまた

は単一のＣＵＧ

と入接続

（注４）

－入接続

優先無しのＣＵＧ／ＯＡ 指定されたＣＵＧ 使用不可 使用不可

優先無しのＣＵＧ／ＩＡ 指定されたＣＵＧ 指定されたＣＵＧ

と入接続（注４） 入接続

優先無しのＣＵＧ／ＩＡ／

ＯＡ

指定されたＣＵＧ 指定されたＣＵＧ

と入接続（注４） 入接続

ＣＵＧに加入せず 使用不可 使用不可 入接続

ＯＡ：出接可

ＩＡ：入接可

注１－加入タイプの順序は、表６－３／ＪＴ－Ｘ２５と異なる。

注２－優先無しのＣＵＧは非許容である。

注３－この場合、着呼が指定ＣＵＧにアクセス禁止にならない。

注４－着呼が本ＣＵＧにアクセス禁止になった場合、入接のみが可能である。

注５－この場合、着呼が優先ＣＵＧまたは単一ＣＵＧにアクセス禁止にならない。

着呼パケット中の

ファシリティ

の内容
被呼

ＤＴＥの

閉域ユーザグルー

プ加入（注１）
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表７－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ファシリティ符号フィールド／登録符号フィールドの全クラスの符号化

ビット位置
クラス

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
意  味

クラスＡ ０ ０ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ １オクテットパラメータフィールド

クラスＢ ０ １ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ２オクテットパラメータフィールド

クラスＣ １ ０ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ３オクテットパラメータフィールド

クラスＤ １ １ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 可変長パラメータフィールド
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表７－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ファシリティ符号フィールドの符号化

フ ァ シ リ テ ィ
オプショナルユーザファシリティを使用するパケット種別

ﾌｧｼﾘﾃｨ符号

 ﾋﾞｯﾄ位置

発呼要求 着     呼 着呼受付 接続完了 復旧要求 切断指示 ＤＣＥ復旧確認 87654321

ﾌﾛｰ 制御ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ

-ﾊﾟｹｯﾄｻｲズ

-ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲズ

○ ○ ○ ○

01000010

01000011

基本ｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ ○ ○ ○ ○ 00000010

拡張ｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ ○ ○ ○ ○ 01001100

閉域ﾕｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 選択

- 基本ﾌｫｰﾏｯﾄ

- 拡張ﾌｫｰﾏｯﾄ

○ ○

00000011

01000111

出接可閉域ﾕｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 選択

- 基本ﾌｫｰﾏｯﾄ

- 拡張ﾌｫｰﾏｯﾄ

○ ○

00001001

01001000

相互形閉域ﾕｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 選択 ○ ○ 01000001

着信課金 ○ ○ 00000001

（注１）

ﾌｧｰｽﾄｾﾚｸﾄ ○ ○

ＩＣＲＤ状態選択 ○

利用者識別符号(NUI) 選

択

○ ○

（注２）

11000110
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表７－２／ＪＴ－Ｘ２５（続き）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

フ ァ シ リ テ ィ パケット種別

ﾌｧｼﾘﾃｨ符号

ﾋﾞｯﾄ位置

発呼要求 着     呼 着呼受付 接続完了 復旧要求 切断指示 ＤＣＥ復旧確認 87654321
課金情報通知

- 通知要求ｻｰﾋﾞｽ

- 通知情報

ⅰ）課金単位表示

ⅱ）ｾｸﾞﾒﾝﾄ 数表示

ⅲ）呼接続時間

○ ○

○ ○

00000100

11000101
11000010
11000001

ＲＯＡ選択

- 基本ﾌｫｰﾏｯﾄ

- 拡張ﾌｫｰﾏｯﾄ

○

01000100
11000100

DTE による着信転送選択 ○

（注４）

11010001

着信転送通知または DTE
による着信転送通知

○

（注５）

○ 11000011

被呼ﾗｲﾝｱﾄﾞﾚｽ 変更通知 ○

（注３）

○ ○

（注３およ

び注４）

○ 00001000

転送遅延選択／表示 ○ ○ ○ 01001001
マーカ（７．１節参照） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 00000000
拡張用に確保 11111111

注１－本ファシリティ符号および関連ファシリティパラメータは、着信課金（着信課金許容に加入している場合）および／又はファーストセレクト（ファーストセレクト許容

に加入している場合）が指示されている場合に着呼（ＣＮ）パケット中に存在する。着信課金許容にもファーストセレクト許容にも加入していない場合には、本ファシ

リティ符号および関連ファシリティパラメータは存在する必要はない。

注２－本ファシリティ符号および関連ファシリティパラメータは、ＮＵＩ選択ファシリティ（６．２１．３節参照）に加入している場合のみ着呼受付（ＣＡ）パケット中に存

在する。

注３－変更理由が「被呼ＤＴＥ起動」の時のみパラメータフィールﾄﾞを使用する（６．２６節および７．２．２．１２節参照）

注４－同一復旧要求（ＣＱ）パケットでＤＴＥによる着信転送選択ファシリティと被呼ラインアﾄﾞレス変更通知ファシリティの両方を使うことは許されない。

注５－変更理由が「起呼ＤＴＥ起動」の時のみパラメータフィールﾄﾞを使用する（６．２５節および７．２．２．１１節参照）
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表７－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

基本スループットクラスネゴシエーションファシリティにおけるスループットクラスの符号化

ビット位置： ４ ３ ２ １

または

ビット位置： ８ ７ ６ ５

スループットクラス

（ｂｉｔ／ｓ）

０ ０ ０ ０ 将来の利用のために確保

０ ０ ０ １ 将来の利用のために確保

０ ０ １ ０ 将来の利用のために確保

０ ０ １ １ ７５

０ １ ０ ０ １５０

０ １ ０ １ ３００

０ １ １ ０ ６００

０ １ １ １ １２００

１ ０ ０ ０ ２４００

１ ０ ０ １ ４８００

１ ０ １ ０ ９６００

１ ０ １ １ １９２００

１ １ ０ ０ ４８０００

１ １ ０ １ ６４０００

１ １ １ ０ １２８０００

１ １ １ １ １９２０００ （注）

注－６．１３節　注３参照
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表７－４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

拡張スループットクラスネゴシエーションファシリティにおけるスループットクラスの符号化

ビット位置： ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
スループットクラス

（ｂｉｔ／ｓ）

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 将来の利用のために確保

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 将来の利用のために確保

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 将来の利用のために確保

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ７５

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １５０

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ３００

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ６００

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １２００

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２４００

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ４８００

０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ９６００

０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １９２００

０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ４８０００

０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ６４０００

０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ １２８０００

０ ０ ０ ０ １ １ １ １ １９２０００

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２５６０００

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ３２００００

０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ３８４０００

０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ４４８０００

０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ５１２０００

０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ５７６０００

０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ ６４００００

０ ０ ０ １ ０ １ １ １ ７０４０００

０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ７６８０００

０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ８３２０００

０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ８９６０００

０ ０ ０ １ １ ０ １ １ ９６００００

０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ １０２４０００

０ ０ ０ １ １ １ ０ １ １０８８０００

０ ０ ０ １ １ １ １ ０ １１５２０００

０ ０ ０ １ １ １ １ １ １２１６０００

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １２８００００

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １３４４０００

０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １４０８０００

０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ １４７２０００

０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １５３６０００

０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ １６０００００

０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １６６４０００

０ ０ １ ０ ０ １ １ １ １７２８０００

０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １７９２０００

０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １８５６０００

０ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １９２００００

０ ０ １ ０ １ ０ １ １ １９８４０００

０ ０ １ ０ １ １ ０ ０ ２０４８０００

他  の  値 将来の利用のために確保
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表７－５／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

着信転送またはＤＴＥによる着信転送通知ファシリティフィールドの理由の符号化

ビット位置

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ １ １ １ １

１ ０ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

１ １ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

最初の被呼ＤＴＥビジー

ハントグループ中での呼の分配

（注１）

最初の被呼ＤＴＥの障害

最初の被呼ＤＴＥからの事前要求によ

る計画的な着信転送

起呼ＤＴＥ起動 （注２）

最初の被呼ＤＴＥによる着信転送

（注３）

注１－網によっては、本標準に記述していない網依存の理由に対して、この値を使用することがある。

注２－この理由は、起呼ＤＴＥ（パケット交換私設データ網と想定される）において、着信転送または

ＤＴＥによる着信転送を指示するために、発呼要求（ＣＲ）パケットを用いてもよい。ビット位

置８と７がそれぞれ「１」と「０」に設定されていない場合、ＤＣＥが強制的に設定する。

Ｘは起呼ＤＴＥにより独立に「０」または「１」に設定できる。結果としてこの理由は着呼

（ＣＮ）パケットの中で使用され、Ｘは起呼ＤＴＥから透過的に転送される。

注３－Ｘは、ＤＴＥによる着信転送選択ファシリティの値が最初の被呼ＤＴＥによって設定される

（7.2.2.10 節参照）。
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表７－６／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

被呼ラインアドレス変更通知ファシリティのためのパラメータフィールドの符号化

ビット位置

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ １ １ １ １

１ ０ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

１ １ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

最初の被呼ＤＴＥのビジーによる着信転送

ハントグループ中での呼の分配

最初の被呼ＤＴＥの障害による着信転送

最初の被呼ＤＴＥからの事前要求による計画的な

着信転送

被呼ＤＴＥ起動（注１）

最初の被呼ＤＴＥによる着信転送（注２）

注１－各Ｘは被呼ＤＴＥにより「０」または「１」に独立に設定され、起呼ＤＴＥにトランスペアレン

トに渡す。しかし、ビット位置８とビット位置７がそれぞれ「１」と「０」に設定されていない

場合には、ＤＣＥは強制的にそれらの値を設定する。

注２－Ｘは、ＤＴＥによる着信転送選択ファシリティの値が最初の被呼ＤＴＥによって設定される

（7.2.2.10 節参照）。
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表７－７／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

登録符号フィールドの符号化

パケット種別 登  録  符  号

フ  ァ  シ  リ  テ  ィ 登  録

要  求

登  録

確  認

ビット位置

８７６５４３２１

バーチャルコールに使用する全ての論理チャネルが

Ｐ１状態にあるときのみネゴシエーション可能な

ファシリティ

○ ○ ０００００１０１

常時ネゴシエーション可能なファシリティ ○ ○ ０１０００１０１

ファシリティの使用可否 ○ ０１０００１１０

ネゴシエーション不可能ファシリティ値 ○ ０００００１１０

デフォルトスループットクラス割当

－基本フォーマット

－拡張フォーマット

○

○

○

○

００００００１０

０１００１１００

非標準デフォルトパケットサイズ ○ ○ ０１００００１０

非標準デフォルトウィンドウサイズ ○ ○ ０１００００１１

論理チャネルタイプ範囲 ○ ○ １１００１０００
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表７－８／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

バーチャルコールに使用する全ての論理チャネルがＰ１状態にあるときのみネゴシエーション可能な

ファシリティの場合の登録パラメータフィールドのビット位置とファシリティの関係

ビット位置 ビットに対応するファシリティ

８

７

６

５

４

３

２

１

将来の利用のために確保（注）

Ｄビット修飾ファシリティ

パケット再送ファシリティ

拡張パケットシーケンス番号付与ファシリティ

注－ＤＴＥまたはＤＣＥは、ビット位置８、７、６、５および４を受信した場合には無視し、送信す

る場合には、「０」を設定する。
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表７－９／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

常時ネゴシエーション可能なファシリティの場合の登録パラメータフィールドのビット位置とファシリ

ティの関係

オクテット ビット位置 ビットに対応するファシリティ

１

８

７

６

５

４

３

２

１

将来の利用のために確保（注）

課金情報通知ファシリティ（インタフェース毎）

基本スループットクラスネゴシエーションファシリティ

フロー制御パラメータネゴシエーションファシリティ

着信課金許容ファシリティ

ファーストセレクト許容ファシリティ

発呼禁止ファシリティ

着呼禁止ファシリティ

２ ８

１～７

拡張スループットクラスネゴシエーションファシリティ

将来の利用のために確保（注）

注－ＤＴＥまたはＤＣＥは、オクテット１のビット位置８およびオクテット２のビット位置７、６、

５、４、３、２および１を受信した場合には無視し、送信する場合には、「０」を設定する。
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表７－１０／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ファシリティの使用可否を示す場合の登録パラメータフィールドのビット位置とファシリティの関係

オクテット ビット位置 ビットに対応するファシリティ

１

８

７

６

５

４

３

２

１

着信課金ファシリティ（注１）

着信課金許容ファシリティ

課金情報通知ファシリティ（呼毎) （注１）

課金情報通知ファシリティ（インタフェース毎）

被呼ラインアドレス変更通知ファシリティ（注１）

Ｄビット修飾ファシリティ

パケット再送ファシリティ

拡張パケットシーケンス番号付与ファシリティ

２

８

７

６

５

４

３

２

１

将来の利用のために確保（注２）

ＲＯＡ選択ファシリティ（注１）

論理チャネルタイプ範囲登録ファシリティ

非標準デフォルトパケットサイズ登録ファシリティ

非標準デフォルトウィンドウサイズ登録ファシリティ

デフォルトスループットクラス割当て登録ファシリティ

注１－上記ビットを「１」に設定することにより、ＤＴＥは対応するファシリティを使用するファシリ

ティを使用可能であることを示す。これらのファシリティではこれ以上のネゴシエーションは必

要ではない。

注２－オクテット２のビット位置８、７および６は、ＤＴＥが受信した場合にはこれを無視し、ＤＣＥ

が送信する場合には「０」に設定する。



- 151 - ＪＴ－Ｘ２５

図７－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ファシリティ要素／登録要素の一般的なフォーマット

クラスＡ

ビット位置

８７６５４３２１

クラスＢ

ビット位置

８７６５４３２１

オ

テ

ク

ッ

ト

１

０ ０

２

１

０

２

１

３

オ

テ

ク

ッ

ト

オ

テ

ク

ッ

ト

オ

テ

ク

ッ

ト

０

１

２

クラスＤ

ビット位置

８７６５４３２１

クラスＣ

ビット位置

８７６５４３２１

００ＸＸＸＸＸＸ

１０ＸＸＸＸＸＸ １１ＸＸＸＸＸＸ

０１ＸＸＸＸＸＸ

ﾌｧｼﾘﾃｨﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ

／登録ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ

ﾌｧｼﾘﾃｨﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ長

／登録ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ長

ﾌｧｼﾘﾃｨﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ

／登録ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ

ﾌｧｼﾘﾃｨﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ

／登録ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ

ﾌｧｼﾘﾃｨﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ

／登録ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ
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付属資料Ａ

ＤＴＥ／ＤＣＥパケットレイヤインタフェースにおける状態遷移図

Ａ.１　状態遷移図の記号の定義

注１－各状態を状態番号および状態名の示された楕円形で表現する。

注２－各状態遷移を矢印で示す。遷移に対する責任（ＤＴＥまたはＤＣＥ）および転送されたパケット

については矢印の横に示す。

Ａ.２　状態遷移図の順序定義

明確化するために、ＤＴＥ／ＤＣＥパケットレイヤインタフェース上の正常の手順を一連の状態遷移図

に示す。正常の手順をすべてに記述するため、優先順に状態遷移図を並べ、以下のとおり、上位の図と下

位の図の関係を明らかにする。

－遷移図を優先度の順に並べ、付図Ａ－１／ＪＴ－Ｘ２５（リスタートパケット転送に関する状態遷移

図）を最上位とし、以下の図を下位とする。遷移図の優先とは、上位の遷移図に属するパケットが転

送された場合、下位の遷移図を適用せず、その上位の遷移図を適用することである。

－下位の遷移図の状態との関係は、その状態を上位の図の中の楕円形に入れることにより、相互関係が

得られる。

状  態  番  号

状  態  名

遷移

遷移

遷移に対する責任

転送されたパケット（パケットタイプ）

ＤＣＥ

ＤＴＥ
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　注１－バーチャルコール論理チャネルはｐ１状態、パーマネントバーチャルサーキット論理チャネルは

ｄ１状態である。

　注２－本遷移は最初のＴ１０タイムアウト後に起こる。

　注３－本遷移は２回目のＴ１０タイムアウト後に起こる。（診断パケット（ＤＧ）以外のパケットの転

送は行なわない。）

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

リスタートパケットの転送に関する状態遷移図

ｒ１

パケットレイヤレディ

レディ

ｐ１またはｄ１

（注１）

ＤＴＥ ＤＣＥ

リスタート指示（ＳＩ）リスタート要求（ＳＱ）

ﾘｽﾀｰﾄ 確認

(SF)または

ﾘｽﾀｰﾄ 指示(SI)

ﾘｽﾀｰﾄ 確認

(SF)または

ﾘｽﾀｰﾄ 要求(SQ)

ＤＣＥ （注３）　ＤＴＥ

ｒ３

ＤＣＥリスタート指示

ｒ２

ＤＴＥリスタート要求

リスタート要求(SQ)

ＤＴＥ

リスタート指示(SI)

ＤＣＥ

（注２）
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ｐ１

レディ

ＤＴＥ ＤＣＥ

着呼(CN)発呼要求(CR)

ｐ２

ＤＴＥ待機

ｐ３

ＤＣＥ待機

着呼(CN) 発呼要求(CR)

ＤＴＥＤＣＥＤＣＥ ＤＴＥ

ｐ５

発着呼衝突

ＤＣＥ

接続完了(CC)

接続完了(CC)

着呼受付(CA)

ｄ１

フロー制御

レディ

ｐ４

データ転送

ａ）呼設定フェーズ
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　注１－本遷移は前の状態がＤＴＥ待機（ｐ２）の場合のみ起こる可能性がある。

　注２－本遷移は前の状態がＤＣＥ待機（ｐ３）の場合のみ起こる可能性がある。

　注３－本遷移は最初のＴ１３タイムアウト後に起こる。

　注４－本遷移は前の状態がレディ（ｐ１）またはＤＣＥ待機（ｐ３）の場合のみ起こる可能性がある。

　注５－本遷移は前の状態がレディ（ｐ１）またはＤＴＥ待機（ｐ２）の場合のみ起こる可能性がある。

　注６－本遷移は２回目のＴ１３タイムアウト後に起こる。（診断パケット（ＤＧ）以外のパケットの転

送は行わない）

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

パケットレイヤレディ（ｒ１）状態における呼設定

および呼解放パケットの転送に関する状態遷移図

ｐ６または

ｐ７以外の

状態

ＤＴＥ ＤＣＥ

復旧要求(CQ) 切断指示(CI)

ＤＣＥ ＤＴＥＤＴＥＤＣＥ

ＤＣＥ

接続完了

(CC)

（注１）

または着呼(CN)

（注５）

着呼受付

(CA)

（注２）

または発呼

要求(CR)

（注４）

ｐ６

ＤＴＥ復旧要求

ｐ７

ＤＣＥ切断指示復旧

要求

(CQ)

切断

指示

(CI)（注３）

ＤＣＥ復旧確認(CF)

または切断指示(CI)

ＤＴＥ切断確認(CF)

または復旧要求(CQ)

（注６）

ｐ１

レディ

ｂ）呼切断フェーズ

ＤＴＥ
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　注－本遷移は最初のＴ１２タイムアウト後に起こる。

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

データ転送（ｐ４）状態におけるリセットパケットの転送に関する状態遷移図

ｄ１

フロー制御レディ

ＤＴＥ

ＤＴＥＤＴＥ

ＤＣＥ

ＤＣＥ ＤＣＥ

リセット要求(RQ) リセット指示(RI)

リセット指示

(RI)または

ＤＣＥリセット

確認(RF)

リセット要求

(RQ)または

DTE リセット

確認(RF)

リセット

要求(RQ)

リセット

指示(RI)

（注）

ｄ２

ＤＴＥリセット要求

ｄ３

ＤＣＥリセット指示
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付属資料Ｂ

ＤＴＥ／ＤＣＥパケットレイヤインタフェースでの

パケット受信時の状態別ＤＣＥ動作

まえがき

　本付属資料は、ＤＴＥ／ＤＣＥパケットレイヤインタフェースにおいて、パケット受信時のＤＣＥ動作

について規定したものである。

　これは、状態遷移表で記述する。

　状態遷移表では、次の規則が適用される。

1) パケットに関する誤りが複数起る場合がある。網は誤りを１つ検知した時点でパケットの正常処

理を中止する。このようにＤＣＥによって唯一の診断符号が１つのエラー表示と関係付けられる。

網におけるパケットの復号化およびチェックの実行順序は標準化されない。

2) オクテット整合の網に対しては、データリンクまたはパケットレイヤでオクテット非整数倍の検

知が行われることがある。この付属資料ではオクテット整合でかつパケットレイヤでオクテット非

整数倍の検知を行う網に対してだけ、オクテット整合を考慮する。

3) いずれの表においても、ＤＣＥ動作は、以下の方法により示す。

－廃　棄　：ＤＣＥは受信パケットを廃棄し、そのパケットの受信に基づいた動作は行わない。

ＤＣＥは同じ状態にとどまる。

－診断＃ｘ：ＤＣＥは受信パケットを廃棄し、診断（ＤＧ）パケットを提供する網では診断符号

＃ｘからなる診断（ＤＧ）パケットをＤＴＥに送信する。

インタフェースの状態は変化しない。

－正常または誤り：対応する動作は各表の後に明記する。

4) 付属資料Ｄに使用する診断符号の一覧を示す。

付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

パケットレイヤ状態遷移表－任意の状態（特殊な場合）

ＤＴＥからのパケット すべての状態

パケット長２オクテット未満の任意のパケット（パケットを含まない

データリンクレイヤでは有効なＩフレームを含む）

診断＃３８

不正なゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）をもつ任意のパケット 診断＃４０

未割当て論理チャネルをもつ任意のパケット 診断＃３６

有効なＧＦＩをもち、割当てられた論理チャネルをもつ任意のパケッ

ト、またはＧＦＩが有効でオクテット１のビット位置１から４および

オクテット２のビット位置１から８が「０」である任意のパケット

（付表Ｂ－２／

ＪＴ－Ｘ２５参照）
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付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

パケットレイヤ状態遷移表－リスタート状態

ＤＣＥから見たｲﾝﾀﾌｪｰｽの状態

ＤＴＥからのパケット

パケットレイヤレ

ディｒ１

ＤＴＥﾘｽ

ﾀｰﾄ要求 r2

ＤＣＥﾘｽ

ﾀｰﾄ指示 r3

オクテット１のビット位置１から４およびオクテッ

ト２のビット位置１から８が「０」であるリスター

ト要求

正　常

（ｒ２）

廃　棄 正　常

(r1)

オクテット１のビット位置１から４およびオクテッ

ト２のビット位置１から８が「０」であるＤＴＥリ

スタート確認

誤　り

（ｒ３）

＃１７

誤　り

(r3)

＃１８

正　常

(r1)

オクテット１のビット位置１から４およびオクテッ

ト２のビット位置１から８が「０」である登録要求

（ＤＣＥが提供している場合）

正　常

（ｒ１）

正　常

(r2)

正　常

(r3)

オクテット１のビット位置１から４およびオクテッ

ト２のビット位置１から８が「０」であるリスター

ト要求、ＤＴＥリスタート確認および登録要求（Ｄ

ＣＥが提供している場合）以外のＤＣＥが提供して

いるパケット

診　断

＃３６

診　断

＃３６

診　断

＃３６

オクテット１のビット位置１から４およびオクテッ

ト２のビット位置１から８が「０」である１オク

テット未満のパケットタイプ識別子をもつパケット

診　断

＃３８

誤　り

(r3)

＃３８

廃　棄

オクテット１のビット位置１から４およびオクテッ

ト２のビット位置１から８が「０」である未定義ま

たはＤＣＥが未提供であるパケットタイプ識別子を

もつパケット（すなわちリジェクトまたは登録パ

ケット）

診　断

＃３３

誤　り

(r3)

＃３３

廃　棄

割当てられた論理チャネルをもつ、データ、割込、

呼設定および呼解放、フロー制御、または、リセッ

ト

付表 B-3/JT-X25 また

は付表 B-4/JT-X25 参

照（注）

誤　り

(r3)

＃１８

廃　棄

オクテット１のビット位置１から４またはオクテッ

ト２のビット位置１から８が「０」でない、リス

タート要求、ＤＴＥリスタート確認、または、登録

要求（ＤＣＥが提供している場合）

付表 B-3/JT-X25 また

は付表 B-4/JT-X25 参

照（注）

誤　り

(r3)

＃４１

廃　棄

割当てられた論理チャネルをもちパケットタイプ識

別子１オクテット未満のパケット

付表 B-3/JT-X25 また

は付表 B-4/JT-X25 参

照（注）

誤　り

(r3)

＃３８

廃　棄

割当てられた論理チャネルをもち未定義またはＤＣ

Ｅが未提供であるパケットてタイプ識別子をもつパ

ケット（すなわちリジェクトまたは登録パケット）

付表 B-3/JT-X25 また

は付表 B-4/JT-X25 参

照（注）

誤　り

(r3)

＃３３

廃　棄
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　注－付表Ｂ－３／ＪＴ－Ｘ２５は、バーチャルコールに割当てられる論理チャネル用であり、付表Ｂ－

４／ＪＴ－Ｘ２５は、パーマネントバーチャルサーキットに割当てられる論理チャネル用である。

誤り(r3)： ＤＣＥは、受信したパケットを廃棄し、ＤＴＥに対して、原因「ローカル手順誤り」（診

断符号＃ｘ）リスタート指示（ＳＩ）パケットを送出することにより、リスタート実行中

であることを通知し、状態ｒ３に遷移する。バーチャルコールを確立している場合、相手

ＤＴＥに対して、原因「リモート手順誤り」（診断符号は同じ）の切断指示（ＣＩ）パ

ケットを送出することにより、リスタート実行中であることを通知する。パーマネント

バーチャルサーキットの場合、相手ＤＴＥに対して、原因「リモート手順誤り」（診断符

号は同じ）のリセット指示（ＲＩ）パケットを送出することにより、通知する。

正常(ri)： 以下の誤り条件が発生していない場合、ＤＣＥ動作は、本標準の３節および 6.1 節に定義

される手順に従う。また、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースは、状態ｒｉに遷移する。

（ａ） 状態ｒ３において、受信したリスタート要求（ＳＱ）パケットまたはＤＴＥリスタート確

認（ＳＦ）パケット、もしくは状態ｒ２またはｒ３において受信した登録要求（ＧＱ）パ

ケットが、最大許容長を越えるか短すぎる場合またはオクテット整合でない場合（本付属資

料まえがきの規則２）参照）、ＤＣＥは、誤り＃３９、＃３８または＃８２の各手順を開始

する。

状態ｒ３において、リスタート要求（ＳＱ）パケットを受信し、リスタート原因フィール

ドが「ＤＴＥ起動」でない場合、誤り＃８１手順を開始する網がある。

（ｂ） 状態ｒ１において、受信したリスタート要求（ＳＱ）パケットまたは登録要求（ＧＱ）パ

ケットが、最大許容長を越えるか短すぎる場合またはオクテット整合でない場合（本付属資

料まえがきの規則２）参照）、ＤＣＥは、診断＃３９、＃３８または＃８２の各手順を開始

する。

状態ｒ１において、リスタート要求（ＳＱ）パケットを受信し、リスタート原因フィール

ドが「ＤＴＥ起動」でない場合、診断＃８１手順を開始する網がある。

（ｃ） ＤＣＥはオンラインファシリティ登録ファシリティを提供しており、ＤＴＥがファシリ

ティに未加入である場合に、ＤＴＥから登録要求（ＧＱ）パケットを受信したとき、ＤＣＥ

は、ＤＴＥに対して、原因「ローカル手順誤り」（診断符号＃４２、登録フィールドなし）

の登録確認（ＧＦ）パケットを送信すべきである。

１つ以上の論理チャネルがパーマネントバーチャルサーキットに割当てられており、バー

チャルコールに使用するすべての論理チャネルが状態ｐ１にある場合のみ有効である１つ以

上のファシリティ（付属資料Ｅ参照）の変更を要求する登録要求（ＧＱ）パケットを、変更

可能な状態にある時に受信した場合、ＤＣＥは、原因「登録／削除確認」（診断符号＃０）

のリスタート指示（ＳＩ）パケットを送信して、状態ｒ３に遷移する。この動作により、す

べてのネゴシエーションファシリティを正しく有効とするため、パーマネントバーチャル

サーキットがリセットされる。
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付表Ｂ－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

パケットレイヤ状態遷移表－呼設定および呼解放状態（注１）

パケットレイヤレディｒ１

レディ

ｐ１

ＤＴＥ

待機

ｐ２

(注 3)

ＤＣＥ

待機

ｐ３

(注 2)

データ

転送

ｐ４

呼衝突

ｐ５

(注 2)

(注 3)

ＤＴＥ

復旧

要求

ｐ６

ＤＣＥ

切断

指示

ｐ７

発呼要求 正　常

(P2)

誤　り

(P7)

#21

正　常

(P5)

誤　り

(P7)

#23

誤　り

(P7)

#24

誤　り

(P7)

#25

廃　棄

着呼受付 誤　り

(P7)

#20

誤　り

(P7)

#21

正　常

(P4)

誤　り

(P7)

#23

誤　り

(P7)

#24

誤　り

(P7)

#25

廃　棄

復旧要求 正　常

(P6)

正　常

(P6)

正　常

(P6)

正　常

(P6)

正　常

(P6)

廃　棄 正　常

(P1)

ＤＴＥ切断確認 誤　り

(P7)

#20

誤　り

(P7)

#21

誤　り

(P7)

#22

誤　り

(P7)

#23

誤　り

(P7)

#24

誤　り

(P7)

#25

正　常

(P1)

データ、割込、リセットまたは

フロー制御

誤　り

(P7)

#20

誤　り

(P7)

#21

誤　り

(P7)

#22

付表 B-

4/JT-X25

参照

誤　り

(P7)

#24

誤　り

(P7)

#25

廃　棄

オクテット１のビット位置１か

ら４、またはオクテット２の

ビット位置１から８が「０」で

ないリスタート要求、ＤＴＥリ

スタート確認、登録要求

誤　り

(P7)

#41

誤　り

(P7)

#41

誤　り

(P7)

#41

付表 B-

4/JT-X25

参照

誤　り

(P7)

#41

誤　り

(P7)

#41

廃　棄

１オクテット未満のパケットタ

イプ識別子を持つパケット

誤　り

(P7)

#38

誤　り

(P7)

#38

誤　り

(P7)

#38

付表 B-

4/JT-X25

参照

誤　り

(P7)

#38

誤　り

(P7)

#38

廃　棄

未定義またはＤＣＥが未提供で

あるパケットタイプ識別子を持

つパケット（すなわちリジェク

トまたは登録パケット）

誤　り

(P7)

#33

誤　り

(P7)

#33

誤　り

(P7)

#33

付表 B-

4/JT-X25

参照

誤　り

(P7)

#33

誤　り

(P7)

#33

廃　棄

　注１－パーマネントバーチャルサーキットでは、状態ｐ４のみが存在し、付表Ｂ－４／ＪＴ－Ｘ２５に

示される以外の動作をとらない。

　注２－この状態は単方向発論理チャネル（ＤＴＥから見て）の場合存在しない。

　注３－この状態は単方向着論理チャネル（ＤＴＥから見て）の場合存在しない。

ＤＣＥから見た

ｲﾝﾀﾌｪｰｽの状態

ﾊﾞｰﾁｬﾙｺｰﾙに

割当てた論理

ﾁｬﾈﾙ番号を持つ

ＤＴＥﾊﾟｹｯﾄ
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誤り(p7)： ＤＣＥは、受信したパケットを廃棄し、ＤＴＥに対して、原因「ローカル手順誤り」

（診断符号#x）の切断指示（ＣＩ）パケットを送出することにより、切断を指示し、状

態ｐ７に遷移する。バーチャルコールが確立している場合、相手ＤＴＥに対して、原因

「リモート手順誤り」（診断符号は同じ）の切断指示（ＣＩ）パケットを送出すること

により、切断を通知する。

正常(pi)： 以下の誤り状態が発生していない場合、ＤＣＥ動作は、本標準の４章に定義する手順に

従う。また、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースは、状態ｐｉに遷移する。

　以下に示すすべての場合、ＤＣＥは、適切な原因と診断符号とともに切断指示（Ｃ

Ｉ）パケットをＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースへ転送し、状態ｐ７へ遷移する。バー

チャルコールが確立している場合、相手ＤＴＥに対して、原因「リモート手順誤り」

（診断符号は同じ）の切断指示（ＣＩ）パケットを送出することにより、切断を通知す

る。

（ａ）　発呼要求（ＣＲ）パケット

誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

１．オクテット単位でないパケット

（本付属資料まえがきの規則２参照）

２．短すぎるパケット

３．単方向着論理チャネル

（ＤＴＥから見て）

４．アドレス長がパケットの残り部分より大

きい

５．ＢＣＤ以外の数字からなるアドレス

６．不正起呼ＤＴＥアドレス（注）

７．不正被呼ＤＴＥアドレス（注）

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

または接続不可

#82

#38

#34

#38

#67,#68

#68

#67

注－不正アドレスの理由として以下のものがある。

－提供されていないプレフィックス

－ＴＯＡ／ＮＰＩ情報のタイプが不正（Ａビットが「１」の場合）

－オルタナティブアドレスが翻訳できない。

－国内アドレス長が許容フォーマットより小さい

－国内アドレス長が許容フォーマットより大きい

－ＤＮＩＣ（データ網識別符号）が４桁未満等
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誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

８．２５９オクテットを越えるパケット

９．ファシリティの組合せがファシリティ長

と一致しない。

10．ファシリティ長がパケットの残り部分よ

り大きい

11．許容されていないファシリティ符号

12．許容されてないまたは不正なファシリ

ティ値

13．パラメータフィールド長に対応するファ

シリティのクラス符号がパケットの残り

部分より大きい

14．ファシリティ符号の２重出現

15．不正な網利用者識別子（ＮＵＩ）

16．ＤＣＥが期待するＮＵＩ選択ファシリ

ティがＤＴＥにより未供給

17．不正／提供されていないＮＵＩ値あるい

は網間インタフェース上でのＮＵＩの消

失の検出

18．ＲＯＡ選択が必要

19．矛盾するファシリティ値（例えば提供さ

れていない特殊な組合せ）

20．許容されていないまたは不正なＩＴＵ－

Ｔで規定されたＤＴＥファシリティ符号

またはパラメータ

21．１６オクテットまたはファーストセレク

トの場合１２８オクテットよりも大きい

起呼ユーザデータ

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

不正ファシリティ

要求

不正ファシリティ

要求

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

不正ファシリティ

要求

ローカル手順誤り

アクセス禁止

ＲＯＡ障害

不正ファシリティ

要求

不正ファシリティ

要求

ローカル手順誤り

#39

#69

#38

#65

#66

#69

#73

#84

#84

#84

#76

#66

#77

#39

網でバーチャルコールが確立できない場合、ＤＣＥは、コールプログレス信号と以下の診断符号を用い

る。
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誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

22．要求されたＲＯＡは障害

23．要求されたＲＯＡは不正または提供され

ていない

24．番号不明

25．着呼禁止

26．閉域ユーザグループ保護

27．船舶不在

28．着信課金拒否

29．ファーストセレクト拒否

30．被呼ＤＴＥ障害

31．論理チャネル使用不可

32．発着呼衝突

33．リモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

または中継網で要求された機能または

ファシリティが提供されていない

ＲＯＡ障害

ＲＯＡ障害

接続不可

アクセス禁止

アクセス禁止

船舶不在

着信課金許容未登

録

ファーストセレク

ト許容未登録

障害

相手ＤＴＥビジー

相手ＤＴＥビジー

相手プロトコル不

一致

#0

#119

#67

#70

#65

#0

#0

#0

#0 または#127 よりも大きい数

#71

#71,#72

#0

注－誤り状態の３３番は、被呼ＤＴＥでバーチャルコールサービスが提供されていない（パーマネント

バーチャルサーキットのみ）可能性を考慮に入れるべきである。
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誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

34．リモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

での手順誤り

35．ＤＣＥでつくられた着呼パケットがリ

モートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースで

２５９オクテットを越える

36．一時的な網輻輳または網障害

37．起呼ネットワークで提供され、被呼ＤＴ

Ｅで要求されるが起呼ＤＴＥで受け付け

ないＩＣＲＤ

38．起呼ネットワークで提供されないが、被

呼ＤＴＥで要求されるＩＣＲＤ

リモート手順誤り

相手プロトコル不

一致

網輻輳

アクセス禁止

相手プロトコル不

一致

［後述（ｂ）、（ｃ）およ

び付属資料Ｃ参照］

#39

#0,#122 または

#127 よりも大きい数

#85

#85
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（ｂ）　着呼受付（ＣＡ）パケット

誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

１．オクテット単位でないパケット（本付属

資料まえがきの規則２参照）

２．アドレス長がパケットの残り部分より大

きい

３．ＢＣＤ以外の数字からなるアドレス

４．不正起呼ＤＴＥアドレス（（ａ）下段の

注参照）

５．不正被呼ＤＴＥアドレス（（ａ）下段の

注参照）

６．２５９オクテットを越えるパケット

７．ファシリティの組合せがファシリティ長

と一致しない。

８．ファシリティ長がパケットの残り部分よ

り大きい

９．許容されていないファシリティ符号

10. 許容されていないまたは不正なファシリ

ティ値

11．パラメータフィールド長に対応するファ

シリティのクラス符号がパケットの残り

部分より大きい

12．ファシリティ符号の２重出現

13．不正な網利用者識別子（ＮＵＩ）

14．ＤＣＥが期待するＮＵＩ選択ファシリ

ティがＤＴＥにより未供給

15．不正／提供されていないＮＵＩ値、ある

いは網間インタフェース上でのＮＵＩの

消失の検出

16．矛盾するファシリティ値（例えば提供さ

れていない特殊な組合せ）

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

不正ファシリティ

要求

不正ファシリティ

要求

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

不正ファシリティ

要求

ローカル手順誤り

アクセス禁止

不正ファシリティ

要求

#82

#38

#67,#68

#68

#67

#39

#69

#38

#65

#66

#69

#73

#84

#84

#84

#66
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誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

17．許容されていないまたは不正なＩＴＵ－

Ｔで規定されたＤＴＥファシリティ符号

またはパラメータ

18．ファーストセレクトファシリティ要求有

りで１２８オクテットより大きい被呼

ユーザデータ

19．ファーストセレクトファシリティ要求な

しで被呼ユーザデータが存在する

20．着呼パケットが応答制限有りのファース

トセレクトファシリティ

21．ＤＣＥでつくられた接続完了パケットが

起呼ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースで２

５９オクテットを越える

不正ファシリティ

要求

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

相手プロトコル不

一致

#77

#39

#39

#42

#39

　被呼ラインアドレス変更通知ファシリティがファシリティフィールドの中に存在する時を除き、着呼受

付（ＣＡ）パケット中の起呼および／又は被呼ＤＴＥアドレス長が０でない場合、誤り＃７４の手順を開

始する網がある。

（ｃ）復旧要求（ＣＱ）パケット

誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

１．オクテット単位でないパケット（本付属

資料まえがきの規則２参照）

２．短すぎるパケット

３．５オクテットより大きい不正なパケット長

４．起呼ＤＴＥアドレス長が（どんな場合に

おいても）０でない、または状態ｐ３に

おいて呼切断中に被呼ラインアドレス変

更通知が存在する場合を除いて被呼ＤＴ

Ｅアドレス長が０でない。

５．状態ｐ３において呼切断中に被呼ライン

アドレス変更通知が存在するときに被呼

ＤＴＥアドレスが不正である。

（(a)下段の注参照）

６．２５９オクテットを越えるパケット

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

#82

#38

#39

#74

#67

#39



- 167 - ＪＴ－Ｘ２５

誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

７．ファシリティの組合せがファシリティ長

と一致しない

８．ファシリティ長がパケットの残り部分よ

り大きい

９．許容されていないファシリティ符号

10．許容されていないまたは不正なファシリ

ティ値（着信側ＤＴＥの網で提供されな

い場合、網間のＤＴＥによる着信転送を

含む）

11．パラメータフィールド長に対応するファ

シリティのクラス符号がパケットの残り

部分より大きい

12．ファシリティ符号の２重出現

13．着信転送およびＤＴＥによる着信転送が

最大値となったときに要求されるＤＴＥ

による着信転送選択ファシリティ

14．タイムアウト後のＤＴＥによる着信転送

選択ファシリティ要求

15．ファーストセレクトファシリティ要求有

りで１２８オクテットより大きいクリア

ユーザデータ

16．ファーストセレクトファシリティ要求あ

り、ＤＴＥによる着信転送選択ファシリ

ティの要求なしで、クリアユーザデータ

が存在する

17．ファーストセレクトファシリティ要求な

し、ＤＴＥによる着信転送選択ファシリ

ティ要求ありで、１６オクテットより大

きいクリアユーザデータ

18．ＤＣＥでつくられた切断指示パケットが

リモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

で２５９オクテットを越える。

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

不正ファシリティ

要求

不正ファシリティ

要求

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

不正ファシリティ

要求

不正ファシリティ

要求

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

相手プロトコル不

一致

#69

#38

#65

#66

#69

#73

#78

#53

#39

#39

#39

#39

復旧要求（ＣＱ）パケット中の切断原因フィールドが「ＤＴＥ起動」でない場合、誤り＃８１の手順を

開始する網がある。
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（ｄ）ＤＴＥ切断確認（ＣＦ）パケット

誤り状態 原　因
診断符号

（付属資料Ｄの注３参照）

１．オクテット単位でないパケット（本付属

資料まえがきの規則２参照）

２．３オクテットより大きいパケット長

ローカル手順誤り

ローカル手順誤り

#82

#39

付表Ｂ－４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

パケットレイヤ状態遷移表－データ転送状態

データ転送（ｐ４）

ﾌﾛｰ制御

ﾚﾃﾞｨ

(d1)

DTE ﾘｾｯﾄ指示

(d2)

DCE ﾘｾｯﾄ指示

(d3)

リセット要求 正常

(d2)

廃棄 正常

(d1)

ＤＴＥリセット確認

誤り

(d3)

#27

誤り

(d3)

#28

正常

(d1)

データ、割込みまたはフロー制御 正常

(d1)

誤り

(d3)

#28

廃棄

オクテット１のビット位置１から４またはオク

テット２のビット位置１から８が「０」でないリ

スタート要求、ＤＴＥリスタート確認、または登

録要求

誤り

(d3)

#41

誤り

(d3)

#41

廃棄

１オクテット未満のパケットタイプ識別子をもつ

パケット

誤り

(d3)

#38

誤り

(d3)

#38

廃棄

未定義またはＤＣＥが未提供であるパケットタイ

プ識別子をもつパケット（すなわちリジェクトま

たは登録パケット）

誤り

(d3)

#33

誤り

(d3)

#33

廃棄

パーマネントバーチャルサーキットにおける不正

パケットタイプ

誤り

(d3)

#35

誤り

(d3)

#35

廃棄

未加入であるリジェクトパケット

誤り

(d3)

#37

誤り

(d3)

#37

廃棄

ＤＣＥからみた

インタフェース状態
割当てられた

論理チャネルをもつ

ＤＴＥからのパケット
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誤り(d3)： ＤＣＥは、受信したパケットを廃棄し、ＤＴＥに対して、原因「ローカル手順誤り」（診

断符号＃ｘ）のリセット指示（ＲＩ）パケットを送出することにより、リセット実行中で

あることを指示、状態 d3 に入る。また、相手ＤＴＥに対して、原因「リモート手順誤り」

（診断符号は同じ）のリセット指示（ＲＩ）パケット送出することにより、リセット実行

中であることを通知する。

正常(di)： 以下の誤り条件または特別な状況が発生しない場合、ＤＣＥ動作は、本標準の４節に定義

する手順に従う。

（ａ） パケットが最大許容長より長いか短すぎる場合またはオクテット整合でない場合（本付属

書まえがきの規則２参照）、ＤＣＥは、誤り＃３９、＃３８、＃８２の各手順を開始する。

（ｂ） リセット要求（ＲＱ）パケット中のリセット原因フィールドが「ＤＴＥ起動」でない場合、

誤り＃８１の手順を開始する網がある。

（ｃ） 完結パケットシーケンス内においてＱビットが同じ値に設定されていない場合、誤り＃８

３の手順を開始する網がある。

（ｄ） ＤＣＥは、不正な送信シーケンス番号Ｐ（Ｓ）、受信シーケンス番号Ｐ（Ｒ）を受信した

場合、誤り＃１、＃２の手順をそれぞれ起動する。

（ｅ） ＤＣＥは、未確認ＤＣＥ割込パケットに対応しないＤＴＥ割込確認（ＩＦ）パケットの受

信を誤りと見なし、誤り＃４３手順を開始する。ＤＣＥは、以前のＤＴＥ割込パケットの確

認前に受信したＤＴＥ割込パケットは誤りと見なし、誤り＃４４の手順を開始する。

（ｆ） パーマネントバーチャルサーキットにおいて網が一時的にデータトラヒックの処理が不可

能となった場合（4.2 節参照）、および状態 d1 において受信したパケットがデータ、割込、

フロー制御またはリセット要求であった場合、ＤＣＥは原因「網障害」のリセット指示パ

ケットをＤＴＥに対し送出し、状態 d3（データ、割込またはフロー制御パケット）または d1

（リセット要求パケット）に遷移する。
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付属資料Ｃ

パケットレイヤのＤＣＥタイムアウトおよびＤＴＥタイムリミット

C.1　ＤＣＥタイムアウト

　ＤＣＥが送出したパケットに対して、規定最大時間内に応答することをＤＴＥに要求することがある。

　規定最大時間経過後のＤＣＥ動作は、付表Ｃ―１／ＪＴ―Ｘ２５に示す。

　ＤＣＥが使用するＤＣＥタイムアウト値は付表Ｃ－１／ＪＴ―Ｘ２５に示す値より小さくなることはな

い。

C.2　ＤＴＥタイムリミット

　ＤＴＥが送出したパケットに対して、規定最大時間内に応答することをＤＣＥに要求することがある。

最大時間を付表Ｃ－２／ＪＴ－Ｘ２５に示す。実際のＤＣＥ応答時間は、規定されるタイムリミットより

充分小さい。タイムリミットを超過する状況は、障害の場合にのみ発生する。

　このような障害から回復するために、ＤＴＥはタイマを使用する場合がある。付表Ｃ－２／ＪＴ―Ｘ２

５に示すＤＴＥタイムリミットは、ＤＴＥが適切な動作を開始する時間の下限値とする。ＤＴＥタイムリ

ミットとしてはこれらの値より長い時間を使用することができる。タイムリミット経過後のＤＴＥ動作は、

付表Ｃ－２／ＪＴ―Ｘ２５に示す。

注１－着呼に対する被呼ＤＴＥの正常応答時間を起呼ＤＴＥが判っている場合、起呼ＤＴＥは付表Ｃ－２／Ｊ

Ｔ―Ｘ２５のＴ２１より短い値を使用することができる。この場合、タイマは被呼ＤＴＥの正常最

大応答時間および予想最大呼設定時間を計数することとする。

注２－被呼ＤＴＥインタフェースでのＤＣＥのＴ１１がタイムアウトする前にＴ２１がタイムアウトする

ことがある。
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付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＣＥタイムアウト

タイム

アウト

タイム

アウト 開始時間

論　理

ﾁｬﾈﾙの 正常終了時期 １回目のタイムアウト時の動作 ２回目のタイムアウト時の動作

番　号 値 状態 ローカル側 リモート側 ローカル側 リモート側

Ｔ１０ 60 秒 ＤＣＥがリス

タート指示パ

ケットを送出

r3 ＤＣＥは状態 r3 を出

る。

（すなわちリスター

ト 確 認 ま た は リ ス

タート要求パケット

を受信時）

ＤＣＥは状態 r3 に留

まり、リスタート指

示パケット（ローカ

ル手順誤り＃５２）

を再び送出し、タイ

ムアウトＴ１０をリ

スタートする。

パ ー マ ネ ン ト バ ー

チャルサーキットの

場合、ＤＣＥは状態

d3 に移り、リセット

指 示 パ ケ ッ ト （ リ

モート手順誤り＃５

２）を送出すること

もある。

ＤＣＥは状態 r1 に移り、診断

パケット（＃５２）を送出す

ることもある。

パーマネントバーチャル

サーキットの場合、ＤＣＥ

は状態 d3 に移り、リセット

指示パケット（リモート手

順誤り＃５２）を送出する

こともある。

Ｔ１１ 180 秒 ＤＣＥが着呼

パケットを送

出

p3 ＤＣＥは状態 p3 を出

る。

（ た と え ば 着 呼 受

付、復旧要求または

発呼要求パケット受

信時）

ＤＣＥは状態 p7 に移

り切断指示パケット

（ローカル手順誤り

＃ ４ ９ ） を 送 出 す

る。

ＤＣＥは状態 p7 に移

り切断指示パケット

（リモート手順誤り

＃ ４ ９ ） を 送 出 す

る。

Ｔ１２ 60 秒 ＤＣ Ｅが リ

セット指示パ

ケットを送出

d3 ＤＣＥは状態 d3 を出

る。

（たとえばリセット

確認またはリセット

要 求 パ ケ ッ ト 受 信

時）

ＤＣＥは状態 d3 に留

まり、リセット指示

パケット（ローカル

手順誤り＃５１）を

再び送出し、タイム

アウトＴ１２をリス

タートする。

ＤＣＥは状態 d7 に移

り、リセット指示パ

ケット（リモート手

順誤り＃５１）を送

出することもある。

バーチャルコールの場合、Ｄ

ＣＥは状態 p7 に移り、切断指

示パケット（ローカル手順誤

り＃５１）を送出する。

パーマネントバーチャルサー

キットの場合、ＤＣＥは状態

d1 に移り、診断パケット（＃

５１）を送出することもあ

る。

バーチャルコールの場合、

ＤＣＥは状態 p7 に移り、切

断指示パケット（ローカル

手順誤り＃５１）を送出す

る。

パーマネントバーチャル

サーキットの場合、ＤＣＥ

は状態 d3 に移り、リセット

指示パケット（リモート手

順誤り＃５１）を送出する

こともある。

Ｔ１３ 60 秒 ＤＣＥが切断

指示パケット

を送出

p7 ＤＣＥは状態 p7 を出

る。

（たとえば切断確認

ま た は 復 旧 要 求 パ

ケットを受信時）

ＤＣＥは状態 p7 に留

ま り 、 切 断 指 示 パ

ケット（ローカル手

順誤り＃５０）を再

び送出し、タイムア

ウ ト Ｔ １ ３ を リ ス

タートする。

ＤＣＥは状態 p1 に移り、診断

パケット（＃５０）を送出す

ることもある。



ＪＴ－Ｘ２５ - 172 -

付表Ｃ－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥタイムリミット

ﾀｲﾑﾘﾐｯ

ﾄ番号

ﾀｲﾑﾘﾐｯ

ﾄ値
開始時間

論理ﾁｬﾈ

ﾙの状態
正常終了時期 タイムリミット経過後にとる望ましい動作

Ｔ２０ 180 秒 ＤＴＥがリスタート要求（ＳＱ）パケッ

トを送出

r2 ＤＴＥは状態 r2 を出る。

（すなわちリスタート確認（ＳＦ）パケット

またはリスタート指示（ＳＩ）パケットを受

信）

リスタート要求（ＳＱ）パケットの再送

（注１）

Ｔ２１ 200 秒 ＤＴＥが発呼要求（ＣＲ）パケットを送

出

p2(また

は発着

呼衝突

の場合

は p5)

ＤＴＥは状態 p2 を出る。

（たとえば接続完了（ＣＣ）パケット、また

は切断指示（ＣＩ）パケットを受信）

復旧要求（ＣＱ）パケットの送出

Ｔ２２ 180 秒 ＤＴＥがリセット要求（ＲＱ）パケット

を送出

d2 ＤＴＥは状態 d2 を出る。

（たとえばリセット確認（ＲＦ）パケットま

たはリセット指示（ＲＩ）パケットを受信）

バーチャルコールに対して、リセット要求（ＲＱ）パ

ケットの再送または復旧要求（ＣＱ）パケットの送出

パーマネントバーチャルサーキットに対して、リセット

要求（ＲＱ）パケットの再送（注２）

Ｔ２３ 180 秒 ＤＴＥが復旧要求（ＣＱ）パケットを送

出

p6 ＤＴＥは状態 p6 を出る。

（たとえば復旧確認（ＣＦ）パケットまたは

切断指示（ＣＩ）パケットを受信）

復旧要求（ＣＱ）パケットの再送（注２）

Ｔ２８

(注 3)
300 秒 ＤＴＥが登録要求（ＧＱ）パケットを送

出

全状態 ＤＴＥは登録確認（ＧＦ）パケットまたは診

断（ＤＧ）パケットを受信

登録要求（ＧＱ）パケットを再送することもあるが、オ

ンラインファシリティ登録ファシリティが提供されない

場合があることを認識する必要がある。

　注１－再送失敗のあとは、高位レイヤにより回復決定を行う。

　注２－再送失敗のあとは、論理チャネルは障害とみなされる。ＤＴＥはすべての論理チャネルを再初期化することが可能ならば、回復のためにリスタート手順を起動する。

　注３－Ｘ．２５ＤＴＥパケットレイヤのＤＴＥタイムリミットＴ24 からＴ27 はＩＳＯによって定義されている。混乱を避けるために、タイムアウト番号Ｔ28 を割当てる。
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付属資料Ｄ

切断指示、リセット指示、リスタート指示、登録確認および診断パケットの

診断符号フィールドのＸ．２５網での符号化

付表Ｄ－１／ＪＴ－Ｘ２５（注１、２、３）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ビット位置 10 進数
診　　断

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

付加情報無し ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0

不正  Ｐ(S) ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 1
不正  Ｐ(R) ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 2

０ ０ ０ ０ １ １ １ １ 15
パケットタイプ不正 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 16
状態ｒ１に対して ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 17
状態ｒ２に対して ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ 18

状態ｒ３に対して ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ 19
状態ｐ１に対して ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ 20

状態ｐ２に対して ０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ 21
状態ｐ３に対して ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ 22
状態ｐ４に対して ０ ０ ０ １ ０ １ １ １ 23
状態ｐ５に対して ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ 24
状態ｐ６に対して ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ 25
状態ｐ７に対して ０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ 26

状態ｄ１に対して ０ ０ ０ １ １ ０ １ １ 27

状態ｄ２に対して ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ 28
状態ｄ３に対して ０ ０ ０ １ １ １ ０ １ 29

０ ０ ０ １ １ １ １ １ 31
非許容パケット ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 32

未定義パケット ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ 33
一方向論理チャネルの呼 ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ 34
パーマネントバーチャルサーキットでの ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ 35
不正パケットタイプ

未割当て論理チャネルのパケット ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ 36
未加入のリジェクトパケット ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ 37

短すぎるパケット ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ 38
長すぎるパケット ０ ０ １ ０ ０ １ １ １ 39

不正ゼネラルフォーマット識別子 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 40
ｵｸﾃｯﾄ 1 のﾋﾞｯﾄ 1 から 4 およびｵｸﾃｯﾄ 2 の ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ 41
ﾋﾞｯﾄ 1 から 8 が｢0｣ でないﾘｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄ

または登録ﾊﾟｹｯﾄ

ﾌｧｼﾘﾃｨに適合しないﾊﾟｹｯﾄﾀｲﾌﾟ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ 42
非許容の割込確認パケット ０ ０ １ ０ １ ０ １ １ 43

非許容の割込パケット ０ ０ １ ０ １ １ ０ ０ 44
非許容のリジェクトパケット ０ ０ １ ０ １ １ ０ １ 45

０ ０ １ ０ １ １ １ １ 47
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ビット位置 10 進数
診　　断

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

タイムアウト ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ 48

着呼パケットに対して ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ 49
切断指示パケットに対して ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ 50
リセット指示パッケットに対して ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ 51
リスタート指示パケットに対して ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ 52
ＤＴＥによる着信転送に対して ０ ０ １ １ ０ １ ０ １ 53

０ ０ １ １ １ １ １ １ 63

呼設定、切断または登録の問題 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 64

非許容ファシリティ符号 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 65

非許容ファシリティパラメータ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ 66

不正被呼アドレス ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ 67

不正起呼アドレス ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ 68

不正ファシリティ／登録長 ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ 69

着呼禁止 ０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ 70

論理チャネル使用不可 ０ １ ０ ０ ０ １ １ １ 71

発着呼衝突 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ 72

ファシリティの二重出現 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ 73

０でないアドレス長 ０ １ ０ ０ １ ０ １ ０ 74

０でないファシリティ長 ０ １ ０ ０ １ ０ １ １ 75

期待されるファシリティなし ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０ 76

ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ 77

ティ不正

着信転送およびＤＴＥによる着信転送で ０ １ ０ ０ １ １ １ ０ 78

最大回数超過

０ １ ０ ０ １ １ １ １ 79

その他 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ 80

ＤＴＥからの不正な原因符号 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １ 81

オクテット非整列 ０ １ ０ １ ０ ０ １ ０ 82

Ｑビット設定矛盾 ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ 83

ＮＵＩの問題 ０ １ ０ １ ０ １ ０ ０ 84

ＩＣＲＤの問題 ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ 85

０ １ ０ １ １ １ １ １ 95

未割当て ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ 96

０ １ １ ０ １ １ １ １ 111



- 175 - ＪＴ－Ｘ２５

ビット位置 10 進数
診　　断

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

網間の問題 ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ 112

リモート網の問題 ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ 113
網間のプロトコル上の問題 ０ １ １ １ ０ ０ １ ０ 114
網間リンクの障害 ０ １ １ １ ０ ０ １ １ 115
網間リンクビジー ０ １ １ １ ０ １ ０ ０ 116
中継網ファシリティの問題 ０ １ １ １ ０ １ ０ １ 117
リモート網ファシリティの問題 ０ １ １ １ ０ １ １ ０ 118
網間ルーティングの問題 ０ １ １ １ ０ １ １ １ 119
一時的なルーティングの問題 ０ １ １ １ １ ０ ０ ０ 120
未知の被呼ＤＮＩＣ ０ １ １ １ １ ０ ０ １ 121
保守作業中（注４） ０ １ １ １ １ ０ １ ０ 122

０ １ １ １ １ １ １ １ 127

網の特定の診断情報の為に確保 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 128

１ １ １ １ １ １ １ １ 255

注１－特定の網において、必ずしも全ての診断符号を適用する必要はないが、使用する場合は本表の

とおりに符号化する。

注２－診断符号によっては、必ずしも全てのパケットタイプに適用する必要はない。（リセット指示、

切断指示、リスタート指示、登録確認および診断パケット）

注３－各グループの最初の診断符号は総括的な診断符号であり、グループ内の詳細な診断符号で置き

換え使用してもよい。１０進数の「０」は付加情報がない場合に用いる。

注４－本診断符号は、国内網の保守作業に適用することがある。
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付属資料Ｅ

オプショナルユーザファシリティに対するオンライン登録ファシリティの使用可否

ファシリティまたは

インタフェースパラメータ名

定義に関連

する節

登録要求 お

よび登録 確

認パケッ ト

でのネゴ シ

エーション

該 フ ァ シ リ

ティがＤＣＥ

でサポートさ

れているかい

ないかの登録

確認パケット

中の表示

バーチャルコー

ルで使用してい

る全論理チャネ

ルが状態ｐ１で

あるときのネゴ

シエーション

拡張パケットシーケンス番号割当て 6.2 未定 未定 行う

Ｄビット修飾 6.3 行う 行う 行う

パケット再送 6.4 行う 行う 行う

着呼禁止 6.5 行う 行わない 行わない

発呼禁止 6.6 行う 行わない 行わない

単方向発論理チャネル 6.7 （注）

単方向着論理チャネル 6.8 （注）

非標準デフォルトパケットサイズ 6.9 行う 行う 行わない

非標準デフォルトウィンドウサイズ 6.10 行う 行う 行わない

デフォルトスループットクラス指定 6.11 行う 行う 行わない

フロー制御パラメータ

ネゴシエーション
6.12 行う 行わない 行わない

基本スループットクラス

ネゴシエーション
6.13 行う 行わない 行わない

拡張スループットクラス

ネゴシエーション
6.13 行う 行う 行わない

閉域ユーザグループ(CUG)

に関するファシリティ
6.14 行わない 行わない －

相互形閉域ユーザグループ(BCUG)

に関するファシリティ
6.15 行わない 行わない －

ファーストセレクト 6.16 行わない 行わない －

ファーストセレクト許容 6.17 行う 行わない 行わない

着信課金 6.18 行わない 行う －

着信課金許容 6.19 行う 行う 行わない

ローカル課金防止 6.20 行わない 行う －
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ファシリティまたは

インタフェースパラメータ名

定義に関 連

する節

登録要求 お

よび登録 確

認パケッ ト

でのネゴ シ

エーション

該 フ ァ シ リ

ティがＤＣＥ

でサポートさ

れているかい

ないかの登録

確認パケット

中の表示

バーチャルコー

ルで使用してい

る全論理チャネ

ルが状態ｐ１で

あるときのネゴ

シエーション

ＮＵＩに関するファシリティ 6.21 行わない 行わない －

課金情報通知 6.22

（インタフェース毎） 行う 行う 行わない

（呼毎） 行わない 行う －

ＲＯＡに関するファシリティ

ＲＯＡ選択 6.23.2 行わない 行う －

代表選択（ハントグループ） 6.24 行わない 行わない －

着信転送通知またはＤＴＥによる

着信転送通知
6.25.3 行わない 行わない －

被呼ラインアドレス変更通知 6.26 行わない 行わない －

転送遅延選択および表示 6.27 行わない 行う －

論理チャネルタイプ範囲の割当て 付録Ⅶ 行う 行う 行う

注－単方向論理チャネル範囲のネゴシエーションは、論理チャネルタイプ範囲のネゴシエーションの割当

てにより成立する。
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付属資料Ｆ

ＯＳＩネットワークサービスおよび他の目的をサポートするための

ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリティ

F.1　序文

　本付属資料は、ＯＳＩネットワークサービスまたは他の非ＯＳＩサービスのために必要となるエンドツ

ウエンド信号方式を提供するためのＤＴＥファシリティを記述する。これらのＤＴＥファシリティは、7.1

節に定義するＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリティマーカの次に位置する。これらのＤＴＥファシ

リティは、２つのパケットモードＤＴＥ間で変更なしに転送する。

　ＤＴＥによるこれらのＤＴＥファシリティの使用手順は、ＩＳＯ／ＩＥＣ　８２０８で規定される。こ

こでは、将来の展開において、一貫したファシリティコーディング計画を推進するために、ＤＴＥファシ

リティの符号化を定義する。

F.2　ＤＴＥファシリティ符号フィールドの符号化

　ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリティのファシリティ符号フィールドの符号化およびＤＴＥファ

シリティを使用できるパケットタイプは、付表Ｆ―１／ＪＴ―Ｘ２５に示す。これらのＤＴＥファシリ

ティは、ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリティマーカに続いて転送される。

F.3　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの符号化

F.3.1　起呼アドレス拡張ファシリティ

　ＤＴＥファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの

長さをオクテット数で表示する。これはｎ＋１の値を持つ。ここで、ｎは起呼拡張アドレスの確保に必要

なオクテット数である。ＤＴＥファシリティパラメータフィールド長の次に、ＤＴＥファシリティパラ

メータフィールドが続き、起呼拡張アドレスを表示する。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１オクテットは、付表Ｆ－２／ＪＴ―Ｘ２５に示すよう

に、ビット位置８と７で起呼拡張アドレスの使用形態を表示する。

　第１オクテットのビット位置６、５、４、３、２および１は、起呼拡張アドレスの長さをセミオクテッ

ト数（最大４０個まで）で表示する。このアドレス長表示はビット位置１を下位ビットとする２進数であ

る。

　これに続くオクテットは、起呼拡張アドレスを表示する。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１オクテットのビット位置８と７を「００」に符号化す

る場合、それに続くオクテットは勧告Ｘ．２１３で規定されるプリファードバイナリーエンコーディング

（ＰＢＥ）を使用して符号化する。ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第２オクテットとこれに

続くオクテットにイニシャルドメインパート（ＩＤＰ）の上位桁から符号化する。各桁は、必要に応じて

用いられるパディングディジットとともに、セミオクテット単位でビット位置５または１を下位ビットと

する２進化１０進数に符号化する。各オクテットでは、上位桁をビット位置８、７、６および５に符号化

する。起呼ＯＳＩのＮＳＡＰアドレスでは、ＩＤＰの次にドメインスペシフィックパート（ＤＳＰ）が続

き、ＰＢＥにより１０進数または２進数に符号化する。例えば、ＤＳＰのシンタックスが１０進数の場合、

各桁は２進化１０進数に符号化する（上記のＩＤＰと同様な符号化方法をＤＳＰに適用する）。ＤＳＰの

シンタックスが２進数の場合、起呼拡張アドレスの各オクテットにはＤＳＰのバイナリオクテットが入る。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１オクテットのビット位置８と７を「１０」に符号化す

る場合、起呼拡張アドレスの各桁はセミオクテット単位に２進化１０進数に符号化する。ここで、ビット



- 179 - ＪＴ－Ｘ２５

位置５または１は、各桁の下位ビットである。上位桁から順に、ＤＴＥファシリティパラメータフィール

ドの第２オクテット目以降に１オクテット当たり２桁のアドレスを符号化する。各オクテットでは、上位

桁はビット位置８、７、６および５に符号化する。必要ならば、ＤＴＥファシリティパラメータフィール

ドの最終オクテットのビット位置４、３、２および１に「０」を挿入することにより、ＤＴＥファシリ

ティフィールドのオクテット数を整数倍にする。

F.3.2　被呼アドレス拡張ファシリティ

　ＤＴＥファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの

長さをオクテット数で表示する。これはｎ＋１の値を持つ。ここで、ｎは被呼拡張アドレスの確保に必要

なオクテット数である。ＤＴＥファシリティパラメータフィールド長の次に、ＤＴＥファシリティパラ

メータフィールドが続き、被呼拡張アドレスを表示する。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１オクテットは、付表Ｆ－３／ＪＴ―Ｘ２５に示すよう

に、ビット位置８と７で被呼拡張アドレスの使用形態を表示する。

　第１オクテットのビット位置６、５、４、３、２および１は被呼拡張アドレスの長さをセミオクテット

数（最大４０個まで）で表示する。このアドレス長表示はビット位置１を下位ビットとする２進数である。

　これに続くオクテットは、被呼拡張アドレスを表示する。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１オクテットのビット位置８と７を「００」に符号化す

る場合、それに続くオクテットは勧告Ｘ．２１３で規定されるプリファードバイナリーエンコーディング

（ＰＢＥ）により符号化する。ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第２オクテットとこれに続く

オクテットに、イニシャルドメインパート（ＩＤＰ）の上位桁から、符号化する。各桁は、必要に応じて

用いられるパディングディジットとともに、セミオクテット単位で、ビット位置５または１を下位ビット

とする２進化１０進数に符号化する。各オクテットでは、上位桁をビット位置８、７、６および５に符号

化する。被呼ＯＳＩのＮＳＡＰアドレスではＩＤＰの次にドメインスペシフィックパート（ＤＳＰ）が続

き、ＰＢＥにより１０進数または２進数に符号化する。例えば、ＤＳＰのシンタックスが１０進数の場合、

各桁は２進化１０進数に符号化する（上記のＩＤＰと同様の符号化方法をＤＳＰに適用する）。ＤＳＰの

シンタックスが２進数の場合、被呼拡張アドレスの各オクテットにはＤＳＰのバイナリオクテットが入る。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１オクテットのビット位置８と７を「１０」に符号化す

る場合、被呼拡張アドレスの各桁はセミオクテット単位に２進化１０進数に符号化する。ここで、ビット

位置５または１は、各桁の下位ビットである。上位桁から順に、ＤＴＥファシリティパラメータフィール

ドの第２オクテット目以降に１オクテット当たり２桁のアドレスを符号化する。各オクテットでは、上位

桁はビット位置８、７、６および５に符号化する。必要ならば、ＤＴＥファシリティパラメータフィール

ドの最終オクテットのビット位置４、３、２および１に「０」を挿入することにより、ＤＴＥファシリ

ティパラメータフィールドのオクテット数を整数倍にする。

F.3.3　サービス品質ネゴシエーションファシリティ

F.3.3.1　最小スループットクラスファシリティ

F.3.3.1.1　基本フォーマット

　起呼ＤＴＥからのデータ転送方向に対する最小スループットクラスは、ビット位置４、３、２および１

に表示する。被呼ＤＴＥからのデータ転送方向に対する最小スループットクラスは、ビット位置８、７、

６および５に表示する。

　各スループットクラスを表示する４ビットは、２進化符号で表示し、表７―３／ＪＴ―Ｘ２５に示すス

ループットクラスに対応する。
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F.3.3.1.2　拡張フォーマット

　被呼ＤＴＥからのデータ転送方向に対する最小スループットクラスは、第１オクテットのビット位置６

から１に表示する。起呼ＤＴＥからのデータ転送方向に対する最小スループットクラスは、第２オクテッ

トのビット位置６から１に表示する。

　各スループットクラスを表示するビットは、２進化符号で表示し、表７―４／ＪＴ―Ｘ２５に示すス

ループットクラスに対応する。

F.3.3.2　エンドツウエンド転送遅延ファシリティ

　ＤＴＥファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの

長さをオクテット数で表示する。これは、２、４または６の値を持つ。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１および第２番オクテットには転送遅延累積値を表示す

る。第３および第４オクテットはオプションであり、使用する場合は要求されたエンドツウエンドの転送

遅延値を表示する。第３および第４オクテットを使用する場合は、第５および第６オクテットもまたはオ

プションである。第５および第６オクテットを使用する場合は、許容可能なエンドツウエンド転送遅延の

最大値を表示する。着呼受付（ＣＡ）パケットおよび接続完了（ＣＣ）パケット中では、オプションであ

るオクテットは使用しない。

　転送遅延は、ミリ秒で表現し、オクテット対の第１オクテットのビット位置８を最上位ビットとし、オ

クテット対の第２オクテットのビット位置１を最下位ビットとする２進数である。転送遅延の累積値の全

てのビット「１」の場合、値が未知か、あるいは、６５５３４ミリ秒を越えたことを示す。

F.3.3.3　優先（プライオリティ）ファシリティ

　ＤＴＥファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ファシリティパラメータフィールドの長さを

オクテット数で表示する。これは、１、２、３、４、５または６の値である。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１、第２および第３オクテットは、それぞれ、コネク

ション上のデータの優先度、コネクションを得るための優先度およびコネクションを維持するための優先

度を表示し、発呼要求（ＣＲ）パケットのときは目標値、着呼（ＣＮ）パケットのときは有効値、また着

呼受付（ＣＡ）パケットおよび接続完了（ＣＣ）パケットのときは決定値を表示する。発呼要求（ＣＲ）

パケットおよび着呼（ＣＮ）パケット中のＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第４、第５および

第６オクテットは、それぞれ、コネクション上のデータの優先度、コネクションを得るための優先度およ

びコネクションを維持するための優先度についての許容可能な最低値を表示する。発呼要求（ＣＲ）パ

ケットおよび着呼（ＣＮ）パケット中でファシリティを使用する場合、ＤＴＥファシリティパラメータ

フィールドの第２から第６オクテットはオプションである。例えば、指定する値がコネクションを得るた

めの優先度についての目標値と許容可能な最低値の場合、ＤＴＥファシリティパラメータフィールドは少

なくとも“未指定”という値を表示する第１オクテット、第３オクテットおよび第４オクテットを含む５

オクテットからなり、第２オクテットおよび第５オクテットには指定値を表示する。着呼受付（ＣＡ）パ

ケットおよび接続完了（ＣＣ）パケット中でファシリティを使用する場合、第２オクテットおよび第３オ

クテットはオプションである。

　各サブパラメータにおいて指定可能な値の範囲は、０（最低位優先度）から１４（最高位優先度）であ

る。値２５５「１１１１１１１１」は“未指定”を示す。
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F.3.3.4　保護（プロテクション）ファシリティ

　ＤＴＥファシリティ符号フィールドの次のオクテットは、ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの

長さをオクテット数で表示する。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第１オクテットの上位２ビット（すなわちビット位置８お

よび７）は、表Ｆ－４／ＪＴ―Ｘ２５に示すプロテクションフォーマット符号を表示する。

　第１オクテットの残り６ビットは将来の利用のために確保とし、「０」に設定する。

　保護ファシリティは保護レベル、認証情報およびキー情報を含む情報に関するセキュリティの転送に使

用する。保護レベルの表示については、以下のフォーマットを使用する。

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの第２オクテットは、発呼要求（ＣＲ）パケットのときは目

標保護レベル、着呼（ＣＮ）パケットのときは有効保護レベル、また着呼受付（ＣＡ）パケットおよび接

続完了（ＣＣ）パケットのときは決定保護レベルの長さをオクテット数“ｎ”で表示する。実際の値は次

の“ｎ”オクテットに設定する。発呼要求（ＣＲ）パケットおよび着呼（ＣＮ）パケットでは、ＤＴＥ

ファシリティパラメータフィールド中の“ｎ＋３”オクテットには、許容可能な最低位の保護レベルの長

さをオクテット数“ｍ”で表示する。実際の値は次の“ｍ”オクテットに設定する。このオプションオク

テットは、着呼受付（ＣＡ）パケットおよび接続完了（ＣＣ）パケットでは使用しない。

注－“ｎ”および“ｍ”の値は、まず第１オクテットに表示する全体のファシリティ長によって制限さ

れ、次に相互の長さによって制限される。

F.3.4　優先データネゴシエーションファシリティ

　ＤＴＥファシリティパラメータフィールドの符号化は、次のとおりである。

ビット位置１＝０　優先データを未使用

ビット位置１＝１　優先データを使用

　注－ビット位置８、７、６、５、４、３および２は、将来の他のファシリティのために確保とし、

「０」を設定する。
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付表Ｆ－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＴＥファシリティ符号フィールドの符号化

ＤＴＥファシリティを使用するパケット種別 DTE ファシリティ符号

ビット位置ＤＴＥファシリティ

発呼要求(CR) 着呼(CN) 着呼受付(CA) 接続完了(CC) 復旧要求(CQ)
（注１）

切断指示(CI)
（注１）

８７６５４３２１

起呼アドレス拡張 ○ ○ ○

（注２）

１１００１０１１

被呼アドレス拡張 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １１００１００１

サービス品質（ＱＯＳ）

ネゴシエーション

最小スループットクラス

－基本フォーマット

－拡張フォーマット

エンドツウエンド転送遅延

優先（プライオリティ）

保護（プロテクション）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（注２）

○

（注２）

○

（注２）

○

（注２）

○ ○

００００１０１０

０１００１１０１

１１００１０１０

１１０１００１０

１１０１００１１

優先データネゴシエーション ○ ○ ○ ○ ○

（注２）

００００１０１１

注１－着呼（ＣＮ）パケットに対して、直接応答を出す場合（すなわち、着呼受付（ＣＡ）パケットを送出しない場合）のみ

注２－ＤＴＥによる着信転送選択ファシリティ（６．２５．２．２節参照）が使用された場合のみ
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付表Ｆ－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

起呼アドレス拡張ファシリティパラメータフィールドの

最初のオクテットでのビット位置８と７の符号化方法

ビット

８ ７
起呼拡張アドレスの使用形態

０ ０ 勧告Ｘ．２１３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　８３４８により規定される

起呼ＯＳＩのＮＳＡＰアドレス全体の転送

０ １ 将来の利用のため確保

１ ０ 非ＯＳＩ起呼拡張アドレスの転送

１ １ 将来の利用のため確保

付表Ｆ－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

被呼アドレス拡張ファシリティパラメータフィールドの

最初のオクテットでのビット位置８と７の符号化方法

ビット

８ ７
被呼拡張アドレスの使用形態

０ ０ 勧告Ｘ．２１３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　８３４８により規定される

被呼ＯＳＩのＮＳＡＰアドレス全体の転送

０ １ 将来の利用のため確保

１ ０ 非ＯＳＩ被呼拡張アドレスの転送

１ １ 将来の利用のため確保

付表Ｆ－４／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

プロテクションフォーマット符号（第１オクテットでの上位２ビット）の符号化方法

ビット

８ ７
プロテクションフォーマット符号

０ ０ 将来の利用のため確保

０ １ ソースアドレス指定

１ ０ ディストネーションアドレス指定

１ １ グローバルユニーク
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付属資料Ｇ

ＮＵＩオーバライドファシリティとともに使用する網利用者識別子が関連する

加入時のオプショナルユーザファシリティ（６．２１．２節参照）

加入時のオプショナルユーザファシリティ ＮＵＩとの関連

オンラインファシリティ登録 関連しない

拡張パケットシーケンス番号 関連しない

Ｄビット修飾 関連しない

パケット再送 関連しない

着呼禁止 関連しない

発呼禁止 関連しない

単方向発論理チャネル 関連しない

単方向着論理チャネル 関連しない

非標準デフォルトパケットサイズ 関連する

非標準デフォルトウィンドウサイズ 関連する

デフォルトスループットクラス割当 関連する

フロー制御パラメータネゴシエーション（加入時） 関連する

スループットクラスネゴシエーション（加入時） 関連する

閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）に関するファシリティ

閉域ユーザグループ 関連する

出接可閉域ユーザグループ 関連する

入接可閉域ユーザグループ 関連しない

閉域ユーザグループ内着呼禁止 関連しない

閉域ユーザグループ内発呼禁止 関連しない

相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）に関するファシリティ

相互形閉域ユーザグループ 関連する

出接可相互形閉域ユーザグループ 関連する

ファーストセレクト許容 関連しない

着信課金許容 関連しない

ローカル課金防止 関連しない

課金情報通知（加入時） 関連する

ＲＯＡ加入 関連する

代表選択（ハントグループ） 関連しない

着信転送とＤＴＥによる着信転送に関するファシリティ

着信転送 関連しない

ＤＴＥによる着信転送加入 関連しない

ＩＣＲＤ防止加入 関連しない

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入 関連しない

オルタナティブアドレス登録に関するファシリティ 関連しない
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付録Ⅰ

ＤＣＥおよびＤＴＥによるデータリンクレイヤ転送ビットパターンの例

　本資料は、ＴＴＣ標準の推奨範囲外であるが、ＪＴ―Ｘ２５標準に関連する事項を補足するため、参考

資料として、添付するものである。

　本付録は説明を目的とし、いくつかの非番号制（Ｕ）フレームについて物理レイヤ上に存在するビット

パターンを示す。　透過性のメカニズムおよびフレームチェックシーケンス実装の理解を促進する目的も

含む。

次に、同期転送モードの例を示す。

Ⅰ．1　ＤＣＥが転送する非番号制（Ｕ）フレームのビットパターンの例を以下に示す。

例１：アドレス＝Ａ、Ｐ＝１の非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）コマンドフレーム

最初の転送ビット 最終の転送ビット

↓ ↓

0111  1110 1100 0000 1111 1(0)100 1101 1010 0011 0111 0111 1110

開始フラグ ｱドﾚｽ=A SABM(P=1) ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸｼｰｹﾝｽ 終結フラグ

例２：アドレス＝Ｂ、Ｆ＝１の非番号制確認（ＵＡ）レスポンスフレーム

最初の転送ビット 最終の転送ビット

↓ ↓

0111 1110 1000 0000 1100 1110 1100 0001 1110 1010 0111 1110

開始フラグ ｱドﾚｽ=B UA(F=1) ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸｼｰｹﾝｽ 終結フラグ

Ⅰ．2　ＤＴＥが転送する非番号制（Ｕ）フレームのビットパターンの例を以下に示す。

例１：アドレス＝Ｂ、Ｐ＝１の非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）コマンドフレーム

最初の転送ビット 最終の転送ビット

↓ ↓

0111 1110 1000 0000 1111 1(0)100 1101 0111 11(0)11 1011 0111 1110

開始フラグ ｱドﾚｽ=B SABM(P=1) ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸｼｰｹﾝｽ 終結フラグ

例２：アドレス＝Ａ、Ｆ＝１の非番号制確認（ＵＡ）レスポンスフレーム

最初の転送ビット 最終の転送ビット

↓ ↓

0111 1110 1100 0000 1100 1110 1100 1100 0001 0110 0111 1110

開始フラグ ｱドﾚｽ=A UA(F=1) ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸｼｰｹﾝｽ 終結フラグ

　注― （0）表示は、透過性のため「0」を挿入することを示す。
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付録Ⅱ

2.4.8.5 節のＮ１値の導出の説明

　本資料は、ＴＴＣ標準の推奨範囲外であるが、ＪＴ―Ｘ２５標準に関連する事項を補足するため、参考

資料として、添付するものである。

Ⅱ―１　序文

　本付録は、2.4.8.5 節に記述されているデータリンクレイヤパラメータＮ１に対して付与する値をどの

ようにして導き出すのかを説明するものである。

Ⅱ―２　ＤＴＥ　Ｎ１値

　2.4.8.5 節では、汎用的な動作において、ＤＴＥは少なくとも１０８０ビット（１３５オクテット）の

ＤＴＥ　Ｎ１の値を提供すべきであることが記述されている。

　汎用的な動作において、オプションが何も指定されていない場合、ＤＴＥは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタ

フェース上に転送可能な最大パケットを受信できなければならない。このことは、例えば、汎用的な動作

において、オプショナルユーザファシリティを提供することを選択できないが、例えば標準デフォルトパ

ケットサイズを使用するデータ（ＤＴ）パケットは提供しなければならないということを意味する。従っ

て、ＤＴＥが提供しなければならないＤＴＥ　Ｎ１の最大値の決定要素は、呼設定パケットのサイズより

は、むしろデータ（ＤＴ）パケットの標準デフォルトパケットサイズの方である。このように、汎用的な

動作においては、ＤＴＥは、少なくとも１３５オクテットのＤＴＥ　Ｎ１の値を提供すべきであり、付表

Ⅱ－１／ＪＴ－Ｘ２５に従って導き出す。

Ⅱ―３　ＤＣＥ　Ｎ１値

　2.4.8.5 節では、ＤＣＥ　Ｎ１の値として、２，０７２ビット（２５９オクテット）にデータリンクの

アドレスフィールドの長さと制御フィールドの長さとＦＣＳフィールドの長さに加えた長さに等しいか、

あるいは、それ以上の値を要求するＤＴＥを全ての網は提供することが記述されている。

　提供するデータ（ＤＴ）パケットのデータフィールドの最大長が、１２８オクテットの標準デフォルト

値に等しいか、あるいは、小さい場合、ＤＣＥ　Ｎ１の値の決定要素は、データ（ＤＴ）パケットよりは、

むしろ復旧要求（ＣＱ）パケットである。従って網は、ＤＴＥに対して、付表Ⅱ－２／ＪＴ－Ｘ２５に示

す値より小さくないＤＣＥ　Ｎ１の値を提供する。

　提供しているデータ（ＤＴ）パケットのユーザデータ長の最大長が、１２８オクテットの標準デフォル

ト値より大きい場合、ＤＣＥ　Ｎ１の値の決定要素は、復旧要求（ＣＱ）パケットよりは、むしろデータ

（ＤＴ）パケットの方である。従って、網は、以下の値に等しいか、または、大きいＤＣＥ　Ｎ１の値を

ＤＴＥに対して提供する。

［データ（ＤＴ）パケットの最大長 ＋

アドレスフィールド長（レイヤ２） ＋

制御フィールド長（レイヤ２） ＋

ＦＣＳフィールド長（レイヤ２）］

Ⅱ―４　一般的なＤＣＥ　Ｎ１値の算出方法

　付表Ⅱ―３／ＪＴ―Ｘ２５は、おのおのの考えうる場合に対するＤＣＥ　Ｎ１の値を示す。この表は、

以下の場合について示す。
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(a) レイヤ２　モジュロ１２８を使用しているか

(b) マルチリンク手順を使用しているか

(c) レイヤ３　モジュロ１２８を使用しているか

(d) データ（ＤＴ）パケット内のデータフィールド（ｐ）の最大長が２５６オクテットと等しいかあ

るいは大きいか

付表Ⅱ－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

汎用的な動作におけるＤＴＥに対するＮ１の値の導出方法

フィールド名 フィールド長（オクテット)

パケットヘッダフィールド （レイヤ３） ３

ユーザデータフィールド （レイヤ３） １２８

アドレスフィールド （レイヤ２） １

制御フィールド （レイヤ２） １

ＦＣＳフィールド （レイヤ２） ２

計 １３５

  注－ＤＴＥはレイヤ２オプションまたはレイヤ３オプショナルファシリティを使用する場合、Ｎ１はよ

り大きい値が必要。

付表Ⅱ－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ＤＣＥに対するＮ１の最小値の導出方法

フィールド名 フィールド長（オクテット）

ヘッダフィールド （レイヤ３） ３

パケットの残り

（5.2 節で定義したフィールドおよび

その最大値を使用）

２５６

レイヤ３ 小　計 ２５９

アドレスフィールド （レイヤ２） １

制御フィールド （レイヤ２） １または２（注１）

マルチリンク手順フィールド ２（注２）

ＦＣＳフィールド （レイヤ２） ２

合　　　計
263 または 264(注 1)または 265(注 2)

または 266(注 1、注 2)

注１－レイヤ２のモジュロ１２８を提供している場合

注２－マルチリンク手順（ＭＬＰ）を提供している場合
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付表Ⅱ－３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

種種の場合とＤＣＥに対する最小Ｎ１値の関係

ﾚｲﾔ 2

ﾓｼﾞｭﾛ 128

ﾏﾙﾁﾘﾝｸ

手順

ﾚｲﾔ 3

ﾓｼﾞｭﾛ 128 P≧256

ＤＣＥ　Ｎ１

（オクテット）

２５９＋４（注１）＝２６３

○ ２５９＋４（注１）＋２（注５）＝２６５

○ ｐ＋３（注２）＋４（注１）＝ｐ＋７

○ ○ ｐ＋３（注２）＋４（注１）

＋２（注５）＝ｐ＋９

○ ２５９＋１（注３）＋４（注１）＝２６４

○ ○ ２５９＋１（注３）＋４（注１）

＋２（注５）＝２６６

○ ○ ｐ＋３（注２）＋１（注３）＋４（注１）

＝ｐ＋８

○ ○ ○ ｐ＋３（注２）＋１（注３）＋４（注１）

＋２（注５）＝ｐ＋１０

○ ２５９＋４（注１）＋１（注４）＝２６４

○ ○ ２５９＋４（注１）＋１（注４）

＋２（注５）＝２６６

○ ○ ｐ＋３（注２）＋１（注４）

＋４（注１）＝ｐ＋８

○ ○ ○ ｐ＋３（注２）＋１（注４）＋４（注１）

＋２（注５）＝ｐ＋１０

○ ○ ２５９＋４（注１）＋１（注４）＝２６４

○ ○ ○ ２５９＋４（注１）＋１（注４）

＋２（注５）＝２６６

○ ○ ○ ｐ＋３（注２）＋１（注３）＋４（注１）

＋１（注４）＝ｐ＋９

○ ○ ○ ○ ｐ＋３（注２）＋１（注３）＋４（注１）

＋１（注４）＋２（注５）＝ｐ＋１１

注１－モジュロ８レイヤ２フレームフィールドのオクテット数

注２－レイヤ３パケットヘッダフィールドのオクテット数

注３－レイヤ３モジュロ１２８動作のための付加オクテット

注４－レイヤ２モジュロ１２８動作のための付加オクテット

注５－マルチリンク手順提供のための付加オクテット
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付録Ⅲ

マルチリンクリセット手順の例

　本資料は、ＴＴＣ標準の推奨範囲外であるが、ＪＴ－Ｘ２５標準に関連する事項を補足するため、参考

資料として、添付するものである。

Ⅲ．１　序文

　次の例は次の２つの場合に於けるマルチリンクリセット手順の適用を図示したものである。

ａ) ＤＣＥあるいはＤＴＥのどちらか一方により開始されたＭＬＰリセットおよび

ｂ) ＤＣＥとＤＴＥの両方により同時に開始されたＭＬＰリセット。

Ⅲ．２　ＤＣＥあるいはＤＴＥのどちらか一方により開始されたＭＬＰリセット

注１　Ｒ＝１のマルチリンクフレームの送達を確認応答するＳＬＰフレーム

注２　Ｃ＝１のマルチリンクフレームの送達を確認応答するＳＬＰフレーム

付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

ﾏﾙﾁﾘﾝｸﾌﾚｰﾑなし

MV(S)=0

MV(T)=0

MV(R)=0

Ｂ局Ａ局

SLPMLP MLPSLP

ﾏﾙﾁﾘﾝｸﾌﾚｰﾑなし

MV(S)=0
MV(T)=0

Ｒ＝１

起動

注１

タ
イ
マ
Ｍ
Ｔ
３

起動

タ
イ
マ
Ｍ
Ｔ
３

注１MV(R)=0

Ｃ＝１

注２

停止 Ｃ＝１

注２

R=0, C=0
停止

Ｒ＝１
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Ⅲ．３　ＤＣＥとＤＴＥの両方により同時に開始されたＭＬＰリセット

  

注１　Ｒ＝１のマルチリンクフレームの送達を確認応答するＳＬＰフレーム

注２　Ｃ＝１のマルチリンクフレームの送達を確認応答するＳＬＰフレーム

付図Ⅲ－２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

タ
イ
マ
Ｍ
Ｔ
３

タ
イ
マ
Ｍ
Ｔ
３

Ａ局 Ｂ局

MLPMLP SLP SLP

ﾏﾙﾁﾘﾝｸﾌﾚｰﾑなし

MV(S)=0
MV(T)=0

ﾏﾙﾁﾘﾝｸﾌﾚｰﾑなし

MV(S)=0
MV(T)=0

Ｒ=1Ｒ=1
起動 起動

注１注１
MV(R)=0 MV(R)=0

Ｃ=1Ｃ=1

R=0, C=0

停止 停止注２ 注２

R=0, C=0
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付録Ⅳ

呼設定パケットおよび切断パケットのアドレス情報

　本資料は、ＴＴＣ標準の推奨範囲外であるが、ＪＴ―Ｘ２５標準に関連する事項を補足するため、参考

資料として、添付するものである。

Ⅳ.１　主アドレスと補足アドレス

　ＤＴＥアドレスは、主アドレスと補足アドレスの２つのアドレスを含むことができる。

Ⅳ.１．１　主アドレス

　Ａビットを「０」に設定する場合、主アドレスは勧告Ｘ．１２１と勧告Ｘ．３０１でのフォーマットと

なる（有効なプリフィクスおよび／又はエスケープコードを含む）。

　Ａビットを「１」に設定する場合、主アドレスは、付図Ⅳ－１／ＪＴ―Ｘ２５に示す。

　発呼要求（ＣＲ）パケットの被呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレスサブフィールドは、勧告Ｘ．１

２１および勧告Ｘ．３０１で記述されたフォーマットに従うか、またはオルタナティブアドレスにするこ

とができる。

　発呼要求（ＣＲ）パケットの起呼ＤＴＥアドレスフィールドおよびその他のパケットのアドレスサブ

フィールドは、勧告Ｘ．１２１および勧告Ｘ．３０１で記述されたフォーマットに従う。

　アドレスタイプ（ＴＯＡ）および番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドの値と意味は、5.2.1.2.2 節に

記述されている。

　表５－３／ＪＴ－Ｘ２５、表５－４／ＪＴ－Ｘ２５および表５－５／ＪＴ－Ｘ２５を参照のこと。

Ⅳ.１．２　補足アドレス

　補足アドレスは、勧告Ｘ．１２１（勧告Ｘ．３０１の 6.8.1 節参照）で定義されているものに付加され

たアドレス情報である。

　補足アドレスを含むことをＤＴＥに対して許容する網がある。網が補足アドレスを含むことを許容する

場合、ＤＴＥはこの補足アドレスを使用しなくてもよい。補足アドレスは、5.2.1.1.1 節と 5.2.1.2.1 節に

定義されているＤＴＥアドレス長フィールドの最大値を考慮した上でできるだけ長い可能性がある。

　網がＤＴＥに対して転送するパケットのＤＴＥアドレスフィールドに補足アドレスを含む場合、この補

足アドレスは常にリモートＤＴＥから透過的に渡される。これは網がそれ自身から決して補足アドレスを

生成しないことを意味している。

　補足アドレスが下記の節にあてはまる場合、網が補足アドレスの使用を提供しているといえる。

　Ａビットを「１」に設定し、ＤＴＥアドレスフィールドに補足アドレスのみ存在する場合（すなわち主

アドレスがない）、アドレスタイプ（ＴＯＡ）と番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドが先頭にくる。



ＪＴ－Ｘ２５ - 192 -

Ⅳ.２　発呼要求（ＣＲ）パケットのアドレス

　発呼要求（ＣＲ）パケットでは、相互形閉域ユーザグループ選択（6.15.3 節参照）がファシリティ

フィールド中に指定されている場合、または被呼アドレス拡張ファシリティ（付属資料Ｆ参照）のＯＳＩ

ＮＳＡＰアドレスがオルタナティブアドレス（5.2.1.1 節、5.2.1.2 節および 6.29.4 節参照）として使用さ

れている場合を除いて、被呼ＤＴＥアドレスは、ＤＴＥが設定する。被呼側の網およびＤＴＥに依存する

この被呼ＤＴＥアドレスは、主アドレスと補足アドレスから、または主アドレスのみから構成されている。

網に依存して、ＤＴＥは、起呼ＤＴＥアドレスに対して以下の動作を行う。

(1) ＤＴＥは、起呼ＤＴＥアドレスを持たないか、または主アドレスまたは主アドレスと補足アドレ

スのどれかである。ＤＴＥが起呼ＤＴＥアドレスを設定する場合、網は、その起呼ＤＴＥアドレス

の有効性についてチェックをする。起呼ＤＴＥアドレスが不正である場合、網は無効な起呼ＤＴＥ

アドレスを有効なものに置き換えるか、または呼を切断する。起呼ＤＴＥがハントグループオプ

ショナルユーザファシリティに加入しており（6.24 節参照）、固有アドレスが起呼側ＤＴＥ／ＤＣ

Ｅインタフェースに割当てられる場合、起呼ＤＴＥによって設定された主アドレスはハントグルー

プアドレスあるいは固有アドレスとなりうる。

注－後者の場合、起呼ＤＴＥに対してハントグループアドレスは通知せず、固有アドレスのみ通知

する網がある。

(2) ＤＴＥは、起呼ＤＴＥアドレスを持たないか、または起呼補足アドレスを含むかのどちらかであ

る。後者の場合では、Ａビットを「１」に設定する場合、この補足アドレスはアドレスタイプ（Ｔ

ＯＡ）と番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドの次に位置する。

Ⅳ.３　着呼（ＣＮ）パケットのアドレス

　着呼（ＣＮ）パケットでは、相互形閉域ユーザグループ選択（6.15.3 節参照）がファシリティフィール

ド中に指定されている場合または 6.28 節に記述されている場合を除いて、起呼ＤＴＥアドレスは、ＤＣＥ

が設定する。この起呼ＤＴＥアドレスは、常に主アドレスを含む。起呼ＤＴＥが発呼要求（ＣＲ）パケッ

ト中に起呼補足アドレスを設定する場合（Ⅳ.2 節参照）、主アドレスは、この起呼補足アドレスを伴う。

そして、この起呼ＤＴＥアドレスは、起呼ＤＴＥ側の網によって正しいとみなされる。起呼ＤＴＥがハン

トグループファシリティに加入しており（6.24 節参照）、固有アドレスが起呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタ

フェースに割当てられる場合、起呼ＤＴＥアドレスに表示された主アドレスはハントグループアドレス

（起呼ＤＴＥが、発呼要求（ＣＲ）パケット中の起呼ＤＴＥアドレスフィールドに、ハントグループアド

レスを表示するかまたは主アドレスがない場合のみ）、または固有アドレスとなりうる（発呼要求（Ｃ

Ｒ）パケット中の起呼ＤＴＥアドレスフィールドの内容とは無関係）。

　網に依存して、被呼ＤＴＥアドレスは次のように生成される。

(1) 起呼ＤＴＥが被呼補足アドレスを設定する場合、被呼主アドレスはこの被呼補足アドレスを伴う。

被呼ＤＴＥがハントグループファシリティに加入しており（6.24 節参照）、固有アドレスが被呼側

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに割当てられる場合、被呼ＤＴＥアドレスフィールド中に表示され

る主アドレスはハントグループアドレス（起呼ＤＴＥが、発呼要求（ＣＲ）パケットの起呼ＤＴＥ

アドレスフィールドに、ハントグループアドレスを表示するかまたは主アドレスがない場合のみ）、

または固有アドレスになりうる（発呼要求（ＣＲ）パケット中の起呼ＤＴＥアドレスフィールドの

内容とは無関係）。
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(2) 起呼ＤＴＥが被呼補足アドレスを設定する場合にのみ被呼補足アドレスは存在し、起呼ＤＴＥが

この被呼補足アドレスを設定しない場合には被呼補足アドレスは存在しない。被呼補足アドレスの

みがあり、Ａビットを「１」に設定する場合は、被呼補足アドレスはアドレスタイプ（ＴＯＡ）と

番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドの次に位置する。

Ⅳ.４　着呼受付（ＣＡ）パケットのアドレス

　網が提供しかつＤＴＥが設定する被呼ラインアドレス変更通知ファシリティに関連する被呼ＤＴＥアド

レスを除いて、着呼受付（ＣＡ）パケット中にＤＴＥアドレスを認めない網がある。

　その他のある網は、着呼受付（ＣＡ）パケット中にＤＴＥアドレスを全く含まないかまたは１つまたは

２つ含んでいるＤＴＥを許容する。ＤＴＥが着呼受付（ＣＡ）パケット中に起呼ＤＴＥアドレスを設定す

る場合、これは着呼（ＣＮ）パケット中の起呼ＤＴＥアドレスと同じである。ＤＴＥが着呼受付（ＣＡ）

パケット中に被呼ＤＴＥアドレスを設定する場合、次の場合を除いて、これは着呼（ＣＮ）パケット中の

被呼ＤＴＥアドレスと同じである。被呼ラインアドレス変更通知ファシリティもＤＴＥで設定され、網が

これを提供している場合。

　ＤＴＥが着呼受付（ＣＡ）パケット中に被呼ラインアドレス変更通知ファシリティを設定し、網がこれ

を提供している場合、被呼ＤＴＥアドレスは次に示すような網に依存する事項のどちらかで生成される。

(1) 着呼（ＣＮ）パケットと同じ主アドレスと着呼（ＣＮ）パケットとは異なった被呼補足アドレス

から成るアドレス、またはオプションとして任意の補足アドレスを伴ったＤＴＥ／ＤＣＥインタ

フェース上で正当な別の主ＤＴＥアドレス。

(2) 着呼（ＣＮ）パケットの被呼ＤＴＥアドレスの中に存在するであろう被呼補足アドレスとは異な

る被呼補足アドレス。この場合、Ａビットを「１」に設定する場合、被呼補足アドレスはアドレス

タイプ（ＴＯＡ）と番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドに続いて位置する。

Ⅳ.５　接続完了（ＣＣ）パケットのアドレス

　ある網は接続完了（ＣＣ）パケットの中に、被呼ラインアドレス変更通知ファシリティに関連する被呼

ＤＴＥアドレスを除いて、いかなるＤＴＥアドレスも設定しない。

　その他のある網では、常に接続完了（ＣＣ）パケットの中に両方のＤＴＥアドレスを設定する。

　その他のある網では、着呼受付（ＣＡ）パケット中にＤＴＥアドレスが存在するかあるいは被呼ライン

アドレス変更通知ファシリティに関連するものである場合に限り、接続完了（ＣＣ）パケットの中にＤＴ

Ｅアドレスを設定する。

　どの場合においても、網によって接続完了（ＣＣ）パケットの中にアドレスが設定される場合、このア

ドレスは被呼ラインアドレス変更通知ファシリティがファシリティフィールドの中に存在する場合（この

場合、被呼ＤＴＥアドレスには、常に補足アドレスを伴った主アドレスが含まれる）を除いて、発呼要求

（ＣＲ）パケット中のアドレスと同じである。
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Ⅳ.６　復旧要求（ＣＱ）パケットのアドレス

　復旧要求（ＣＱ）パケット中のＤＴＥアドレスは、被呼ラインアドレス変更通知ファシリティ（6.26 節

参照）に関連する被呼ＤＴＥアドレスを除いて、存在しない。この場合、復旧要求（ＣＱ）パケットは、

着呼（ＣＮ）パケットに対する直接の応答として送信され、被呼ＤＴＥアドレスは次に示す網に依存する

事項のどちらかで生成される。

(1) 着呼（ＣＮ）パケットと同じ主アドレスと着呼（ＣＮ）パケットとは違った被呼補足アドレスか

ら成るアドレス、またはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で正当な別の主ＤＴＥアドレス。

(2) 着呼（ＣＮ）パケットの被呼ＤＴＥアドレスの中に存在するであろう被呼補足アドレスとは異な

る被呼補足アドレス。この場合、Ａビットを「１」に設定する場合、被呼補足アドレスはアドレス

タイプ（ＴＯＡ）と番号計画識別（ＮＰＩ）サブフィールドの次に位置する。

Ⅳ.７　切断指示（ＣＩ）パケットのアドレス

　切断指示（ＣＩ）パケット中のＤＴＥアドレスは、被呼ラインアドレス変更通知ファシリティ（6.26 節

参照）に関連する被呼アドレス除いて、存在しない。この場合、切断指示（ＣＩ）パケットは、発呼要求

（ＣＲ）パケットに対する直接の応答として送信され、被呼ＤＴＥアドレスにはオプションとして補足ア

ドレスを伴った主アドレスが常に含まれる。

Ⅳ.８　切断確認（ＣＦ）パケットのアドレス

　切断確認（ＣＦ）パケットの中には、ＤＴＥアドレスは存在しない。

Ⅳ.９　着信転送とＤＴＥによる着信転送に関するファシリティのアドレス

　着信転送ファシリティに加入している場合や、復旧要求（ＣＱ）パケット（6.25.1 節､6.25.2 節参照）

のＤＴＥによる着信転送選択ファシリティに表示する転送先ＤＴＥアドレスは、オプションとして補足ア

ドレスを伴った主アドレスから成り立っている。

　発呼要求（ＣＲ）パケットの中に被呼補足アドレスが存在する場合、ある網は転送先ＤＴＥアドレスの

後にこの被呼補足アドレスを付加することがある。

アドレスタイプ 番号計画識別 アドレス

１セミオクテット １セミオクテット

付図Ⅳ－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

Ａビットが「１」に設定される場合の主アドレスのフォーマット
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付録Ⅴ

長い一巡遅延、および／又は 64000bit/s を超える転送速度を持つ

チャネルを介した転送のためのガイドライン

　本資料は、ＴＴＣ標準の推奨範囲外ではあるが、ＪＴ―Ｘ２５標準に関連する事項を補足するため、参

考資料として、添付するものである。

Ⅴ．１　前文

　ＪＴ－Ｘ２５のデフォルトパラメータ、すなわちデータリンクレイヤのモジュロ、フレームサイズおよ

びウィンドウサイズ（ｋ）の値、およびパケットレイヤのモジュロ、パケットサイズおよびウィンドウサ

イズは、長い遅延および衛星リンクを持つケーブルのような長い一巡遅延が生じる接続上の動作用には最

適化されていないし、64000bit/s を超える転送速度用にも最適化されていない。

　注１－一巡遅延は、情報フレームの最初のビットの送信からそれに対応する確認フレームの最後のビッ

トの受信の間に経過する時間である。従って、一巡遅延は、転送速度、フレームサイズ、チャネ

ルの伝送遅延、および、ＤＴＥとＤＣＥの待ち合わせ遅延または処理遅延に依存する。

　注２－光ファイバーケーブルは、1000km 当たりおよそ 10ms の一巡遅延を生じる。それに加え、伝送と

交換装置に遅延が生じる。転送装置を含め一回の衛星経由では、およそ 600ms の一巡遅延を生

じる。

　この付録は、それらの場合における適当なパラメータ選択のガイドラインを規定する。

Ⅴ．２　共通ガイドライン

　長い一巡遅延および／又は高帯域を持つチャネルの最大限の使用を行うために、十分なオクテット数を

確実に転送することが必要である。オクテット数は、まず、転送速度（Ｒ）および一巡遅延（Ｄ）の関数

であり、２番目に、ビット誤り率（ＢＥＲ）の様な他の要因の関数である。勧告Ｘ．１３５の付属資料Ａ、

および、勧告Ｘ．１３８の付属資料Ｂは、スループット性能の報告において定義する要因の一覧を規定す

る。

一次要因に基づいているオクテット数は、

Ｄ(sec) ×Ｒ(bit/s)
ｘ(octets) ＝

８

　従って、２次要因に依存するｘオクテットの近似値が必要とされる。以下の式は、ｘとＤの関数として

の最大フレームサイズ（Ｎ１）、アウトスタンディング情報フレームの最大数（ｋ）、および、最大再転

送遅延（Ｔ１）の選択の最小限の要求をｘの値から規定する。

Ｎ１(octets)×ｋ　＝　ｘ

および Ｔ１　＞　Ｄ

　ｋが与えられた場合、Ｎ１は直接導かれる。しかしながら、全てのフレームおよびレイヤ３パケットは、

最大サイズではない。そのような場合におけるｋの最適な値を導くことは、本付録の範囲外である（フ

レーム／パケットのさまざまなサイズの分配は、ＤＴＥ／アプリケーションに依存している）。
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　単一のレイヤ３論理チャネルが活性化している場合、最大パケットサイズとそれに関連したウィンドウ

サイズは、選択されたデータリンクレイヤ値に適合することを推奨する。例えば、レイヤ３最大パケット

サイズは、使用されるフレームサイズに対して適当であり、それに関連したレイヤ３ウィンドウサイズは、

一巡遅延を埋めるために十分な大きさであるべきである。加えて、レイヤ２ウィンドウサイズは、レイヤ

３制御パケットの余裕を得るためにレイヤ３ウィンドウサイズよりも少なくとも１つ大きいサイズである。

それらの値は、単一の論理チャネルを持つＸ．２５の場合、多重論理チャネル（例えば、ゲートウェイ）

を使用した場合と比較して、獲得するのは容易である。

Ⅴ．３　64000bit/s で動作する長い一巡遅延を持つチャネルのガイドライン

　600ms の最大一巡遅延（一回の衛星経由で生じる）を持つ接続を介して動作するデータリンクレイヤの

場合、モジュロ８のフレーム番号付与を使用する。しかし、能力を最大限度にするためには、少なくとも

1024 オクテットのフレームサイズが必要である。小さなフレームを使用するならば、モジュロ１２８の使

用が必要である。

　モジュロ１２８のレイヤ２ウィンドウ（ｋ）は、許容最大パケットサイズ（最大フレームサイズ、Ｎ１

は、最大パケットサイズに、４オクテットのパケットオーバヘッドと７オクテットのフレームオーバヘッ

ドからなる１１オクテットを加えることによって得られる）から得ることができる。それら値は、以下の

付表Ⅴ―１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

付表Ⅴ―１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

レイヤ２ウィンドウ（ｋ）　－64000bit/s－ 600ms の一巡遅延

ﾊﾟｹｯﾄﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｽﾞ

(ｵｸﾃｯﾄ)

ｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞを含むﾌﾚｰﾑｻｲｽﾞ(N1)

(ｵｸﾃｯﾄ)
ｋ

１２８

２５６

５１２

１０２４

２０４８

４０９６

１３９

２６７

５２３

１０３５

２０５９

４１０７

３５

１８

１０

５

３

２

Ⅴ．４　1920kbit/s で動作する長い一巡遅延を持つ回線のためのガイドライン

　1920kbit/s の転送速度を持つ大半のＸ．２５地上回線における一巡遅延は、１ms オーダ

である。従って、モジュロ８で十分である。モジュロ１２８の 1920kbit/s で動作する長い

一巡遅延の場合、以下のパラメータを提案する。

ａ) 僅かの遅延を伴うケーブル（Ｄ～10ms）
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付表Ⅴ―２／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

レイヤ２ウィンドウ（ｋ）　－1920kbit/s－ 10ms の一巡遅延

ﾊﾟｹｯﾄﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｽﾞ

(ｵｸﾃｯﾄ)

ｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞを含むﾌﾚｰﾑｻｲｽﾞ(N1)

(ｵｸﾃｯﾄ)
ｋ

１２８

２５６

５１２

１０２４

２０４８

１３９

２６７

５２３

１０３５

２０５９

１８

９

５

３

２

ｂ) 長い遅延を伴うケーブル（Ｄ～120ms ）

異なるパケットサイズの適当なｋの値は、以下の付表Ⅴ―３／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

付表Ⅴ―３／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）

レイヤ２ウィンドウ（ｋ）　－1920kbit/s－ 120ms の一巡遅延

ﾊﾟｹｯﾄﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｽﾞ

(ｵｸﾃｯﾄ)

ｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞを含むﾌﾚｰﾑｻｲｽﾞ(N1)

(ｵｸﾃｯﾄ)
ｋ

２５６

５１２

１０２４

２０４８

４０９６

２６７

５２３

１０３５

２０５９

４１０７

１０８

５６

２８

１４

８
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付録Ⅵ

ＮＵＩパラメータフィールドのフォーマットについて

　本資料は、ＴＴＣ標準の推奨範囲外であるが、ＪＴ－Ｘ２５標準に関連する事項を補足するため、参考

資料として、添付するものである。

　電気通信事業者が標準化されたＮＵＩフォーマットをサポートしたいときは、次のものを使用すること

が望ましい。

　ファシリティパラメータフィールドの第一オクテットは、２つあるフォーマットの内の１つを有する。

　ａ) 標準化されたデフォルトフォーマットは、ＮＵＩに続く制御オクテットから構成する。

制御オクテットは次のように符号化する。

ビット位置： ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１ １ Ｖ ０ Ｎ Ｆ Ｖ Ｅ

　但し、パラメータフィールドのＶ，ＮＦ，ＶＥビットと続くオクテットの規定は後述する。

　ｂ) 制約されないフォーマット

ビット位置： ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

Ｙ Ｙ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

　但し、ＹＹ＝００，０１または１０の場合。

　第一オクテットの残り６ビット及び続くパラメータフィールドのオクテットは規定しない。

　標準化されたデフォルトフォーマット（上記“ａ”の場合）に対して、次の符号化規則の全てを適用す

る。

　Ｖ＝０の値だけＤＴＥのＸ．２５インタフェースを通りＤＣＥ方向へ通る。

　ファシリティパラメータフィールドの続くオクテット中のＮＵＩに使用されるフォーマットオプション

はＮＦビットの中に符号化する。

ＮＦビット位置： ４ ３

０ ０ 最初のサブフィールドは ISO7812/CCITT E.118 に従う

０ １ 次に続くオクテットには制約なし

１ ０ サブフィールドフォーマット；サブフィールド情報制約なし

１ １ （将来の利用のために確保）

　検証エンティティはＶＥビットの中に符号化する。

ＶＥビット位置： ２ １

０ ０ 発信網（注１参照）

０ １ 着信網（注２参照）

１ ０ 第一転送網

１ １ その他／規定なし

　注１－発信網は発呼要求フェーズが起動する網である。

　注２－着信網は着呼確認フェーズが起動する網である。
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　ＮＦ＝０１なら、パラメータフィールドの残るオクテットは制約を受けない。ＮＦ＝００または１０な

らば、ファシリティパラメータフィールドの残るオクテットは、それぞれ以下のように定義されたｍサブ

フィールドに分かれる（ｍは１と等しいか、それより大きい）。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

Ｉ タイプ ０ ０ ０ ０

Ｉ＋１ サブフィールド長

Ｉ＋２

Ｉ＋Ｊ

サブフィールド情報

　Ｉがサブフィールドの最初のオクテットの番号そして（Ｊ－１）はサブフィールド情報のオクテット数

である。タイプセミオクテットは、サブフィールドの情報に対して以下のように符号化フォーマットを規

定する。

ビット位置

８ ７ ６ ５

１ １ ０ １ ＢＣＤセミ  オクテット

１ １ ０ ０ ビット位置８＝０のＩＡ５（Ｔ．５０）

１ １ １ ０ 国固有

１ １ １ １ 網規定フォーマット

その他 将来の定義用

　それぞれのサブフィールドの最初のビット位置１から４は「０」にセットされる。このセミオクテット

に対する他の値は将来の利用ために確保する。

　サブフィールド長はサブフィールド中の情報のセミオクテットの数であり、２進数で符号化する。

　注－タイプ＝１１００（ＩＡ５）に対しては、サブフィールド長は偶数値でなくてはならない。

　タイプ＝１１０１（ＢＣＤ）に対しては、サブフィールド長は偶数または奇数値であるが必要ならば、

サブフィールドの最後のオクテットのビット位置４，３，２および１に「０」を挿入することによりオク

テットの整数倍を保証する。

　ＤＣＥは２つあるフォーマット（“ａ”および“ｂ”）を認識し区別できなければならない、しかし網

は両方のフォーマットのサポートおよびフォーマット“ａ”をサポートする場合の全てのフォーマットオ

プションのサポートを必要としない。サポートとは、問い合わせ中のパラメータフィールドフォーマット

またはフォーマットオプションを受信し、および／または、検証／使用する能力のことをいう。

　網はＤＴＥから受信したＶビットの値を、それが検証エンティティならば「１」に変更してもよい。

　ＶＥサブフィールドが“１１”（その他／規定なし）のＮＵＩ値を受信した網は規定する３つの内の１

つの値にＶＥ値を変更してもよい（そして、挿入された値により、検証エンティティとして、それ自身を

指定する）。受信したＶＥサブフィールド値の他の変更は許可されていない。
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付録Ⅶ

バーチャルコールおよびパーマネントバーチャルサーキットの論理チャネルの範囲

　本資料は、ＴＴＣ標準の推奨範囲外ではあるが、ＪＴ－Ｘ２５標準に関連する事項を補足するため、参

考資料として、添付するものである。

　単一論理チャネルＤＴＥは論理チャネル１を使用する。多重論理チャネルＤＴＥ／ＤＣＥインタフェー

スでの論理チャネル範囲は、付図Ⅶ－１／ＪＴ－Ｘ２５に示す。

論理チャネル

０

１

ＬＩＣ

ＨＩＣ

ＬＴＣ

ＨＴＣ

ＬＯＣ

ＨＯＣ

４０９５

LIC : 最小着論理チャネル

HIC : 最大着論理チャネル

LTC : 最小両方向論理チャネル

HTC : 最大両方向論理チャネル

LOC : 最小発論理チャネル

HOC : 最大発論理チャネル

論理チャネル１から LIC-1 ：パーマネントバーチャルサーキット論理チャネル範囲。

論理チャネル LIC から HIC まで ：バーチャルコール単方向着論理チャネル範囲(6.8 節参照)

論理チャネル LTC から HTC まで：バーチャルコールの両方向論理チャネル範囲。

論理チャネル LOC から HOC まで：バーチャルコール単方向発論理チャネル範囲(6.7 節参照)

論理チャネル HIC+1 から LTC-1 まで、 HTC+1 から LOC-1 まで、および HOC+1 から 4095 までは、

非割当て論理チャネル。

注１－論理チャネルは、０（最小）から 4095（最大）までを使用する。論理チャネルは、４ビットの論理

チャネルグループ番号(5.1.2 節参照) と８ビットの論理チャネル番号(5.1.3 節参照) からなる 12

ビットで表示し、オクテット１のビット位置４から１と次のオクテット２のビット位置８から１に、

２進化符号で符号化する。

注２－すべての論理チャネルの境界は、当面の間、電気通信事業者が決定する。

注３－論理チャネルの頻繁な再割当てを防ぐため、パーマネントバーチャルサーキットの範囲に必ずしも

論理チャネルを割当てる必要はない。

バーチャルコール

単方向発論理チャネル

両方向論理チャネル

単方向着論理チャネル

パーマネントバーチャルサーキット
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注４－パーマネントバーチャルサーキットチャネルが存在しない場合、 LIC に論理チャネル１を使用でき

る。パーマネントバーチャルサーキットチャネルおよび単方向着論理チャネルが存在しない場合、

LTC に論理チャネル１を使用できる。パーマネントバーチャルサーキットチャネル、単方向着論理

チャネルおよび両方向論理チャネルが存在しない場合、 LOC に論理チャネル１を使用できる。

注５－ＤＣＥは、着呼への論理チャネルの割当で、 LIC から HIC までの範囲および LTC から HTC まで

の範囲にあるレディ状態の最小論理チャネルを使用する。

注６－ＤＴＥは、呼の衝突を避けるため、両方向論理チャネルの範囲または単方向発論理チャネルの範囲

にあるレディ状態の最大論理チャネルを使用する。

付図Ⅶ－１／ＪＴ－Ｘ２５

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２５）
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付録Ⅷ ＪＴ－Ｘ２５（第２版）、ＪＴ－Ｘ２５（８８）およびＪＴ－Ｘ２５（第３版）の比較表 Ｐａｇｅ　１／１１

大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

物理レイヤ JT-X25（第１版）では、DTE/DCE 物理イン

タフェースは、規定無し。

1.物理レイヤ

(1) DTE/DCE 物理インタフェースとして

X.21 インタフェース

X.21bis インタフェース

V シリーズインタフェース

X.31 インタフェース

が提供可能。

(2) 各インタフェースの

DTE/DCE 物理インタフェース要素

動作フェーズ

障害検出とテストループ

信号タイミング  等
を規定。

(3) パケット用 TA(R 参照点)を介して、ISDN
と接続する X.25DTE を考慮して、X.31 イ

ンタフェースを追加。

ＪＴ－Ｘ２５（８８）に同じ

データリンク

レイヤ

3.リンクレベルプロトコル

3.1 適用範囲

(1) JT-X25(第２版) では、DTE/DCE 間の

データ伝送のリンクアクセス手順とし

て、LAPB のみ規定。

SLP とオプションの MLP では、LAPB を

使用。

(2) JT-X25(第２版) では、ユーザサービス

クラスは、規定無し。

(3) 伝送機能は、全二重。

(4) モジュロは、

モジュロ 8 が、基本サービス。

モジュロ 128 は、オプション。

2.データリンクレイヤ

2.1 適用範囲

(1) DTE/DCE 間のデータ伝送のリンクアクセ

ス手順として、LAPB のみ規定

SLP とオプションの MLP では、LAPB を

使用。

(2) ユーザサービスクラスは、8 ～11､13、お

よび 30 を規定。

8(2400bit/秒)
9(4800bit/秒)
10(9600bit/秒)
11(48kbit/秒)
13(64kbit/秒)
30(64kbit/秒)

(3) 伝送機能は、全二重。

(4) モジュロは、

モジュロ 8 が、基本サービス。

モジュロ 128 は、オプション。

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の内容に加

え、以下の記述を追加。

(a) リンクレイヤアクセス手順とし

て、オプションの調歩同期伝送

(Start/Stop transmission) を追加。

(b) ユーザサービスクラスとして､

26､31～33､35､37､45､53､59 を追

加｡クラス 13 は削除

26(14.4kbit/秒)
31(128kbit/秒)
32(192kbit/秒)
33(256kbit/秒)
35(384kbit/秒)
37(512kbit/秒)
45(1024kbit/秒)
53(1536kbit/秒)
59(1920kbit/秒)

章構成を

見直し
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ＪＴ－Ｘ２５（第２版）、ＪＴ－Ｘ２５（８８）およびＪＴ－Ｘ２５（第３版）の比較表 Ｐａｇｅ　２／１１

大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

フレーム構成 3.2 フレーム構成

(1) フレームの構成を定義。

フラグシーケンス

アドレスフィールド

制御フィールド

情報フィールド

フレームチェックシーケンス(FCS)
(2) 透過性を規定。

(3) ビット送出順序を規定。

アドレス、コマンド、レスポンス及び

シーケンス番号は、低位ビットから送

出。

FCS は、最高次の係数から送出。

情報フィールド内のビット送出順序は規

定せず。

(4) 無効フレーム

(5) フレーム放棄

(6) フレーム間タイムフィル

(7) リンクチャネル状態を定義。

アクティブチャネル状態

アイドルチャネル状態

2.2 フレーム構成

(1) フレームの構成を定義。

フラグシーケンス

アドレスフィールド

制御フィールド

情報フィールド

フレームチェックシーケンス(FCS)
(2) 透過性を規定。

(3) ビット送出順序を規定。

アドレス、コマンド、レスポンス及び

シーケンス番号は、低位ビットから送出。

FCS は、最高次の係数から送出。

情報フィールド内のビット送出順序は規

定せず。

(4) 無効フレーム

(5) フレーム放棄

(6) フレーム間タイムフィル

(7) リンクチャネル状態を定義。

アクティブチャネル状態

アイドルチャネル状態

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の内容に加

え、オプションの調歩同期手順に

おけるフレーム構成を定義。

ＬＡＰＢの定義に加え、フレーム

のオクテット単位での透過性の規

定として、制御エスケープオク

テットを定義。

調歩同期手順のフレーム内タイム

フィルを定義。
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大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

ＬＡＰＢの

手順要素

3.3 ＬＡＰＢの手順要素

(1) DTE 又は DCE のフレーム受信時の動作

を規定。

(2) LAPB 制御ﾌｨｰﾙﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄを規定。

情報転送用の I フォーマット

フレーム監視用の S フォーマット

リンク制御用の U フォーマット

(3) LAPB 制御ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀを規定。

モジュラス

送信/ 受信状態変数    V(S)/V(R)
送信/ 受信ｼｰｹﾝｽ 番号  N(S)/N(R)
ﾎﾟｰﾙ/ﾌｧｲﾅﾙ ビット     P/F ビット

(4) コマンドとレスポンスを規定｡

I コマンド

RR コマンド/ レスポンス

RNR コマンド/ レスポンス

REJ コマンド/ レスポンス

SABM/SABME コマンド

DISC コマンド

UA レスポンス

DM レスポンス

FRMR レスポンス

(5) 異常状態の通知と回復｡

ビジー状態

ビジー状態の通知(RNR フレーム)
ビジー状態の解除通知(RR,REJ,
SABM/SABME,UA フレーム)

N(S)シーケンス誤り状態

REJ フレームによる回復

タイムアウトによる回復

FCS 誤りと無効フレーム状態

フレームリジェクション状態

フレームリジェクション状態の通知

(FRMR レスポンス)
JT-X25（第２版) では、長時間アイドル

チャネル状態は、規定無し。

2.3 ＬＡＰＢの手順要素

(1) DTE 又は DCE のフレーム受信時の動作

を規定。

(2) LAPB 制御ﾌｨｰﾙﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ を規定。

情報転送用の I フォーマット

フレーム監視用の S フォーマット

リンク制御用の U フォーマット

(3) LAPB 制御ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀを規定。

モジュラス

送信/ 受信状態変数    V(S)/V(R)
送信/ 受信ｼｰｹﾝｽ 番号  N(S)/N(R)
ﾎﾟｰﾙ/ﾌｧｲﾅﾙ ビット     P/F ビット

(4) コマンドとレスポンスを規定。

I コマンド

RR コマンド/ レスポンス

RNR コマンド/ レスポンス

REJ コマンド/ レスポンス

SABM/SABME コマンド

DISC コマンド

UA レスポンス

DM レスポンス

FRMR レスポンス

(5) 異常状態の通知と回復。

ビジー状態

ビジー状態の通知(RNR フレーム)
ビジー状態の解除通知(RR,REJ,
SABM/SABME,UA フレーム)

N(S)シーケンス誤り状態

REJ フレームによる回復

タイムアウトによる回復

FCS 誤りと無効フレーム状態

フレームリジェクション状態

フレームリジェクション状態の通知

(FRMR レスポンス)
長時間アイドルチャネル状態

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の記述に加

え、オプションの調歩同期手順に

関する記述を追加｡
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ＪＴ－Ｘ２５（第２版）、ＪＴ－Ｘ２５（８８）およびＪＴ－Ｘ２５（第３版）の比較表 Ｐａｇｅ　４／１１

大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

ＬＡＰＢの

手順

3.4 ＬＡＰＢの手順

(1) LAPB 基本/ 拡張モードの動作

(2) LAPB アドレスの使用手順を規定

(3) LAPB の P/F ビット使用手順を規定

(4) データリンク設定/ 切断動作を規定

データリンク設定

情報転送フェーズ

データリンク切断

切断フェーズ

(5) フレームの衝突時の動作を規定

U コマンドの衝突

SABM/SABME コマンド又は DISC
コマンドと DM レスポンスの衝突

DM レスポンスの衝突

(6) LAPB 情報転送手順を規定

I フレームの送信と受信

無効フレームの受信

シーケンス誤りフレームの受信

確認応答の受信

REJ フレームの受信

RNR フレームの受信

DCE ビジー状態

確認応答待ち

(7) データリンクリセット手順を規定

DTE からの SABM/SABME 送信動作

DCE での SABM/SABME 受信動作

DCE からの SABM/SABME 送信動作

DCE からの FRMR 送信動作

ﾌﾚｰﾑﾘｼﾞｴｸｼｮﾝ状態での DCE 動作

DCE 回復契機

SABM/SABME,DISC を受信

DM レスポンスを受信

SABM/SABME,DISC を送信

DM レスポンスを送信

2.4 ＬＡＰＢの手順

(1) LAPB 基本/ 拡張モードの動作

(2) LAPB アドレスの使用手順を規定

(3) LAPB の P/F ビット使用手順を規定

(4) データリンク設定/ 切断動作を規定

データリンク設定

情報転送フェーズ

データリンク切断

切断フェーズ

(5) フレームの衝突時の動作を規定

U コマンドの衝突

SABM/SABME コマンド又は DISC
コマンドと DM レスポンスの衝突

DM レスポンスの衝突

(6) LAPB 情報転送手順を規定

I フレームの送信と受信

無効フレームの受信

シーケンス誤りフレームの受信

確認応答の受信

REJ フレームの受信

RNR フレームの受信

DCE ビジー状態

確認応答待ち

(7) データリンクリセット手順を規定

DTE からの SABM/SABME 送信動作

DCE での SABM/SABME 受信動作

DCE からの SABM/SABME 送信動作

DCE からの FRMR 送信動作

ﾌﾚｰﾑﾘｼﾞｴｸｼｮﾝ状態での DCE 動作

DCE 回復契機

SABM/SABME,DISC を受信

FRMR,DM レスポンスを受信

SABM/SABME,DISC を送信

DM レスポンスを送信

フレームリジェクション状態からの、DCE
回復動作として、FRMR レスポンス受信を追

加。

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の記述に加

え、オプションの調歩同期手順に

関する記述を追加｡
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大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

ＭＬＰ手順 3.5 ＭＬＰ手順

(1) マルチリンクフレームの構成を定義

マルチリンク制御フィールド

マルチリンク情報フィールド

(2) マルチリンク制御フィールドのフォー

マット

(3) マルチリンク制御フィールドのパラメー

タ

非順序化指定ビット(V ビット)
ｼｰｹﾝｽﾁｪｯｸｵプｼｮﾝ ビット(S ビット)
MLP リセット要求ビット(R ビット)
MLP リセット確認ビット(C ビット)
マルチリンク送信状態変数 MV(S)
マルチリンクシーケンス番号 MN(S)
最旧未確認マルチリンクフレーム

状態変数 MV(T)
マルチリンク受信状態変数 MV(R)
マルチリンクウィンドウサイズ MW
受信 MLP ウィンドウガード領域 MX

(4) マルチリンク手順(MLP) の記述

初期化、マルチリンクリセット手順

(5) マルチリンクフレームの送信

(6) マルチリンクフレームの受信

(7) SLP サービスの停止

JT-X25（第２版) では、リンクアクセス手順

として、LAPB のみを規定しているため、

LAP の手順要素の規定は無し。

2.5 ＭＬＰ手順

(1) マルチリンクフレームの構成を定義

マルチリンク制御フィールド

マルチリンク情報フィールド

(2) マルチリンク制御フィールドのフォー

マット

(3) マルチリンク制御フィールドのパラメー

タ

非順序化指定ビット(V ビット)
ｼｰｹﾝｽﾁｪｯｸｵプｼｮﾝ  ビット(S ビット)
MLP リセット要求ビット(R ビット)
MLP リセット確認ビット(C ビット)
マルチリンク送信状態変数 MV(S)
マルチリンクシーケンス番号 MN(S)
最旧未確認マルチリンクフレーム

状態変数 MV(T)
マルチリンク受信状態変数 MV(R)
マルチリンクウィンドウサイズ MW
受信 MLP ウィンドウガード領域 MX

(4) マルチリンク手順(MLP)の記述

初期化、マルチリンクリセット手順

(5) マルチリンクフレームの送信

(6) マルチリンクフレームの受信

(7) SLP サービスの停止

JT-X25(88)では、リンクアクセス手順とし

て、LAPB のみを規定しているため、LAP の
手順要素の規定は無し。

ＪＴ－Ｘ２５（８８）に同じ

ＬＡＰは勧

告より削除
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大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

パケットレ

ベルプロト

コル

4.パケットレベルプロトコル

4.2 論理チャネル

パケットの基本構成

(1) 呼設定と解放

発呼要求/ 着呼/ 着呼受付/ 接続完了/ 復
旧要求/ 切断指示/DTE 切断確認/DCE 復旧

確認パケット

(2) データと割込

DTE データ/DCE データ/DTE 割込/DCE
割込/DTE 割込確認/DCE 割込確認パケット

(3) フロー制御とリセット

DTE 受信可 /DCE 受信可 /DTE 受信不

可 /DCE 受信不可/ リセット要求/ リセット

指示/DTE リセット確認/DCE リセット確認

パケット

(4) リスタート

リスタート要求/ リスタート指示/DTE リ

スタート確認/DCE リスタート確認パケッ

ト

(5) JT-X25(第２版) では、診断パケット及び

登録パケットの規定無し。

3.パケットレイヤ

3.1 論理チャネル

3.2 パケットの基本構成

(1) 呼設定と解放

発呼要求 /着呼/ 着呼受付/ 接続完了/ 復
旧要求/ 切断指示/DTE 切断確認/DCE 復旧

確認パケット

(2) データと割込

DTE データ/DCE データ/DTE 割込/DCE
割込/DTE 割込確認/DCE 割込確認パケット

(3) フロー制御とリセット

DTE 受信可 /DCE 受信可 /DTE 受信不

可 /DCE 受信不可/ リセット要求/ リセット

指示/DTE リセット確認/DCE リセット確認

パケット

(4) リスタート

リスタート要求/ リスタート指示/DTE リ

スタート確認/DCE リスタート確認パケッ

ト

(5) 診断

診断パケット

(6) 登録

登録要求/ 登録確認パケット

ＪＴ－Ｘ２５（８８）に同じ

リスタート

手順

リスタート手順

DCE によるリスタート

DTE によるリスタート

リスタートの衝突

3.3 リスタート手順

DCE によるリスタート

DTE によるリスタート

リスタートの衝突

エラー処理 JT-X25（第２版) では、エラー処理は、規定

なし。

3.4 エラー処理

診断パケット
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大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

バーチャル

サーキット

サービス

4.3
4.3.1 バーチャルコールサービスの手順

(1) レディ状態

(2) 発呼要求パケット

(3) 着呼パケット

(4) 着呼受付パケット

(5) 接続完了パケット

(6) 発着呼衝突

(7) DTE による復旧

(8) DCE による切断

(9) 切断の衝突

(10)不完了呼

(11)コールプログレス信号

(12)データ転送状態

4.バーチャルサーキットサービスの手順

4.1 バーチャルコールサービスの手順

(1) レディ状態

(2) 発呼要求パケット

(3) 着呼パケット

(4) 着呼受付パケット

(5) 接続完了パケット

(6) 発着呼衝突

(7) DTE による復旧

(8) DCE による切断

(9) 切断の衝突

(10) 不完了呼

(11) コールプログレス信号

(12) データ転送状態

ＪＴ－Ｘ２５（８８）に同じ

パーマネン

トバーチャ

ルサーキッ

トサービス

4.3.2 パーマネントバーチャルサーキッサー

ビスの手順

4.2 パーマネントバーチャルサーキットサー

ビスの手順

ＪＴ－Ｘ２５（８８）に同じ

データ転送

手順と割込

手順

4.3.3 データ転送手順と割込手順

(1) データ転送状態

(2) データパケットのユーザデータフィール

ド長

(3) 送達確認(D) ビット

(4) モアデータ表示(M ビット)
(5) 完結パケットシーケンス

(6) クオリファイヤ(Q) ビット

(7) 割込手順

(8) データパケットの転送遅延

4.3 データ転送手順と割込手順

(1) データ転送状態

(2) データパケットのユーザデータフィール

ド長

(3) 送達確認(D) ビット

(4) モアデータ表示(M ビット)
(5) 完結パケットシーケンス

(6) クオリファイヤ(Q) ビット

(7) 割込手順

(8) データパケットの転送遅延

1988 年版勧告 X.25 では、勧告 X.135 の

改版に伴い、データパケットの転送遅延の

記述を修正。

ＪＴ－Ｘ２５（８８）に同じ
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ＪＴ－Ｘ２５（第２版）、ＪＴ－Ｘ２５（８８）およびＪＴ－Ｘ２５（第３版）の比較表 Ｐａｇｅ　８／１１

大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

フロー制御

手順

4.3.4 フロー制御手順

(1) データパケットの番号付け

(2) ウィンドウサイズ

(3) 送達確認

(4) スループット特性とスループットクラス

(5) リセット手順

リセット要求パケット

リセット指示パケット

リセットの衝突

リセット確認パケット

4.4 フロー制御手順

(1) データパケットの番号付け

(2) ウィンドウサイズ

(3) 送達確認

(4) スループット特性とスループットクラス

(5) リセット手順

リセット要求パケット

リセット指示パケット

リセットの衝突

リセット確認パケット

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の記述に加

え、オプションの高スループット

クラス対応の記述を追加。

手順の影響 4.3.6 パケット転送に於ける普及手順、リ

セット手順及びリスタート手順の影響

4.5 パケット転送に於ける普及手順、リセッ

ト手順及びリスタート手順の影響

ＪＴ－Ｘ２５（８８）に同じ

物理レイヤ

及びデータ

リンクレイ

ヤの影響

4.3.7 パケットレイヤに於ける物理レイヤ及

びデータリンクレイヤの影響

4.6 パケットレイヤに於ける物理レイヤ及び

データリンクレイヤの影響

1988 年版勧告では、記述を追加／修正。

(1) 一般原則

(2) 異常状態の定義

(3) 異常状態検出時のパケットレイヤ動作

(4) 異常状態でのパケットレイヤ動作

ＪＴ－Ｘ２５（８８）に同じ
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ＪＴ－Ｘ２５（第２版）、ＪＴ－Ｘ２５（８８）およびＪＴ－Ｘ２５（第３版）の比較表 Ｐａｇｅ　９／１１

大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

パ ケ ッ ト

フォーマッ

ト

4.4 パケットフォーマット

4.4.1 パケットヘッダ

GFI 、LCGN、LCN 、パケットタイプ

識別子

4.4.2 呼設定パケットと呼解放パケット

4.4.3 データパケットと割込パケット

4.4.4 フロー制御パケットとリセットパケッ

ト

4.4.5 リスタートパケット

○JT-X25（第２版) では、診断パケット及び

オプショナルユーザファシリティのためのパ

ケットは、規定無し。

5. パケットフォーマット

5.1 パケットヘッダ

GFI 、LCGN、LCN 、パケットタイプ

識別子

5.2 呼設定パケットと呼解放パケット

　　1988 年版勧告 X.25 では、ISDN と公衆

データ網の相互通信を考慮し、勧告 E.164

で規定される ISDN 番号と番号識別 (TOA)/

番号計画識別(NPI)を転送する方式を導入。

従来のアドレスフィールドを拡張し、アド

レスブロックの概念を導入。パケット

フォーマットでは、アドレスブロック

フォーマット等、記述を修正。

5.3 データパケットと割込パケット

5.4 フロー制御パケットとリセットパケット

5.5 リスタートパケット

5.6 診断パケット

5.7 オプショナルユーザファシリティのため

のパケット

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の記述に加

え、以下の記述の追加・修正

(a) ＤＴＥファシリティ長の制限

（１０９オクテット）がなくな

り、パケット長の２５９オクテッ

トのみに制限される

(b) オプションの TOA/NPI アドレ

スフォーマットとしてオルタネ

ティブアドレスを追加
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ＪＴ－Ｘ２５（第２版）、ＪＴ－Ｘ２５（８８）およびＪＴ－Ｘ２５（第３版）の比較表 Ｐａｇｅ　１０／１１

大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

オプショナ

ル ユ ー ザ

フ ァ シ リ

ティ

JT-X25（第２版) では、オプショナルユーザ

ファシリティは、規定無し。

6. オプショナルユーザファシリティ

6.1 オンラインファシリティ登録

　　1988 年版勧告 X.25 で､記述を追加｡

6.2 拡張パケットシーケンス番号割当て

6.3 D ビット修飾

6.4 パケット再送

6.5 着呼禁止

6.6 発呼禁止

6.7 単方向発論理チャネル

6.8 単方向着論理チャネル

6.9 非標準デフォルトパケットサイズ

6.10 非標準デフォルトウィンドウサイズ

6.11 デフォルトスループットネゴシエーショ

ン

1988 年版勧告.25 で､記述を追加｡

6.12 フロー制御パラメータネゴシエーション

6.13 スループットクラスネゴシエーション

6.14 閉域ユーザグループ

1988 年版勧告 X.25 で記述を追加修正

6.15 相互閉域ユーザグループ

6.16 ファーストセレクト

6.17 ファーストセレクト許容

6.18 着信課金

6.19 着信課金許容

6.20 ローカル課金防止

1988 年版勧告 X.25 で記述を追加修正

6.21 網利用者識別(NUI)
1988 年版勧告 X.25 で追加。

6.22 課金情報

1988 年版勧告 X.25 で､記述を追加｡

6.23 RPOA 選択

1988 年版勧告 X.25 で追加。

6.24 ハントグループ

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の記述に加

え、オプションの高スループット

クラス対応の記述追加
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ＪＴ－Ｘ２５（第２版）、ＪＴ－Ｘ２５（８８）およびＪＴ－Ｘ２５（第３版）の比較表 Ｐａｇｅ　１１／１１

大項目 ＪＴ－Ｘ２５（第２版） ＪＴ－Ｘ２５（８８） ＪＴ－Ｘ２５（第３版） 備　考

オプショナ

ル ユ ー ザ

ファシリテ

（続き）

JT-X25（第２版) では、オプショナルユーザ

ファシリティは、規定無し。

6.25 着信転送

1988 年版勧告 X.25 で追加。

6.26 被呼ラインアドレス変更通知

1988 年版勧告 X.25 で､記述を追加｡

6.27 転送遅延選択と転送遅延表示

1988 年版勧告 X.25 で､記述を追加｡

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の記述に加

え、以下の項目を追加・修正

(a) オプションの着信転送につい

て、ＤＴＥの加入している網に

限定する制限を削除   ⇒網間の

着信転送を許容。

この変更に伴い、ＤＴＥに、網

間の着信転送（ＩＣＲＤ）を制

御するオプショナルユーザファ

シリティを規定。

(b) 1988 年版勧告 X.25 で追加さ

れ、ＪＴ－Ｘ２５（８８）で付

録になった 6.28 節 TOA/NPI アド

レス表示を規定。

(c) オプションのオルタナティブ

アドレスに関してオプショナル

ユーザファシリティを規定。

6.29 オルタナティブアドレス

フ ァ シ リ

ティフィー

ルド及びレ

ジストレー

シ ョ ン

フィールド

の フ ォ ー

マット

JT-X25（第２版) では、ファシリティフィー

ルド及びレジストレーションフィールドの

フォーマットは規定無し。

7. ファシリティフィールド及びレジストレー

ションフィールドのフォーマット

7.1 概論

7.2 呼設定及び切断パケットのファシリティ

フィールドの符号化

1988 年版勧告 X.25 で､記述を追加。

7.3 登録パケットのレジストレーション

フィールドの符号化

1988 年版勧告 X.25 で､記述を追加｡

ＪＴ－Ｘ２５（８８）の記述に加

え、以下の記述を追加

(a) オプションの高スループットク

ラス対応の記述追加

(b) 網間着信転送(ICRD)関連
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付録Ⅸ

用語集

［Ａ］

A bit Ａビット

a preferential closed user group 優先閉域ユーザグループ

a semi-permanent ISDN connection 半固定ＩＳＤＮ接続

abbreviated addressing 短縮アドレス

abort 放棄する

abort signal 放棄信号

abortion 放棄

absence of both CUG selection 両閉域ユーザグループ選択の無指定

access アクセス

access (data) link アクセス（データ）リンク

access barred アクセス禁止

acknowledge 確認応答

active アクティブ

active channel condition アクティブチャネル状態

active channel state アクティブチャネル状態

additional guidance 指針

additional information 付加情報

address bit アドレスビット

address block アドレスブロック

address digits subfield アドレスディジットサブフィールド

address field アドレスフィールド

address length field アドレス長フィールド

administration 電気通信事業者

alternate DTE 転送先ＤＴＥ

alternative address オルタナティブアドレス

answering procedure 応答手順

assign 割当

asynchronous balanced mode (ABM) 非同期平衡モード（ＡＢＭ）

attribute 属性

authentication 認証

authentication confirmed 認証確認

authentication failed 認証不成功

authority 電気通信事業者

automatic 自動

automatic activation 自動起動

available and selected by the network (AVAIL-NS) 利用可能でかつ網により選択される（AVAIL-

NS）

available on all networks (AVAIL-BAS) 全ての網で利用可能（ＡＶＡＩＬ－ＢＡＳ）

available on some networks (AVAIL-OPT) 網により利用可能（ＡＶＡＩＬ－ＯＰＴ）
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available on some networks and must be requested 網により利用可能でかつ要求せねばならない

(AVAIL-RQ) （ＡＶＡＩＬ－ＲＱ）

［Ｂ］

backward channel バックワードチャネル

balanced asynchronous (BA) 平衡型/ 非同期型モード（ＢＡ）

balanced classes of procedure 平衡型手順クラス

basic(modulo 8)operation 基本（モジュロ８）動作

bilateral closed user group (BCUG) 相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）

bilateral closed user group with outgoing access 出接可相互閉域ユーザグループ

binary coded ２進化符号

binary coded decimal ２進化１０進数

bit position ビット位置

boolean value 論理値

both CUG selection 両閉域ユーザグループ選択

busy condition ビジー状態

［Ｃ］

call accepted 着呼受付

call accepted packet 着呼受付（ＣＡ）パケット

call collision 発着呼の衝突

call connected 接続完了

call connected packet 接続完了（ＣＣ）パケット

call control character 呼制御キャラクタ

call deflection ＤＴＥによる着信転送

call deflection notification ＤＴＥによる着信転送通知

call deflection selection ＤＴＥによる着信転送選択

call deflection subscription ＤＴＥによる着信転送加入

call distribution 呼分配

call progress signal コールプログレス信号

call redirection 着信転送

call redirection notification 着信転送通知

call request 発呼要求

call request packet 発呼要求（ＣＲ）パケット

call set-up 呼設定

call user data 起呼ユーザデータ

call user data field 起呼ユーザデータフィールド

called address extension 被呼拡張アドレス

called address extension facility 被呼アドレス拡張ファシリティ

called complementary address 被呼補足アドレス

called DTE 被呼ＤＴＥ
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called DTE address 被呼ＤＴＥアドレス

called DTE address length 被呼ＤＴＥアドレス長

called DTE originated 被呼ＤＴＥ起動（被呼 DTE 復旧、被呼 DTE リ

セット）

called DTE/DCE interface 被呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

called line address modified notification 被呼ラインアドレス変更通知

called line address modified notification facility 被呼ラインアドレス変更通知ファシリティ

called user data field 被呼ユーザデータフィールド

calling address extension 起呼拡張アドレス

calling address extension facility 起呼アドレス拡張ファシリティ

calling complementary address 起呼補足アドレス

calling DTE 起呼ＤＴＥ

calling DTE address 起呼ＤＴＥアドレス

calling DTE address length 起呼ＤＴＥアドレス長

calling DTE/DCE interface 起呼側ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

calling DTE originated 起呼ＤＴＥ起動

calling party clear 起呼側解放機能

category カテゴリー

cause 原因

cause code 原因符号

cause field 原因フィールド

charging 課金

challenged party 申告側

charging information 課金情報通知

charging information subscription 課金情報加入

circuit switched public data network (CSPDN) 回線交換公衆データ網（ＣＳＰＤＮ）

clear 復旧する（端末）／切断する（網）

clear collision 復旧・切断の衝突

clear indication 切断指示

clear indication packet 切断指示（ＣＩ）パケット

clear request 復旧要求

clear request packet 復旧要求（ＣＱ）パケット

clear user data field クリアユーザデータフィールド

clearing 解放

clearing cause field 切断原因フィールド

clearing procedure 復旧手順（端末）／切断手順（網）

closed user group (CUG) 閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）

closed user group selection 閉域ユーザグループ選択

closed user group with incoming access 入接可閉域ユーザグループ

closed user group with outgoing access 出接可閉域ユーザグループ

closing flag 終結フラグ

code 符号

coding authority コーディング認証
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coefficient 係数

collision 衝突

collision situation 衝突状態

command コマンド

command frame コマンドフレーム

command rejection condition コマンドリジェクション状態

complementary address 補足アドレス

complete packet sequence 完結パケットシーケンス

contention situation 競合状態

control escape octet 制御エスケープオクテット

control field 制御フィールド

control field format 制御フィールドフォーマット

coordinated universal time (UTC) 世界標準時（ＵＴＣ）

country code (CC) 国番号（ＣＣ）

customized (CUSTOM) カスタマイズ（ＣＵＳＴＯＭ）

customized DTE service カスタマイズＤＴＥサービス

cycle 循環する

［Ｄ］

D bit Ｄビット

D-bit modification Ｄビット修飾

data circuit-terminating equipment (DCE) データ回線終端装置（ＤＣＥ）

data link control function データリンク制御機能

data link layer データリンクレイヤ

data link set-up procedure データリンク設定手順

data network identification code (DNIC) データ網識別符号（ＤＮＩＣ）

data switching exchange (DSE) データ交換機（ＤＳＥ）

data terminal equipment (DTE) データ端末装置（ＤＴＥ）

data transfer データ転送

data transfer state (p4) データ転送状態（ｐ４）

DCE ＤＣＥ

DCE clear confirmation ＤＣＥ復旧確認

DCE clear confirmation packet ＤＣＥ復旧確認（ＣＦ）パケット

DCE clear indication state (p7) ＤＣＥ切断指示状態（ｐ７）

DCE data packet ＤＣＥデータ（ＤＴ）パケット

DCE identity ＤＣＥ識別子

DCE identity presentation ＤＣＥ識別子表示

DCE interrupt confirmation packet ＤＣＥ割込確認（ＩＦ）パケット

DCE interrupt packet ＤＣＥ割込（ＩＴ）パケット

DCE reset confirmation packet ＤＣＥリセット確認（ＲＦ）パケット

DCE restart confirmation packet ＤＣＥリスタート確認（ＳＦ）パケット

DCE restart indication ＤＣＥリスタート指示
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DCE restart indication state (r3) ＤＣＥリスタート指示状態（ｒ３）

DCE RNR packet ＤＣＥ受信不可（ＲＮＲ）パケット

DCE RR packet ＤＣＥ受信可（ＲＲ）パケット

DCE waiting ＤＣＥ待機

DCE waiting state (p3) ＤＣＥ待機状態（ｐ３）

dedicated circuit 専用回線

default throughput classes assignment デフォルトスループットクラス割当

delivery confirmation bit (D bit) 送達確認ビット（Ｄビット）

destination network 着信網

diagnostic 診断

diagnostic code 診断符号

diagnostic element (DIAG) 診断要素（ＤＩＡＧ）

diagnostic explanation 診断説明

diagnostic packet 診断（ＤＧ）パケット

dial-back indication ダイヤルバック表示

dial-in-by-the-DTE ＤＴＥダイヤルイン

dial-out access type ダイヤルアウトアクセスタイプ

dial-out-by-the-PSPDN ＰＳＰＤＮダイヤルアウト

dial-out-by-the-PSPDN availability ＰＳＰＤＮダイヤルアウト使用

DISC ＤＩＳＣ

discard 廃棄する

disconnect (DISC) 切断（ＤＩＳＣ）

disconnect mode (DM) response 切断モード（ＤＭ）レスポンス

disconnect phase 切断フェーズ

disconnected mode (DM) 切断モード（ＤＭ）

disconnected phase 切断フェーズ

disconnection procedure 切断手順

DM (response) ＤＭ（レスポンス）

Domain Specific Part ドメインスペシフィックパート（ＤＳＰ）

DTE ＤＴＥ

DTE address ＤＴＥアドレス

DTE clear confirmation ＤＴＥ切断確認

DTE clear confirmation packet ＤＴＥ切断確認（ＣＦ）パケット

DTE clear request state (p6) ＤＴＥ復旧要求状態（ｐ６）

DTE data packet ＤＴＥデータ（ＤＴ）パケット

DTE identification method ＤＴＥ識別方法

DTE identity ＤＴＥ識別子

DTE interrupt confirmation packet ＤＴＥ割込確認（ＩＦ）パケット

DTE interrupt packet ＤＴＥ割込（ＩＴ）パケット

DTE originated ＤＴＥ起動（ＤＴＥ復旧／ＤＴＥリセット）

DTE profile designator ＤＴＥプロファイル指定子

DTE REJ packet ＤＴＥリジュクト（ＲＥＪ）パケット

DTE reset confirmation packet ＤＴＥリセット確認（ＲＦ）パケット
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DTE restart confirmation packet ＤＴＥリスタート確認（ＳＦ）パケット

DTE restart request ＤＴＥリスタート要求

DTE restart request state (r2) ＤＴＥリスタート要求状態（ｒ２）

DTE RNR packet ＤＴＥ受信不可（ＲＮＲ）パケット

DTE RR packet ＤＴＥ受信可（ＲＲ）パケット

DTE service ＤＴＥサービス

DTE waiting ＤＴＥ待機

DTE waiting state (p2) ＤＴＥ待機状態（ｐ２）

DTE/DCE interface ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース

［Ｅ］

element of procedure 手順要素

encrypted key 暗号キー

end to end エンドツウエンド

entity エンティティ

error handing エラー処理

error recovery procedure 誤り回復手順

escape code エスケープコード

essential 必須

exception condition 異常状態

excessive idle channel state 長時間アイドルチャネル状態

exchange identification (XID) 識別交換（ＸＩＤ）

expedited data negotiation facility 優先データネゴシェーションファシリティ

extended format 拡張フォーマット

extended frame sequence numbering 拡張フレームシーケンス番号

extended packet sequence numbering 拡張パケットシーケンス番号

extended (modulo 128) operation 拡張（モジュロ１２８）動作

［Ｆ］

facility ファシリティ

facility code field ファシリティ符号フィールド

facility field ファシリティフィールド

facility length field ファシリティ長フィールド

facility parameter field ファシリティパラメータフィールド

facility/registretion markers ファシリティマーカ／登録マーカ

failure detection 障害検出

fast select ファーストセレクト

fast select acceptance ファーストセレクト許容

fast select acceptance not subscribed ファーストセレクト許容未登録

fast select facility ファストセレクトファシリティ

FCS ＦＣＳ
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FCS field ＦＣＳフィールド

final ファイナル

final bit(F) ファイナルビット（Ｆ）

flag フラグ

flag sequence フラグシーケンス

flow control フロー制御

flow control parameter negotiation フロー制御パラメータネゴシエーション

flow control ready フロー制御レディ

flow control ready state (d1) フロー制御レディ状態（ｄ１）

format identifier (FI) フォーマット識別子（ＦＩ）

frame フレーム

frame abortion フレーム廃棄

frame check sequence フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）

frame format フレームフォーマット

frame reject (FRMR) response フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンス

frame rejection condition フレームリジェクション状態

frame structure フレーム構成

FRMR (response) ＦＲＭＲ（レスポンス）

full duplex capability 全二重機能

further study 継続検討課題

［Ｇ］

general format identifier(GFI) ゼネラルフォーマット識別子（ＧＦＩ）

generate polynominal 生成多項式

group busy timer グループビジータイマ

［Ｈ］

half-duplex receiving state 半二重受信状態

half-duplex sending state 半二重送信状態

half-duplex transmission module (HDTM) 半二重伝送モジュール（ＨＤＴＭ）

HIC 最大着論理チャネル（ＨＩＣ）

high-level data link control (HDLC) ハイレベルデータリンク制御（ＨＤＬＣ）

higher layers 高位レイヤ

highest incoming channel (HIC) 最大着論理チャネル（ＨＩＣ）

highest outgoing channel (HOC) 最大発論理チャネル（ＨＯＣ）

highest term 最高次

highest two-way channel (HTC) 最大両方向論理チャネル（ＨＴＣ）

HOC 最大発論理チャネル（ＨＯＣ）

HTC 最大両方向論理チャネル（ＨＴＣ）

hunt group 代表選択（ハントグループ）



ＪＴ－Ｘ２５ - 220 -

［Ｉ］

I frame 情報（Ｉ）フレーム

identification 識別

identification confirmed 識別確認

identification failed 識別不成功

identification in use 識別使用中

identification protocol 識別プロトコル

identified DTE service 識別ＤＴＥサービス

identity 識別子

identity element (ID) 識別子要素（ＩＤ）

idle channel state アイドルチャネル状態

idle state アイドル状態

improper 不正

incoming access 入接続（または入接）

incoming call 着呼

incoming call packet 着呼（ＣＮ）パケット

incoming calls barred 着呼禁止

incoming calls barred within a closed user group 閉域ユーザグループ内着呼禁止

incoming channel 入力チャネル

incompatible destination 相手プロトコル不一致

index インデックス

indicate 示す

information 情報

information field 情報フィールド

information transfer phase 情報転送フェーズ

Initial Domain Part (IDP) イニシャルドメインパート（ＩＤＰ）

initialization 初期化

insertion 挿入

integral number of octets オクテットの整数倍

integrated services degital network (ISDN) サービス総合ディジタル網（ＩＳＤＮ）

interface インタフェース

interframe time fill フレーム間タイムフィル

internal constraint 内部的制約

internal mode variable 内部モード変数

internal transmission attempt variable 内部送信試行変数

internal variable 内部変数

international number 国際番号

International Organization for Standardization (ISO) 国際標準化機構（ＩＳＯ）

interrupt 割込

interrupt confirmation 割込確認

interrupt packet 割込（ＩＴ）パケット

interrupt user data 割込ユーザデータ
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invalid 無効、不正

invalid facility request 不正ファシリティ要求

invalid frame 無効フレーム

ISO International Standard ＩＳＯ国際標準

ITU-T specified DTE facilities ＩＴＵ－Ｔで規定されたＤＴＥファシリティ

［Ｋ］

K 最大アウトスタンディング情報フレーム数

［Ｌ］

LCGN 論理チャネルグループ番号

LCN 論理チャネル番号

level for peer-entity authentication ピアエンティティオーセンティケーションレベ

ル

LIC 最小着論理チャネル

link リンク

link access procedure リンクアクセス手順

link access procedure balanced (LAPB) 平衡型リンクアクセス手順（ＬＡＰＢ）

link access procedure-half-duplex (LAPX) 半二重リンクアクセス手順（ＬＡＰＸ）

link channel state リンクチャネル状態

link layer address assignment リンクレイヤアドレス割当

link resetting procedure リンクリセット手順

link-set-up リンク設定

LOC 最小発論理チャネル

local ローカル

local charging prevention ローカル課金防止

local procedure error ローカル手順誤り

logical channel 論理チャネル

logical channel group number(LCGN) 論理チャネルグループ番号（ＬＣＧＮ）

logical channel identifier 論理チャネル識別子

logical channel number(LCN) 論理チャネル番号（ＬＣＮ）

logical channels assignment 論理チャネル割当

loss frame timer 紛失フレームタイマ

low order bit 下位ビット

lowest incoming channel (LIC) 最小着論理チャネル（ＬＩＣ）

lowest outgoing channel (LOC) 最小発論理チャネル（ＬＯＣ）

lowest two-way channel (LTC) 最小両方向論理チャネル（ＬＴＣ）

LTC 最小両方向論理チャネル
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［Ｍ］

M bit Ｍビット

main address 主アドレス

main called address 被呼主アドレス

maintenance 保守

maintenance action 保守作業

maintenance test 保守試験

malfunction 障害

manual 手動

mark-hold マークホールド

marking condition マーク状態

minimum throughput class 最小スループットクラス

MLP reset confirmation bit(C) ＭＬＰリセット確認ビット（Ｃビット）

MLP reset request bit(R) ＭＬＰリセット要求ビット（Ｒビット）

mode setting (command) モード設定（コマンド）

modification 修飾

modifier function 修飾機能

modulo モジュロ

modulus モジュラス

more data bit モアデータビット（Ｍビット）

more data mark モアデータ表示

multilink マルチリンク

multilink control field マルチリンク制御フィールド

multilink control field parameter マルチリンク制御フィールドパラメータ

multilink frame マルチリンクフレーム

multilink group マルチリンク群

multilink interface マルチリンクインタフェース

multilink procedure マルチリンク手順

multilink receive state variable MV(R) マルチリンク受信状態変数ＭＶ（Ｒ）

multilink send state variable MV(S) マルチリンク送信状態変数ＭＶ（Ｓ）

multilink sequence number MN(S) マルチリンクシーケンス番号ＭＮ（Ｓ）

multilink window size(MW) マルチリンクウィンドウサイズ（ＭＷ）

multiple single line interface 複数の単一回線インタフェース

［Ｎ］

N(R) 受信シーケンス番号Ｎ（Ｒ）

N(S) 送信シーケンス番号Ｎ（Ｓ）

national network 国内網

national number 国内番号

negotiation ネゴシエーション
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network 網

network congestion 網輻輳

network congestion for dial-back ダイヤルバック時の網輻輳

network default (ND) 網デフォルト（ＮＤ）

network dependent 網依存

network dependent number 網依存番号

network layer ネットワークレイヤ

network operational 網運用可

network out of order 網障害

network user identification (NUI) 網利用者識別（ＮＵＩ）

network user identification selection 網利用者識別選択

network user identifier 網利用者識別子

no logical channel available 空き論理チャネルなし

non-standard default window sizes 非標準デフォルトウィンドウサイズ

non-standard default packet sizes 非標準デフォルトパケットサイズ

non-TOA/NPI 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

nonidentified DTE service 無識別ＤＴＥサービス

nonstandard default packet size 非標準デフォルトパケットサイズ

nonstandard default window size 非標準デフォルトウィンドウサイズ

not allowed 非許容

not applicable 使用不可

not implemented 未実装

not obtainable 接続不可

NUI 網利用者識別（ＮＵＩ）

NUI override ＮＵＩオーバライド

NUI override facility ＮＵＩオーバライドファシリティ

NUI selection ＮＵＩ選択

NUI selection facility ＮＵＩ選択ファシリティ

NUI subscription ＮＵＩ加入

NUI subscription facility ＮＵＩ加入ファシリティ

number busy 相手ＤＴＥビジー

numbered information transfer (I format) 番号制情報転送（Ｉフォーマット）

numbered supervisory functions (S format) 番号制監視機能（Ｓフォーマット）

numbering plan 番号計画

numbering plan identification (NPI) 番号計画識別子（ＮＰＩ）

numbering plan identifier 番号計画識別子

［Ｏ］

octet オクテット

octet aligned オクテット整合

octet alignment オクテット整合

on-line facility registration オンラインファシリティ登録
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one-way incoming logical channel 単方向着論理チャネル

one-way logical channel incoming 単方向着論理チャネル

one-way logical channel outgoing 単方向発論理チャネル

one-way outgoing logical channel 単方向発論理チャネル

opening flag 開始フラグ

operational phase 動作フェーズ

optimal condition 最適条件

optional facility オプショナルファシリティ

optional user facility オプショナルユーザファシリティ

order of bits transmission ビット送出順序

originally called DTE 最初の被呼ＤＴＥ

originating network 発信網

origination procedure 起動手順

out of order 障害

out of sequence (I frames) （Ｉフレームの）シーケンス誤り

outgoing access 出接続（または出接）

outgoing calls barred 発呼禁止

outgoing calls barred within a closed user group 閉域ユーザグループ内発呼禁止

outgoing channel 出力チャネル

outstanding アウトスタンディング

override オーバライド

override facility オーバライドファシリティ

［Ｐ］

packet DTE パケットモード端末

packet format パケットフォーマット

packet layer パケットレイヤ

packet layer ready パケットレイヤレディ

packet layer reference event パケットレイヤ参照イベント

packet loss パケット紛失

packet received sequence number パケット受信シーケンス番号

packet retransmission パケット再送

packet send sequence number パケット送信シーケンス番号

packet switched private data network パケット交換私設データ網

packet switched public data network (PSPDN) パケット交換公衆データ網（ＰＳＰＤＮ）

packet type identifier パケットタイプ識別子

paid call 事前支払呼

parameter T2 パラメータＴ２

performance 性能

period T3 時間Ｔ３

permanent virtual circuit パーマネントバーチャルサーキット

physical layer 物理レイヤ
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poll ポール

poll bit(P) ポールビット（Ｐ）

preferential 優先

preferred binary encoding (PBE) プリファードバイナリーエンコーディング（Ｐ

ＢＥ）

prefix プリフィックス

priority facility 優先（プライオリティ）ファシリティ

private key プライベートキー

procedure 手順

procedure for restart リスタート手順

propagation delay 伝送遅延

protection facility 保護（プロテクション）ファシリティ

provided-by-PSN method ＰＳＮ提供方法

public key パブリックキー

public switched network (PSN) 公衆交換網（ＰＳＮ）

public switched telephone network (PSTN) 公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）

［Ｑ］

Q bit Ｑビット

qualifier bit クオリファイアビット（Ｑビット）

quality of service negotiation facility サービス品質ネゴシエーションファシリティ

questioning party 判定側

［Ｒ］

R reference point Ｒ参照点

random number element (RAND) 乱数要素（ＲＡＮＤ）

ready レディ

ready state (p1) レディ状態（ｐ１）

receive MLP window guard region(MX) 受信ＭＬＰウィンドウガード領域（ＭＸ）

receive not ready packet 受信不可パケット（ＲＮＲ）

receive ready packet 受信可パケット（ＲＲ）

receive sequence number (N(R)) 受信シーケンス番号（Ｎ(Ｒ)）

receive state variable(V(R)) 受信状態変数（Ｖ(Ｒ)）

receiver 受信側

recognized operating agency (ROA) 認められた企業（ＲＯＡ）

recommendation 勧告

recover 回復

registered address 登録アドレス

registered number 登録番号

registered PSN number 登録ＰＳＮ番号

registration confirmation packet 登録確認（ＧＦ）パケット
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registration element 登録要素

registration field 登録フィールド

registration packet 登録パケット

registration procedure 登録手順

registration request packet 登録要求（ＧＱ）パケット

reinitialize 再初期化

REJ ＲＥＪ

reject (REJ) ＲＥＪ（コマンド／レスポンス）

reject (REJ) packet リジェクト（ＲＥＪ）パケット

remain とどまる

remainder 剰余

remote リモート

remote DTE operational リモートＤＴＥ運用可

remote procedure error リモート手順誤り

request for dial-back confirmed ダイヤルバック確認要求

resequencing 再順序化

reserved 将来の利用のために確保

reset リセット

reset cause リセット原因

reset confirmation packet リセット確認（ＲＦ）パケット

reset indication packet リセット指示（ＲＩ）パケット

reset request packet リセット要求（ＲＱ）パケット

resetting cause field リセット原因フィールド

respective 相互に

response レスポンス

response frame レスポンスフレーム

response time 応答時間

restart リスタート、再起動

restart cause リスタート原因

restart cause field リスタート原因フィールド

restart collision リスタート衝突

restart confirmation リスタート確認

restart confirmation packet リスタート確認（ＳＦ）パケット

restart indication リスタート指示

restart indication packet リスタート指示（ＳＩ）パケット

restart request リスタート要求

restart request packet リスタート要求（ＳＱ）パケット

retransmission delay 再送遅延

retransmit 再送

reverse charge acceptance 着信課金許容

reverse charging 着信課金

reverse charging acceptance 着信課金許容

reverse charging acceptance not subscribed 着信課金許容未加入
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right to transmit 送信権

RNR ＲＮＲ

RNR packet 受信不可（ＲＮＲ）パケット

routing ルーティング

RPOA out of order ＲＯＡ障害

RPOA selection ＲＯＡ選択

RPOA subscription ＲＯＡ加入

RR ＲＲ

RR packet 受信可（ＲＲ）パケット

run out タイムアウト

［Ｓ］

S frame Ｓ（監視）フレーム

SABM (command) ＳＡＢＭ（コマンド）

SABME (command) ＳＡＢＭＥ（コマンド）

secure dial-back facility セキュアダイヤルバックファシリティ

security grade 1 セキュリティグレード　１

security grade 2 セキュリティグレード　２

semi-octet セミオクテット

send sequence number(N(S)) 送信シーケンス番号（Ｎ（Ｓ））

send state variable(V(S)) 送信状態変数（Ｖ（Ｓ））

sequence check option bit シーケンスチェックオプションビット

sequence error シーケンス誤り

sequence number シーケンス番号

sequence series 通番

sequency check option bit (S) シーケンスチェックオプションビット（Ｓ）

set asynchronous balanced mode 非同期平衡モード設定

set asynchronous balanced mode (SABM) 非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）

set asynchronous balanced mode extended (SABME) 拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）

ship absent 船舶不在

signal element timing 信号要素のタイミング

signature element (SIG) 署名要素（ＳＩＧ）

signed response element (SRES) 署名付応答要素（ＳＲＥＳ）

single data link protocol functions 単一データリンクプロトコル機能

single link procedure 単一リンク手順（ＳＬＰ）

spacing condition スペース状態

specific address 固有アドレス

start/stop transmission 調歩同期伝送

state diagram 状態遷移図

state name 状態名

state number 状態番号

state variable 状態変数



ＪＴ－Ｘ２５ - 228 -

statistical sharing 統計的な割当

stay initiation 滞在開始

stay termination 滞在終了

steady state 定常状態

subaccount billing サブアカウント請求

subscriber 加入者

subscription facility 加入ファシリティ

subscription-time option 加入者時オプション

supervisory (command) 監視（コマンド）

supervisory function 監視機能

switched access number 交換アクセス番号

synchronization 同期性

synchronizing 同期

［Ｔ］

target protection level of confidentiality 機密性目標保護レベル

telephone country code (TCC) 電話国番号（ＴＣＣ）

temporary location facility テンポラリーロケーションファシリティ

terminal adaptor (TA) ターミナルアダプタ（ＴＡ）

test loop テストループ

the lowest(number) 最も低い（番号）

throughput characteristics スループット特性

throughput class スループットクラス

throughput class negotiation スループットクラスネゴシエーション

time out タイムアウト

time fill タイムフィル

timer T1 タイマＴ１

timer T14 タイマＴ１４

timer T15 タイマＴ１５

timer T20 タイマＴ２０

timer T21 タイマＴ２１

timer T22 タイマＴ２２

timer T23 タイマＴ２３

timer T28 タイマＴ２８

timer T3 タイマＴ３

TOA/NPI address subscription facility ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティ

transmission error 伝送誤り

transfer 転送

transit delay 転送遅延

transit delay selection and indication facility 転送遅延選択及び表示ファシリティ

transit network 中継網

transition 遷移
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transmission delay 伝送遅延

transmit 転送する

transmitted multilink frame acknowledged state variable 最旧未確認マルチリンクフレーム状態変数

(MV(T)) （ＭＶ（Ｔ））

transmitter 送信側

transmitting DTE 送信ＤＴＥ

transparency 透過性

turnaround checkpoint retransmission ターンアランドチェックポイント再送

two-way alternate asynchronous response mode 両方向交互形非同期応答モード

two-way alternate normal response mode 両方向交互形正規応答モード

two-way logical channel 両方向論理チャネル

two-way simultaneous normal response mode 両方向同時形正規応答モード

type of address (TOA) アドレスタイプ（ＴＯＡ）

［Ｕ］

U frame 非番号制（Ｕ）フレーム

UA 非番号制確認（ＵＡ）

unacknowledge 確認応答のされていない、未確認

unauthorized 非許容

unnumbered acknowledge (UA) 非番号制確認（ＵＡ）

unnumbered control functions 非番号制制御機能

unnumbered format 非番号制フォーマット

unspecified 無指定

unsuccessful call 不完了呼

user class of service ユーザサービスクラス

user data field ユーザデータフィールド

user facility ユーザファシリティ

user identifier ユーザ識別子

user selectable ユーザ選択可能

［Ｖ］

V(R) 受信状態変数Ｖ（Ｒ）

V(S) 送信状態変数Ｖ（Ｓ）

valid 有効

verification 検証

verifying entity 検証エンティティ

virtual call バーチャルコール

void sequencing bit(V) 非順序化指定ビット（Ｖ）

V-Series interface Ｖシリーズインタフェース
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［Ｗ］

wait for receiving state 受信待ち状態

wait for sending state 送信待ち状態

window size ウィンドウサイズ

［Ｘ］

X.21 interface Ｘ．２１インタフェース

X.21bis interface Ｘ．２１ｂｉｓインタフェース

X.25 subscription set Ｘ．２５加入セット

X.31 interface Ｘ．３１インタフェース

X.32 interface Ｘ．３２インタフェース

XID command ＸＩＤコマンド

XID response ＸＩＤレスポンス
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付録Ⅹ

略　語　集

［Ａ］

A bit address bit

ABM asynchronous balanced mode

AVAIL-BAS available on all networks

AVAIL-NS available and selected by the network

AVAIL-OPT available on some networks

AVAIL-RQ available on some networks and must be requested

［Ｂ］

BA balanced asynchronous

BCUG bilateral closed user group

［Ｃ］

CA packet call accepted packet

CC country code

CC packet call connected packet

CF packet clear confirmation packet

CI packet clear indication packet

CN packet incoming call packet

CQ packet clear request packet

CR packet call request packet

CSPDN circuit switched public data network

CUG closed user group

CUSTOM customized

［Ｄ］

D bit Delivery confirmation bit

DCE data circuit-terminating equipment

DG packet diagnostic packet

DIAG diagnostic element

DISC disconnect

DM disconnect mode

DNIC data network identification code

DSE data switching exchange
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DT packet data packet

DTE data terminal equipment

［Ｆ］

FI format identifier

FRMR frame reject

［Ｇ］

GF packet registration confirmation packet

GFI general format identifier

GQ packet registration request packet

［Ｈ］

HDTM half-duplex transmission module

HDLC high-level data link control

HIC highest incoming channel

HOC highest outgoing channel

HTC highest two-way channel

［Ｉ］

ID identity element

IDP Initial Domain Part

IF packet interrupt confirmation packet

ISDN integrated services digital network

ISO International Organization for Standardization

IT packet interrupt packet

［Ｌ］

LAPB link access procedure balanced

LAPX link access procedure half duplex

LCGN logical channel group number

LCN logical channel number

LIC lowest incoming channel

LOC lowest outgoing channel

LTC lowest two-way channel
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［Ｍ］

M bit more data bit

MLP multilink procedure

MN(S) multilink sequence number

MV(R) multilink receive state variable

MV(S) multilink send state variable

MV(T) transmitted multilink frame acknowledged state

variable

MW multilink window size

MX receive MLP window guard region

［Ｎ］

N(R) receive sequence number

N(S) send sequence number

ND network default

NPI numbering plan identification

NUI network user identification

［Ｐ］

PBE preferred binary encoding

PSN public switched network

PSPDN packet switched public data network

PSTN public switched telephone network

［Ｑ］

Q bit qualifier bit

［Ｒ］

RAND random number element

RF packet reset confirmation packet

RI packet reset indication packet

RNR receive not ready

ROA recognized operating agency

RQ packet reset request packet

RR receive ready
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［Ｓ］

SABM set asynchronous balanced mode

SABME set asynchronous balanced mode extended

SF packet restart confirmation packet

SI packet restart indication packet

SIG signature element

SLP single link procedure

SQ packet restart request packet

SRES signed response element

［Ｔ］

TA terminal adaptor

TCC telephone country code

TOA type of address

［Ｕ］

UA unnumbered acknowledge

UTC coordinated universal time

［Ｖ］

V(R) receive state variable

V(S) send state variable

［Ｘ］

XID exchange identification
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＜参考＞

１．ＴＴＣ標準等との関連

　本ＪＴ－Ｘ２５補遺は、下記のＴＴＣ標準に対する補遺である。

　平成５年１１月２６日発行　ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

２．本補遺の位置づけ・目的

　本補遺は上記標準に準拠する端末および網において、平成３年４月２６日発行の標準ＪＴ－Ｘ２５［第

２版］および標準ＪＴ－Ｘ２５（８８）との相互接続性に関する補足事項をまとめたもので、それぞれの

標準の内容については特に必要とされる場合以外は記述しない。

　相互接続性に関する補足事項とは、ＪＴ－Ｘ２５［第３版］における選択項目あるいは考慮点を示す。

このため、本補遺はＪＴ－Ｘ２５［第３版］との組み合わせで、利用されることを想定している。

３．改版の履歴

版　数 発　　行　　日 改　版　内　容

第１版 平成６年　２月　３日 　制　定

４．その他

(1) 参照する勧告、標準等

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｘ２５

・ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｘ．１２１，Ｘ．２１３，Ｘ．３０１，Ｔ．５０

・その他 ＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８，ＩＳＯ／ＩＥＣ８８０２，ＲＦＣ１１６６
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１．まえがき

　この補遺は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５の改版及び統合に伴い、旧版と新版の接続など相互接続について、

理解しにくい部分、誤解しやすい部分について内容を明確化することを目的としている。尚、本補遺は端

末と網とのインタフェース規定よりも、エンド・エンドとしての端末間の留意点を記述する。この補遺で

検討対象としたＴＴＣ標準は以下の通りであり、それぞれの位置づけと規定範囲を表１／ＪＴ－Ｘ２５補

遺、図１／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示す。

・平成３年４月 26 日発行 ＪＴ－Ｘ２５［第２版］

・平成３年４月 26 日発行 ＪＴ－Ｘ２５（８８）

・平成５年 11 月 26 日発行 ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

表１／ＪＴ－Ｘ２５補遺

出版済のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５の位置づけ

ＪＴ－Ｘ２５

［第１版］

［第２版］

ITU-T 勧告 1984 年版に準拠及び郵政省告示第 218 号

「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛﾄｺﾙ推奨通信方式｣（昭

和 59 年 3 月 24 日）の規定に整合。平成３年改版

ＪＴ－Ｘ２５（８８） ITU-T 勧告 1988 年版（BLUE BOOK）に準拠

ＪＴ－Ｘ２５

［第３版］

ITU-T 勧告 1993 年版に準拠

標準 JT-X25 及び JT-X25(88)の改版であり内容を包含

図１／ＪＴ－Ｘ２５補遺

出版済のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５の規定範囲について

オルタナティブアドレス

新規ファシリティ

高速アクセス対応

網間着信転送許容

調歩同期伝送

アドレスタイプ

ファシリティ等

登録／診断パケット

パケットタイプ

パケット手順

JT-X25(88)

JT-X25
　［第 2版］

マルチリンク手順

ＬＡＰＢ JT-X25［第 3 版］の追加記述

Ｘ．２１

Ｘ．３１　他

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］
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２．本補遺の構成について

　本補遺は、ＪＴ－Ｘ２５［第３版］を用いるに当たって従来のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５との相互通信に

おいて版により使用方法に注意が必要なものを記述したものである。

　主なものとして以下の内容を含んでいる。

(1) アドレスの設定方法　･･････････････････････････････････４．１節

(2) 網輻輳、網障害時のリセット動作について　･･････････････４．２節

(3) ファシリティの規定および使用方法　････････････････････４．３節

(4) スループットクラス関連　･･････････････････････････････４．４節

　また、想定される接続形態を図２／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示す。本補遺においては、交換網となるパケッ

ト網は第３版のＪＴ－Ｘ２５をサポートし、従来の版の標準に対しても接続を許容しているケースを想定

する。

図２／ＪＴ－Ｘ２５補遺

ＪＴ－Ｘ２５補遺で想定する相互接続例

３．ＪＴ－Ｘ２５［第３版］について

　ＪＴ－Ｘ２５［第３版］は、図１／ＪＴ－Ｘ２５補遺のように新規規定項目の検討を進めるなかで、既

版の２つの標準を受けて制定されたもので、ＪＴ－Ｘ２５［第２版］及びＪＴ－Ｘ２５（８８）の規定範

囲を含んで改版している。

　第３版での主たる追加項目のなかでオルタナティブアドレスは、本補遺で取り上げるが、調歩同期手順

や高速アクセス手順等のその他の項目はローカルな（ユーザ・網インタフェースに閉じた）規定であり、

技術的にも標準の記述で十分であるため補遺の対象としていない。

JT-X25

［第 3版］

パケット網等

JT-X25［第 2版］

JT-X25(88)
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４．従来の標準との組み合わせで相互接続を行う場合の注意点

4.1　アドレスの設定方法

　ＪＴ－Ｘ２５において通信相手を指定するアドレスについては、標準ＪＴ－Ｘ２５各版においてその設

定方法に相違があるため、その使用にあたって幾つか留意する必要がある。この節では、次の３点につい

て記述する。

(1) Ａビットの使用方法　･･････････････････････････････････４．１．１節

(2) ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスについて　･･････････････････････４．１．２節

(3) オルタナティブアドレス　･･････････････････････････････４．１．３節

4.1.1　Ａビットの使用方法

4.1.1.1　参照する標準について

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］ ： ──

ＪＴ－Ｘ２５（８８） ： ５．２節

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］ ： ５．２節

4.1.1.2　使用方法

　Ａビットを設定できるパケットとしては、発呼要求（ＣＲ）／着呼（ＣＮ）パケット、着呼受付（ＣＡ）／接

続完了（ＣＣ）パケット、復旧要求（ＣＱ）／切断指示（ＣＩ）パケット及び切断確認（ＣＦ）パケット

があり、Ａビットはゼネラルフォーマット識別子のビット位置８に位置する。

　ゼネラルフォーマット識別子のフォーマットを表２／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示す。

表２／ＪＴ－Ｘ２５補遺

ゼネラルフォーマット識別子のフォーマット

ゼネラルフォーマット識別子 ビット位置

８ ７ ６ ５

呼設定（ＣＲ，ＣＮ，ＣＡ，ＣＣ） モジュロ　８ Ａ Ｄ ０ １

パケット モジュロ１２８ Ａ Ｄ １ ０

呼解放（ＣＱ，ＣＩ，ＣＦ） モジュロ　８ Ａ ０ ０ １

パケット モジュロ１２８ Ａ ０ １ ０

Ａ：Ａビット（アドレスビット）　Ｄ：Ｄビット（送達確認ビット）
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 (1) Ａビットを「０」に設定する場合

　Ａビットを「０」に設定した場合、アドレスブロックフォーマットは非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスと

なり、１５桁以下の長さ（プレフィックス及び／またはエスケープコードを含む）で、勧告Ｘ．１２

１および勧告Ｘ．３０１に記述されているフォーマットに従いアドレスを設定できる。

　Ａビットを「０」に設定する場合のアドレスブロックのフォーマットを図３／ＪＴ－Ｘ２５補遺に

示す。

ビ　　ッ　　ト　　位　　置

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

起呼ＤＴＥアドレス長 被呼ＤＴＥアドレス長

被呼ＤＴＥアドレス

（注）

起呼ＤＴＥアドレス
（注）

０ ０ ０ ０

注－本図は、被呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレス桁数（セミオクテット数）が奇数であり、起

呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレス桁数（セミオクテット数）が偶数の場合を表す。

図３／ＪＴ－Ｘ２５補遺

Ａビットを「０」に設定する場合のアドレスブロックのフォーマット
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(2) Ａビットを「１」に設定する場合

　Ａビットを「１」に設定した場合、以下の２つの使用方法がある。

　１つは、アドレスブロックフォーマットはＴＯＡ／ＮＰＩアドレスとなり、１６桁以上で、勧告Ｘ．

１２１および勧告Ｘ．３０１に記述されているフォーマットに従いアドレスを設定できる。

　もう１つは、発呼要求（ＣＲ）パケットのアドレスブロック中の被呼ＤＴＥアドレス長フィールド

を「０」に設定し、被呼アドレス拡張ファシリティフィールドでオルタナティブアドレスを送ること

に使用する。

　ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットのアドレスブロックは、（それ自身のアドレスに加えて）ア

ドレスタイプ（ＴＯＡ）及び番号計画識別（ＮＰＩ）を示すフィールドを含む。

　Ａビットを「１」に設定する場合のアドレスブロックのフォーマットを図４／ＪＴ－Ｘ２５補遺に

示す。

ビ　　ッ　　ト　　位　　置

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

被呼ＤＴＥアドレス長

起呼ＤＴＥアドレス長

被呼ＤＴＥアドレス

（注）

起呼ＤＴＥアドレス
（注）

０ ０ ０ ０

注－本図は、被呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレス桁数（セミオクテット数）が奇数であり、起

呼ＤＴＥアドレスフィールドのアドレス桁数（セミオクテット数）が偶数の場合を表す。

図４／ＪＴ－Ｘ２５補遺

Ａビットを「１」に設定する場合のアドレスブロックのフォーマット
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4.1.2　ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスについて

　ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスは、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティに加入し、前節に記述したよう

にＡビットを「１」に設定することにより使用できる。しかし、標準ＪＴ－Ｘ２５各版により表３／ＪＴ－Ｘ２

５補遺に示した制限がある。

　ＪＴ－Ｘ２５［第３版］では、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティに加入している場合、ＴＯＡ／ＮＰ

Ｉアドレスまたは非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスが使用できるが、ＪＴ－Ｘ２５（８８）では、ＴＯＡ／ＮＰ

Ｉアドレス加入ファシリティに加入している場合は必ず、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスを使用しなければなら

ない。

表３／ＪＴ－Ｘ２５補遺

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスの使用について

非加入 加入

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］

非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスの使用

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスの使用

○

×

ＪＴ－Ｘ２５（８８）

非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスの使用

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスの使用

○

×

×

○

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスの使用

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスの使用

○

×

○

○

【凡例】　○：使用できる、　×：使用できない

　送信側端末と受信側端末の準拠している各標準の版数、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティへの

加入の有無の組み合わせに対応して通知されるアドレスタイプの関係を表４／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示す。

なお、「対象外」の組み合わせは本補遺では記述しない。

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス

加入ファシリティ参照する標準での

アドレスの使用
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表４／ＪＴ－Ｘ２５補遺

標準の組み合わせによるアドレスタイプの使用について

送信側

JT-X25

［第３版］

JT-X25

(88)

JT-X25

［第２版］

JT-X25［第３版］ 表５参照 表７参照 表９参照

JT-X25(88) 表６参照 対象外 対象外

JT-X25［第２版］ 表８参照 対象外 対象外

　表５／ＪＴ－Ｘ２５補遺～表９／ＪＴ－Ｘ２５補遺において、アドレスを送信する端末と受信する端末

の準拠しているＴＴＣ標準の版の組み合わせをそれぞれ表の左右に配置し、それぞれのＴＯＡ／ＮＰＩア

ドレス加入ファシリティへの加入状況を「加入状況」の欄に示すとともに、その場合に送信側端末が使用

するアドレスをＴＯＡ／ＮＰＩアドレスか否かで、想定するケースを分類した。

　各表においてエンド・エンドの使用するアドレスに差異がある場合は、網における変換処理が必要にな

り、ケースによっては網により切断されることもある。

表５／ＪＴ－Ｘ２５補遺

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］端末同士の場合

送信側端末

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］ 網の処理

受信側端末

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

加入状況 使用アドレス 加入状況 通知アドレス

－ 加入 ＴＯＡ／ＮＰＩ

変換 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

ＴＯＡ／ＮＰＩ 変換 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

加入 変換(注 1) 非加入 アドレス無し

切断(注 1,2) －
変換 加入 ＴＯＡ／ＮＰＩ

非ＴＯＡ／ＮＰＩ － 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

－ 非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

変換 加入 ＴＯＡ／ＮＰＩ

非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ － 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

－ 非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

注１：通知アドレスがパケットの非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットのアドレスブロックに挿入

出来ないとき。標準ＪＴ－Ｘ２５［第３版］では起呼ＤＴＥアドレスが着呼（ＣＮ）パケット

に挿入出来ない場合のみ明記。

注２：送信側端末のオプションの加入時ファシリティにより、切断原因「相手プロトコル不一致」で

切断指示。

受信側
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表６／ＪＴ－Ｘ２５補遺

送信側がＪＴ－Ｘ２５（８８）端末で受信側がＪＴ－Ｘ２５［第３版］端末の場合

送信側端末

ＪＴ－Ｘ２５（８８） 網の処理

受信側端末

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

加入状況 使用アドレス 加入状況 通知アドレス

－ 加入 ＴＯＡ／ＮＰＩ

加入 変換 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

(注 3) ＴＯＡ／ＮＰＩ 変換 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

変換(注 1) 非加入 アドレス無し

切断(注 1,2) －
変換 加入 ＴＯＡ／ＮＰＩ

非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ － 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

－ 非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

注１：通知アドレスがパケットの非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットのアドレスブロックに挿入

出来ないとき。標準ＪＴ－Ｘ２５［第３版］では起呼ＤＴＥアドレスが着呼（ＣＮ）パケット

に挿入出来ない場合のみ明記。

なお、この部分はＪＴ－Ｘ２５（８８）では付録Ⅴ中の記述であり、標準の規定範囲外である。

注２：送信側端末のオプションの加入時ファシリティにより、切断原因「相手プロトコル不一致」で

切断指示。

注３：ＪＴ－Ｘ２５（８８）では、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティの提供は付録Ⅴ中の記

述であり、標準の規定範囲外である。
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表７／ＪＴ－Ｘ２５補遺

送信側がＪＴ－Ｘ２５［第３版］端末で受信側がＪＴ－Ｘ２５（８８）端末の場合

送信側端末

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］ 網の処理

受信側端末

ＪＴ－Ｘ２５（８８）

加入状況 使用アドレス 加入状況 通知アドレス

－ 加入 ＴＯＡ／ＮＰＩ

(注 3)

ＴＯＡ／ＮＰＩ 変換 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

加入 変換(注 1) 非加入 アドレス無し

切断(注 1,2) －

非ＴＯＡ／ＮＰＩ

変換 加入

(注 3)

ＴＯＡ／ＮＰＩ

－ 非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

変換 加入

(注 3)

ＴＯＡ／ＮＰＩ

－ 非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

注１：通知アドレスがパケットの非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットのアドレスブロックに挿入

出来ないとき。標準ＪＴ－Ｘ２５［第３版］では起呼ＤＴＥアドレスが着呼（ＣＮ）パケット

に挿入出来ない場合のみ明記。

なお、この部分はＪＴ－Ｘ２５（８８）では付録Ⅴ中の記述であり、標準の規定範囲外である。

注２：送信側端末のオプションの加入時ファシリティにより、切断原因「相手プロトコル不一致」で

切断指示。

注３：ＪＴ－Ｘ２５（８８）では、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入ファシリティの提供は付録Ⅴ中の記

述であり、標準の規定範囲外である。
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表８／ＪＴ－Ｘ２５補遺

送信側がＪＴ－Ｘ２５［第２版］端末で受信側がＪＴ－Ｘ２５［第３版］端末の場合

送信側端末

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］ 網の処理

受信側端末

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

加入状況 使用アドレス 加入状況 通知アドレス

変換 加入 ＴＯＡ／ＮＰＩ

非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ － 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

－ 非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

表９／ＪＴ－Ｘ２５補遺

送信側がＪＴ－Ｘ２５［第３版］端末で受信側がＪＴ－Ｘ２５［第２版］端末の場合

送信側端末

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］ 網の処理

受信側端末

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］

加入状況 使用アドレス 加入状況 通知アドレス

変換 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

加入 ＴＯＡ／ＮＰＩ 変換(注 1) アドレス無し

切断(注 1,2) 非加入 －
非ＴＯＡ／ＮＰＩ － 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

非加入 非ＴＯＡ／ＮＰＩ － 非ＴＯＡ／ＮＰＩ

注１：通知アドレスがパケットの非ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットのアドレスブロックに挿入

出来ないとき。標準ＪＴ－Ｘ２５［第３版］では起呼ＤＴＥアドレスが着呼（ＣＮ）パケット

に挿入出来ない場合のみ明記。

注２：送信側端末のオプションの加入時ファシリティにより、切断原因「相手プロトコル不一致」で

切断指示。
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4.1.3　オルタナティブアドレス

　オルタナティブアドレスは、ＪＴ－Ｘ２５［第３版］にて新たに導入されたものである。勧告Ｘ．１２

１およびＸ．３０１で定義されるフォーマットに従わないアドレスとして定義される。

　オルタナティブアドレスは、起呼ＤＴＥが被呼ＤＴＥアドレスとして使用するものであり、発呼要求（Ｃ

Ｒ）パケットにのみ存在する。起呼ＤＴＥが使用したオルタナティブアドレスは、網により勧告Ｘ．１２

１およびＸ．３０１で定義されるフォーマットに翻訳される。

　網は、以下のオルタナティブアドレスを提供することがある。

－勧告Ｔ．５０のキャラクタで符号化されたアドレス

－勧告Ｘ．２１３およびＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８によるＯＳＩ－ＮＳＡＰアドレス

－ＩＳＯ／ＩＥＣ８８０２によるＬＡＮ－ＭＡＣアドレス

－ＲＦＣ１１６６によるインタネットアドレス

　起呼ＤＴＥは以下の２つのうちいずれかの方法によりオルタナティブアドレスを使用することができる。

(1) アドレスブロックを使用する（ＪＴ－Ｘ２５［第３版］　6.29.3.1 節参照）

(2) 被呼アドレス拡張ファシリティを使用する（ＪＴ－Ｘ２５［第３版］　6.29.3.2 節参照）

　ただし、両方の方法を提供するか片方のみ提供するかについては、網による。

(1) アドレスブロックを使用する場合

　オルタナティブアドレスは、ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットの使用により、発呼要求（Ｃ

Ｒ）パケットのアドレスブロックに設定される。

　アドレスブロック中のオルタナティブアドレスは、網により勧告Ｘ．１２１およびＸ．３０１で

定義されるフォーマットに変換される（図５／ＪＴ－Ｘ２５補遺参照）。したがって、端末がオル

タナティブアドレスを使用して発呼した場合も、ＪＴ－Ｘ２５（８８）もしくはＪＴ－Ｘ２５［第

２版］に準拠する被呼ＤＴＥと呼を設定することが可能である。

図５／ＪＴ－Ｘ２５補遺

アドレスブロックを使用する場合の呼設定パケット

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］
ＪＴ－Ｘ２５（８８）
ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

→→

起呼ＤＴＥ

翻訳

ＣＲパケット

パケット網

アドレス
ブロック

アドレス
ブロック

オルタナティブ
アドレス

～
～

～
～

被呼ＤＴＥ

ＣＮパケット

X.121　および
X.301　アドレス

～
～

～
～
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(2) 被呼アドレス拡張ファシリティを使用する場合

　オルタナティブアドレスは、発呼要求（ＣＲ）パケットの被呼アドレス拡張ファシリティに設定

される。

　被呼アドレス拡張ファシリティ中のオルタナティブアドレスは、網により勧告Ｘ．１２１および

Ｘ．３０１で定義されるフォーマットに変換され、アドレスブロックに設定される（図６／ＪＴ－

Ｘ２５補遺参照）。ただし、起呼ＤＴＥが設定した被呼アドレス拡張ファシリティは、網内を変化

することなく転送されるので、被呼ＤＴＥが、本ファシリティの定義されていないＪＴ－Ｘ２５［第

２版］に準拠している場合、呼が設定できないことがある。この場合、起呼ＤＴＥが受信する切断

指示（ＣＩ）パケットの原因符号として、以下の場合が考えられる。

ケース１：網は関与せず、着信端末が呼設定を拒否する場合。

この場合の切断原因は「ＤＴＥ起動」となる。

ケース２：網が発信端末と着信端末の収容インタフェース条件差異を認識し、プロトコル不一致

により呼設定を拒否する場合。

この場合の切断原因は「相手プロトコル不一致」が想定される。

　被呼ＤＴＥがＪＴ－Ｘ２５（８８）に準拠する場合、呼を設定することが可能である。

＊　
：被呼ＤＴＥがＪＴ－Ｘ２５［第２版］に準拠する場合、呼が設定できないことがある。

図６／ＪＴ－Ｘ２５補遺

被呼アドレス拡張ファシリティを使用する場合の呼設定パケット

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］＊

ＪＴ－Ｘ２５（８８）
ＪＴ－Ｘ２５［第３版］ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

→→

起呼ＤＴＥ

挿入

翻訳

透過

ＣＲパケット

パケット網

アドレス
ブロック

アドレス
ブロック

～
～

～
～

～
～

～
～

被呼ＤＴＥ

ＣＮパケット

X.121　および
X.301　アドレス

～
～

～
～

被呼アドレ
ス拡張ファ
シリティ部

被呼アドレ
ス拡張ファ
シリティ部

オルタナティブ
アドレス オルタナティブ

アドレス

被呼 DTE ｱﾄﾞﾚｽ長=0

～
～

～
～
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4.2　網輻輳、網障害時のリセット動作について

4.2.1　該当する標準の節

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］　：　４．３．２　節

ＪＴ－Ｘ２５（８８）　　：　４．２　節

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］　：　４．２　節

4.2.2　規定についての説明

　パーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）における網障害時のリセット動作についての規定である。

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］では規定されていないが、ＪＴ－Ｘ２５（８８）およびＪＴ－Ｘ２５［第３版］

では規定されている。

　ＪＴ－Ｘ２５［第２版］での動作を図７／ＪＴ－Ｘ２５補遺に、ＪＴ－Ｘ２５（８８）またはＪＴ－Ｘ

２５［第３版］での動作を図８／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示す。

図７／ＪＴ－Ｘ２５補遺

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］での規定

　図７／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示すように、ＪＴ－Ｘ２５［第２版］では、規定されていないが、パケット

の紛失やシーケンス番号の不一致等の起こりうる誤りと網障害を区別し、障害状態を通知するためにＪＴ

－Ｘ２５（８８）とＪＴ－Ｘ２５［第３版］ではリセット動作をＤＣＥが行うよう規定された（図８／Ｊ

Ｔ－Ｘ２５補遺参照）。

リセット動作の規定なし

リセット動作の規定なし

☆ 瞬間的な網障害が発生

ＤＣＥＤＴＥ

～
～

～
～

～
～

～
～

★ 一時的な網障害が発生

○ 一時的な網障害が回復
リセット動作の規定なし
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図８／ＪＴ－Ｘ２５補遺

ＪＴ－Ｘ２５（８８）またはＪＴ－Ｘ２５［第３版］での規定

　図８／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示すように、標準ＪＴ－Ｘ２５（８８）とＪＴ－Ｘ２５［第３版］で、ＤＣ

Ｅは障害状態を通知するためにリセット動作を行うよう規定されており、ＤＴＥでは原因符号に応じたア

クションを行うことが可能となる。

☆ 瞬間的な網障害が発生

★ 一時的な網障害が発生

○ 一時的な網障害が回復

ＲＩ（網輻輳）

ＲＦ

ＤＣＥＤＴＥ

～
～

～
～

～
～

～
～

ＲＩ（網障害）

ＲＦ

ＲＩ（網運用可）

ＲＦ
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4.2.3　ＤＴＥ－ＤＴＥ間の相互接続上の課題

　本規定はリセット手順を使用したＤＣＥ側の動作についての追加規定であり、ＤＴＥ側の動作に関する

制約事項あるいは変更事項ではない。具体的には網障害時および回復時に、ＤＣＥからＤＴＥに対してリ

セット指示（ＲＩ）パケットを送出することが規定されたものである。

　従って、相互接続を阻害するものではないが、リセット手順の起動によりパケットシーケンス番号をク

リアすることから、エンド・エンド情報の不一致が一時的に起こることがある。

4.2.4　課題に対する考察

　網障害に起因するリセット動作がエンド・エンドで行われない場合には、ＤＴＥによるデータ（ＤＴ）

パケット送信等を契機に、パケットの紛失やシーケンス番号の不一致など起こりうる誤りの検出がおこな

われ、結果としてリセットが行われることが想定される。

　これらのケースは以下の３つの場合に分類される。

(1) 網障害の発生したローカル側ＤＴＥに対してリセット動作が行われ、リモート側に対しても同時に

リセットが行われる場合（図９／ＪＴ－Ｘ２５補遺参照）

(2) 網障害の発生したローカル側ＤＴＥに対してリセット動作が行われるが、リモート側に対してはリ

セットが行われない場合（図１０／ＪＴ－Ｘ２５補遺参照）

(3) 網障害の発生したローカル側ＤＴＥに対してリセット動作は行われず、リモート側に対してもリ

セットが行われない場合（図１１／ＪＴ－Ｘ２５補遺参照）
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（注）ＪＴ－Ｘ２５［第２版］側の原因符号は、ＤＣＥによる。

図９／ＪＴ－Ｘ２５補遺

網障害に起因するリセット動作がエンド・エンドで同時に行われる場合

　図９／ＪＴ－Ｘ２５補遺は、左側のインタフェースにおいて網障害が発生しそれに伴い、ＤＣＥ１がロー

カル側ＤＴＥ１とリモート側に同時にリセット動作を実施したケースを想定している。

　このケースではリモート側にリセット指示（ＲＩ）パケットが、それぞれの契機に従い送出されるが、

ＤＣＥ２／ＤＴＥ２の準拠するインタフェースがＪＴ－Ｘ２５［第２版］の場合は、原因符号として「網

障害」が規定されていないことから注意が必要である。

ＲＩ
ＲＩ

ＲＩ（網輻輳）

ＲＩ
ＲＦ

ＲＦ

☆ 瞬間的な網障害が発生

ＤＣＥ２ＤＣＥ１

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］
または

ＪＴ－Ｘ２５（８８）
または

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

ＪＴ－Ｘ２５（８８）
または

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

ＤＴＥ２ＤＴＥ１

網内あるいは網間

～～

～～

★ 一時的な網障害が発生

○ 一時的な網障害が回復

ＲＩ
ＲＩ

ＲＩ
ＲＩ

ＲＩ（網障害）

ＲＦ

ＲＩ（網運用可）

ＲＦ

～～

ＲＩ（注）

ＲＦ

～～

ＲＩ

ＲＦ
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（注）リセットの原因符号は、検出される誤りにより異なる。

図１０／ＪＴ－Ｘ２５補遺

網障害に起因するリセット動作がローカル側のみ行われる場合

　図１０／ＪＴ－Ｘ２５補遺は、左側のインタフェースにおいて網障害が発生し、ＤＣＥ１はローカル側

ＤＴＥ１のみリセット動作を行いリモート側には自律的にはリセットを実施しないケースを想定している。

　このケースではリモート側には、自律的にはリセット指示（ＲＩ）パケットが送出されないため、ＤＴ

Ｅ２からのデータ（ＤＴ）パケット等の送出時にシーケンス番号等の不一致が検出された場合、結果とし

てＤＣＥ２／ＤＴＥ２の準拠するインタフェースにおいてリセット動作が実行されるが、原因符号は検出

される誤りに依存するため、本補遺では記述しない。

ＲＩ（網輻輳）

ＲＦ
ＤＴ等

☆ 瞬間的な網障害が発生

ＤＣＥ２ＤＣＥ１

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］
または

ＪＴ－Ｘ２５（８８）
または

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

ＪＴ－Ｘ２５（８８）
または

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

ＤＴＥ２ＤＴＥ１

網内あるいは網間

～～

～～

★ 一時的な網障害が発生

○ 一時的な網障害が回復

ＲＩ（網障害）

ＲＦ

ＲＩ（網運用可）

ＲＦ

～～

ＲＩ（注）

～～

ＤＴ等

ＲＩ（注）

ＤＴ等

ＲＩ（注）



ＪＴ－Ｘ２５補遺 - 20 -

（注）リセットの原因符号は、検出される誤りにより異なる。

図１１／ＪＴ－Ｘ２５補遺

網障害に起因するリセット動作がローカル側もリモート側も行われない場合

　図１１／ＪＴ－Ｘ２５補遺は、左側インタフェースにおいて網障害が発生したが、ＤＣＥ１はローカル

側ＤＴＥ１およびリモート側ともに、自律的にはリセットを実施しないケースを想定している。

　このケースではローカル側およびリモート側に、自律的にはリセット指示（ＲＩ）パケットが送出され

ないため、ＤＴＥ１および／又はＤＴＥ２からのデータ（ＤＴ）パケット等の送出時にシーケンス番号等

の不一致が検出された場合、結果としてそれぞれの準拠するインタフェースにおいてリセット動作が実行

されるが、原因符号は検出される誤りに依存するため、本補遺では記述しない。

ＤＴ等

☆ 瞬間的な網障害が発生

ＤＣＥ２ＤＣＥ１

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］
または

ＪＴ－Ｘ２５（８８）
または

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］

ＤＴＥ２ＤＴＥ１

網内あるいは網間

～～

～～

★ 一時的な網障害が発生

○ 一時的な網障害が回復

～～

ＲＩ（注）

～～

ＤＴ等

ＲＩ（注）

ＤＴ等

ＲＩ（注）

ＤＴ等

ＲＩ（注）

ＤＴ等

ＲＩ（注）

ＤＴ等

ＲＩ（注）
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4.2.5　リセット動作による影響

　これまで記述したように、網障害に起因するリセット動作によりＪＴ－Ｘ２５［第２版］側に対しても、

網要因によるリセットが統計的に増加する可能性があることに留意する必要がある。

　また、ＪＴ－Ｘ２５［第２版］では、リセット指示（ＲＩ）パケットの原因符号について「網障害」が

規定されていないことからＪＴ－Ｘ２５［第２版］側のＤＣＥにて通知する原因符号が変換されるかまた

はエラーとして処理されることが考えられる。

4.3　ファシリティの規定および使用方法

　オプショナルユーザファシリティは呼設定時にエンド・エンドの端末間で相互通知する機能であるが、

その規定と使用については標準ＪＴ－Ｘ２５各版での相違があり留意する必要がある。また、網での適用

はサービスを提供する網により異なる可能性があるため、網間での使用にも注意する必要がある。

　このように、オプショナルユーザファシリティについては、その使用に当たってエンド・エンドの端末

間で意識合わせが不可欠であるが、その一例として本補遺では下記の項目について記述する。

(1) ファシリティ一覧　･･････････････････････････････････････４．３．１節

(2) 最大ファシリティ長の制限について　･･････････････････････４．３．２節

(3) 着信転送　･･････････････････････････････････････････････４．３．３節

4.3.1　ファシリティ一覧

　ＪＴ－Ｘ２５［第２版］、ＪＴ－Ｘ２５（８８）、ＪＴ－Ｘ２５［第３版］にて規定されているファシ

リティを表１０／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示す。
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表１０／ＪＴ－Ｘ２５補遺
標準ＪＴ－Ｘ２５各版におけるファシリティ規定一覧　　【×：規定なし、○：規定あり】

標準版数
 ファシリティ名

JT-X25
［第２版］

JT-X25
（８８）

JT-X25
［第３版］

補遺参照

オンラインファシリティ登録 × ○
拡張パケットシーケンス番号付与 × ○
Ｄビット修飾 × ○
パケット再送 × ○
着呼禁止 × ○
発呼禁止 × ○
単方向発論理チャネル × ○
単方向着論理チャネル × ○
非標準デフォルトパケットサイズ × ○
非標準デフォルトウィンドウサイズ × ○
デフォルトスループットクラス割当 × ○
フロー制御パラメータネゴシエーション × ○
スループットクラスネゴシエーション × ○ ○注１ 　4.4
基本スループットクラスネゴシエーション × × ○注１
拡張スループットクラスネゴシエーション × × ○注１

閉域ユーザグループ (CUG)に関するファシリティ × ○
閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）
出接可閉域ユーザグループ
入接可閉域ユーザグループ
閉域ユーザグループ内着呼禁止
閉域ユーザグループ内発呼禁止
閉域ユーザグループ選択
両閉域ユーザグループ選択ﾌｧｼﾘﾃｨの無指定

相互形閉域ユーザグループ(BCUG)に関するﾌｧｼﾘﾃｨ × ○
相互形閉域ユーザグループ（ＢＣＵＧ）
出接可相互形閉域ユーザグループ
相互形閉域ユーザグループ選択

ファーストセレクト × ○
ファーストセレクト許容 × ○
着信課金 × ○
着信課金許容 × ○
ローカル課金防止 × ○
網利用者識別（ＮＵＩ）に関するファシリティ × ○
ＮＵＩ加入ファシリティ
ＮＵＩオーバライドファシリティ
ＮＵＩ選択ファシリティ

課金情報通知 × ○
ＲＯＡに関するファシリティ × ○
ＲＯＡ加入
ＲＯＡ選択

代表選択 × ○
着信転送とＤＴＥによる着信転送に関するﾌｧｼﾘﾃｨ × ○ ○注２ 　4.3.3
着信転送 × ○
ＤＴＥによる着信転送に関するﾌｧｼﾘﾃｨ × ○ ○注２
着信転送通知またはＤＴＥによる着信転送通知 × ○ ○注２
ＩＣＲＤ制御ファシリティ × × ○注２

被呼ラインアドレス変更通知 × ○
転送遅延選択および表示 × ○
ＴＯＡ／ＮＰＩアドレス加入 × ×注３ ○ 　4.1.2
オルタナティブアドレス登録に関するﾌｧｼﾘﾃｨ × × ○ 　4.1.3
オルタナティブアドレス登録関連ファシリティ
オルタナティブアドレス使用加入
オルタナティブアドレス選択

注１：スループットクラスネゴシエーションは、ＪＴ－Ｘ２５［第３版］より基本スループットクラ

スネゴシエーションと拡張スループットクラスネゴシエーションの新ファシリティに分類され

た。

注２：ＪＴ－Ｘ２５［第３版］にてＩＣＲＤファシリティが新たに追加された。

注３：標準ＪＴ－Ｘ２５（８８）では、付録Ⅴに収録され、標準の規定範囲外。
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4.3.2　最大ファシリティ長の制限について

4.3.2.1　最大ファシリティ長の制限に関する標準記述

　オプショナルユーザファシリティを使用する場合のファシリティ表示フィールド最大長に関し、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｘ２５各版における規定内容の差異を示す。

(1) ＪＴ－Ｘ２５［第２版］およびＪＴ－Ｘ２５（８８）における規定

　ファシリティフィールドは、オクテットの整数倍で構成される。本フィールドの実際の最大長は、

網の提供するファシリティによるが、１０９オクテットを越えることはない。

(2) ＪＴ－Ｘ２５［第３版］における規定

　ファシリティフィールドは、オクテットの整数倍で構成される。本フィールドの実際の最大長は

２５５オクテットである。しかしながら、パケットの一般的な最大長に制限される。

4.3.2.2　最大ファシリティ長の制限差異による相互接続上の注意点

　ＪＴ－Ｘ２５［第３版］に準拠する端末が、ＪＴ－Ｘ２５［第２版］またはＪＴ－Ｘ２５（８８）に準

拠する端末と相互接続により通信する場合、１つのパケットに表示されるパケット長が１０９オクテット

以下となる事が望ましい。

　以下に発呼要求時のシーケンス例を示す。

　ＪＴ－Ｘ２５［第３版］に準拠する端末より１０９オクテットを越えるファシリティを表示した発呼要

求（ＣＲ）パケットが発信された場合、着信端末の準拠プロトコルにより呼設定が不可となる場合がある。

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］およびＪＴ－Ｘ２５（８８）では、最大ファシリティ長を１０９オクテットに制

限しているため、一般的に上記の発呼要求は着信端末または網により拒否または規制されることが考えら

れる。

(1) 網が、端末収容プロトコルとしてＪＴ－Ｘ２５［第３版］のみをサポートする場合

網は関与せず、着信端末が呼設定を拒否する事が考えられる。

この場合の切断原因および診断符号は以下が想定される。

・切断原因：「ＤＴＥ起動」

・診断符号：「端末により設定される任意の値」

図１２／ＪＴ－Ｘ２５補遺にシーケンス例を示す。

図１２／ＪＴ－Ｘ２５補遺

端末による着信拒否シーケンス例

網
ＪＴ－Ｘ２５
［第３版］

発呼端末
JT-X25［第３版］

着呼端末
JT-X25［第２版］
または JT-X25(88)

ＣＲ
（ﾌｧｼﾘﾃｨ>109oct）

ＣＩ
切断原因：ＤＴＥ起動
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(2) 網が、端末収容プロトコルとして、ＪＴ－Ｘ２５の各版をサポートする場合。

網が、発信端末と着信端末の収容プロトコル差異を認識し、着信端末に着呼することなく呼の接続

を規制することが考えられる。

この場合の切断原因および診断符号は以下が想定される。

・切断原因：「相手プロトコル不一致」

・診断符号：「＃６９（ファシリティ長に関する合理性異常）」　または

「＃３９（パケット長に関する合理性異常）」

図１３／ＪＴ－Ｘ２５補遺にシーケンス例を示す。

図１３／ＪＴ－Ｘ２５補遺

網による着信規制シーケンス例

4.3.3　着信転送

　網間着信転送は、ＪＴ－Ｘ２５［第３版］で新たに導入されたものである（ＪＴ－Ｘ２５［第３版］　６．

２５節参照）。

　着信転送に関するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５各版における記述差異を表１１／ＪＴ－Ｘ２５補遺に示す。

表１１／ＪＴ－Ｘ２５補遺

標準ＪＴ－Ｘ２５各版における規定一覧

ＪＴ－Ｘ２５

［第２版］

ＪＴ－Ｘ２５

（８８）

ＪＴ－Ｘ２５

［第３版］

着信転送 × ○ ○

網間着信転送 × × ○

【○：規定あり、×：規定なし】

　着信転送およびＤＴＥによる着信転送は、被呼ＤＴＥ側の設定により行われ、起呼ＤＴＥの端末の標準

の版数には依存しないため、相互接続に関する問題は発生しない。

　ただし、起呼ＤＴＥがＪＴ－Ｘ２５［第２版］、ＪＴ－Ｘ２５（８８）準拠の端末では、着信転送およ

び／又は網間着信転送がおこなわれたか判断できない場合があるため、注意が必要である。

網
ＪＴ－Ｘ２５

各版

発呼端末
JT-X25［第３版］

着呼端末
JT-X25［第２版］
または JT-X25(88)

ＣＲ
（ﾌｧｼﾘﾃｨ>109oct）

ＣＩ
切断原因：相手プロトコル不一致
診断符号：＃６９、＃３９
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4.4　スループットクラス関連

　スループットクラスネゴシエーションは、ＤＴＥ－ＤＣＥ間のローカルな規定であるため、標準の各版

の差異による相互接続には何ら問題は生じない。

　ここでは、各版におけるスループットクラスネゴシエーションファシリティの規定範囲とスループット

クラスの符号化の差分を明確にする。

4.4.1　ファシリティの規定範囲

表１２／ＪＴ－Ｘ２５補遺

ファシリティの規定範囲

ファシリティ

標準名称

基本ｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽ

ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝﾌｧｼﾘﾃｨ

拡張ｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽ

ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝﾌｧｼﾘﾃｨ

ＪＴ－Ｘ２５［第２版］ 規定なし 規定なし

ＪＴ－Ｘ２５（８８）

ｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝﾌｧｼﾘﾃｨと呼称

ｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽに制限あり

＊表１３参照

規定なし

ＪＴ－Ｘ２５［第３版］ ｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝﾌｧｼﾘﾃｨから呼称

の変更。 ＊表１３参照

新規に規定された。

＊表１４参照

4.4.2　スループットクラスの符号化

表１３／ＪＴ－Ｘ２５補遺

基本スループットクラスネゴシエーションファシリティ

におけるスループットクラスの符号化

ビット位置： ４ ３ ２ １ スループットクラス

または （ｂｉｔ／ｓ）

ビット位置： ８ ７ ６ ５

０ ０ ０ ０ 将来の利用のために確保

０ ０ ０ １ 将来の利用のために確保

０ ０ １ ０ 将来の利用のために確保

０ ０ １ １ ７５

０ １ ０ ０ １５０

０ １ ０ １ ３００

０ １ １ ０ ６００

０ １ １ １ １２００

１ ０ ０ ０ ２４００

１ ０ ０ １ ４８００

１ ０ １ ０ ９６００

１ ０ １ １ １９２００

１ １ ０ ０ ４８０００

１ １ ０ １ ６４０００

１ １ １ ０ １２８０００

１ １ １ １ １９２０００

ＪＴ－Ｘ２５

（８８）

の規定範囲
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表１４／ＪＴ－Ｘ２５補遺

拡張スループットクラスネゴシエーションファシリティ

におけるスループットクラスの符号化

ビット位置： ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ スループットクラス

（ｂｉｔ／ｓ）

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 将来の利用のために確保

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 将来の利用のために確保

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 将来の利用のために確保

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ７５

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １５０

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ３００

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ６００

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １２００

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２４００

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ４８００

０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ９６００

０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １９２００

０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ４８０００

０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ６４０００

０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ １２８０００

０ ０ ０ ０ １ １ １ １ １９２０００

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２５６０００

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ３２００００

０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ３８４０００

０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ４４８０００

０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ５１２０００

０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ５７６０００

０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ ６４００００

０ ０ ０ １ ０ １ １ １ ７０４０００

０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ７６８０００

０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ８３２０００

０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ８９６０００

０ ０ ０ １ １ ０ １ １ ９６００００

０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ １０２４０００

０ ０ ０ １ １ １ ０ １ １０８８０００

０ ０ ０ １ １ １ １ ０ １１５２０００

０ ０ ０ １ １ １ １ １ １２１６０００

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １２８００００

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １３４４０００

０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １４０８０００

０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ １４７２０００

０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １５３６０００

０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ １６０００００

０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １６６４０００

０ ０ １ ０ ０ １ １ １ １７２８０００

０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １７９２０００

０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １８５６０００

０ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １９２００００

０ ０ １ ０ １ ０ １ １ １９８４０００

０ ０ １ ０ １ １ ０ ０ ２０４８０００

他  の  値 将来の利用のために確保
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第二部門委員会 （順不同）

部門委員長 飯塚　久夫 日本電信電話(株)
副部門委員長 田村　潤三 国際電信電話(株)
副部門委員長 広島　宗太郎 (株)日立製作所

中島　昭久 NTT移動通信網(株)
長谷　和幸 エヌ・ティ・ティ・データ通信(株)
勝川　保 住友電気工業(株)
郷右近　一彦 ノーザンテレコムジャパン(株)
浜田　博 (財)電気通信端末機器審査協会

菊地　克昭 日本電信電話(株) （第一専門委員会　専門委員長）

金内　健次 沖電気工業(株) （第一専門委員会副専門委員長）

部谷　文伸 三菱電機(株) （第一専門委員会副専門委員長）

藤岡　雅宣 国際電信電話(株) （第二専門委員会　専門委員長）

和泉　俊勝 日本電信電話(株) （第二専門委員会副専門委員長）

関谷　邦彦 (株)東芝 （第二専門委員会副専門委員長）

朝倉　純二 日本電気(株) （第三専門委員会　専門委員長）

杉山　秀紀 日本アイ･ビー･エム(株) （第三専門委員会副専門委員長）

入部　真一 (株)日立製作所 （第三専門委員会副専門委員長）

鈴木　孝至 日本電信電話(株) （第四専門委員会　専門委員長）

長澤　達秀 国際電信電話(株) （第四専門委員会副専門委員長）

松浦　正員 松下通信工業(株) （第四専門委員会副専門委員長）

三宅　功 日本電信電話(株) （第五専門委員会　専門委員長）

大村　好則 国際電信電話(株) （第五専門委員会副専門委員長）

川勝　正美 沖電気工業(株) （第五専門委員会副専門委員長）

岡田　忠信 日本電信電話(株) （第六専門委員会　専門委員長）

久保　征英 富士通(株) （第六専門委員会副専門委員長）

細川　洋 東京電力(株) （第六専門委員会副専門委員長）

第三専門委員会

（ＪＴ－Ｘ２５補遺）

木暮　恒夫 国際電信電話(株) 中村　信一 (株)田村電機製作所

竹原　啓五 第二電電(株) 石田　知章 (株)東芝

渡部　忠夫 東京通信ネットワーク(株) 小松　陽一 東洋通信機(株)
清水　悟 日本高速通信(株) 小林　陽生 日本ディジタルイクイップメント(株)
高橋　元一 日本テレコム(株) 西大　和男 日本電気(株)
篠田　秀雄 日本電信電話(株) 浜田　孝 日本無線(株)

＊大田　善徳 日本電信電話(株) 中嶋　雄次郎 日本ユニシス(株)
＊堀　伸一 日本電信電話(株) 田中　伸一 (株)長谷川電機製作所

田中　猛 日本ｲｰｴﾇｴｽ･ｴｲﾃｨｱﾝﾄﾞﾃｨ(株) 家原　康成 (株)日立製作所

富山　善文 アンリツ(株) 稲見　任 富士通(株)
鶴巻　敏郎 岩崎通信機(株) 山田　小一 松下通信工業(株)
稲垣　敏彦 沖電気工業(株) 根本　泰典 三菱電機(株)
和田　克弘 オムロン(株) 牧田　仁 ヤマハ(株)
浅井　和義 神田通信工業(株) 橋本　政雄 (株)リコー

小谷　隆志 キヤノン(株) 稲田　隆一 セイコーシステム(株)
林　弘章 シャープ(株) 小林　榮夫 (財)電気通信端末機器審査協会

神田　一郎 住友電気工業(株)



（ＪＴ－Ｘ２５）

（ＳＷＧ１　検討グループ）

＊特別専門委員 大田　善徳 日本電信電話(株)
＊＊委員 稲垣　敏彦 沖電気工業(株)

特別専門委員 杉村　和彦 国際電信電話(株)
委員 清水　悟 日本高速通信(株)
特別専門委員 永田　哲也 日本高速通信(株)
特別専門委員 三野　健志 オムロン(株)
特別専門委員 後藤　達吉 (株)東芝

特別専門委員 井口　肇 日本電気(株)
特別専門委員 秋山　秀洋 (株)日立製作所

特別専門委員 高橋　英一郎 富士通(株)
特別専門委員 赤壁　勇 松下通信工業(株)
特別専門委員 岩山　哲治 三菱電機(株)
委員 牧田　仁 ヤマハ(株)
委員 橋本　政雄 (株)リコー

＊　検討グループリーダ

＊＊検討グループサブリーダ

事務局　大野　英雄（第二技術部）


	　　



